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はじめに

このガイドでは、Oracle WebCenter Sites、Oracle WebCenter Sites: Community、Oracle WebCenter Sites: Community BlogsモジュールおよびOracle WebCenter Sites: Gadgetsの使用方法の概要について説明します。


対象読者

このドキュメントは、WebCenter Sites Contributorインタフェース、WebCenter Sites: CommunityインタフェースおよびWebCenter Sites: Gadgetsインタフェースを使用してコンテンツを作成、確認および承認するコンテンツ・プロバイダを対象としています。コンテンツ・プロバイダは一般に、コーポレート・コミュニケーション、財務、人事、販売およびマーケティングの各分野における専門家です。コンテンツ・プロバイダの専門知識が根差すものはそのコンテンツ自体であり、コンテンツ管理に使用されるソフトウェアではありません。技術的習熟は必ずしも必要ではありません。

このドキュメントは、コンテンツ・プロバイダをサポートし、彼らの職務を遂行する個々のユーザー、または単純にWebCenter Sitesおよびその関連アプリケーションの基本概念を理解したいユーザーにも役立ちます。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は、(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle WebCenter Sitesリリース11gR1ドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle WebCenter Sites動作保証マトリックス


	
Oracle Fusion Middleware WebCenter Sitesリリース・ノート


	
『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』


	
『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』


	
『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sitesインストレーション・ガイド』





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ドキュメントのタイトル、強調、またはユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。












このガイドで説明する新機能

ここでは、Oracle WebCenter Sites 11gリリース1 (11.1.1.8.0)の新機能と変更された機能、およびこのガイドに記載されているその他の重要な変更について説明するほか、追加情報に対するポイントも記載しています。これには、WebCenter Sites Contributorインタフェース、WebCenter Sites: Communityアプリケーションのインタフェース、およびOracle WebCenter Sites: Gadgetsアプリケーションのインタフェースにおける変更点に関する情報が含まれています。


Oracle WebCenter Sites Version 11gリリース1 (11.1.1.8.0)の新機能

Oracle WebCenter Sites 11gリリース1 (11.1.1.8.0)には次の新機能が追加されています。

	
Oracle WebCenter Sites Contributorインタフェースの新機能は次のとおりです。

	
バニティURLをサポートしました。これには、Webサイトにパブリッシュされるすべてのアセットに対してバニティURLを定義および管理する機能が含まれています。第3.4項を参照してください。


	
アセットに対する一括コピー操作および一括共有操作をサポートしました。第3.1.3.2項および第3.2.3項を参照してください。


	
ContentQueryアセット・タイプを追加しました。これにより、検索条件をContentQueryタイプのアセットとして保存できます。第6.5.2項および第18.4項を参照してください。


	
タグ付け機能を追加しました。タグを追加してアセットを編成し、詳細検索を実行すると、同一内容のタグが付加されたすべてのアセットを検索できます。第6.6.2項を参照してください。


	
WebCenter Sites: CommunityおよびWebCenter Sites: GadgetsとContributorインタフェースとの統合をサポートしました。この統合により、Contributorインタフェースから直接、ウィジェットとガジェットのカスタマイズおよびデプロイができます。次を参照してください。


	
Oracle WebCenter Sitesの新しいモビリティ・コンポーネントにより、単一コンテンツの管理サイト内で様々なモバイル・デバイス(スマートフォンやタブレットなど)に対し複数のWebサイトを作成できます。第13章を参照してください。


	
「サイト・ツリー」からのサイト・プランとページ・アセットのパブリッシュを承認する機能が追加されました。第14.2.2項を参照してください。





	
Oracle WebCenter Sites: Communityインタフェースの新機能は次のとおりです。

	
「トピック別コメント」画面でコメントを管理する際に、管理者としてコメントに返答を投稿するオプションが追加されました。第25.2.2項を参照してください。


	
特定のトピック(Webページ)にデプロイされた「コメント」ウィジェットや「レビュー」ウィジェットを有効または無効にするオプションが追加されました。第25.2.2項および第26.2.2項を参照してください。


	
「ログイン・バー」ウィジェットに機能を追加しました。これにより、「ログイン・バー」設定画面においてOracle Access Managementとの統合が可能になるほか、Facebook、Twitter、Google+など、サード・パーティのソーシャル・ネットワークに対するコメントやレビューの共有を無効または有効にできます。詳細は、第28.2項を参照してください。


	
「キャッシュ・サマリー」画面に新しい列が2つ追加されました。

	
ディスク上の最大要素数


	
ディスクへのオーバーフロー




この2つの列の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。





	
Oracle WebCenter Sites Gadgetsアプリケーション・インタフェースの新機能は次のとおりです。

	
「ログイン・バー」ウィジェットを再構成し、デプロイする機能が追加されました。これは、Communityアプリケーションの「ログイン・バー」ウィジェットと同じものです。したがって、Gadgetsインタフェースの「ログイン・バー」ウィジェットに対する変更は、Communityインタフェースの「ログイン・バー」ウィジェットにも適用され、その逆も同様に適用されます。「ログイン・バー」ウィジェットの再構成の詳細は、第28.2項および第35.2項を参照してください。


	
Site Gadget Catalogインタフェースに「言語」オプション(「設定」メニューの下)が追加されました。「言語」画面では、デプロイされたガジェットの言語の設定を構成できます。詳細は、第35.5項を参照してください。








Oracle WebCenter Sites Version 11gリリース1 (11.1.1.8.0)の変更された機能

Oracle WebCenter Sites 11gリリース1 (11.1.1.8.0)では次の機能が変更されました。

	
Oracle WebCenter Sites Contributorインタフェースで変更された機能は次のとおりです。

	
フォーム・モードおよびWebモードの名前をフォーム・ビューおよびWebビューに変更しました。このガイドで、フォーム・モードおよびWebモードと言う場合は、フォーム・ビューおよびWebビューについて述べていることになります。フォーム・ビューおよびWebビューの詳細は、第1.1.2項を参照してください。


	
「SmartLists」の名前を変更しました。以前のリリースでは、保存済の検索条件は「SmartLists」と呼ばれていました。このリリースでは、保存済の検索条件は「保存済検索」と呼びます。「保存済検索」の詳細は、第6.5.1項を参照してください。


	
Engageの次の機能を改善しました。

	
推奨アセットのフィルタ・ルールを作成するコンテンツ・エントリ・フォームを改善しました。第19.4項を参照してください。


	
セグメント・アセットを作成する手順を変更しました。第18.3項を参照してください。








	
Oracle WebCenter Sites: Communityインタフェースで変更された機能は次のとおりです。

	
コミュニティのウィジェットとガジェットの両方にCSSタグをデプロイできるようになりました。ガジェットのCSSタグをデプロイする手順は、コミュニティ・ウィジェットのCSSタグをデプロイする手順に含まれています。

この情報は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』に移動されました。


	
コミュニティ・ウィジェットのタグに関する情報を『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』に移動しました。


	
SEOサポートに関する情報を『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』に移動しました。





	
Oracle WebCenter Sites: Gadgetsアプリケーション・インタフェースで変更された機能は次のとおりです。

	
Global Gadget Catalogインタフェースに関する情報を『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』に移動しました。


	
Gadgetsインタフェースの有効化に関する情報を『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』に移動しました。


	
Global Gadget Catalogまたはサイト・ガジェット・カタログへのガジェットの登録に関する情報を『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』に移動しました。


	
このリリースのOAuthサポートを削除しました。


	
Gadgets Userインタフェースに表示される次のメニュー・バーのオプションを変更しました。

	
「ガジェット」メニューの名前を「カタログ」に変更しました。また、ガジェットは、「カタログ」画面からデプロイされています。その結果、「デプロイメント」メニューがメニュー・バーから削除されました。


	
「ダッシュボード」メニューに「プレビュー」オプションと「デプロイ」オプションが含まれています。


	
「ログイン・バー」メニュー・オプションが追加されました。


	
「認可済ドメイン」、「外観」および「言語」の各オプションを含む「設定」メニューが追加されました。


	
「権限」メニューを削除しました。「認可済ドメイン」オプションは「設定」メニューの下にあります。




Gadgetsインタフェースのメニュー・オプションの詳細は、第33.2項を参照してください。





	
ガジェット用のCSSタグを追加しました。このリリースでは、ガジェット用のCSSタグとダッシュボードをデプロイできます。その手順は、コミュニティ・ウィジェット用のCSSタグをデプロイする手順と同じです。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。





ドキュメントの統合

このガイドには、以前に別のガイドで入手できたユーザーのドキュメントが統合されています。このガイドには、次のトピックが追加されました。

	
第II部「コミュニティ・アプリケーションの使用」では、ModeratorロールまたはDesignerロールを割り当てられたユーザーとしてOracle WebCenter Sites: Communityアプリケーションを使用する手順が示されています。


	
第III部「ブログ・コンテンツの作成」では、ブログのアセットやカタログを作成する手順のほか、ブログ作成者のアセットを変更する手順が示されています。


	
第IV部「ガジェット・アプリケーションの使用」では、Oracle WebCenter Sites: Gadgetsアプリケーションや、Gadgets Userインタフェースのユーザーに付与された権限について説明しています。





非推奨に関する注意点

次の機能は、WebCenter Sites 11gリリース1 (11.1.1.8.0)では推奨されていません。

	
ミラー・パブリッシュ。この機能は、リアルタイム・パブリッシュに置き換わっています。


	
静的パブリッシュ


	
WebCenter Sites Desktop


	
WebCenter Sites DocLink









第I部


Oracle WebCenter Sites Contributorインタフェースの使用

この部では、Oracle WebCenter Sites WebアプリケーションのContributorインタフェースの使用方法について説明します。

第I部は次の章で構成されています。

	
第1章「WebCenter Sitesの概要」


	
第2章「スタート・ガイド」


	
第3章「フォーム・モードでのアセットの作成、共有および編集」


	
第4章「Webモードでのアセットの作成、共有および編集」


	
第5章「アセットの削除」


	
第6章「アセットの検索と編成」


	
第7章「アセットのプレビュー」


	
第8章「アセットの関連付け」


	
第9章「アセットのリンク」


	
第10章「Webサイトのナビゲーションの作成」


	
第11章「多言語アセットでの作業」


	
第12章「Contributorインタフェースでのウィジェットおよびガジェットの使用」


	
第13章「モバイル用Webサイトの作成」


	
第14章「パブリッシュの承認」


	
第15章「リビジョン追跡」


	
第16章「ワークフロー」


	
第17章「Oracle WebCenter Sites: Engageの概要」


	
第18章「Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化」


	
第19章「Engageによる推奨の作成および構成」


	
第20章「Engageによるプロモーションの作成」


	
第21章「ナビゲーションのリファレンス」


	
第22章「フレックス・アセット・モデル」









1 WebCenter Sitesの概要

コンテンツ・プロバイダの役割は、Webサイトのコンテンツを作成、管理および配信することです。その専門知識はコンテンツに基づくもので、その管理に使用するソフトウェアに基づくものではありません。このガイドは、特にコンテンツ・プロバイダを対象としており、Oracle WebCenter Sitesを使用して、技術的な熟練を要せずコンテンツ管理タスクを実行できるように支援することを目的としています。

この章は、次の項で構成されています。

	
第1.1項「Oracle WebCenter Sitesの概要」


	
第1.2項「コンテンツ管理の概念について」


	
第1.3項「Contributorインタフェースで実行可能な機能」


	
第1.4項「Contributorインタフェースの機能」






1.1 Oracle WebCenter Sitesの概要

Oracle WebCenter Sitesでは、Webサイトにパブリッシュするコンテンツを作成および管理できます。コンテンツは、WebCenter Sitesデータベースに格納されます。コンテンツの作成および管理にはWebCenter SitesのContributorインタフェースを使用します。このインタフェースを使用すると、データベースに対するアクセスおよび処理を、簡単かつ直感的に行えます。

管理するコンテンツは、組織の性質によって異なります。ニュース・サイトでは、記事、写真、ビデオ・クリップなどを作成します。人事部であれば、求人案内や人事政策などを管理するでしょう。オンライン・ショップでは、製品説明、特別提供、割引券などを扱います。コンテンツ管理(CM)システムで作成したコンテンツは、完成まで段階的に処理され、担当者間を移動します。このプロセスをワークフローと呼びます。この過程で、コラボレータはコンテンツに対して修正やコメントを加え、リビジョン追跡を使用して、コンテンツに加えられた変更を監査できます。最終的な目的は、サイト・ビジターが閲覧できるように、コンテンツをパブリッシュすることです。パブリッシュ機能は、WebCenter Sitesの管理インタフェースから使用できます。



1.1.1 コンテンツ・エントリ・フォームからWebサイトまで

WebCenter Sitesでコンテンツを作成および編集する場合は、CMシステムに置かれているコンテンツ・エントリ・フォームを使用します。これは、データベースに直接アクセスすることなく、簡単かつ直感的にデータベースにコンテンツを格納できるようにするための機能です。一般向けに配信する準備ができたコンテンツは、リアルタイム・パブリッシュを使用して、Webサイトにパブリッシュできます。(パブリッシュの詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。)

たとえば、リアルタイム・パブリッシュ方法では、CMシステムから配信システムにコンテンツがパブリッシュ(コピー)されます。配信システムはこのコンテンツを、Webサイトに配信します。コンテンツをWebサイトにパブリッシュする手順を図1-1および図1-2に示すとともに、次に説明します。

手順1 (図1-1): コンテンツ・エントリ・フォーム(記事フォームなど)にデータを移入してコンテンツを保存すると、コンテンツはWebCenter SitesによってCMシステム・データベースに格納されます。

手順2 (図1-1): 作成者または別のユーザーによってコンテンツが承認されると、パブリッシュ・プロセスが開始され、コンテンツが配信システムにコピーされます。

手順3 (図1-1): サイト・ビジターによってコンテンツが要求されると、このコンテンツが配信システムから自動的に取得され、コードによってフォーマットおよびレイアウトされます。このコードは、サイト・デザイナの指定に基づいて開発者が記述します。

手順4 (図1-2): フォーマットされたコンテンツがビジターのブラウザに配信されます。

簡単に言うと、コンテンツ・エントリ・フォームは生のコンテンツを受け取り、CMシステム・データベースに格納します。パブリッシュされたコンテンツがサイト・ビジターによって要求されると、配信システムはビジターのブラウザ上に、このコンテンツをビューア対応の形式でレンダリングします(すでにキャッシュされていない場合)。




	
注意:

このガイド全般において、コンテンツ・プロバイダはCMシステムを使用して、Webサイトに配信されるコンテンツを作成および変更し、他のプロセスも実行します。









1つのコンテンツ・エントリ・フォームは、1つのアセット(この章内で後述)を表現します。コンテンツ・エントリ・フォームは、次の2つのモードで表示できます。

	
フォーム・モードは、従来的なフォーム・ビューとして表示され、各フィールドにコンテンツを入力できます(図1-1および図1-3の左側を参照)。「プレビュー」オプションを使用すると、パブリッシュしたときにコンテンツがWebサイト上でどのように表示されるかを確認できます。


	
Webモードでは、コンテンツのWebページ・ビュー上に情報を入力できます(図1-3の右側を参照)。これにより、作成しているコンテンツがWebサイトにパブリッシュされた場合どのように表示されるかを、作成しながら確認できます。




コンテンツ・エントリ・フォームには、次の利点があります。

	
WebCenter Sitesデータベースの詳細な仕様について、ユーザーが学習する必要はありません。

コンテンツ・エントリ・フォームは、WebCenter Sitesデータベースの窓口と考えることができます。フォームに入力したコンテンツは、データベース内に格納されます。取得したコンテンツはデータベースから読み取られ、コンテンツ・エントリ・フォームの編集バージョンとして表示されます。

コンテンツ・エントリ・フォームは、WebCenter Sitesがサポートする様々な種類のデータベースに対応する標準インタフェースとなるため、ユーザーは特定のデータベースの仕様を学習する必要がありません。あるデータベースが別のデータベースに交換されたとしても(SQL ServerのDB2との交換など)、その交換はユーザーに対して透過的です。


	
ユーザーは、HTMLや他のマークアップ言語について知る必要がありません。

どのコンテンツ・エントリ・フォームでも、入力または編集するコンテンツをユーザー自身がフォーマットする必要はありません。ユーザー定義のフォーマットが使用できない場合は、デフォルトのフォーマット(テンプレートで指定)が適用されます。また、フィールドにWYSIWYG (What You See Is What You Get)エディタが表示される場合は、HTMLを知らなくても、このツールを使用してフィールドのコンテンツをフォーマットできます。コンテンツ・プロバイダは、コンテンツのみに集中することもできますが、その外観を決定することもできます。


	
ドラッグ・アンド・ドロップ環境で作業できます。

コンテンツ・エントリ・フォームの特定フィールドには、ドロップ・ゾーンが表示されます。ドロップ・ゾーンではドラッグ・アンド・ドロップ機能がサポートされるので、あるコンテンツを別のコンテンツに簡単に関連付けることができます。ユーザーは目的のコンテンツを素早く特定して(検索などの実行により)、目的のフィールドのドロップ・ゾーンまでドラッグし、このフィールドにドロップできます。


	
再利用性と一貫性が最大化されています。

フォームに入力したすべてのコンテンツ部分は、必要な回数のみ再利用が可能であり、Webサイト上の何箇所にでも、必要な数のフォーマットで再利用できます。再利用可能であるため、使用するたびに同じコンテンツを再作成する必要がなく、サイト全般で一貫性を維持できます。


図1-1 コンテンツ・エントリ・フォーム(フォーム・モードおよびWebモードでの表示)

[image: 図1-1の説明が続きます]






図1-2 Webサイト(オンライン・サイト)

[image: 図1-2の説明が続きます]











1.1.2 コンテンツ・エントリ・モード

Contributorインタフェースでは、フォーム・モード(図1-1および図1-3の左側を参照)またはWebモード(図1-3の右側を参照)を使用して、コンテンツ・エントリ・フォームを処理できます。




	
注意:

このリリースでは、フォーム・モードおよびWebモードの名前をフォーム・ビューおよびWebビューに変更しています。このガイドで、フォーム・モードおよびWebモードと言う場合は、フォーム・ビューおよびWebビューについて述べていることになります。










図1-3 フォーム・モードおよびWebモードで表示されたコンテンツ・エントリ・フォーム

[image: 図1-3の説明が続きます]





図1-3に示すように、フォーム・モードでは従来的なフォーム・ビューでコンテンツ・エントリ・フォームが表示されます。ここでは、明確なラベルの付いたフィールドに、作成するコンテンツの情報を入力できます。一方、Webモードでは、コンテンツ・エントリ・フォームのWebページ・ビューを処理できます。Webモードではフィールドのかわりに、スロット、事前定義されたサンプル情報、情報を入力するための他の編集可能領域が表示されます。入力した情報は、Webモードで表示されたときとまったく同様に、Webサイト上でも表示されます(コンテンツのパブリッシュ後)。

2種類のモードで作業可能なだけではなく、Contributorインタフェースではドラッグ・アンド・ドロップ機能がサポートされ、この機能をフォーム・モードでもWebモードでも使用できます。



1.1.2.1 フォーム・モードでのドロップ・ゾーンの処理

フォーム・モードでコンテンツを処理する場合は、ドラッグ・アンド・ドロップ機能をサポートするフィールドが表示されることがあります。ドラッグ・アンド・ドロップ機能をサポートするフィールドには、ドロップ・ゾーンが表示されます。ドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドにデータを移入するには、検索結果リストまたはナビゲーション・ツリーからコンテンツを選択して、フィールドのドロップ・ゾーンにドロップ(配置)します(図1-4を参照)。


図1-4 ドロップ・ゾーン(ドラッグ・アンド・ドロップ・フィールド)の処理

[image: 図1-4の説明が続きます]





フォーム・モードでのコンテンツ処理に関する詳細および手順は、第3章「フォーム・モードでのアセットの作成、共有および編集」を参照してください。





1.1.2.2 Webモードでのスロット(ドロップ・ゾーンと組み合せてコーディング)の処理

Webモードでコンテンツを処理する場合は、ドラッグ・アンド・ドロップ機能をサポートするスロットが表示されることがあります。こうしたスロットは、ドロップ・ゾーンと組み合せてコーディングされています。ドロップ・ゾーンと組み合せてコーディングされたスロットでは、ツリーまたは検索結果リストからコンテンツを選択して、選択したコンテンツをこのスロットにドラッグ・アンド・ドロップ(配置)できます。スロットに表示されるコンテンツは、Webサイトで表示される場合と同じように表示されるため、WebCenter Sitesシステム内のコンテンツどうしのアソシエーションを視覚化できます(図1-5を参照)。


図1-5 ドロップ・ゾーンと組み合せてコーディングされたスロットの処理

[image: 図1-5の説明が続きます]





Webモードでのコンテンツ作成に関する詳細および手順は、第4章「Webモードでのアセットの作成、共有および編集」を参照してください。







1.1.3 コンテンツのプレビュー

「プレビュー」機能を使用すると、作成または編集しているコンテンツが、パブリッシュ後にWebサイトでどのように表示されるかを確認できます。Webモードでコンテンツを処理している場合とは異なり、プレビュー表示中のコンテンツは編集できません(図1-6を参照)。


図1-6 コンテンツのプレビュー

[image: 図1-6の説明が続きます]





プレビュー機能では、コンテンツのWebページ・ビューが表示されるだけです。プレビューしているコンテンツを編集するためのオプションは提供されません。コンテンツを編集するには、フォーム・モードまたはWebモードでコンテンツを処理する必要があります。フォーム・モードまたはWebモードに切り替えて、プレビュー表示中のアセットを編集する方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」の手順bを参照してください。







1.2 コンテンツ管理の概念について

WebCenter Sitesでは、コンテンツはアセットおよびアセット・タイプという形で定義されます。この定義は、このガイド全般で使用されます。



1.2.1 コンテンツ: アセット・タイプおよびアセット

アセットとは、WebCenter Sitesを使用して管理するコンテンツ・アイテムであり、記事、製品説明、広告、写真、ビデオ・クリップなどがあります。アセットは、アセット・タイプのインスタンスです。

アセット・タイプは、該当するタイプのアセットの作成に使用するオブジェクトです。アセット・タイプは、提供するコンテンツのタイプをフィールドの組合せにより定義する、コンテンツ・エントリ・フォームによって表されます。

たとえば、図1-7 (A)のコンテンツ・エントリ・フォームは、記事という名前のアセット・タイプに属しています。その中の「ヘッドライン」、「概要」、「作成者」、「投稿日」および「本文」の各フィールドが、記事を構成するコンテンツとして表示されます。図1-7 (B)のコンテンツ・エントリ・フォームは、スポーツ・カーという名前のアセット・タイプに属しており、「名前」、「エンジン・タイプ」、「製造元」、「モデル」、「価格」の各種フィールドによってスポーツ・カーに関する情報入力を要求しています。


図1-7 記事アセット・タイプおよびスポーツ・カー・アセット・タイプのコンテンツ・エントリ・フォーム

[image: 図1-7の説明が続きます]





図1-8では、"記事"アセット・タイプからコンテンツ・プロバイダが経済記事アセット、スポーツ記事アセット、ガーデニング記事アセットおよび音楽記事アセット(すべて"記事"アセット・タイプのインスタンス)を作成した例が示されています。


図1-8 記事アセット

[image: 図1-8の説明が続きます]





次の例(図1-9)では、"スポーツ・カー"アセット・タイプの各種フィールドがあり、そのフィールドによってコンテンツ・プロバイダはLotus、Ferrari、MaseratiおよびBughattiの各アセットを作成しています。これらはすべて、"スポーツ・カー"アセット・タイプのインスタンスです。


図1-9 スポーツ・カー・アセット

[image: 図1-9の説明が続きます]





開発者は通常、十分な範囲とタイプによるコンテンツを作成およびパブリッシュできるように、多くの種類のアセット・タイプを作成します。アセット・タイプにはそれぞれ、固有のフィールドを組み合せた独自のコンテンツ・エントリ・フォームがあります(図1-7を参照)。保存したアセットはWebCenter Sitesデータベースに格納されます。アセットは、編集、調査、削除、複製、ワークフローへの組込み、リビジョン追跡による追跡、検索、およびWebサイトへの配信が可能です。




	
注意:

技術的に正確に言うと、コンテンツ・エントリ・フォームのフィールド名は属性です。この区別は管理者や開発者にとっては重要ですが、コンテンツ・プロバイダの作業、およびWebCenter Sitesでのコンテンツ管理についての理解には影響しません。このため、このガイド全般では、"フィールド"と"属性"はほぼ同じ意味で使用されます。













1.2.2 構造化コンテンツ・アセットとドキュメント・アセット

コンテンツ・プロバイダは多くの場合、構造化コンテンツ・アセットとドキュメント・アセットという、2種類のアセットを管理します。両者の違いは、構造化コンテンツ・アセットでは所定のコンテンツをWebCenter Sitesインタフェースに直接入力する必要がある一方、ドキュメント・アセットでは、任意のコンテンツ(またはレイアウト)によって構成されるファイルを提供する必要があることです。アセット・タイプを作成する開発者は、アセット・タイプが構造化コンテンツとドキュメントのどちらをサポートするのか、または両方をサポートするのかを指定します。

構造化コンテンツは、統一性、標準および再利用性を実現するために使用します。一方、ファイルベースのコンテンツは、自由形式での手法が許容される場合に使用します。ファイルベース・コンテンツでは、任意のコンテンツを構成し、これを独自の形式で表現できる自由があります。

	
構造化コンテンツ・アセットを作成する場合は、コンテンツをフォームに直接入力します(前述の例を参照)。各フィールドでは、見出し、署名欄、本文など特定の情報の入力を要求することで、コンテンツの構造を適用します(図1-10を参照)。


図1-10 構造化コンテンツ・アセット

[image: 図1-10の説明が続きます]





コンテンツをパブリッシュすると、そのフォーマットとレイアウト(サイト・デザイナによって事前定義されたもの)が、コンテンツのレンダリング用に選択したテンプレートに実装されます。


	
ドキュメント・アセットを作成する場合は、任意のフォーマットのファイル(Wordドキュメントなど)にコンテンツを入力して、このファイルをドキュメント・アセットに添付します。ファイルとそのコンテンツを説明しやすいように開発者が作成した追加フィールドがある場合は、ファイル名、ファイル・サイズ、フォーマット、関連キーワードなど、コンテンツを説明する情報を入力できます(図1-11を参照)。


図1-11 ドキュメント・アセット

[image: 図1-11の説明が続きます]







開発者がサイトをどのように設計するかによって、使用するアセットを構成するフィールドに、構造化コンテンツ側のフィールドとドキュメント側のフィールドが混在する場合があります。





1.2.3 多言語アセット

いくつもの地理的領域向けにローカライズしたサイトを管理する組織では、作成する各コンテンツが、最初に作成したコンテンツに使用された言語以外の複数の言語に翻訳される可能性があります。

WebCenter Sitesでは、各アセットにロケール指定を割り当て、同一原典の翻訳であるアセットをグループ化することができます。これにより、コンテンツの複数の翻訳版を簡単に追跡、管理およびパブリッシュできます。

たとえば、英語で記述された世界規模のプレス・リリースが、フランス語、スペイン語およびドイツ語に翻訳され、それぞれの地域サイトで各翻訳版がパブリッシュされる場合があります。プレス・リリースとその翻訳版は、別個のアセットとしてWebCenter Sitesデータベース内に格納されますが、多言語セットとして互いにリンクされます。多言語セットのメンバーは、ローカライズされていないアセットとまったく同様に、管理され、ワークフローを通過し、承認され、1つ以上の宛先にパブリッシュされます。

一方、異なる言語でのアセットを作成し、翻訳リンクを作成することなく、互いに依存せずに各アセットにロケール指定を割り当てることもできます。たとえば、ある地域のみに固有であり、他の地域向けには翻訳またはパブリッシュするべきではないコンテンツを、この方法で管理できます。

多言語をサポートするようにサイトを構成する場合は、サイト・ビジターが任意の言語を選択するための手段が、開発者によって提供されます。これに基づき、各アセットのどの翻訳版をWebサイトに表示するかが、配信システムによって決定されます(サイトに対してどのロケールが有効化されているかをチェックし、使用可能な場合はロケール・フィルタリングを使用)。





1.2.4 デザイン・アセット

構造化コンテンツ・アセットは、Webサイト・コンテンツのフォーマットと編成に使用される場合、デザイン・アセットと呼ばれます。デザイン・アセットは、開発者によって作成されたものを使用します。デザイン・アセットにアクセスできるかどうかは、作成されたデザイン・アセットの種類、およびWebCenter Sites管理者によって付与された権限に依存します。次のリストは、使用可能なデザイン・アセットについて説明します(適切な権限がある場合)。

	
テンプレート・アセットは、Webサイトのルック・アンド・フィールを作成します。コンテンツ・プロバイダはテンプレート・アセットを構造化コンテンツ・アセットに割り当て、コンテンツに固有のフォーマットを適用します。個々のテンプレート・アセットは、特定タイプのアセットをフォーマットします。サイト開発者がテンプレートをどのようにコーディングしているかによって、アセットのコンテンツ・エントリ・フォームのWebモードでの表示方法、およびWebサイトでのアセットの表示方法が決まります。使用可能なテンプレート・アセットの処理方法は、サイト開発者に問い合せてください。


	
ページ・アセットは、Webサイト内のページ(またはページの一部)を構成する各アセットを参照するコンテナであり、表示されるコンテンツの構造と構成を提供します。

ページ・アセットを作成する場合、開発者によって提供されたオプションからレイアウト(テンプレート・アセット)を選択して、外観を決定します。既存のページ・アセットを変更するには、サイト・ツリーまたは検索結果リストからこれを呼び出します。








1.2.5 WebCenter Sitesのデータ・モデル

アセットのデータ・モデルは、WebCenter Sitesデータベース内にコンテンツがフラット構造(単一レベル)で格納されるのか、または階層構造(複数レベル)で格納されるのかを定義します。WebCenter Sitesでは、フラット・モデルをベーシック・モデルと呼び、階層モデルをフレックス・モデルと呼びます。

データ・モデルは、開発者がアセット・タイプの作成時に、サイトの設計要件に適合するものを選択します。コンテンツ・プロバイダのほとんどの作業においては、アセット・モデルの種類の違いは重要ではありません。WebCenter Sitesで実行する機能のほとんどは、対象がベーシック・アセットであってもフレックス・アセットであっても同じであるためです。このガイドでは、機能や状況がベーシック・アセットまたはフレックス・アセットに固有である場合には、そのように明記します。サイトで使用されているアセット・モデルの種類については、管理者に問い合せてください。



1.2.5.1 ベーシックとフレックスの違い

次に、ベーシック・アセット・モデルとフレックス・アセット・モデルとの違いを要約します。

	
ベーシック・アセットはベーシック・アセット・タイプのインスタンスであり、アセット・タイプによって定義されたとおりの同一のプロパティ(属性)セットを常に保持します。他のアセットに関連付けることで、単一レベルの親子依存関係を構築できますが、互いのプロパティを継承することはできません。したがって、ベーシック・アセット・モデルによって複雑な階層を作成することはできません。


	
フレックス・アセットは、複数の親および祖父母から構造とコンテンツを継承できます。したがって、複雑な階層データ構造の構築に最適です(大規模なオンライン製品カタログの作成など)。ベーシック・アセットとは異なり、フレックス・ファミリにおけるフレックス・アセットは、確立された階層、および開発者によって設定された継承ルールに基づき、互いに異なるプロパティ(属性)を保持することができます。詳細は、第22章「フレックス・アセット・モデル」を参照してください。










1.2.6 コンテンツ管理サイト

コンテンツ管理(CM)サイトは、Webサイト、またはその一部のセクションのバックエンドであり、WebCenter Sitesの他のすべての機能と同様、WebCenter Sitesデータベース内に格納されます。CMサイトは構造化された論理フレームワークであり、次のような何種類かの情報を参照します。

	
CMサイトは、実際のWebサイト(またはその一部のセクション)を構成するすべてのアセット、アセット・タイプおよびアセット・リレーションシップを参照します。

ログインしているCMサイトのサイト・デザインを階層表示するには、ナビゲーション・ペインで「サイト・ツリー」バーをクリックします。たとえば、avisportsサンプル・サイトのサイト・ツリーのセクションは、図1-12のように表示されます。


図1-12 avisportsサンプル・サイトのサイト・ツリー

[image: 図1-12の説明が続きます]





コンテンツを編成している階層構造に注目してください。


	
また、CMサイトは、サイト・コンテンツの管理および編成に使用されるユーザー、ロールおよびワークフロー・プロセスも参照します。これらのオブジェクトの管理は、WebCenter Sites管理者が担当します。処理可能なCMサイトは、WebCenter Sites管理者によって付与された権限によって決定されます。

複数サイトを処理する権限を付与されている場合は、Oracle WebCenter Sitesへのログイン時にサイト選択画面が表示されます。ここでは、処理するCMサイトおよびアプリケーションを選択できます。サイトに関連付けられた複数のアプリケーションを処理する権限を付与されている場合は、Contributorインタフェースのアイコンを選択します。アプリケーション・バーの「サイト」ドロップダウン・メニューを使用すると、セッション中にCMサイト間を切り替えることもできます。アプリケーション・バーにアクセスするには、メニュー・バーの右端の下矢印をクリックします。

サイトへのアクセス権限が付与されていれば、サイト内の特定タスクを実行する権限も開発者によって付与されます。たとえば、アセットの編集が許可され、削除は禁止される権限などが与えられます。




CMサイトは、ビジターのブラウザ上で表示されるWebサイトと同じではないことに注意が必要です。たとえば、小規模なWebサイトであれば、1つのCMサイト内にすべてのアセットが収容される可能性があります。しかし、非常に大規模なWebサイトの場合は、いくつかのセクションに分割され、個々のセクションはそれぞれ個別のCMサイトに収容および管理される可能性があります。したがって、WebCenter Sites CMサイトは、実際のWebサイト(またはその一部のセクション)の背後の構造をサポートしますが、Webサイトとまったく同じものではありません。




	
注意:

このガイド全般では、"現在のサイト"という言葉は、コンテンツ・プロバイダがその時点でログインしているCMサイトを指します。ビジターがアクセスするWebサイトではありません。















1.3 Contributorインタフェースで実行可能な機能

Contributorインタフェースは、表1-1に示す、アセットの処理に使用する機能を提供しています。アセットにアクセスできるかどうか、およびアセットに対してどのような処理を実行できるかは、次の条件によって決定されます。

	
管理者によってユーザー名に割り当てられているロール。これらのロールによって、Contributorインタフェースの各機能を処理するための権限が付与されます。適切な権限がない場合は、その機能(コンテンツの作成など)は使用できません。その機能はグレー表示されるか、インタフェースから非表示となるか、または、その使用を試みた際にエラー・メッセージが表示されます。


	
アクセス権限(ロールベース)により、個々のアセットに対して実行可能なコンテンツ管理機能(アセットの作成、表示、編集などの機能)が決定されます。


	
アセットがワークフローの一部であるかどうか、およびアセットが自分または別のユーザーのどちらに割り当てられているか。アセットが別のユーザーに割り当てられている場合は、このアセットを処理できません。


	
リビジョン追跡が有効化されており、処理しようとするアセットが別のユーザーによってチェックアウトされている場合は、このユーザーがアセットを再度チェックインするまで、このアセットを編集または削除することはできません。


	
別のサイトから共有されているアセットが現在のサイト上に存在する場合は、このアセットは、ネイティブ・サイト(アセットが最初に作成されたサイト)上でしか処理できません。


	
パブリッシュ・セッションの実行中に、パブリッシュ対象のアセットにアクセスしようとしても、パブリッシュ・セッションが完了するまで、このアセットを編集または削除することはできません。


	
Community-GadgetsがWebCenter Sites Contributorインタフェースに統合され、CommunityおよびGadgetsのアプリケーション(GeneralAdmin、SiteAdminおよびDesigner)の使用に必要なロールが割り当てられている場合は、Contributorインタフェースでウィジェットとガジェットのアセットにアクセスが可能で、ナビゲーション・ペインには「コミュニティ-ガジェット」ツリーが表示されます。








1.4 Contributorインタフェースの機能

表1-1は、Contributorインタフェースで使用可能な機能を示しています。Contributorインタフェースでサポートされない機能は、WebCenter Sites管理インタフェースのみで使用できます。


表1-1 Contributorインタフェースの機能

	Contributorインタフェースの機能	説明	参照先
	
アセットの編集

	
次のようにアセットを編集します。

	
フォーム・モードでのアセットの作成、コピーおよび編集


	
Webモードでのアセットの作成、コピーおよび編集


	
ページ上のアセットの追加、置換、削除および配置


	
アセットの削除




	
第3章「フォーム・モードでのアセットの作成、共有および編集」

および

第4章「Webモードでのアセットの作成、共有および編集」


	
WYSIWYGエディタ

	
次のWYSIWYGエディタを使用します。

	
CKEditor


	
Date Picker


	
イメージ・ピッカー


	
Clarkii Online Image Editor (OIE)




	
第3.5項「属性エディタの使用」



	
システム定義されたアセット・タイプの検索と調査

	
対象となるアセット・タイプは次のとおりです。

	
テンプレート


	
CSElement


	
SiteEntry


	
DimensionSet


	
ディメンション


	
親定義


	
属性


	
フレックス定義




	
第6章「アセットの検索と編成」



	
アセットの検索

	
次のようにアセットを検索します。

	
Luceneによる簡易検索の実行


	
Luceneによる詳細検索の実行


	
検索結果のソート


	
検索基準の保存


	
属性値の検索


	
サイト構造(サイト・プラン)の視覚的な参照


	
フレックス・ファミリ階層の視覚的な参照




	
第6章「アセットの検索と編成」



	
アセットの編成

	
次のようにアセットを編成します。

	
履歴ノード(現在のセッション内で処理したアセットのリスト)の処理


	
サイト間でのアセットの共有


	
将来参照するためのアセットのブックマーク




	
第6.6項「アセットの編成」



	
アセットのプレビュー

	
次のようにアセットをプレビューします。

	
アセットがプレビュー可能となる開始日および終了日の設定


	
現在時刻で表示されるとおりにアセットをプレビュー


	
将来の日付で表示されるとおりにアセットをプレビュー(サイト・プレビュー)




	
第7章「アセットのプレビュー」



	
アセットのアソシエーション

	
次のようにアセットを関連付けます。

	
アセットを他のアセットに関連付け


	
アセットへのテンプレートの割当て


	
アセットのページへの割当て


	
コレクションの処理


	
サイト・ツリーでのページの配置および配置取消し




	
第8章「アセットの関連付け」



	
CKEditorを使用したアセット間のリンク

	
CKEditorを使用して次のようにアセットをリンクします。

	
他のアセットへのハイパーテキスト・リンクの作成


	
2つのアセットの包含によるリンク


	
イメージ・アセットによる2つのアセットのリンク


	
イメージ・ピッカーによる2つのアセットのリンク


	
URLへのリンクの作成




	
第9章「アセットのリンク」



	
リンクの埋込み

	
次の項目は、標準テキスト・フィールド、およびサポートされるWYSIWYGエディタ(CKEditor)を使用して有効化されたフィールドに適用されます。

	
他のアセットへのリンクの埋込み


	
他のアセットのコンテンツの参照による埋込み


	
外部Webサイトへのリンクの埋込み




	
第9.3項「他のアセットへのハイパーテキスト・リンクを作成するには」

および

第9.5項「URLへのアセットのリンク」


	
多言語アセット

	
次のように多言語アセットを使用します。

	
アセットへのロケール指定の割当て


	
コンテンツにリンクされた翻訳版の処理




	
第11章「多言語アセットでの作業」



	
コミュニティおよびガジェットのアセット

	
次のようにコミュニティおよびガジェットのアセットを使用します。

	
「コミュニティ-ガジェット」ツリーへのアクセス


	
ウィジェットおよびガジェットのアセットの検索


	
ウィジェットおよびガジェットのアセットのデプロイ




	
第12章「Contributorインタフェースでのウィジェットおよびガジェットの使用」



	
モバイル用Webサイト

	
次のようにMobilityコンポーネントを使用します。

	
モバイルWebサイト用のコンテンツ・アセットおよびページの作成またはコピー


	
モバイルWebサイト用のサイト・ナビゲーションの作成またはコピー


	
モバイル・デバイスのコンテキストにおけるコンテンツの編集


	
モバイル・デバイスのコンテキストにおけるコンテンツのプレビュー


	
モバイル・サイト・プランのパブリッシュの承認




	
第13章「モバイル用Webサイトの作成」



	
パブリッシュ

	
次のようにパブリッシュ・プロセスに参加します。

	
アセットのパブリッシュの承認


	
パブリッシュ・キューからのアセットの削除




	
第14章「パブリッシュの承認」



	
リビジョン追跡

	
次のようにリビジョン追跡を使用します。

	
アセットのリビジョン追跡


	
前バージョンへのアセットのロールバック




	
第15章「リビジョン追跡」



	
ワークフロー

	
次のようにワークフロー・プロセスに参加します。

	
ワークフロー内にアセットを通過させる


	
ワークフロー・グループの処理


	
ワークフロー・レポートの処理




	
第16章「ワークフロー」



	
Engage

	
次のようにEngageアセットを使用します。

	
セグメントの処理


	
セグメントのアセットの評価


	
プロモーションの処理


	
推奨の処理




	
	
第18章「Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化」


	
第19章「Engageによる推奨の作成および構成」


	
第20章「Engageによるプロモーションの作成」


















2 スタート・ガイド

この章では、WebCenter SitesのContributorインタフェースへのログイン方法とその使用方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第2.1項「このガイドで使用するサンプル・サイト」


	
第2.2項「ログイン」


	
第2.3項「クイック・ツアー」






2.1 このガイドで使用するサンプル・サイト

このガイドの手順説明では、avisportsとFirstSite IIというサンプル・サイトを使用して、WebCenter SitesのContributorインタフェースのコンテンツ管理機能を使用する方法を詳しく示しています。これらのサンプル・サイトアクセスできるのは、これらがWebCenter Sitesシステムとともにインストールされている場合のみです。サンプル・サイトがインストールされていない場合は、WebCenter Sites管理者にお問い合せください。

このガイドで使用するサンプル・サイトは、次のとおりです。

	
avisports: スポーツを中心としたサンプル・サイトで、イメージを添えたスポーツ記事が掲載されています。このガイドでは、avisportsを使用して、WebCenter SitesのContributorインタフェースの機能を説明します。その機能には、フォーム・モードおよびWebモードでのアセットの作成や編集、アセットの削除、アセットの関連付け、アセットのリンク、アセットのパブリッシュの承認、アセットの検索と編成、リビジョン追跡を使用したアセット追跡、サイトのナビゲーションの作成などがあります。


	
FirstSite II: 電子機器のオンライン小売サイトで、記事、イメージ、いくつかの製品エントリが記載された製品カタログ、ドキュメント、サンプル・ユーザー・アカウントなどが含まれます。このガイドでは、FirstSite IIを使用して、WebCenter SitesのContributorインタフェースのワークフロー、多言語およびプレビューの各機能を説明しています。また、FirstSite IIは、Engageの説明と、Contributorインタフェースにおけるセグメント、推奨およびプロモーションの作成手順と操作手順の説明にも使用されます。




FirstSite IIとavisportsは、どちらもWebCenter SitesのCMサイト開発のベスト・プラクティスを活用しています。また、どちらのサンプル・サイトのコードも、再利用や組織のビジネス・ニーズに合せた変更が可能です。





2.2 ログイン

WebCenter SitesのContributorインタフェースにログインするには、この項の手順に従います。


Oracle WebCenter Sitesにログインするには:

	
ブラウザを開いてOracle WebCenter SitesのURLを入力します。

http://<server>:<port>/<context>/login

ここで<server>はWebCenter Sitesを実行しているサーバーのホスト名またはIPアドレス、<port>はWebCenter Sitesアプリケーションのポート番号、<context>は、サーバー上にデプロイされたWebCenter Sites Webアプリケーションの名前です。




	
注意:

次のことに留意してください。

	
ログイン情報が必要な場合は、WebCenter Sites管理者に問い合せて、WebCenter SitesのURL、自分のユーザー名とパスワード、およびサポートされるブラウザのリストを入手してください。


	
このガイドの手順を実行しやすくなるように、avisportsまたはFirstSite IIのサンプル・サイトにログインすることができます。どちらのサイトも、WebCenter Sitesアプリケーションを詳しく説明するために、このガイド全体で交互に使用されています。手順2では、次の資格証明を使用してください。

ユーザー名: fwadmin

パスワード: xceladmin












Oracle WebCenter Sitesのログイン画面が表示されます。


図2-1 WebCenter Sitesログイン画面

[image: 図2-1の説明が続きます]





	
WebCenter Sitesに次のようにログインします。

	
ログイン画面にユーザー名とパスワードを入力します。


	
WebCenter Sitesで資格証明を保存して、次回のログイン時に情報が自動的に入力されるようにするには、「ユーザー情報の保存」を選択します。


	
「ログイン」をクリックします。





	
初めてログインする場合は、図2-2の画面が開きます。それ以外の場合は、最後にアクセスしたアプリケーションにログインされます。


図2-2 サイトの選択画面

[image: 図2-2の説明が続きます]





Contributorアプリケーションが割り当てられているサイトを選択して、Contributorインタフェースのアイコンを選択します。

WebCenter SitesのContributorインタフェースがロードされます。

	
avisportsにログインした場合は、次の図2-3に示すインタフェースが表示されます。


図2-3 avisportsサンプル・サイトのContributorインタフェース

[image: 図2-3の説明が続きます]





	
FirstSite IIにログインした場合は、次の図に示すインタフェースが表示されます。


図2-4 Firstsite IIサンプル・サイトのContributorインタフェース

[image: 図2-4の説明が続きます]








	
第2.3項「クイック・ツアー」に進みます。








2.3 クイック・ツアー

	
WebCenter Sitesにまだログインしていない場合は、fwadminユーザー(パスワードはxceladmin)でログインして、avisportsにアクセスします。手順については、第2.2項「ログイン」を参照してください。

WebCenter SitesのContributorインタフェースが開き、「ホーム」タブ(図2-5)にダッシュボードが表示されます。


	
Contributorインタフェースを参照して、実行できる各種のコンテンツ管理操作を理解してください。


図2-5 avisportsサンプル・サイトのContributorインタフェースのダッシュボード

[image: 図2-5の説明が続きます]





ダッシュボードには、保存した検索条件にすばやくアクセスできるウィジェット、ブックマークを付けたアセット、ワークフローの割当て、およびリビジョン追跡を使用してチェックアウトしたアセットが表示されます。




	
注意:

コンテンツに対するユーザーの権限とは何でしょうか。ここではfwadminでログインしていますが、このユーザーの場合はContributorインタフェース全体へのアクセス権が付与されます。実際には、ユーザーがContributorインタフェースに対して持つアクセス権は、コンテンツの作成または編集、あるいはその両方など、特定のタスクに着目して設定されています。権限の詳細は、第1.4項「Contributorインタフェースの機能」を参照してください。









この項の残りの部分では、次の演習を完了します。

	
アセットの作成


	
アセットの検索とオープン


	
フォーム・モードとWebモードの切替え


	
フォーム・モードでのアセットの編集


	
Webモードでのアセットの編集


	
アセットのプレビュー


	
アセットにアクセスするその他の方法


	
別のサイトへの切替え


	
WebCenter Sitesからのログアウト









2.3.1 アセットの作成


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」を選択して、作成するアセットのタイプ(この例では記事アセット・タイプ)を選択します。




	
注意:

Contributorインタフェースでは、メニュー・バーからほとんどのコンテンツ管理機能にアクセスできます。










	
Contributorインタフェースには、アセット操作のために、フォーム・モードとWebモードの2つのモードが用意されています。ユーザーがアセットを作成するときのモードは、サイト管理者によって決定されます。次のいずれかまたは両方の項に進んでください。

	
フォーム・モードでアセットを作成するには


	
Webモードでアセットを作成するには








フォーム・モードでアセットを作成するには

該当するタイプのアセットがすべてフォーム・モードで開くようにアセット・タイプが構成されている場合は、図2-6に示すように新規アセットのコンテンツ・エントリ・フォームがタブに表示されます。


図2-6 フォーム・モードでのアセットの表示

[image: 図2-6の説明が続きます]





	
フィールドに入力します。各種のフィールドの詳細は、第3.1.2項「フォーム・モードでの新規アセットの作成」の手順6を参照してください。


	
アセットを保存してタブを閉じます。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存して閉じる」を選択します。

次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上のセクションで1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のセクションで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。





Webモードでアセットを作成するには

該当するタイプのアセットがすべてWebモードで開くようにアセット・タイプが構成されている場合は、次の手順を実行します。

	
「アセットの作成」ダイアログ・ボックスで、作成するアセットの名前を入力して、「続行」をクリックします。

図2-7に示すように、タブには、新規アセットのコンテンツ・エントリ・フォームがWebモードで表示されます。


図2-7 Webモードでのアセットの表示

[image: 図2-7の説明が続きます]





	
アセットの様々な領域をポイントし、コンテンツが受け入れられる領域を確認します。コンテンツが受け入れられる領域をポイントすると、その領域が強調表示されます。


	
強調表示された領域をクリックして、各領域でサポートするコンテンツのタイプを決定します。その後、アセットの作成ビューに値を移入します。各種のフィールドの詳細は、第4.2.3項「Webモードでの新規アセットの作成」の手順7を参照してください。


	
アセットに割り当てられたレイアウト(テンプレート)を開発者がどのようにコーディングしているかによって、特定のフィールドがフォーム・モードでのみ使用可能になる場合があります。このような場合は、フォーム・モードに切り替えてフィールドへの入力を行ってください。フォーム・モードとWebモードの切替え手順は、第2.3.3項「フォーム・モードとWebモードの切替え」を参照してください。


	
アセットを保存してタブを閉じます。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存して閉じる」を選択します。

次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上のセクションで1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のセクションで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。








2.3.2 アセットの検索とオープン


アセットの作成が終わったので、Contributorインタフェースで検索を実行してみると、そのアセットが見つかります。たとえば、前の項で作成したアセットに"ski"という単語が含まれている場合は、次の手順を実行します。


	
「検索」フィールドにskiと入力します。


図2-8 「検索」フィールド

[image: 図2-8の説明が続きます]





	
検索結果を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドの下矢印アイコンをクリックします。「検索タイプ」リストで、目的のアセット・タイプを選択します。

アセット・タイプによる検索の絞り込みをしない場合は、"ski"という単語を含むすべてのアセットが検索されます。


	
さらに検索を絞り込む場合(特定の属性を検索するなど)は、詳細検索を実行できます。

	
「検索」フィールドで下矢印アイコンを選択します。


	
「検索タイプ」リストで、「詳細検索」をクリックします。


	
「詳細検索」フォームで、用意されているフィールドに目的の検索条件を入力します。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。





	
通常検索またはアセット・タイプ検索を実行する場合は、「検索」フィールドの虫めがねボタンをクリックします。詳細検索を実行する場合は、「詳細検索」フォームの「詳細検索の実行」をクリックします。

ワークスペースに「検索」タブが開き、検索条件に一致するアセットが表示されます。


図2-9 「検索」タブ

[image: 図2-9の説明が続きます]





検索結果リストには、リスト内の各アイテムに関する簡潔なサマリー情報(名前、アセット・タイプ、変更日など)が表示されます。


	
検索結果リストで、次の操作を実行します。

	
列ヘッダーをクリックして、選択した条件で検索結果をソートします。ソート順序を逆にするには、同じ列ヘッダーをもう一度クリックします。


	
画面右下の「次」の矢印をクリックして結果の次のページに進むか、「前」の矢印をクリックして前のページに戻ります。


	
選択したアセットを「ブックマーク」して、後で簡単に取得できるようにします。アセットにブックマークを付けると、「ワーク」ツリー(ナビゲーション・ペイン内)にある「ブックマーク」ノードと、ダッシュボードの「ブックマーク」ウィジェットに、そのアセットが追加されます。

アセットにブックマークを付ける手順は、第6.6.1.1項「アセットへのブックマーク付け」を参照してください。ナビゲーション・ペインのツリーからのアセットへのアクセスについては、第2.3.7項「アセットにアクセスするその他の方法」を参照してください。





	
検索結果リストからアセットの調査ビューを開きます。

	
検索結果リストで、目的のアセットの名前をクリックします(この例では、25 Nevada Resorts Serving Snowという"記事"アセットを開きます)。

また、アセットの名前を右クリックすると、実行できるコンテンツ管理機能のメニューがレンダリングされます(図2-10を参照)。


図2-10 「検索」タブのアセットのリストにおけるコンテキスト・メニューの表示

[image: 図2-10の説明が続きます]





ワークスペースにタブが開き、アセットの調査ビューがフォーム・モードまたはWebモードで表示されます。図2-11では、アセットはフォーム・モードで表示されています。


図2-11 フォーム・モードにおけるアセットの調査ビューの表示

[image: 図2-11の説明が続きます]





	
アセットと、アセットに関連する情報を調査します。

	
フォーム・モードの場合は、フォームの各種セクションを選択してください。フォームに表示されるセクションは、WebCenter Sites開発者がそのアセットのタイプをどのように構成しているかによって異なります。


	
Webモードの場合、アセットは、Webサイトに表示される場合と同じようにタブに表示されます。そのため、フォーム・セクション・セレクタは表示されません。アセットに割り当てられたレイアウト(テンプレート)を開発者がどのようにコーディングしているかによって、(フォーム・モードで表示される)特定のフィールドがWebモードでは表示されない場合があります。これらのフィールドを表示および変更するには、フォーム・モードに切り替える必要があります。














2.3.3 フォーム・モードとWebモードの切替え

アセットの操作中に、フォーム・モードとWebモードを切り替えることができます。たとえば、フォーム・モードで開かれているアセットをWebモードで操作する必要がある場合は、アセットのツールバーにある「モード」スイッチを使用すると、Webモードに切り替えられます(その逆の操作もできます)。

	
アセットが開いていない場合は、目的のアセットを見つけて開きます。手順については、第2.3.2項「アセットの検索とオープン」を参照してください。

アセットの「調査」ビューを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。


	
フォーム・モードとWebモードを切り替えます。次を実行します。

	
アセットがフォーム・モードで開いている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてWebモードに切り替えます(図2-12を参照)。


図2-12 アセットのツールバーの「モード」スイッチ(フォーム・モード)

[image: 図2-12の説明が続きます]





タブにアセットがWebモードで再表示されます。


	
アセットがWebモードで開いている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてフォーム・モードに切り替えます。


図2-13 アセットのツールバーの「モード」スイッチ(Webモード)

[image: 図2-13の説明が続きます]





タブにアセットがフォーム・モードで再表示されます。











2.3.4 フォーム・モードでのアセットの編集

アセットがフォーム・モードで開く場合は、タブにそのアセットのコンテンツ・エントリ・フォームが表示されます。フォームのフィールドに表示された情報を変更することにより、アセットを変更できます。

	
目的のアセットがまだ開いていない場合は、目的のアセットを見つけて調査ビューでアセットを開きます。手順については、第2.3.2項「アセットの検索とオープン」を参照してください。


	
アセットがWebモードで開かれている場合は、フォーム・モードに切り替えます。手順については、第2.3.3項「フォーム・モードとWebモードの切替え」を参照してください。


	
フォーム・モードでアセットを編集します。たとえば、コンテンツになんらかのエラーを発見し、それを修正する場合は、次の手順を実行します。

	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集可能なフォームが表示されます。


図2-14 フォーム・モードでのアセットの編集ビュー

[image: 図2-14の説明が続きます]





アセットのフォーム・セクション・セレクタのすぐ下に、アセットのアセット・タイプとアセット名が表示されます。


	
「名前」および「ヘッドライン」フィールドの内容を変更します。

名前の横にアスタリスクの付いたフィールドは必須であるため、空白のままにはできません。必須フィールドを空白のままにすると、WebCenter Sitesでアセットを保存できません。



	
注意:

サイトの設定によっては、アセットの1つ以上のフィールドがWYSIWYG対応になっている場合があります。WYSIWYG対応フィールドでは、MS Wordスタイルの書式をアセットの「編集」ビューでコンテンツに適用できます。詳細は、第3.5.1項「CKEditorの使用」を参照してください。













	
「本文」フィールドの内部をクリックして、CKEditorをロードします。


図2-15 アセットのフォームにおけるCKEditorの表示

[image: 図2-15の説明が続きます]





CKEditorが表示されたら、表示されているテキストを変更します。Microsoft Wordに習熟している場合は、CKEditorの機能をいろいろ試してみてください。このエディタの機能はWordの機能によく似ています。


	
変更が終わったら、アセットを保存します。アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。

「保存」アイコンをクリックすると、アセットの編集ビューが開いた状態で、それまでにアセットに加えた変更が保存されます。(また、「コンテンツ」メニューを選択してから、「保存」を選択した場合も同じ結果が得られます。)


	
アセットを調査します。アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。

アセットの調査ビューがタブにフォーム・モードで再表示され、アセットに加えられた変更が反映されています。








2.3.5 Webモードでのアセットの編集

Webモードでは、コンテキスト編集が提供されます。これは、アセットをWebサイトのコンテキストで作成および編集できることを意味します。Webモードでは、パブリッシュした場合にWebサイトに表示されるとおりにアセットが表示されます。Webモードでアセットのコンテンツを編集するには、次の手順を実行します。

	
アセットが開いていない場合は、目的のアセットを見つけて開きます。手順については、第2.3.2項「アセットの検索とオープン」を参照してください。


	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。手順については、第2.3.3項「フォーム・モードとWebモードの切替え」を参照してください。

タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブにアセットの編集ビューがWebモードで表示されます。


図2-16 Webモードにおけるアセットの編集ビューの表示

[image: 図2-16の説明が続きます]





	
アセットの様々な領域をポイントし、編集可能な領域を確認します。編集可能な領域をポイントすると、その領域が強調表示されます。


	
強調表示された領域をクリックして、各領域でサポートするコンテンツのタイプを決定します。

	
図2-17に示すように、スロット内をクリックすると、スロットに含まれるアセットに対して実行できるアクションを示すツールバーが表示されます。


図2-17 スロット・ツールバー

[image: 図2-17の説明が続きます]





「コンテンツ・ツリー」、「ワーク」ツリーまたは検索結果リストから目的のスロットにアセットをドラッグ・アンド・ドロップすると、そのスロットのコンテンツを別のアセットで置き換えることができます。また、現在スロットに含まれているアセットのコンテンツを編集したり、アセットが含まれるスロットのレイアウトを変更してアセットのWebサイトでの表示方法を変更したりすることもできます。


	
テキスト領域内をクリックすると、図2-18に示すように、単純なテキスト・フィールドまたはWYSIWYG対応のテキスト・フィールドが表示されます。


図2-18 WebモードでのCKEditorの表示

[image: 図2-18の説明が続きます]







スロットとテキスト領域の操作の詳細は、手順7を参照してください。


	
変更が終わったら、「保存」アイコンをクリックして変更を保存します。








2.3.6 アセットのプレビュー

アセットをプレビューすると、アセットをWebサイトにパブリッシュしたときにどのように見えるかを確認できます。Webモードでアセットを操作しているときとは異なり、アセットのプレビューではアセットのコンテンツは変更できません。ただし、別のレイアウト(テンプレート)でアセットを表示することができます。

	
アセットが開いていない場合は、目的のアセットを見つけて開きます。手順については、第2.3.2項「アセットの検索とオープン」を参照してください。


	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。


	
アセットにテンプレートが割り当てられていない場合は、「プレビュー・テンプレートの選択」ダイアログ・ボックスが開きます。アセットのプレビューに使用するテンプレートを選択して、「適用」をクリックします。

タブに、アセットのプレビュー(パブリッシュ後にアセットがWebサイトにどのように表示されるか)が表示されます。


図2-19 アセットのプレビュー

[image: 図2-19の説明が続きます]





	
アセットのプレビューで、編集したコンテンツを確認します。さらに変更したい点があれば、メモしておきます。


	
アセットにさらに変更を加える場合は、次の手順を実行します。

	
アセットのツールバーで、「戻る」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの調査ビューが再表示されます(フォーム・モードまたはWebモード)。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。


	
必要な変更を行って、アセットを保存します。














2.3.7 アセットにアクセスするその他の方法

アセットにアクセスする場合は、検索を実行するだけでなく、ナビゲーション・ペインにある「サイト・ツリー」、「コンテンツ・ツリー」および「ワーク」ツリーを使用することもできます。

	
ナビゲーション・ペインで、次のいずれかのバーをクリックします。


図2-20 ナビゲーション・ペイン

[image: 図2-20の説明が続きます]





	
サイト・ツリー: Webサイトのページを参照できます。このページは、サイト・プランの下の階層に配置するか、または"配置取消し"にする(ページをどのサイト・プランにも属さないようにする)ことができます。サイト・プランは、Webサイトのナビゲーション(編成)を表します。単一のCMサイト内で複数のサイト・プランを指定し、それぞれのサイト・プランをCMサイトの「サイト・ツリー」に表示できます。

たとえば、avisportsサンプル・サイトのコンテンツを使用するWebサイトに、"デフォルト"、"タッチ"および"非タッチ"の3つがあるとします。その結果、avisportsの「サイト・ツリー」には3つのサイト・プランが存在することになります。訪問者がavisportsサンプル・サイトの"デフォルト"Webサイトにアクセスすると、「サイト・ツリー」の"デフォルト"サイト・プランに示す順序でページが表示されます。同様に、訪問者がavisportsサンプル・サイトの"タッチ"Webサイトにアクセスすると、「サイト・ツリー」の"タッチ"サイト・プランに示す順序でページが表示されます。


	
コンテンツ・ツリー: 自分のサイトに存在するフレックス・アセット階層を視覚的に参照できます。


	
ワーク: 「ブックマーク」ノードと「履歴」ノードが含まれます。


	
コミュニティ-ガジェット: Oracle WebCenter Sites: Community-GadgetsがWebCenter Sites Contributorインタフェースと統合されている場合は、ナビゲーション・ペインから「コミュニティ-ガジェット」ツリーにアクセスできます。このツリーには、現在のサイトでデプロイ可能なすべてのウィジェットおよびガジェットが含まれています。「コミュニティ-ガジェット」ツリーの詳細は、第12章「Contributorインタフェースでのウィジェットおよびガジェットの使用」を参照してください。




これらのツリーの詳細は、第21.2項「ナビゲーション・ペイン」の項を参照してください。「ワーク」ツリー内のノードの使用方法の詳細は、第6.6項「アセットの編成」を参照してください。

ナビゲーション・ペインには、該当のツリーが表示されます。


	
ツリー内のアセットを参照します。アセットを右クリックして、そのアセットに対して実行可能なコンテンツ管理オプションを含むコンテキスト・メニューを開きます。次の手順を実行します。

	
階層をドリル・ダウンします。ノードの横のプラス記号をクリックしてノードを開き、関連付けられたアセットを表示します。コンテンツ・ツリーを操作している場合は、目的の親アセットをダブルクリックして、子のリストを含む「参照」タブを開きます。


	
目的のアセットを右クリックします。そのアセットに対して実行可能なコンテンツ管理機能を含むコンテキスト・メニューが開きます。図2-21には、「サイト・ツリー」の"サーフィン"ページ・アセットに対するコンテキスト・メニューが表示されています。


図2-21 「サイト・ツリー」におけるページ・アセットのコンテキスト・メニュー

[image: 図2-21の説明が続きます]





「コンテンツ・ツリー」または「ワーク」ツリーのアセットでは、ツリー内で選択したアセットのタイプと、サイト内でそのユーザーに割り当てられた権限によって、コンテキスト・メニューに表示されるコンテンツ管理オプションが異なる場合があります。











2.3.8 別のサイトへの切替え

WebCenter Sitesで作業しているときには、ログアウトしてWebCenter Sitesにログインしなおさなくても、ユーザーが操作権限を持つ複数のサイトを切り替えることができます。


別のサイトに切り替えるには:

	
アプリケーション・バーをまだ開いていない場合は、メニュー・バーの右端の下矢印アイコンをクリックしてバーを開きます。


図2-22 メニュー・バー

[image: 図2-22の説明が続きます]





	
サイトのドロップダウン・リストで、切替え先のサイトを選択します。


図2-23 サイトのドロップダウン・リスト

[image: 図2-23の説明が続きます]







	
注意:

サイトのドロップダウン・リストには、ユーザーが適切な権限を持つサイトのみが含まれます。








WebCenter Sitesの選択したサイトにログインされます。








2.3.9 WebCenter Sitesからのログアウト

WebCenter Sitesからログアウトして、セッションを終了します。次の手順を実行します。

	
アプリケーション・バーをまだ開いていない場合は、メニュー・バーの右端の下矢印アイコンをクリックしてバーを開きます。

アプリケーション・バーがメニュー・バーの上に表示されます。


	
アプリケーション・バーで、「ログアウト」をクリックします。








2.3.10 終了

これで、Contributorインタフェースで作業するたびに実行する可能性のあるアセット管理タスクについて理解できました。もう一度ログインして、Contributorインタフェースでの作業を続けてください。このガイドの残りの部分では、この項で完了した各演習についてさらに詳細に説明します。Contributorインタフェースの概要とその機能は、第21章「ナビゲーションのリファレンス」を参照してください。










3 フォーム・モードでのアセットの作成、共有および編集

この章では、フォーム・モードでアセットを作成および編集する基本的な手順について説明し、avisportsサンプル・サイトからのいくつかの例を示します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第3.1項「フォーム・モードでのアセットの作成」


	
第3.2項「他のサイトとのアセットの共有」


	
第3.3項「フォーム・モードでのアセットの編集」


	
第3.4項「バニティURLの使用」


	
第3.5項「属性エディタの使用」






3.1 フォーム・モードでのアセットの作成

アセットの作成は、権限に基づきます。適切な権限を所持する場合は、新しいアセットを一から作成できます。作成するアセットに類似した既存のアセットがある場合は、その既存のアセットをコピーして変更を行うことでいくつかの手順を省略できます。また、あるサイトに存在する同じアセットを別のサイトにも作成したい場合は、そのアセットを共有することで同じアセットを複数作成する必要がなくなります。これらのすべての手法については、この章内で後述します。

アセット・タイプを構成した管理者によって、そのタイプのすべてのアセットがフォーム・モードで開かれるように設定されている場合は、このタイプのアセットを作成すると、事前定義されたフィールドを保持するコンテンツ・エントリ・フォームが表示されます。これらのフィールドには、作成するアセットの情報を入力できます。




	
注意:

アセットを新規作成する場合、Contributorインタフェースにはフォーム・モードおよびWebモードの2つのモードが用意されています。この項では、フォーム・モードでのアセットの作成のみに限定した情報を提供します。Webモードでのアセットの作成の詳細は、第4.2項「Webモードでのアセットの作成」を参照してください。











3.1.1 アセット作成方法の種類

	
アセットを完全に新規作成


	
既存のアセットをコピーし、コピーしたアセットを処理




作成可能なアセットは、各自のロールに対して管理者がパーソナライズした「新規」メニュー(「コンテンツ」メニューから「新規」を選択)によって決定されます。「新規」メニューの内容をパーソナライズする目的は、各自のジョブを簡易化することです。たとえば、自分が作成可能なアセット・タイプのみが表示されます。





3.1.2 フォーム・モードでの新規アセットの作成

管理者の構成により、アセット・タイプがフォーム・モードで作成され、「新規」メニュー(「コンテンツ」メニューから「新規」を選択)にリストされる場合は、コンテンツ・エントリ・フォームの各フィールドに情報を入力することで該当するタイプのアセットを作成できます。


フォーム・モードでアセットを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
作成するアセットのタイプを選択します。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」を選択し、作成するアセットのタイプを選択します。(この例では記事アセット・タイプを使用します。)



	
注意:

avisportsサンプル・サイトでは、記事タイプのアセットがWebモードで開かれるように構成されています。したがって、記事アセットの作成を選択すると、「記事の作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。

この手順に従い、記事アセットをフォーム・モードで作成するには

	
「記事の作成」ダイアログ・ボックスで、次のフィールドを入力します。

「レイアウトの選択」フィールドで、アセットに割り当てるレイアウトを選択します。

「名前」フィールドに、アセットの名前を入力します。アセットの命名の詳細は、手順6aを参照してください。


	
「続行」をクリックします。

アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されます。


	
フォーム・モードに切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。

アセットの「作成」ビューがフォーム・モードで表示されます。


	
手順6bに進みます。











	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。


図3-1 「割当て先の選択」フォーム

[image: 図3-1の説明が続きます]





必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。

タブに、アセットの「作成」ビューがコンテンツ・エントリ・フォームとして表示されます(この例では記事アセット)。


図3-2 フォーム・モードでの新規記事アセットの表示

[image: 図3-2の説明が続きます]





	
アセットの「作成」ビューで、次の手順を実行します。


	
「名前」フィールドに、アセットの名前を入力します。アセットに名前を付ける際は、次の規則に注意してください。

	
1-64文字までの英数字で指定する必要があります。


	
次の文字は使用できません。一重引用符(')、二重引用符(")、セミコロン(;)、コロン(:)、疑問符(?)、パーセント記号(%)、小なり記号(<)、大なり記号(>)。


	
名前には空白を含めることができますが、空白で始まる名前は指定できません。





	
アセットのコンテンツ・エントリ・フォームに入力します。フォームへの入力では、次に注意してください。

	
必須フィールド。アセットを保存するには、すべての必須フィールド(アスタリスクの付いたフィールド)を入力する必要があります。その他のすべてのフィールドは、必要に応じて入力します。


	
WYSIWYGテキスト・フィールド。CKEditorなどのWYSIWYGエディタを使用すると、WYSIWYG対応のテキスト・フィールドが1つ以上表示される場合があります(図3-3を参照)。これらのテキスト・フィールドでは、Microsoft Wordで使用されるようなコントロールを使用して、コンテンツを入力およびフォーマットできます。


図3-3 CKEditorフィールド

[image: 図3-3の説明が続きます]





CKEditor対応のフィールドを処理するには、このフィールドをクリックして、このフィールドに対してCKEditorを起動する必要があります。フィールド内をクリックすると、CKEditorツールバーが開きます。詳細は、第3.5.1項「CKEditorの使用」を参照してください。


	
日付フィールド。日付を選択可能な1つ以上のフィールドが表示される場合があります。次に例を示します。


図3-4 「事後日付」フィールド

[image: 図3-4の説明が続きます]





「日付の選択」アイコンをクリックして、Date Picker属性エディタを起動します。詳細は、第3.5.1項「CKEditorの使用」を参照してください。


	
イメージ・ピッカー・フィールド。1つ以上のフィールドで、イメージ・ピッカー属性エディタでイメージ・アセット(作成するアセットに関連付けるためのもの)を選択するように要求される場合があります。このような場合は、図3-5に示すように、ドロップ・ゾーンの下に「参照」ボタンが表示されます。


図3-5 イメージ・ピッカー・フィールド

[image: 図3-5の説明が続きます]





「参照」ボタンをクリックすると、アセットを表示しているタブの右側にイメージ・ピッカーが開かれ、選択可能なイメージ・アセットの名前またはサムネイルが表示されます。詳細は、第3.5.2項「イメージ・ピッカーの使用」を参照してください。


	
Clarkii Online Image Editorフィールド。Clarkii OIEを使用して、アセット・フォーム内で直接イメージを編集可能なフィールドが1つ以上表示される場合があります(図3-6を参照)。


図3-6 Clarkii Online Image Editorフィールド

[image: 図3-6の説明が続きます]





詳細は、第3.5.3項「Clarkii Online Image Editorの使用」を参照してください。


	
「先行入力」フィールド。図3-7に示すように、ドロップダウン・メニューに「先行入力」というテキストが表示されたフィールドが1つ以上表示される場合があります。


図3-7 「先行入力」フィールド

[image: 図3-7の説明が続きます]





このフィールドにアセットを移入する場合は、フィールドに移入するアセット名の入力を開始するか、またはドロップダウン・メニューから任意のアセットを選択します。このフィールドがサポートするアセットのタイプは、開発者によって定義されています。


	
アップロード・フィールド。図3-8に示すように、ローカル・マシンからイメージ・ファイルをアップロードできるフィールドが1つ以上表示される場合があります。


図3-8 アップロード・フィールド

[image: 図3-8の説明が続きます]





このようなフィールドに移入するには、「参照」ボタンをクリックして、ローカル・マシンから任意のイメージ・ファイルをアップロードします。


	
アセット・アソシエーション・フィールド。ドロップ・ゾーンを表示するフィールドが1つ以上表示される場合があります。このフィールドではドラッグ・アンド・ドロップ機能がサポートされ、作成するアセットに関連付けるアセットをツリーまたは検索結果リストから選択するように要求されます。アソシエーション・フィールドに値を移入するには、次の手順を実行します。

コンテンツ・ツリー、ワーク・ツリー、または検索結果リストからアセット名をクリックし、マウスのボタンを押しながら、アソシエーション・フィールドまでこのアセットをドラッグします。


図3-9 アソシエーション・フィールドへのアセットのドラッグ

[image: 図3-9の説明が続きます]





許容されるタイプのアセットをフィールド上に置くと、フィールドの周囲に緑の枠線が表示されます。

マウスのボタンを放して、アセットをフィールド内にドロップします。

移入されたアソシエーション・フィールドは、次のようになります。


図3-10 移入されたアソシエーション・フィールド

[image: 図3-10の説明が続きます]





アソシエーション・フィールドにドロップされたアセットは、WebCenter Sitesにより、現在処理中のアセットとリンクされます。アソシエーション・フィールドには、関連付けたアセットの名前が表示されます。アセットの関連付けの詳細は、第8章「アセットの関連付け」を参照してください。





	
(オプション)「タグ」フィールドで、アセットに付加する単一の語句または短いフレーズを入力しますこのフィールドに新しいタグを入力したり、既存のタグを適用できます。

アセットにタグを追加する際は、次の規則に注意してください。

	
タグには、1から32文字の英数字を使用する必要があります。その他の文字では、アンダースコア(_)とハイフン(-)のみが「タグ」フィールドで使用可能です。


	
タグを終了するには、セミコロン(;)を使用するか、キーボードの[Enter]を押します。たとえば、同一の「タグ」フィールドに複数のタグを入力する場合は、それぞれのタグをセミコロン(;)で区切る必要があります。




タグは、ベーシック・アセット、フレックス・アセットおよびページ・アセットに追加できます。アセットにタグを付けると、詳細検索を実行して、タグの付いたアセットや、同一内容のタグが付いたその他すべてのアセットを検索できます。たとえば、新しい推奨を作成しているマーケティング担当者がいる場合に、その推奨の内容を必要なタグの問合せに基づいて選択できます。




	
注意:

詳細の参照先は次のとおりです。

	
アセットのタグ付けは、第6.6.2項「タグの使用」を参照してください。


	
タグを使用したアセットの検索は、第6.3項「詳細検索の実行」を参照してください。


	
推奨アセットは、第19章「Engageによる推奨の作成および構成」を参照してください。













	
フォーム・セクション・セレクタで次のセクションを選択して、手順0の説明に従い、各フィールドに値を入力します。手順を繰り返して、すべての必須フィールド(アスタリスクが付いたフィールド)に値を移入します。その他のフォーム・セクションは、必要に応じて値を移入します。


	
アセットの翻訳の作成を計画している場合、または作成するコンテンツの言語を指定する必要がある場合は、「ロケール」ドロップダウン・リスト(フォームの「メタデータ」セクション)からアセットのターゲット言語を選択します。詳細は、第11章「多言語アセットでの作業」を参照してください。


	
アセットに対してバニティURLを作成する場合は、フォームの「URL」セクションを選択します。「URL」フィールドで、アセットに対して必要なバニティURLを指定します。手順については、第3.4.1項「アセットのバニティURLの作成」を参照してください。





	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上のセクションで1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のセクションで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
アセットを調査します。次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがフォーム・モードで表示されます。調査ビューで表示されているアセットのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットがワークフローに事前に割り当てられていないときに、ワークフロー機能を使用する場合は、第16.4項「ワークフロー機能の使用方法」の説明に従って、アセットをワークフロー・プロセスに割り当てることができます。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。


	
アセットにテンプレートが割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログが開きます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットをプレビューする手順の詳細は、第7.2項「アセットのプレビュー方法」を参照してください。


	
さらにアセットを変更する場合は、次の手順を実行します。

	
アセットのツールバーで、「戻る」アイコンをクリックします。

このタブでは、アセットの調査ビューが表示されます。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブにアセットの編集ビューが表示されます。フォーム・モードでのアセットの編集の詳細は、第3.3項「フォーム・モードでのアセットの編集」を参照してください。








	
アセットの処理が完了したら、アセットを保存してタブを閉じます。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存して閉じる」を選択します。

アセットが保存され、アセットを表示しているタブが閉じます。








3.1.3 既存アセットのコピーによるアセットの作成

既存のアセットをコピーすることで、新規アセットを作成できます。このコピーを対象として、必要に応じてコンテンツを変更します。アセットが別のユーザーによってチェックアウトされている場合でも、このアセットをコピーできます。アセットのコピーは、フォーム・モードまたはWebモードを使用して行えます。



3.1.3.1 既存アセットのコピーによるアセットの作成

この項では、既存のアセットをコピーして新規アセットを作成する手順について説明します。


既存アセットのコピーによって新規アセットを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
コピーするアセットを探して開きます。次のいずれかを実行します。

	
適切なアセットを探して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前を見つけてクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
目的のアセットをコピーします。メニュー・バーで、「編集」メニューを開いて、「コピー」を選択します。



	
注意:

「コピー」オプションが表示されない場合は、ここで終了してください。アセットをコピーするための適切な権限がないことを意味します。権限についての詳細は、管理者に問い合せてください。








タブが開いて、コピーしたアセットの「編集」ビューがフォーム・モードまたはWebモードで表示されます。コピーしたアセットの名前は、アセット名_ランダムに生成された番号のコピーとして、タブに表示されます。


	
アセットのコピーがWebモードで開かれている場合は、次のいずれかを実行します。

	
コピーしたアセットをWebモードで処理する場合は、第4.4項「Webモードでのアセットの編集」を参照してください。


	
コピーしたアセットをフォーム・モードで処理する場合は、フォーム・モードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
タブ上でアセットがフォーム・モードで表示されたら、次の手順に進みます。








	
コピーしたアセットの「編集」ビューで、各フィールドの内容を、作成する新規アセットの内容で置換します。次を実行します。

	
「名前」フィールドで、アセットのシステム生成名を、コピーしたアセットを一意に識別する名前に置き換えます。アセットに名前を付ける際は、次の規則に注意してください。

	
名前には、1から64文字の英数字を使用する必要があります。


	
次の文字は使用できません。一重引用符(')、二重引用符(")、セミコロン(;)、コロン(:)、疑問符(?)、パーセント記号(%)、小なり記号(<)、大なり記号(>)。


	
名前には空白を含めることができますが、空白で始まる名前は指定できません。





	
(オプション)新規アセットのロケール指定を設定または変更します。

	
アセットのフォーム・セクション・セレクタで、「メタデータ」を選択します。


	
「メタデータ」セクションの「ロケール」ドロップダウン・リストに移動し、アセットに対して必要なロケール指定を選択します。




ここで選択しない場合は、次のいずれかの結果となります。

	
ソース・アセットにロケールが指定されている場合は、新規アセットもソース・アセットのロケール指定を維持します。


	
ソース・アセットにロケールが指定されていない場合は、手動で割り当てないかぎり、新規アセットにはロケールが指定されません。




詳細は、第11章「多言語アセットでの作業」を参照してください。


	
残りのフィールドに、新規アセットの必要なコンテンツを移入します。フォーム・モードでアセットを処理する際に表示される場合がある各種フィールドの詳細は、手順0を参照してください。





	
アセットを保存します。次のいずれかを実行します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがフォーム・モードで表示されます。調査ビューで表示されているアセットのコンテンツを編集することはできません。


	
(オプション)アセットがワークフローに事前に割り当てられていないときに、ワークフロー機能を使用する場合は、第16.4.1項「ワークフローへのアセットの割当て」の説明に従って、アセットをワークフロー・プロセスに割り当てることができます。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。


	
アセットにテンプレートが割り当てられていない場合は、「プレビュー・テンプレートの選択」ダイアログ・ボックスが開きます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。











3.1.3.2 複数のアセットの同時コピー

この項では、2つ以上の既存のアセットを同時にコピーして複数のアセットを作成する手順について説明します。


複数のアセットを同時にコピーするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
コピーするアセットを次のように検索します。

	
目的のアセットを検索する場合、「検索」フィールドで、コピーするアセットを識別する検索条件を入力し、虫めがねアイコンをクリックします。

「検索」タブが開き、検索結果が表示されます。


	
「コンテンツ・ツリー」経由でアセットのリストにアクセスする場合は、次を実行します。

	
ナビゲーション・ペインで、「コンテンツ・ツリー」バーをクリックします。


	
「コンテンツ・ツリー」で、コピーするアセットを含む親ノードをダブルクリックします。




「参照」タブが開いて、ダブルクリックした親と関連付けられているアセットのリストが表示されます。





	
アセットのリストで、コピーするアセットを[Ctrl]キーを押しながらクリックするか、[Shift]キーを押しながらクリックします。


	
強調表示されたアセットを右クリックし、コンテキスト・メニューから「コピー」を選択します。

次のダイアログ・ボックスが開きます。


図3-11 コピーの成功のメッセージ

[image: 図3-11の説明が続きます]





	
ダイアログ・ボックスで、次のいずれかを実行します。

	
ダイアログ・ボックスを閉じて、コピーしたアセットを別のタイミングで使用する場合は、「OK」をクリックします。


	
コピーしたアセットのリストを表示するには、「コピーしたアセットの表示」をクリックします。

「参照」タブが開いて、コピーしたアセット名のリストが表示されます。







	
注意:

コピーしたアセットの命名規則は、"アセット名_ランダムに生成された番号のコピー"となります。










	
コピーしたアセットを開いて、各フィールドの内容を、作成する新規アセットの内容に置き換えます。手順については、第3.1.3.1項「既存アセットのコピーによるアセットの作成」の手順5から9を参照してください。これらの手順は、コピーしたアセットの名前をすべて変更し、その内容を新規アセットの内容に置き換えるまで繰り返します。












3.2 他のサイトとのアセットの共有

複数のサイトでの使用が想定されるアセットを処理する場合は、このアセットを共有することで、何度も同じものを作成しなくても、複数のサイト間でこれを管理できます。




	
注意:

他のサイトとアセットを共有する場合は、共有先のサイトで、このアセット・タイプが有効化されていることを確認してください。











3.2.1 共有可能なアセットの条件

アセットを共有する際は、次の点を念頭に置いてください。

	
アセットを共有するための権限が必要です。


	
アセットを共有できるのは、アクセス権限を持つサイトのみです。アクセス権を持つサイトが1つのみの場合は、「コンテンツ」メニューの「共有」オプションは利用できません。


	
ページ・アセットは共有できません。


	
アセットの共有は、このアセットに含まれるコンテンツが、ターゲット・サイトで一意である必要がない場合にのみ行います。たとえば、会社のロゴを含むアセットの場合は、その会社の全サイトで同じイメージが使用されると考えられるため、共有が可能です。

コンテンツの性質上、サイトごとに別の独自のバージョンが必要となる場合は、アセットを共有しないでください。かわりに、一意のバージョンのコンテンツを必要とするサイトごとに新規アセットを作成します。


	
アセット共有の性質上、1つの共有アセットを削除すると、共有先のすべてのサイトからこのアセットが自動的に削除されます。


	
アセットがワークフローに含まれる場合は、アセットのネイティブ・サイトで作業をしている場合にかぎり、このワークフローのステータスを変更できます。


	
アセットの共有は、パブリッシュの準備ができているアセットのみとすることを推奨します。つまり、承認されるまで、アセットの共有を待機することになります。


	
ローカライズされたアセットを別のサイトと共有する場合は、このアセットのロケールをターゲット・サイトで有効にする必要があります。


	
依存関係を持つアセットを共有する場合は(共有アセットが記事アセットに関連付けられている場合など)、このアセットのすべての依存アセットをターゲット・サイトで共有する必要があります。こうしないと、共有するプライマリ・アセットが、共有先サイトでのパブリッシュを正常に承認しません。




他のサイトとアセットを共有しようとする場合に、適切な権限がない場合は、WebCenter Sites管理者に問い合せてください。





3.2.2 他のサイトとアセットを共有する方法

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
他のサイトと共有するアセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、共有するアセットの名前に移動してクリックします。




	
注意:

最初に調査せずにアセットを共有するには、検索結果リストで目的のアセットを右クリックし、コンテキスト・メニューから「共有」を選択します。手順0に進みます。













	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。







アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「共有」を選択します。

「選択したコンテンツの共有」ダイアログ・ボックスが開きます。


図3-12 「選択したコンテンツの共有」ダイアログ・ボックス

[image: 図3-12の説明が続きます]





	
「選択したコンテンツの共有」ダイアログ・ボックスで、次の手順を実行します。

	
「使用可能」リスト・ボックスで、アセットを共有するサイトを選択し、そのサイトを「選択済」リスト・ボックスに移動します。


	
このアセットを、現在および将来のすべてのサイトで共有するには、「選択したコンテンツを現在および将来のすべてのサイトと共有。」チェック・ボックスを選択します。


	
「保存」をクリックします。

共有先のサイトで、アセットがアクセス可能になりました。











3.2.3 他のサイトと複数のアセットを共有する方法

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
共有するアセットを次のように検索します。

	
目的のアセットを検索する場合、「検索」フィールドで、共有するアセットを識別する検索条件を入力し、虫めがねアイコンをクリックします。

「検索」タブが開き、検索結果が表示されます。


	
「コンテンツ・ツリー」経由でアセットのリストにアクセスする場合は、次を実行します。

	
ナビゲーション・ペインで、「コンテンツ・ツリー」バーをクリックします。


	
「コンテンツ・ツリー」で、共有するアセットを含む親ノードをダブルクリックします。

「参照」タブが開いて、ダブルクリックした親と関連付けられているアセットのリストが表示されます。








	
アセットのリストで、共有するアセットを[Ctrl]キーを押しながらクリックするか、[Shift]キーを押しながらクリックします。


	
強調表示されたアセットを右クリックし、コンテキスト・メニューから「共有」を選択します。

「選択したコンテンツの共有」ダイアログ・ボックスが次のように開きます。


図3-13 「選択したコンテンツの共有」ダイアログ・ボックス

[image: 図3-13の説明が続きます]





	
「選択したコンテンツの共有」ダイアログ・ボックスで、次の手順を実行します。

	
「使用可能」リスト・ボックスで、アセットを共有するサイトを選択し、そのサイトを「選択済」リスト・ボックスに移動します。


	
これらのアセットを、現在および将来のすべてのサイトで共有するには、「選択したコンテンツを現在および将来のすべてのサイトと共有。」チェック・ボックスを選択します。


	
「保存」をクリックします。

共有先のサイトで、アセットがアクセス可能になりました。













3.3 フォーム・モードでのアセットの編集

アセットの編集は、権限に基づきます。サイト管理者によって、どのユーザーがどのアセットを処理できるかが決定されます。適切な権限を所持する場合は、WebCenter SitesのContributorインタフェースでアセットを編集できます。アセットの編集に必要な権限の詳細は、管理者に問い合せてください。

該当するタイプのアセットがすべてフォーム・モードで開くように、アセット・タイプが構成されている場合は、アセットのコンテンツ・エントリ・フォームが表示されたタブが開きます。フォーム・モードでは、アセットのコンテンツ・エントリ・フォームの各フィールドに表示された情報を修正または置換することで、アセットのコンテンツを編集できます。




	
注意:

共有アセットを編集する必要がある場合は、アセットのネイティブ・サイト(アセットが最初に作成されたサイト)で編集する必要があります。










フォーム・モードでアセットを編集するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前を見つけてクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。










	
注意:

最初に調査せずにアセットを編集するには、アセット・リストで目的のアセットを右クリックし、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。手順0に進みます。アセットの「編集」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。









アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
フォーム・モードで、アセットの「編集」ビューにアクセスします。

	
アセットがWebモードで表示されている場合は、フォーム・モードに切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの「編集」ビューが、フォーム・モードで表示されます。


図3-14 フォーム・モードでのアセットの編集ビュー

[image: 図3-14の説明が続きます]








	
アセットのコンテンツを、必要に応じて変更します。フォーム・モードでアセットを処理する場合に表示される可能性のある各フィールドへの情報入力の詳細は、手順6を参照してください。


	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上のセクションで1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のセクションで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがフォーム・モードで表示されます。調査ビューで表示されているアセットのコンテンツを編集することはできません。


	
アセットがワークフローに事前に割り当てられていないときに、ワークフロー機能を使用する場合は、第16.4.1項「ワークフローへのアセットの割当て」の説明に従って、アセットをワークフロー・プロセスに割り当てることができます。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。


	
アセットにテンプレートが割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログが開きます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。


アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。











3.4 バニティURLの使用

バニティURLは、短く、判読が可能で、かつ管理が容易なURLであり、通常はURLが指すWebページの名前、またはそのWebページを表すその他のコンテンツの名前を含みます。WebCenter Sitesでは、アセットURLとBLOB (ファイル) URLという2つのタイプのバニティURLをサポートしています。

コンテンツ・コントリビュータの場合、どのタイプのアセットに対してもバニティ・アセットURLを作成できます。アセットURLは、自動生成(WebCenter Sites管理インタフェースで管理者が定義したパターンに基づく)、またはWebCenter Sites Contributorインタフェースでの作成のいずれかが可能です。BLOB (ファイル) URLは、アセットに関連付けられたファイルに対して、管理者がWebCenter Site管理インタフェースで作成します(たとえば、イメージ・アセットに関連付けられたイメージ・ファイルに対してBLOB URLを作成します)。Contributorインタフェースでは、アセットのコンテンツ・エントリ・フォームからBLOB (ファイル) URLを確認できます。

アセット(またはその関連付けられたファイル)にバニティURLを定義し、そのアセットをWebサイトにパブリッシュすると、バニティURLはアセットのコンテンツをレンダリングするWebページを指します。この項では、アセットURLを作成および管理する手順について説明します。BLOB (ファイルのURL)の作成と管理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第3.4.1項「アセットのバニティURLの作成」


	
第3.4.2項「バニティURLの表示および管理」






3.4.1 アセットのバニティURLの作成

アセット・フォームの「URL」セクションには、アセットのバニティURLを1つ以上定義する場合に使用可能な「URL」フィールドがあります。


アセットのバニティURLを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
バニティURLを作成するアセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
バニティURLを作成するアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前を見つけてクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。







アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
フォーム・モードで、アセットの「編集」ビューにアクセスします。

	
アセットがWebモードで表示されている場合は、フォーム・モードに切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの「編集」ビューが、フォーム・モードで表示されます。





	
フォーム・セクション・セレクタで、「URL」を選択します。

フォームの「URL」セクションが次のように表示されます。


図3-15 コンテンツ・エントリ・フォームの「URL」セクション

[image: 図3-15の説明が続きます]





	
アセットに新規のバニティURLを作成します。

	
次のフィールドに入力します。

	
URL: アセットに対して作成するバニティURLの目的のパスを入力します。たとえば、skiing/articleなどです。




	
注意:

バニティURLのパスは一意であることが必要です。WebCenter Sitesでは、同じバニティURLのパスを異なるアセットで共有することはできません。










	
ホスト: このフィールドは、管理者または開発者がWebCenter Sites管理インタフェースで該当するタイプのアセットにルート(ベース) URLを構成した場合にのみ表示されます。このフィールドを使用してルート(ベース) URLを選択します。


	
デバイス・グループ: 複数のデバイス・グループをサポートするようにコンテンツ管理サイトが構成されている場合は、該当するバニティURLを使用してWebサイトにアセットをレンダリングするデバイス・グループを選択します。

デバイス・グループの詳細は、第13章「モバイル用Webサイトの作成」および『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


	
テンプレート: Webサイトへのアセットのレンダリングに使用するレイアウトを選択します。

選択したテンプレートに対して開発者が引数を定義している場合は、「テンプレート」フィールドの右側にその引数が表示されます。引数に必要な値を選択するか、または入力します。


	
ラッパー: このフィールドは、サイトにラッパーがある場合にのみ表示されます。サイトにラッパーを選択します。





	
「追加」をクリックします。

「追加」ボタンの下の表にバニティURLが表示されます。


図3-16 フォームのバニティURLセクション

[image: 図3-16の説明が続きます]








	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。





	
アセットを新しいウィンドウでプレビューします。メニュー・バーで、「表示」→「新しいウィンドウでプレビュー」を選択します。

バニティURLに対して選択したテンプレートとアセットのプレビューをレンダリングしているテンプレートが一致する場合は、作成したバニティURLによりアセットのプレビューがレンダリングされていることをブラウザのアドレス・バーが示します。


	
アセットをパブリッシュします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』のパブリッシュに関する章を参照してください。

アセットをWebサイトにパブリッシュすると、そのアセットに定義したバニティURLによってアセットがWebサイトにレンダリングされます。








3.4.2 バニティURLの表示および管理

この項では、バニティURLを表示および管理する手順について説明します。




	
注意:

管理者が自動生成されたアセットURLを構成するか、アセットに関連付けられたファイルにBLOB (ファイル) URLを作成した場合は、そのバニティURLを表示する権限のみ与えられます。










バニティURLを表示するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
バニティURLを表示するアセットを見つけて開きます。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前を見つけてクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。







アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
アセットの「調査」ビューで、フォーム・セクション・セレクタの「URL」セクションをクリックします。

アセット・フォームの「URL」セクションが開きます。

	
アセットがどのバニティURLにも割り当てられていない場合は、「アセットURLが見つかりません。」というメッセージがフォームのURLセクションに表示されます(図3-17を参照)。


図3-17 アセットのフォームのURLセクション: 「アセットURLが見つかりません。」

[image: 図3-17の説明が続きます]





	
アセットにバニティURLが作成された(自動生成またはカスタム)場合は、アセットのフォームのURLセクションが図3-18に示すように表示されます。


図3-18 アセットのフォームのURLセクションにおけるバニティ・アセットURLの表示

[image: 図3-18の説明が続きます]





	
アセットに関連付けられたファイルにBLOB (ファイル) URLを作成した場合は、アセットのフォームのURLセクションが図3-19のように表示されます。


図3-19 アセットのフォームのURLセクションにおけるBLOB (ファイル) URLの表示

[image: 図3-19の説明が続きます]








	
目的のURLの下にある「詳細の表示」リンクをクリックして、URLの詳細(テンプレート、ラッパー、デバイス・グループなど)を表示します。


図3-20 バニティURL: 「詳細の表示」リンク

[image: 図3-20の説明が続きます]





「詳細の非表示」リンクをクリックすると、URLの詳細が閉じます。





アセットのバニティURLを管理するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
バニティURLの編集または削除を行うアセットを見つけて開きます。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前を見つけてクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。







アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
フォーム・モードで、アセットの「編集」ビューにアクセスします。

	
アセットがWebモードで表示されている場合は、フォーム・モードに切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの「編集」ビューが、フォーム・モードで表示されます。





	
フォーム・セクション・セレクタで、「URL」を選択します。

フォームのURLセクションが表示されます。


	
目的のURLに移動して、そのステータスを次のように変更するか、削除します。

	
アセットに定義したバニティURLを編集するには、編集するURLの横にある「ステータスの変更」リンク(表の「アクション」列にある)をクリックします。


図3-21 バニティURLの編集

[image: 図3-21の説明が続きます]





次のフィールドに入力します。

	
「HTTPステータス」ドロップ・ダウン・メニューで、次のHTTPステータスのいずれかを選択します。


	HTTPステータス	説明
	
200

	
HTTPリクエストに成功した場合の標準レスポンス。訪問者は、バニティURLが指す、リクエストされたWebページに誘導されます。


	
301

	
Webページが永続的に移動されました。これ以降のリクエストはすべて、「リダイレクト先」フィールドに定義されたURLにリダイレクトされます。


	
302

	
一時的リダイレクト。訪問者は、「リダイレクト先」フィールドに定義された一時的なWebページ(たとえば、ひと月のみ使用可能なコンテンツを含むWebページ)にリダイレクトされます。








	
「リダイレクト先」フィールドに、バニティURLからアセットにアクセスしようとした訪問者がリダイレクトされるURLを入力します。このアセットに使用可能な別のバニティURLがある場合は、そのURLに訪問者をリダイレクトする選択もできます。


	
「適用」をクリックします。

URLのHTTPステータスを変更した場合は、その変更が表の「ステータス」列に反映されます。


図3-22 リダイレクトされたバニティURL

[image: 図3-22の説明が続きます]








	
アセットに定義したバニティURLを削除するには、削除するURLの横にある「削除」リンク(表の「アクション」列にある)をクリックします。




	
注意:

URLのステータスを302に変更し、削除するURLに対してリダイレクトしている場合、リダイレクト元のURLとの関連付けを削除するまで、つまりリダイレクト元のURLのステータスを200に変更するまではURLを削除できません。













	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。





	
アセットを新しいウィンドウでプレビューします。メニュー・バーで、「表示」→「新しいウィンドウでプレビュー」を選択します。

	
バニティURLを編集した場合は、アセットのプレビューを指している編集済のバニティURLがブラウザのアドレスバーに表示されます。


	
バニティURLを削除した場合は、WebCenter Sitesによってアセットに割り当てられたURLがブラウザのアドレスバーに表示されます。





	
アセットをパブリッシュします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』のパブリッシュに関する章を参照してください。

アセットをパブリッシュすると、アセットのURLに対する変更がWebサイトに反映されます。










3.5 属性エディタの使用

この項では、アセットの作成または編集時に表示される可能性のある、属性エディタ対応フィールドについて説明します。この項の内容は、次のとおりです。

	
第3.5.1項「CKEditorの使用」


	
第3.5.2項「イメージ・ピッカーの使用」


	
第3.5.3項「Clarkii Online Image Editorの使用」


	
第3.5.4項「Date Pickerの使用」






3.5.1 CKEditorの使用

CKEditorは、人気の高いサード・パーティ製WYSIWYGエディタであり、WYSIWYG対応のテキスト・フィールドでデフォルト・エディタとして使用されます。CKEditorを使用すると、MS Wordスタイルの、幅広い種類の書式をコンテンツに適用できます。


図3-23 CKEditor

[image: 図3-23の説明が続きます]





CKEditorには、コンテンツの基礎となるHTMLコードへのアクセス、MS Wordドキュメントから書式設定前のコンテンツを受け入れる機能など、高度な機能も用意されています。

ツールバーから使用可能な機能のほとんどは、CKEditorにネイティブの機能です。CKEditorとその各機能の詳細は、http://docs.cksource.comで入手可能なエディタのドキュメントを参照してください。

CKEditorツールバー上のいくつかの機能は、WebCenter Sitesに固有のものです。これらの機能を、次に表示および説明します。


図3-24 WebCenter Sites固有のCKEditorの機能

[image: 図3-24の説明が続きます]





	
アセット・リンクの追加: あるアセットから別のアセットへのハイパーテキスト・リンクを作成します。詳細は、第9.2項「2つのアセットの直接リンク」を参照してください。


	
アセットを含む: アセットのプレビュー可能なコンテンツを、別のアセット内にレンダリングします。詳細は、第9.3.1項「2つのアセットを包含によりリンクするには」を参照してください。



	
注意:

含めるアセットがイメージの場合は、このイメージを別のアセットにリンクできます。詳細は、第9.4項「イメージ・アセットによる2つのアセットのリンク」を参照してください。








	
含めるイメージの選択: イメージ・ピッカーからイメージを選択し、参照アセットでのCKEditor対応フィールドに含めることができます。

イメージをフィールドに含めた後は、このイメージを別のアセットにリンクすることもできます。詳細は、第9.4.3項「イメージ・ピッカーからのイメージを通じたリンク」を参照してください。








3.5.2 イメージ・ピッカーの使用

1つ以上のイメージ・アセットに関連付けることが可能なアセットを処理する場合、イメージ・ピッカー属性エディタをサポートするフィールドが表示されることがあります。イメージ・ピッカーを使用すると、イメージ・アセットを視覚的に選択して、作成または編集しているアセットに関連付けることができます。




	
注意:

開発者が親アセットのアセット・タイプを構成する際に、次の項目が定義されます。

	
イメージ・ピッカーが有効化されるフィールド


	
イメージ・ピッカーによって表示されるイメージ・アセットのタイプ













イメージ・ピッカーを使用してイメージ・アセットを他のアセットに関連付けるには:

	
フォーム・モードで表示されているアセットの「作成」ビューまたは「編集」ビューで、イメージ・ピッカーに関連付けられているフィールドに移動し、「参照」をクリックします。


図3-25 イメージ・ピッカー・フィールド

[image: 図3-25の説明が続きます]





検索結果リストにイメージ・ピッカーが表示されます(アセットのフォームの右側)。


図3-26 アセットの右側にドッキングされた検索結果リスト

[image: 図3-26の説明が続きます]





イメージ・ピッカーでは各イメージ・アセットに対して、イメージのサムネイルとそのファイル名、またはアセットのファイル名のみが表示されます(開発者の構成によって異なる)。


	
目的のイメージ・アセットに移動し、このイメージをフィールドにドラッグ・アンド・ドロップします。


図3-27 移入されたイメージ・ピッカー・フィールド

[image: 図3-27の説明が続きます]





選択したイメージ・アセットが、現在処理中のアセットに関連付けられます。フィールドにすでにイメージ・アセットが移入されている場合は、新たに選択したアセットによって既存のアセットが置換されます。フィールドには、対応するイメージのサムネイルが表示されます。


	
「保存」アイコンをクリックして、アセットへの変更を保存します。








3.5.3 Clarkii Online Image Editorの使用

Clarkii Online Image Editor (Clarkii OIE)を使用すると、フォーム・モードでアセットの「新規」ビューまたは「編集」ビューのイメージを直接編集できます。たとえば、Clarkii OIEを使用すると、イメージの切取りや回転を行えます。また、Clarkii OIEでは、グラフィックやテキストの追加によってイメージを拡張することもできます。




	
注意:

Clarkii OIEを使用する場合は、次の点を念頭に置いてください。

	
Clarkii OIEは、フォーム・モードのみでサポートされます。


	
開発者がアセット・タイプを構成する際、フィールドごとにClarkii OIEの有効化が定義されます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』のClarkii Online Image Editorの構成に関する項を参照してください。












図3-28には、フォーム・モードでアセットの編集ビューにレンダリングされるClarkii OIEフィールドのビューの例が示されています。


図3-28 アセットのフィールドにおけるClarkii Online Image Editorのレンダリング

[image: 図3-28の説明が続きます]





Clarkii OIEを使用するには、Flashをインストールしておく必要があります。Flashがインストールされていない場合は、Clarkii OIEのかわりに、Flashをダウンロードするためのリンクが表示されます。リンクをクリックして、Flashをダウンロードしてください。Flashがインストールされると、適切なフィールド内にClarkii OIEがロードされます(上図参照)。

Clarkii OIEを使用してアセット・フィールドを処理する場合は、開発者がClarkii OIEをどのように構成しているかに応じて、次の一部、またはすべての機能を実行できます。

	
イメージを選択してClarkii OIEキャンバス上に配置します。または、選択したイメージによって、キャンバス上の既存のイメージを置換します。使用可能なイメージは、開発者によって定義されます。


	
Clarkii OIEウィンドウで使用可能なツールバーおよびメニュー・オプションを使用して、キャンバス上のイメージに対し、必要に応じて他の編集を行えます。

Clarkii OIEのツールバーおよびメニュー内で使用可能な機能は、開発者によってカスタマイズが可能です。これらの機能は完全にClarkii OIEに関連するもので、このガイドでは説明していません。Clarkii OIEのツールバーおよびメニュー・オプションを使用する手順については、次のURLにアクセスしてください。

http://www.online-image-editor-clarkii.com/





Clarkii Online Image Editorを使用してイメージを編集するには:




	
注意:

次のことに留意してください。

	
この機能を使用する前に、Clarkii OIEに関連付けられた属性フィールドがどのアセット・フォームに含まれるのかを確認してください。


	
手順2の説明は、Clarkii OIEの使用時に実行可能な機能の例を示すガイドラインとなっています。この手順で実行可能な機能は、開発者がどのようにClarkii OIEのプロパティを構成するかによって決定されます。




不明な点がある場合は、開発者に問い合せてください。









	
目的のアセットの「作成」ビューまたは「編集」ビューで、Clarkii OIEにアクセスします。

Clarkii OIEがフィールドに次のように表示されます。


図3-29 Clarkii OIE対応フィールド

[image: 図3-29の説明が続きます]





	
次の手順は、WebCenter Sitesのインストール時にすぐに使用可能となる、デフォルトで有効なClarkii OIE機能のメニュー・オプションのみが対象となっています。たとえば、必要に応じてイメージの挿入やその他の修正(キャンバス上のイメージのサイズ変更など)を行います。

	
Clarkii OIEキャンバスにイメージを挿入し、キャンバス上の既存のイメージをすべて置き換えるには、次の手順を実行します。

	
Clarkii OIEメニューで、「File」→「Open」を選択します。

「Select file to open」ダイアログ・ボックスが開きます。


	
Clarkii OIEキャンバスに挿入するイメージ・ファイルを選択して、「Open」をクリックします。

イメージがキャンバスに挿入され、キャンバス上に配置されていた既存のイメージがすべて置換されます。


	
(オプション)選択したイメージを別のイメージで置換するには、手順aおよびbを繰り返し、必要なイメージを選択します。





	
Clarkii OIEキャンバス上に表示されているイメージを修正するには(イメージのサイズ変更など)、Clarkii OIEメニューの「Modify」オプションをクリックします。「Modify」メニューでは、次のオプションを使用できます。

	
Rotate


	
Crop


	
Resample




これらの機能、および他の機能の使用手順については、次のURLにアクセスしてください。

http://www.online-image-editor-clarkii.com/





	
アセットのツールバーで「保存」アイコンをクリックして、アセットのClarkii OIE対応フィールドで行った変更を保存します。








3.5.4 Date Pickerの使用

フォームに日付フィールド(投稿日、リリース日、開始日、終了日など)が含まれるアセットを処理する場合、標準テキスト・ボックスに加え、Date Picker属性エディタを使用すると、日付を視覚的に選択できます。

Date Pickerはカレンダ型のインタフェースであり、多くの個人情報管理アプリケーション(Microsoft Outlookなど)で見られる日付セレクタに似ています。


Date Pickerを使用して日付を入力するには:

	
アセットの「作成」ビューまたは「編集」ビューで、Date Picker対応フィールドにスクロールし、「日付の選択」アイコンをクリックします。


図3-30 Date Pickerフィールド

[image: 図3-30の説明が続きます]





WebCenter Sitesで「Date Picker」ポップアップ・ウィンドウが開きます。


図3-31 Date Pickerのポップアップ・ウィンドウ

[image: 図3-31の説明が続きます]





	
「Date Picker」ポップアップ・ウィンドウで、必要な月、年、日および時間を選択します。日は最後に選択してください。目的の日をクリックすると、「Date Picker」ポップアップ・ウィンドウが自動的に閉じられ、対応するフィールドに選択内容が反映されます。


	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックして、アセットへの変更を保存します。













4 Webモードでのアセットの作成、共有および編集

この章では、Webモードでアセットを作成および編集する基本的な手順を説明し、avisportsサンプル・サイトからのいくつかの例を示します。

この章には次の項が含まれます。

	
第4.1項「概要」


	
第4.2項「Webモードでのアセットの作成」


	
第4.3項「他のサイトとのアセットの共有」


	
第4.4項「Webモードでのアセットの編集」






4.1 概要

アセットの使用は、権限に基づきます。適切な権限を所持する場合は、WebCenter SitesのContributorインタフェースでアセットを作成および編集できます。アセット・タイプが、そのタイプのすべてのアセットがWebモードで開くように構成されている場合、そのタイプのアセットを作成または編集すると、アセットのWebページ・ビューが(図4-1に示すように)表示されます。




	
注意:

アセットを新規作成する場合、Contributorインタフェースにはフォーム・モードおよびWebモードの2つのモードが用意されています。この項では、Webモードでのアセットの作成に限定した情報を提供します。フォーム・モードでのアセットの作成の詳細は、第3.1項「フォーム・モードでのアセットの作成」を参照してください。

開発者がWebCenter Sitesシステムに対して行った構成によっては、Webモードが無効になっている場合があります。この項では、Webモードが有効になっていることを前提とします。インストールでWebモードが有効になっているかどうかの詳細は、開発者に確認してください。










図4-1 サーフィン・ページ・アセットの調査ビュー(Webモード)

[image: 図4-1の説明が続きます]





Webモードでは、コンテキスト編集が提供されます。これは、パブリッシュする形式(Webページ・ビュー)でアセットを直接操作できることを意味します。コンテンツ・エントリ・フォーム内のフィールドのかわりに、アセットにはWebページ・レイアウト(テンプレート)が割り当てられ、これによってWebモードでレンダリングされるアセットの編集可能領域が決まります。編集可能領域には、単純なテキスト領域、WYSIWYGエディタが使用できるテキスト領域、スロットなどがあります。次の図は、空のスロットと占有されたスロットを表示する、Webモードでレンダリングされたサーフィン・ページ・アセットの編集ビューの例を示しています。


図4-2 サーフィン・ページ・アセットの編集ビュー(Webモード)

[image: 図4-2の説明が続きます]






4.1.1 スロットとは

アセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)がスロットをサポートするよう構成されている場合、そのアセットの作成ビューおよび編集ビューには、空のスロットや占有されたスロットが(図4-2および図4-3に示すように)表示されます。各スロットでは、単一のコンテンツ、つまり単一のアセットが受け入れられます(スロットが複数値の場合、そのスロットでは複数のアセットが受け入れられます)。スロットでドラッグ・アンド・ドロップ機能がサポートされる場合は、アセットをツリーまたは検索結果リストからドラッグし、そのアセットを目的のスロット内にドロップできます。スロットでドラッグ・アンド・ドロップ機能がサポートされない場合、通常そのスロットには事前定義済アセット(推奨アセットなど)が含まれます。これは、開発者や管理者がそのアセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)内で構成したものです。


図4-3 空のスロットおよび占有されたスロット(サーフィン・ページ・アセット)

[image: 図4-3の説明が続きます]





アセットをスロットに追加すると、操作しているアセットとスロット内に配置したアセットとの間にアソシエーションが作成されます。各スロットでサポートされるアセットのタイプは、開発者がそのアセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)に対して行った構成によって決まります。


スロット内をクリックすると、そのスロット上で実行できるコンテンツ管理オプションを含むツールバーが(図4-2に示すように)表示されます。このツールバーを使用すると、スロット内に含まれるアセットのコンテンツの編集、スロットのコンテンツ・レイアウトの変更(これによってスロット内のアセットの外観が変更されます)、スロットのプロパティの表示、スロットからのアセットの削除などが可能になります。(複数のアセットを受け入れる)複数値スロットを操作している場合、「管理」オプションが表示されます。このオプションを使用すると、そのスロット内に含まれるアセットがWebページに表示される順序を変更できます。スロットのツールバーで提供されるオプションは、操作中のアセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)に対して開発者が行った構成によって決まります。





4.1.2 Webページ・レイアウトとコンテンツ・レイアウトの相違点

Webページ・レイアウトは、操作しているアセットに割り当てられたレイアウト(テンプレート)です。アセットをWebモードで操作する場合、アセットに割り当てられたWebページ・レイアウトによって、そのアセットのWebページ・ビューにおけるスロットの配置が決まります(図4-2および図4-3を参照)。コンテンツ・レイアウト(テンプレート)は、個々のスロットに割り当てられるレイアウト(テンプレート)です。スロットに割り当てられるコンテンツ・レイアウトによって、そのスロット内に含まれるアセットの外観が決まります。

スロットを使用すると、そのスロット内に含まれるコンテンツのレンダリングに使用する、異なるコンテンツ・レイアウトを選択できます。スロットのコンテンツ・レイアウトを変更すると、選択したレイアウトでスロット内のアセットがレンダリングされます。図4-4には、Webページ・レイアウトとコンテンツ・レイアウトの相違点を示すダイアグラムが示されています。


図4-4 Webページ・レイアウトとコンテンツ・レイアウト

[image: 図4-4の説明が続きます]










4.2 Webモードでのアセットの作成

作成できるアセットのタイプは、Contributorインタフェースで提供されるアセット・タイプおよび割り当てられた権限によって決まります。適切な権限を持つユーザーであれば、WebCenter SitesのContributorインタフェースを使用して新しいアセットを一から作成できます。作成するアセットに類似した既存のアセットがある場合は、その既存のアセットをコピーして変更を行うことでいくつかの手順を省略できます。また、あるサイトに存在する同じアセットを別のサイトにも作成したい場合は、そのアセットを共有することで同じアセットを複数作成する必要がなくなります。



4.2.1 アセット作成方法の種類

Contributorインタフェースでの各種のアセット作成方法の詳細は、第3.1.1項「アセット作成方法の種類」を参照してください。





4.2.2 Webモード使用時にフォーム・モードに切り替える必要性

アセットをWebモードで操作している場合、表示される編集可能領域は、そのアセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)に対して開発者が行った構成によって決まります。(アセットをフォーム・モードで操作するときに)アセットのコンテンツ・エントリ・フォームに表示されるフィールドは、そのアセットをWebモードで操作するときに提供されるフィールドと同一である必要はありません。このため、日付フィールドやロケール・フィールドなどの特定のフィールドは、Webモードで提供されない場合があります。また、特定の属性エディタはフォーム・モードでのみサポートされます(Clarkii Online Image Editorなど)。そのような場合は、フォーム・モードに切り替えて該当フィールドへの入力を行う必要があります。フォーム・モードへの切替えの詳細は、第4.2.3項「Webモードでの新規アセットの作成」の手順8を参照してください。





4.2.3 Webモードでの新規アセットの作成

管理者の構成により、アセット・タイプがWebモードで作成され、「新規」メニュー(「コンテンツ」メニューから「新規」を選択)にリストされる場合は、アセットのWebページ・ビューに情報を入力することで該当するタイプのアセットを作成できます。


Webモードで新規アセットを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
作成するアセットのタイプを選択します。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」を選択し、作成するアセットのタイプを選択します。(次の例では、記事アセット・タイプを選択しています。)

「アセットの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図4-5 「アセットの作成」ダイアログ・ボックス

[image: 図4-5の説明が続きます]

「図4-5 「アセットの作成」ダイアログ・ボックス」の説明





	
「アセットの作成」ダイアログ・ボックスで、次の手順を実行します。

	
「レイアウトの選択」フィールドで、アセットに割り当てるレイアウトを選択します。

選択するレイアウトによって、アセットの作成ビューがWebモードでどのように表示されるかが決まります。


	
「名前」フィールドに、アセットの名前を入力します。次のことに留意してください。

	
1-64文字までの英数字で指定する必要があります。


	
次の文字は使用できません。一重引用符(')、二重引用符(")、セミコロン(;)、コロン(:)、疑問符(?)、パーセント記号(%)、小なり記号(<)、大なり記号(>)。


	
名前には空白を含めることができますが、空白で始まる名前は指定できません。





	
「続行」をクリックします。





	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図4-6 「割当て先の選択」ダイアログ・ボックス

[image: 図4-6の説明が続きます]





必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。

新しいタブが開き、アセットの作成ビューがWebモードで表示されます。(次の例では、記事アセットです。)


図4-7 Webモードでの新規アセットの表示

[image: 図4-7の説明が続きます]





アセットに割り当てたレイアウトによって、アセットの作成ビューに表示される編集可能領域が決まります。


	
アセットの作成ビューの様々な領域をポイントし、コンテンツが受け入れられる領域を確認します。ドラッグ・アンド・ドロップ機能およびその他のコンテンツ管理アクションをサポートする領域は、それらをポイントしたときに(図4-8に示すように)強調表示されます。


図4-8 Webモードでコンテンツを受け入れる領域

[image: 図4-8の説明が続きます]





	
強調表示された領域をクリックして、各領域でサポートするコンテンツのタイプを決定します。表示される編集可能領域のタイプ、およびそれらの領域がアセットのWebページ・ビューにどのように表示されるかは、開発者がどのようにアセットのWebページ・レイアウト(テンプレート)をコーディングしたかによって決まります。アセットをWebモードで操作するときに表示される可能性がある領域の例を、図4-9に示します。


図4-9 Webモードでのスロット・フィールドおよびテキスト・フィールドの表示

[image: 図4-9の説明が続きます]





	
アセットの作成ビューに値を移入します。編集可能領域内をクリックして、その領域で受け入れられるコンテンツのタイプを確認します。アセットの移入時に確認できる可能性がある、各編集可能領域間の相違点を次に示します。

	
テキスト領域。テキストを入力できる1つ以上の領域が表示される場合があります。これらの領域には、入力する必要があるコンテンツのタイプを説明する事前定義済のサンプル・テキストが表示される場合があります。テキスト領域をポイントすると、その領域がグレーで強調表示され、カーソルがテキスト選択用のI型カーソルとして表示されます。次に例を示します。


図4-10 テキスト領域

[image: 図4-10の説明が続きます]





テキスト領域内をクリックして、任意のテキストを入力します。テキスト領域内をクリックすると、次のいずれかが表示されます。

	
簡易テキスト・フィールド。簡易テキスト・フィールドにはテキストを入力できますが、そのテキストの書式は設定できません。


図4-11 簡易テキスト・フィールド

[image: 図4-11の説明が続きます]





	
WYSIWYGテキスト・フィールド。テキスト領域で埋込みWYSYWYGエディタ(CKEditorなど)がサポートされる場合、そのWYSYWYGエディタが表示されます。これらのテキスト・フィールドでは、Microsoft Wordのようなコントロールを使用して、コンテンツを入力したり、その書式を設定できます。


図4-12 WYSIWYGテキスト・フィールド

[image: 図4-12の説明が続きます]








	
日付領域。日付を選択できる1つ以上の領域が表示される場合があります。次に例を示します。


図4-13 日付領域

[image: 図4-13の説明が続きます]





これらのうち、いずれかの領域内をクリックすると、Date Picker属性エディタが起動します。詳細は、第3.5.4項「Date Pickerの使用」を参照してください。


	
スロット。事前定義済のコンテンツまたは空のスロットが表示された1つ以上の領域を確認できる場合があります。これらの領域をポイントすると、青のオーバーレイで強調表示されます。


図4-14 移入されたスロットと空のスロット

[image: 図4-14の説明が続きます]





スロットを操作するには、次の手順を実行します。

	
目的のスロット内をクリックして、そのツールバーを表示します。スロットがアセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)内でどのようにコーディングされるかに応じて、次の1つ以上のコンテンツ管理オプションが表示される場合があります。


図4-15 スロット・ツールバー

[image: 図4-15の説明が続きます]





ツールバー(上部に表示されます)の左から右に、次のオプションが表示されます。

編集: スロット内に含まれるアセットのコンテンツを、作成しているアセットのWebページ・ビュー内で直接編集できます。詳細は、第4.4.4.2項「関連付けられたアセットのコンテンツの編集」を参照してください。

新しいタブで開く: スロット内に含まれるアセットの調査ビューが表示されたタブを開きます。詳細は、第4.4.1項「Webモードでのアセットのコンテンツの編集」を参照してください。

コンテンツ・レイアウトの変更: スロットのコンテンツのレンダリングに使用するコンテンツ・レイアウト(テンプレート)を選択できます。詳細は、第4.4.3項「コンテンツ・レイアウトの変更」を参照してください。

スロット・プロパティ: スロットでサポートされるアセット・タイプのリストを提供します。詳細は、手順cを参照してください。

スロットのクリア: スロットからコンテンツを削除します。詳細は、第4.4.4.3項「アソシエーションの削除」を参照してください。

次のオプションは、複数値スロットのツールバーでのみ提供されます。

管理: 複数値スロット内に含まれるアセットの位置を管理できます。複数値スロットの詳細は、第4.4.4.4項「複数値スロット内に表示されるコンテンツの位置の変更」を参照してください。


	
スロットが複数値の場合、そのスロット内をクリックすると、スロットのツールバーに「編集」オプションおよび「管理」オプションが表示されます。「編集」をクリックして、次のように複数値スロット内の個々のスロットにアクセスします。


図4-16 複数値スロット

[image: 図4-16の説明が続きます]





	
スロットでサポートされるコンテンツのタイプを確認します。スロット内をクリックし、そのスロットのツールバー内の「スロット・プロパティ」オプションをクリックします。


図4-17 「スロット・プロパティ」ダイアログ・ボックス

[image: 図4-17の説明が続きます]





	
スロットでドラッグ・アンド・ドロップ機能がサポートされるかどうかを確認します。これを行うには、「コンテンツ・ツリー」、「ワーク」ツリーまたは検索結果リストから目的のスロットにアセットをドラッグします。

スロットの境界線が緑色に変わった場合、そのタイプのアセットはスロットで受け入れられます。この場合は、アセットをスロット内にドロップします。スロットの境界線が赤色に変わった場合は、スロットでこのタイプのアセットが受け入れられないか、ドラッグ・アンド・ドロップ機能がサポートされません。

スロットへのコンテンツの追加の詳細は、第4.4.4.1項「アソシエーションの追加または置換」を参照してください。








	
作成しているアセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)が、特定のフィールド(日付フィールドやロケール・フィールドなど)をWebモードで表示するようにコーディングされていない場合、それらのフィールドはフォーム・モードでのみ提供されます。これらのフィールドを移入するには、次のようにフォーム・モードに切り替える必要があります。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。

タブにアセットがフォーム・モードで再表示されます。


	
必須フィールドに入力します。手順については、第3.1.2項「フォーム・モードでの新規アセットの作成」の手順bを参照してください。


	
Webモードに再度切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。

タブにアセットがWebモードで再表示されます。





	
アセットを保存します。次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正し、アセットを保存します。


	
アセットを調査します。次のいずれかを実行します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。調査ビューで表示されているアセットのコンテンツを変更することはできません。


	
(オプション)アセットがワークフローに事前に割り当てられていないときに、ワークフロー機能を使用する場合は、第16.4.1項「ワークフローへのアセットの割当て」の説明に従って、アセットをワークフロー・プロセスに割り当てることができます。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
さらにアセットを変更する場合は、次の手順を実行します。

	
アセットのツールバーで、「戻る」アイコンをクリックします。

このタブでは、アセットの調査ビューが表示されます。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブにアセットの編集ビューが表示されます。Webモードでのアセットの編集の詳細は、第4.4項「Webモードでのアセットの編集」を参照してください。








	
アセットの操作が完了したら、アセットを保存して閉じます。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存して閉じる」を選択します。

アセットが保存され、アセットを表示しているタブが閉じます。








4.2.4 既存アセットのコピーによる新規アセットの作成

アセットをコピーする場合、フォーム・モードとWebモードの両方で同じ手順を使用します。既存アセットのコピーによって新規アセットを作成する手順は、第3.1.3項「既存アセットのコピーによるアセットの作成」を参照してください。







4.3 他のサイトとのアセットの共有

様々なサイトとアセットを共有する場合、フォーム・モードとWebモードの両方で同じ手順を使用します。別のサイトとアセットを共有する手順は、第3.2項「他のサイトとのアセットの共有」を参照してください。





4.4 Webモードでのアセットの編集

この項では、アセットをWebモードで編集する手順を説明します。内容は次のとおりです。

	
第4.4.1項「Webモードでのアセットのコンテンツの編集」


	
第4.4.2項「Webページ・レイアウトの変更」


	
第4.4.3項「コンテンツ・レイアウトの変更」


	
第4.4.4項「アソシエーションの編集」






4.4.1 Webモードでのアセットのコンテンツの編集

Webモードでは、コンテキスト編集が提供されます。これは、アセットのコンテンツを直接Webページ・ビューで編集できることを意味します。アセットのWebページ・レイアウト(テンプレート)のコードがどのように記述されるかによって、Webモードで編集できる領域が決まります。特定のフィールド(日付フィールドやロケール・フィールドなど)には、フォーム・モードでアセットを使用するときにしかアクセスできない場合があります。このため、これらのフィールドのコンテンツを編集するには、フォーム・モードに切り替える必要があります。


Webモードでアセットのコンテンツを編集するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
適切なアセットを探して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、アセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。







	
注意:

最初に調査せずにアセットを編集するには、アセット・リストで目的のアセットを右クリックし、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。手順4bに進みます。アセットの編集ビューがフォーム・モードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、Webモードに切り替えます。









アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。(この例では、25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットを使用します。)





	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットがテンプレート(Webページ・レイアウト)に割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。





	
次のようにアセットを編集します。

	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


図4-18 Webモードでのアセットの編集ビュー

[image: 図4-18の説明が続きます]





	
任意の変更をアセットに加えます。Webモードでアセットを処理する場合に表示される可能性のある編集可能領域の詳細は、手順5から8を参照してください。





	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットがワークフローに事前に割り当てられていないときに、ワークフロー機能を使用する場合は、第16.4項「ワークフロー機能の使用方法」の説明に従って、アセットをワークフロー・プロセスに割り当てることができます。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、「戻る」アイコンをクリックします。

タブにアセットがWebモードで再表示されます。











4.4.2 Webページ・レイアウトの変更

アセットに割り当てられるWebページ・レイアウト(テンプレート)によって、アセットのWebページ・ビューに表示されるスロットの位置が決まります。アセットの異なるレイアウト(テンプレート)を選択すると、Webページ・レイアウト(テンプレート)のコードがどのように記述されているかによって、スロットとその他の編集可能領域が異なる位置にレンダリングされます。この項では、アセットをWebモードで操作するときに、そのアセットの異なるWebページ・レイアウト(テンプレート)を選択する手順を説明します。


アセットのWebページ・レイアウトを変更するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、アセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。(この例ではHomeページ・アセットを使用します。)





	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットがテンプレート(Webページ・レイアウト)に割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


図4-19 Webモードでのアセットの編集ビュー

[image: 図4-19の説明が続きます]





	
アセットのWebページ・レイアウト(テンプレート)を次のように変更します。

	
次のいずれかを実行します。

	
アセットのツールバーで、「ページ・レイアウトの変更」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「ページ・レイアウトの変更」を選択します。




「ページ・レイアウトの変更」ダイアログが開きます。


図4-20 「ページ・レイアウトの変更」ダイアログ・ボックス

[image: 図4-20の説明が続きます]





	
アセットに割り当てるWebページ・レイアウト(テンプレート)を選択し、「適用」をクリックします。

WebCenter Sitesによって、アセットのWebページ・レイアウトが、選択したレイアウトに更新されます。選択するWebページ・レイアウト(テンプレート)によって、スロットの位置と、アセットの他の編集可能領域が決まります。





	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、「戻る」アイコンをクリックします。

タブにアセットがWebモードで再表示されます。











4.4.3 コンテンツ・レイアウトの変更

各スロットにはコンテンツ・レイアウト(テンプレート)が割り当てられます。スロットのコンテンツ・レイアウトによって、そのスロット内に含まれるアセットがどのように表示されるかが決まります。スロットのコンテンツ・レイアウトを変更すると、スロット・アセットが作成され、WebCenter Sitesデータベースに格納されます。アセットを承認するときは、そのアセットに関連付けられたスロット・アセットも承認する必要があります。この項では、スロットのコンテンツ・レイアウト(テンプレート)を変更する手順を説明します。


スロットのコンテンツ・レイアウトを変更するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、アセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。(この例では「テニス」ページ・アセットを使用します。)





	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットがテンプレート(Webページ・レイアウト)に割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。





	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


図4-21 Webモードでのアセットの編集ビュー

[image: 図4-21の説明が続きます]





	
アセットを含むスロットのコンテンツ・レイアウト(テンプレート)を次のように変更します。

	
コンテンツ・レイアウト(テンプレート)を変更するスロット内をクリックします。次に例を示します。


図4-22 単一値のスロット・ツールバー

[image: 図4-22の説明が続きます]





スロットが複数値の場合、そのスロットをクリックすると、コンテンツ・レイアウトを変更するスロットとともに複数のスロットが強調表示されます。この場合、ツールバーには「編集」オプションおよび「管理」オプションのみが(次のように)表示されます。「編集」オプションをクリックします。


図4-23 複数値スロット・ツールバー

[image: 図4-23の説明が続きます]





これで、複数値スロット内の個々のスロットをクリックできるようになります。目的のスロットをクリックして、そのツールバーを表示します。


	
スロット・ツールバーで、「コンテンツ・レイアウトの変更」オプションをクリックします。


図4-24 スロット・ツールバー: コンテンツ・レイアウトの変更

[image: 図4-24の説明が続きます]







	
注意:

ツールバーに「コンテンツ・レイアウトの変更」オプションが表示されない場合は、ここで終了します。スロットでこのタイプの編集がサポートされていません。








「コンテンツ・レイアウトの変更」ダイアログが開きます。


図4-25 「コンテンツ・レイアウトの変更」ダイアログ

[image: 図4-25の説明が続きます]





	
目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

スロット内に含まれるコンテンツが、選択したレイアウトでレンダリングされます。次に例を示します。


図4-26 移入されたスロット

[image: 図4-26の説明が続きます]








	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、「戻る」アイコンをクリックします。

タブにアセットがWebモードで再表示されます。











4.4.4 アソシエーションの編集

アセットをWebモードで操作する場合、そのアソシエーションを編集できます。これを行うには、アセットを空のスロットに追加し、スロット内に現在表示されているアセットを異なるアセットに置換します。次に、複数値スロット内に表示されているアセットの配置を変更し、アセットをスロットから削除します。

この項では、次の手順を説明します。

	
第4.4.4.1項「アソシエーションの追加または置換」


	
第4.4.4.2項「関連付けられたアセットのコンテンツの編集」


	
第4.4.4.3項「アソシエーションの削除」


	
第4.4.4.4項「複数値スロット内に表示されるコンテンツの位置の変更」






4.4.4.1 アソシエーションの追加または置換

この項では、2つのアセット間のアソシエーションを作成または置換する方法を説明します。この操作を行うには、関連付けるアセットを、Webモードで操作しているアセットの任意のスロット領域内にドラッグ・アンド・ドロップします。


アソシエーションを追加または置換するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、アセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。(この例では、25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットを使用します。)





	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットがテンプレート(Webページ・レイアウト)に割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。





	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


	
アセットを配置するスロットを決定します。スロットがすでに移入されている場合は、置換するスロットのコンテンツを決定します。


	
操作しているアセットに、アセットを次のように関連付けます。

	
スロット内に配置するアセットを検索します。次のいずれかを実行します。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

検索結果のリストは、操作中のアセットの右側に表示されます。


	
以前にアセットにブックマークを付けた場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
図4-27に示すように、アセットのリスト内で、スロットに追加するアセットの名前をクリックし、マウスのボタンを押しながら、アセットを目的のスロットまでドラッグします。


図4-27 スロットへのアセットのドラッグ

[image: 図4-27の説明が続きます]





アセットを目的のスロットまでドラッグするときに、そのアセットの名前がフローティング・オブジェクトとして表示されます。アセットをドロップするスロットは、空でも占有されていてもかまいません。図4-28では、アセットが空のスロット上にドラッグされています。


図4-28 緑色の点の境界線で囲まれたスロット

[image: 図4-28の説明が続きます]





アセットをスロット上に移動すると、スロットでそのタイプのアセットがサポートされている場合、緑色の点の境界線が(前述のように)スロットの周りに表示されます。スロットでそのタイプのアセットがサポートされていない場合は、赤色の点の境界線が周りに表示されます。


	
アセットをスロット内にドロップします。


図4-29 コンテンツを移入したスロット

[image: 図4-29の説明が続きます]





スロット内にドロップしたアセットが、操作中のアセットに関連付けられます。アセットをドロップするスロットがすでに移入されている場合、置換されたアセットは、操作中のアセットのアソシエーションとしてスロットから削除されます。





	
次のいずれかを実行して変更を保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、「戻る」アイコンをクリックして、アセットをWebモードで表示します。











4.4.4.2 関連付けられたアセットのコンテンツの編集

アセットをWebモードで操作する場合、それに関連付けられたアセットを編集できます。この操作は、関連付けられたアセットを表示するスロット内で直接行うか、新しいタブ内で行うことができます。関連付けられたアセットのコンテンツを新しいタブ内で編集する場合、そのアセットを保存すると、加えた変更が、アセットを表示するスロットに反映されます。


関連付けられたアセットのコンテンツを編集するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、アセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。(この例では、25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットを使用します。)





	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットがテンプレート(Webページ・レイアウト)に割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。





	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


図4-30 Webモードでのアセットの編集ビュー

[image: 図4-30の説明が続きます]





	
編集する関連付けられたアセットを含むスロットをクリックします。

スロット・ツールバーが表示されます。スロットがコンテンツの編集を許可するように構成されている場合は、「編集」オプションと「新しいタブで開く」オプションのいずれかまたは両方が表示されます。


図4-31 スロット・ツールバー

[image: 図4-31の説明が続きます]





スロットが複数値の場合、そのスロットをクリックすると、「編集」オプションおよび「管理」オプションのみが表示されます。「編集」オプションをクリックして、複数値スロット内の個々のスロットにアクセスします。スロットのツールバーを表示するには、個々のスロットをクリックします(図4-31を参照)。


	
スロット内に表示された、関連付けられたアセットを編集します。次のいずれかを実行します。

	
関連付けられたアセットを直接スロット内で編集するには、次の手順を実行します。

	
スロットのツールバーで、「編集」オプションをクリックします。


	
アセットの領域をポイントします。強調表示された領域が編集可能です。


	
関連付けられたアセットに変更を行います。





	
関連付けられたアセットを新しいタブ内で編集するには、次の手順を実行します。

	
スロットのツールバーで、「新しいタブで開く」オプションをクリックします。

関連付けられたアセットの調査ビューをフォーム・モードまたはWebモードで表示する新しいタブが開きます。


	
関連付けられたアセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。


	
関連付けられたアセットに変更を行います。

アセットがWebモードで表示されている場合、表示される可能性があるフィールドの詳細は、第4.2.3項「Webモードでの新規アセットの作成」の手順5から8を参照してください。

アセットがフォーム・モードで表示されている場合、表示される可能性があるフィールドの詳細は、第3.1.2項「フォーム・モードでの新規アセットの作成」の手順6を参照してください。


	
アセットを保存して閉じます。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存して閉じる」を選択します。


	
操作中のアセット(この説明の手順2で開いた)を表示するタブに切り替えます。


	
編集した関連付けられたアセットをスロットに表示するアセットをリフレッシュします。アセットのツールバーで、「リフレッシュ」アイコンをクリックします。

編集した関連付けられたアセットを含むスロットに、変更が反映されたアセットが表示されます。








	
次のいずれかを実行して変更を保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、「戻る」アイコンをクリックして、アセットをWebモードで表示します。











4.4.4.3 アソシエーションの削除

アセットをWebモードで操作しているときに、スロットからアセットを削除すると、操作中のアセットとスロットから削除したアセットとの間のアソシエーションも削除されます。


関連付けられたアセットを削除するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、アセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。(この例では、25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットを使用します。)





	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットがテンプレート(Webページ・レイアウト)に割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


図4-32 Webモードでのアセットの編集ビュー

[image: 図4-32の説明が続きます]





	
削除するアセットを含むスロットをクリックします。

スロットのツールバーが表示されます。


図4-33 スロット・ツールバー

[image: 図4-33の説明が続きます]





	
「スロットのクリア」(X)オプションをクリックして、スロットからアセットを削除します。

アセットがスロットから削除されます。削除したアセットと操作中のアセットとの間の関連付けは解除されます。


	
次のいずれかを実行して変更を保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、「戻る」アイコンをクリックして、アセットをWebモードで表示します。











4.4.4.4 複数値スロット内に表示されるコンテンツの位置の変更

Webモードで操作しているアセットが複数値スロットである場合、アセットを1つのスロットから別のスロットに移動することによって、関連付けられたアセットがWebページに表示される順序を変更できます。


コンテンツが複数値スロット内に表示される順序を変更するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
アセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、アセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。(この例では、25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットを使用します。)





	
アセットがフォーム・モードで表示されている場合は、Webモードに切り替えます。

	
アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットがテンプレート(Webページ・レイアウト)に割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。





	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


図4-34 Webモードでのアセットの編集ビュー

[image: 図4-34の説明が続きます]





	
どのスロットが複数値であるかを確認します。アセットに割り当てられたWebページ・レイアウト(テンプレート)に対して開発者が行った構成によって、複数値スロットがどのようにアセットの編集ビューに表示されるかが決まります。サイト上のどのスロットが複数値であるかは、開発者に確認してください。

この例(25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットを使用)では、複数値スロットをポイントすると、その複数値スロットに関連付けられた複数のスロットが、青のオーバーレイで次のように強調表示されます。


図4-35 複数値スロット

[image: 図4-35の説明が続きます]





	
目的の複数値スロット内をクリックします。複数値スロットのツールバーに、「編集」オプションおよび「管理」オプションが表示されます。次に例を示します。


図4-36 複数値スロットのツールバー

[image: 図4-36の説明が続きます]





	
複数値スロットのツールバーで、「管理」オプションをクリックします。

次のダイアログ・ボックスが開きます。


図4-37 複数値スロットの「スロット・コンテンツの管理」ダイアログ

[image: 図4-37の説明が続きます]





	
「スロット・コンテンツの管理」ダイアログ・ボックスで、複数値スロットに表示されるアセットの配置を変更します。目的のアセットの名前をクリックし、そのまま目的の位置にドラッグ・アンド・ドロップします。


図4-38 複数値スロットでのアセットの並替え

[image: 図4-38の説明が続きます]





	
「保存」をクリックします。

アセットが希望の順序で複数値スロット内に表示されます。


図4-39 複数値スロット: 目的の位置に表示されたアセット

[image: 図4-39の説明が続きます]





	
次のいずれかを実行して変更を保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、アセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上の必須フィールドに値が入力されていない


	
1つ以上のフィールドで許可されていない値の入力または選択が行われている




このいずれかに当てはまる場合は、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
次のいずれかを実行してアセットを調査します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがWebモードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
アセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、「戻る」アイコンをクリックして、アセットをWebモードで表示します。


















5 アセットの削除

この章では、WebCenter Sitesデータベースからアセットを削除する手順を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第5.1項「概要」


	
第5.2項「アセットの削除ルール」


	
第5.3項「アセットの削除方法」






5.1 概要

WebCenter Sitesデータベースからアセットを削除するには、WebCenter Sitesの削除機能を使用します。この機能を使用すると、必要に応じて複数のアセットを同時に削除できます。

削除機能を使用しても、アセットがデータベースから完全に削除されるわけではありません。アセットのコンテンツは空になりますが、IDはアセットの存在記録としてデータベース内に残ります。この単純な記録は、無効化されたアセットと呼ばれます。

以前にパブリッシュしたアセットがコンテンツ管理システム内で無効化されると、その無効化されたアセットは、以前のすべてのパブリッシュ先へのパブリッシュを自動的に承認されます。無効化されたアセットはパブリッシュ・キュー内に配置され、次のパブリッシュ・セッションでパブリッシュされます。その後、無効化されたアセットによって、以前にパブリッシュしたアセットが上書きされます。

無効化されたアセットは、検索結果には返されません。





5.2 アセットの削除ルール

アセットを削除する場合、次の制限が適用されます。

	
権限がある場合のみ、アセットを削除できます。


	
アセットがワークフロー内にあり、自分以外のユーザーに割り当てられている場合は、アセットを削除する権限があってもそのアセットを削除できません。


	
配置済のページ・アセットは削除できません。


	
別のアセットに関連付けられているアセットは削除できません。操作を試行すると、WebCenter Sitesによって、削除を妨げている参照のリストが表示されます。その場合、該当する参照を削除すると、削除を続行できます。








5.3 アセットの削除方法




	
注意:

アセットを削除する場合は注意が必要です。削除操作を元に戻すことはできません。










アセットを削除するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
削除するアセットを検索します。「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

検索基準に一致するアセットのリストを表示する「検索」タブが開きます。

アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
削除するアセットを選択します。次のいずれかを行います。

	
削除する前にアセットを調査する場合は、次の手順を実行します。

	
検索結果のリストで、削除するアセットの名前をクリックします。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
アセットのツールバーで、「削除」アイコンをクリックします。





	
複数のアセットを削除する場合は、次の手順を実行します。

	
検索結果のリストで、削除するアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)します。


	
「検索」タブのツールバーで、「削除」アイコンをクリックします。




「アセットの削除」画面に、削除するアセットの削除の詳細を含む表が表示されます。


図5-1 「アセットの削除」画面

[image: 図5-1の説明が続きます]








	
アセットを削除します。「アセットの削除」画面で、「すべて選択」→「削除」をクリックします。

次のいずれかが行われます。

	
削除するアセットによって他のアセットが参照されていない場合、表の「詳細」列では、削除する各アセットに関連付けられた行に「アセットが削除されました」というメッセージが表示されます。

削除したアセットのデータベースのステータスが無効に変化します。


	
削除対象として選択したいずれかのアセットに、削除を妨げる依存性がある場合、表の「詳細」列には、「n参照のためアセットを削除できません」というメッセージが表示されます。この場合は、アセットの「アクション」列にある「参照の表示」をクリックします。

削除をブロックしているアセットが、「アセット名を参照するアセット」セクションの、削除するアセットを含む表の下に表示されます。アセットに対する参照を削除しなかった場合、そのアセットは削除できません。手順5に進みます。


図5-2 「アセットの削除」画面: 1つのアセットが削除できないことを示すメッセージ

[image: 図5-2の説明が続きます]








	
参照されている各アセットの行の「アクション」列で参照を除去します。

	
参照されているすべてのアセットを一度に削除するには、「すべて選択」→「参照の除去」をクリックします。


	
この時点でどの参照も削除しない場合は、「戻る」アイコンをクリックして削除を取り消すこともできます。




削除するアセットに対する参照を削除すると、そのアセットの「アクション」列に「今すぐ削除」リンクが表示されます。


図5-3 「アセットの削除」画面: 「今すぐ削除」リンク

[image: 図5-3の説明が続きます]





	
アセットを削除します。「アセットの削除」セクションで、削除するアセットを選択し、「削除」をクリックします。削除する各アセットの「アクション」列にある「今すぐ削除」リンクをクリックして、アセットを個別に削除することもできます。

削除したアセットのデータベースのステータスが無効に変化します。アセットは、次のパブリッシュ・セッションでWebサイトから削除されます。パブリッシュの詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。











6 アセットの検索と編成

WebCenter Sitesは、作業対象のアセットを検索するための簡単で効果的な手段となります。検索が終わったら、アセットの検索に使用した検索条件を保存し、さらに後で簡単にアクセスできるように、アセットをパーソナライズしたリストに編成できます。

この章では、avisportsサンプル・サイトからの例をいくつか示しながら、アセットを作成および編成する基本的な手順を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第6.1項「アセットの検索の概要」


	
第6.2項「簡易検索の実行」


	
第6.3項「詳細検索の実行」


	
第6.4.4項「検索結果内の移動」


	
第6.5項「検索条件の保存」


	
第6.6項「アセットの編成」






6.1 アセットの検索の概要

WebCenter Sitesでは、指定した条件に一致するアセットを簡単に検索できます。検索結果に含まれるアセットは、ユーザーが操作権限を持つもののみです。(権限は管理者が設定します。)



6.1.1 WebCenter SitesのContributorインタフェースの検索動作

WebCenter SitesのContributorインタフェースは、Lucene検索エンジンと統合されています。この統合により、Contributorインタフェースの検索動作は次のようになっています。

	
Contributorインタフェースで検索を実行する前に、管理者はシステムで検索索引を有効にしておく必要があります(WebCenter Sites管理インタフェースを使用)。


	
Contributorインタフェースでは、特定のサイトのすべてのアセット・タイプにわたって検索を実行できます。検索を始めるときに、検索対象アセットのアセット・タイプがわからなくてもかまいません。検索対象を特定のアセット・タイプに限定するためのオプションが用意されています。


	
Contributorインタフェースでは、すべてのアセットのすべてのフィールドの名前と値を使用して検索が実行されます。たとえば、特定の属性名を選択して検索しなくても、flowersという単語を含むすべてのアセットを検索できます。


	
Contributorインタフェースでは、検索問合せを作成して検索をカスタマイズできます。詳細は、第6.1.2項「検索のガイドライン」を参照してください。








6.1.2 検索のガイドライン

Contributorインタフェースで検索を実行する場合は、次の表のガイドラインに従って検索問合せを作成します。検索問合せをカスタマイズすると、より緻密な検索を実行できます。

検索では、大文字と小文字は区別されません。たとえば、Jackを検索すると、Jackを含むアセットとjackを含むアセットが返されます。


	検索対象	手順	例
	
特定のフレーズを含むアセット。

	
フレーズを引用符で囲みます。

	
blue flowersというフレーズを含むアセットを検索するには、検索問合せとして"blue flowers"と入力します。


	
用語のバリエーションを含み、用語の文字長が一致するアセット。

	
? (疑問符)記号を使用して、1文字のワイルドカードを示します。検索用語の先頭をワイルドカードにすることはできません。

	
testまたはtextを含むアセットを検索するには、検索問合せとしてte?tと入力します。bookまたはbackを含むアセットを検索するには、検索問合せとしてb??kと入力します。


	
用語のバリエーションを含むアセットで、用語の文字長が一致しない場合があるもの。

	
*記号を使用して、複数文字のワイルドカードを示します。検索用語の先頭をワイルドカードにすることはできません。

	
test、testerまたはtestingを含むアセットを検索するには、検索問合せとしてtest*と入力します。jeanneまたはjeanineを含むアセットを検索するには、検索問合せとしてjea*eと入力します。


	
指定されたすべての用語を含むアセット。

	
AND演算子で用語を結合します。

	
jackとjillの両方を含むアセットを検索するには、検索問合せとしてjack AND jillと入力します。


	
特定の用語を含むが、指定した別の用語は含まないアセット。

	
NOT演算子を使用して、不要な用語を除外します。

	
jackは含むが、jillは含まないアセットを検索するには、検索問合せとしてjack NOT jillと入力します。


	
特定の用語を必ず含み、かつ、指定した別の用語を含んでいるか含んでいないアセット。

	
用語の前に+(必須)演算子を付け、必須の用語であることを示します。

	
jackは必ず含み、jillは含んでも含まなくてもよいアセットを検索するには、検索問合せとして+jack jillと入力します。


	
特定の用語を含むアセット。ただし、指定した別の用語も含まれている場合、そのアセットは除外します。

	
用語の前に-(禁止)演算子を付け、除外を示します。

	
jackを含むが、jillも含まれている場合は対象から除外してアセットを検索するには、検索問合せとしてjack -jillと入力します。


	
指定した用語に似た綴りの用語を含むアセット。

	
用語の後ろに~ (チルダ)演算子を付け、その用語のファジー検索を実行します。

	
jackを含むアセットを、スペルミスのものも含めて検索するには、検索問合せとしてjack~と入力します。











6.1.3 Contributorインタフェースで実行可能な検索のタイプ

Contributorインタフェースでアセットを検索するときは、簡易検索または詳細検索のいずれかを実行できます。

	
簡易検索では、すべてのアセットのすべてのフィールドにある名前と値からキーワードまたはフレーズを検索できます。また、簡易検索には、特定のアセット・タイプに対する検索の結果を絞り込む機能があります。簡易検索を実行する手順は、第6.2項「簡易検索の実行」を参照してください。


	
詳細検索では、属性(作成日、開始日と終了日、ロケール、一意のID、名前、説明、タグ、作成者およびタイプ)、またはこれらの項目の任意の組合せによってアセットを検索できます。詳細検索を実行する手順は、第6.3項「詳細検索の実行」を参照してください。




検索(簡易または詳細)の実行に使用した検索条件を保存することもできます。検索条件は、保存済検索として保存し、別のタイミングでその検索を実行できるようにするか、またはアセット(ContentQueryタイプ)として保存し、ページに配置することでそのページにアクセスしたサイト・ビジターに問合せの結果を表示できます。







6.2 簡易検索の実行




	
注意:

検索できるアセットのタイプは、ユーザーの権限と、Contributorインタフェースで使用可能なアセット・タイプによって決まります。










アセットを検索するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
次のように検索条件を指定します。

	
「検索」フィールドで、適切な検索条件を入力します。検索問合せを作成し、検索の範囲を絞り込む方法の詳細は、第6.1.2項「検索のガイドライン」を参照してください。


	
(オプション)「検索」フィールドで、下矢印をクリックし、「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。検索の対象とするアセット・タイプを選択します。選択しないと、WebCenter Sitesでは現在のサイトにあるすべてのアセット・タイプにおいて検索します。





	
虫めがねボタンをクリックします。



	
注意:

Contributorインタフェースにおける検索結果は、一定間隔で更新されるデータベース索引から得られた情報に基づいています。アセットの作成または編集後、変更が検索結果に反映されるまでにわずかな遅延がある場合があります。不明な点がある場合は、WebCenter Sites管理者に問い合せてください。








	
どのアセットも操作していない場合は、「検索」タブに検索結果リストが表示されます。


図6-1 「検索」タブ

[image: 図6-1の説明が続きます]





	
アセットを操作している場合は、ワークスペースの右側に検索結果リストが自動的にドッキングされます。


図6-2 アセットの右側にドッキングされた検索結果

[image: 図6-2の説明が続きます]








	
検索結果リストで、使用するアセットを選択します。検索結果リスト内の特定のアセットをより簡単に検索するために、リスト内の移動、検索結果のソート、検索結果リストのドッキングまたはドッキング解除、および検索結果リストに示す各アセットのサムネイル・イメージとしての表示を実行できます。

検索結果リストを使用する手順は、第6.4項「検索結果リストの使用」を参照してください。








6.3 詳細検索の実行

詳細検索を使用すると、作成日、開始日と終了日、ロケール、一意のID、名前、説明、作成者、タイプ、およびこれらの任意の組合せによってアセットを検索できます。


アセットの詳細検索を実行するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
「検索」フィールドで下矢印を選択し、「詳細検索」をクリックします。

「検索」タブに「詳細検索」画面が表示されます。


図6-3 「詳細検索」画面

[image: 図6-3の説明が続きます]





	
「詳細検索」画面で、検索の絞り込みに必要なだけ、後続のフィールドに条件を指定します。

	
「次を含むコンテンツの検索」セクションで、検索条件とどのように一致するものを対象とするかを指定します。

	
テキスト・ボックスに、検索対象の単語またはフレーズを入力します。このフィールドでは、第6.1.2項「検索のガイドライン」で説明しているオプションと同じオプションを使用できます。


	
検索結果が満たす必要のある条件を指定します。

指定したすべての検索条件を満たす検索結果を得るには、ドロップダウン・リストから「これらの単語すべて」を選択します。

指定した検索条件のいずれかを満たす検索結果を得るには、ドロップダウン・リストから「これらの単語のいずれか」を選択します。





	
検索結果が満たす必要のある条件が他にもある場合は、「また次の条件を満たす」セクションで指定します。

	
「名前」フィールドは、ここに指定した条件が名前に含まれているアセットの検索に使用します。


	
「説明」フィールドは、ここに指定した条件が説明に含まれているアセットの検索に使用します。


	
特定の語句またはフレーズのタグを付加したアセットにタグベースの問合せを実行します。


	
「ID」フィールドは、ここに指定した条件が一意のIDに含まれているアセットの検索に使用します。


	
会社がロケールを使用して多言語コンテンツを管理している場合は、「ロケール」ドロップダウン・リストからオプションを選択することにより、検索対象を選択したロケーションのアセットに制限できます。多言語コンテンツ管理と「ロケール」フィールドの詳細は、第11項「多言語アセットでの作業」を参照してください。


	
特定のユーザーが作成したアセットを検索する場合は、「作成者」ドロップダウン・リストから目的のコンテンツ・プロバイダの名前を選択します。


	
アセットが作成された時間範囲を検索する場合は、「修正日」フィールドから時間を選択します。「カスタム範囲」を選択した場合は、「開始」と「終了」の各フィールドに検索範囲の開始と終了の日付を入力してください。


	
特定のタイプのアセットのみを検索する場合は、「アセット・タイプ」ドロップダウン・リストからアイテムを選択します。サイト管理者がLucene検索エンジンに対して行った構成に応じて、次の1つまたは両方のフィールドが表示されます。

選択したアセット・タイプに複数のサブタイプが関連付けられている場合は、「アセット・サブタイプ」フィールドでサブタイプを指定して、アセット・タイプ検索を特定のサブタイプに絞り込みます。

サイト管理者がWebCenter Sites管理インタフェースでアセット・タイプ検索とアセット・タイプ索引の属性検索を構成している場合は、「アセット属性の検索キーワードの入力」セクションが表示されます。ドロップダウン・メニューから属性を選択し、「追加」をクリックして、アセット・タイプの特定の属性に絞って検索を行います。




	
注意:

WebCenter Sites管理インタフェースの検索機能の構成の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。
















	
「詳細検索の実行」をクリックして、指定した条件を使用した検索を実行します。「詳細検索」画面のフィールドをリセットするには、「リセット」をクリックします。

	
どのアセットも操作していない場合は、「検索」タブに検索結果リストが表示されます。


	
アセットを操作している場合は、ワークスペースの右側に検索結果リストが自動的にドッキングされます。





	
検索結果リストで、使用するアセットを選択します。検索結果リスト内の特定のアセットをより簡単に検索するために、リスト内の移動、検索結果のソート、検索結果リストのドッキングまたはドッキング解除、および検索結果リストに示す各アセットのサムネイル・イメージとしての表示を実行できます。

検索結果リストを使用する手順は、第6.4項「検索結果リストの使用」を参照してください。








6.4 検索結果リストの使用

検索を実行すると、「検索」タブのリストまたはワークスペースの右側にドッキングされたリストのいずれかに検索の結果が表示されます。検索結果リスト内の特定のアセットをより簡単に検索するために、リスト内の移動(同時に表示される結果の数の制限)、各種の方法による検索結果のソート、検索結果リストのドッキングまたはドッキング解除、および検索結果に示す各アセットのサムネイル・イメージとしての表示を実行できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第6.4.1項「検索結果リストのドッキングまたはドッキング解除」


	
第6.4.2項「サムネイル表示とリスト表示の切替え」


	
第6.4.3項「検索結果のソート」


	
第6.4.4項「検索結果内の移動」






6.4.1 検索結果リストのドッキングまたはドッキング解除

検索の実行時にアセットで作業しているときは、検索結果がワークスペースの右側に自動的にドッキングされます。検索の実行時にアセットで作業していない場合は、検索結果が「検索」タブに表示されます。

	
ワークスペースの右側に検索結果を表示するには、検索結果の上部に表示されるツールバーで「ドッキング」をクリックします。


	
検索結果リストを「検索」タブに表示するには、検索結果の上部に表示されるツールバーで「ドッキング解除」をクリックします。








6.4.2 サムネイル表示とリスト表示の切替え

検索結果をリスト表示とサムネイル表示のどちらで表示するかを選択します。


図6-4 ドッキングされた検索結果リストのツールバー

[image: 図6-4の説明が続きます]





	
検索結果をリストとして表示するには、検索結果リストの上部にある「リスト表示」オプションをクリックします。


	
検索結果に含まれる各アセットをサムネイル・イメージとして表示するには、検索結果リストの上部にある「サムネイル表示」オプションをクリックします。








6.4.3 検索結果のソート

検索結果が「検索」タブに(ドッキングされずに)リスト表示されている場合は、次の列のいずれかをクリックして検索結果をソートします。

	
名前


	
タイプ


	
ロケール


	
修正日


	
タグ




	
注意:

結果のソート後、同じ列を再度クリックすると、ソート順序が逆になります。












検索結果リストがワークスペースの右側に(ドッキングされて)表示されているか、検索結果がサムネイル表示されている場合は、検索結果リストの上部にある「ソート」オプションをクリックし、(結果のソート方法に応じて)次のオプションのいずれかを選択します。

	
名前(A-Z)


	
名前(Z-A)


	
アセット・タイプ


	
ロケール


	
修正済(新しいものから)


	
修正済(古いものから)




検索結果が指定した順序で表示されます。





6.4.4 検索結果内の移動

検索結果リストには、結果のページごとに100アセットが表示されます。次の手順を実行すると、検索結果内を簡単に移動できます。

	
リストに表示される検索結果数を制限します。検索結果リストの下部にある「すべて」をクリックすると、リスト内のすべての検索結果が同時に表示されます。


図6-5 表示する結果の数を制限するフィルタ

[image: 図6-5の説明が続きます]





	
検索結果リストの下部にある「次のページ」アイコンをクリックすると、検索結果の次のページに進みます。


図6-6 「次のページ」アイコン

[image: 図6-6の説明が続きます]





	
検索結果リストの下部にある「前のページ」アイコンをクリックすると、検索結果の前のページに戻ります。


図6-7 「前のページ」アイコン

[image: 図6-7の説明が続きます]





	
検索結果リストの下部にある「最後のページ」アイコンをクリックすると、検索結果の最後のページにスキップします。


図6-8 「最後のページ」アイコン

[image: 図6-8の説明が続きます]





	
検索結果リストの下部にある「最初のページ」アイコンをクリックすると、検索結果の最初のページにスキップします。


図6-9 「最初のページ」アイコン

[image: 図6-9の説明が続きます]





	
検索結果リストの下部にある、目的のページ番号を選択すると、結果の特定のページに進みます。


図6-10 結果の特定のページへの移動

[image: 図6-10の説明が続きます]













6.5 検索条件の保存

WebCenter Sitesでは、検索条件を保存済検索またはContentQueryアセットとして保存できます。この項では、その2つの方法で検索条件を保存する手順について説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第6.5.1項「保存済検索としての検索条件の保存」


	
第6.5.2項「アセット(ContentQueryタイプ)としての検索条件の保存」






6.5.1 保存済検索としての検索条件の保存

WebCenter Sitesには、検索の実行に使用した検索条件を保存できる「保存済検索」機能があります。保存する検索条件は、ダッシュボード(「ホーム」タブ)の「保存済検索」セクションからアクセスできます。保存済検索は、検索条件の保存方法に応じて、パブリック(一定のロールを割り当てられたユーザーで共有する)とプライベート(検索条件を保存したユーザーのみがアクセス可能)のいずれかにできます。


保存済検索として検索条件を保存するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
「検索」フィールドに、検索する条件を入力します。簡易検索の実行の詳細は、第6.2項「簡易検索の実行」を参照してください。詳細検索を実行する場合は、第6.3項「詳細検索の実行」を参照してください。


	
虫めがねボタンをクリックします。詳細検索を実行する場合は、「詳細検索の実行」をクリックします。

検索結果リストは、「検索」というタブか、ワークスペースの右側にドッキングされて表示されます。


	
検索結果リストが「検索」タブに表示されていることを確認します。検索結果リストがドッキングされている場合は、「ドッキング解除」をクリックします。


	
「検索の保存」をクリックします。

次のダイアログが表示されます。


図6-11 「検索の保存」ダイアログ・ボックス

[image: 図6-11の説明が続きます]





	
「名前の入力」フィールドに、保存する検索条件を一意に識別する名前を入力します。


	
この保存済検索を他のWebCenter Sitesユーザーと共有する場合は、「共有」をクリックします。「使用可能」リスト・ボックスで、この保存済検索の共有に使用するロールを選択し、「選択済」リスト・ボックスに移動します。


図6-12 「検索の保存」: 他のサイトとの共有

[image: 図6-12の説明が続きます]





	
「保存」をクリックします。

ダッシュボード(「ホーム」タブ)の「保存済検索」セクションに保存済検索が表示されます。保存済検索を共有した場合は、指定したロールのすべてのユーザーのダッシュボードにも保存済検索が表示されます。


図6-13 ダッシュボード: 「保存済検索」ウィジェット

[image: 図6-13の説明が続きます]








	
保存済検索を作成したときに指定した検索条件と同じ条件を使用して検索を実行する場合は、次の手順を実行します。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「保存済検索」セクションで、検索する条件を含む保存済検索を選択します。

「検索」タブが開き、保存された検索条件に一致する最新の結果が表示されます。











6.5.2 アセット(ContentQueryタイプ)としての検索条件の保存

WebCenter Sitesでは、詳細検索機能と検索条件の保存機能を組み合せたContentQueryアセット・タイプが提供されているため、検索条件をContentQueryタイプのアセットとして保存できます。ContentQueryアセットは、他のアセットとはタイプが異なります。これには、コンテンツまたは他のアセットのリストが含まれません。そのかわりに、ContentQueryアセットには1つの問合せのみが含まれます。ContentQueryアセットをページに配置し、そのページをパブリッシュすると、問合せが実行され、その結果がサイト・ビジターにレンダリングされます。


ContentQueryアセットを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ContentQueryアセットを作成します。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規のContentQuery」の順に選択します。




	
注意:

管理者が、すべての新規のContentQueryアセットが作成後にワークフローに配置されるようにContentQueryアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。









アセットのコンテンツ・エントリ・フォーム(フォーム・モード)を表示するタブが開きます。


図6-14 新規のContentQueryアセット・フォーム

[image: 図6-14の説明が続きます]





	
ContentQueryアセットのコンテンツ・エントリ・フォームで、次の手順を実行します。

	
「コンテンツ」セクションを次のように入力します。

	
「名前」フィールドに、ContentQueryアセットの名前を入力します。




	
注意:

命名規則は次のとおりです。

	
名前には、1から64文字の英数字を使用する必要があります。


	
次の文字は使用できません。一重引用符(')、二重引用符(")、セミコロン(;)、コロン(:)、疑問符(?)、パーセント記号(%)、小なり記号(<)、大なり記号(>)。


	
名前には空白を含めることができますが、空白で始まる名前は指定できません。













	
「説明」フィールドに、アセットの簡単な説明を入力します。


	
「リスト・サイズ」フィールドに、ContentQueryアセットによって表示される検索結果の数を入力します。サイト・ビジターに表示される結果を最大数にする場合は、このフィールドを空白にします。


	
「ソート・フィールド」ドロップダウン・フィールドで、問合せの結果をレンダリングする順序を選択します。デフォルトでは、「名前」、「アセット・タイプ」、「ロケール」、または結果に含まれるアセットの最後の「修正日」の日付よって結果をソートできます。


	
「ソート順序」ドロップダウン・フィールドで、問合せ結果を表示する順序を選択します。オプションとして、「昇順」と「降順」を利用できます。





	
問合せを作成します。フォーム・セクション・セレクタで、「問合せ」をクリックします。

フォームの「問合せ」セクションが開いて、「詳細検索」フォームが表示されます。アセットとして保存する検索条件を「問合せ」セクションに入力します。フィールドへの入力の詳細は、第6.3項「詳細検索の実行」の手順3を参照してください。





	
問合せの結果をテストします。「問合せ」セクションで、「詳細検索の実行」をクリックします。




	
注意:

問合せの結果は、ContentQueryアセットの「編集」ビューまたは「調査」ビューのいずれかでテストできます。









問合せの結果は、ContentQueryアセットの右側に(ドッキングして)表示されます。


図6-15 アセットの右側に表示される問合せ結果

[image: 図6-15の説明が続きます]





	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。





	
(オプション) ContentQueryアセットを調査します。アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
問合せの結果を次の手順でプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスが開きます。


	
「レイアウトの選択」ダイアログ・ボックスで、目的のレイアウトを選択し、「適用」をクリックします。(デフォルトでは、FirstSite IIサンプル・サイトのFSIIDetailおよびFSIISummaryの両方のテンプレートで、問合せ結果をレンダリングするようにコーディングされています。)

問合せ結果のプレビューがタブに表示されます。





	
ページにContentQueryアセットを配置し、そのページをWebサイトにパブリッシュします。

アセット(この例では、ContentQueryアセット)を別のアセットのアソシエーション・フィールドまたはスロットに配置する手順は、第8章「アセットの関連付け」を参照してください。アセットをパブリッシュする手順は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。

サイト・ビジターがWebページにアクセスすると、ContentQueryアセットによって問合せが実行され、サイト・ビジターに結果がレンダリングされます。










6.6 アセットの編成

WebCenter Sitesでは、アセットを編成し、ワークロードを追跡することで、使用するアセットを簡単に検索できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第6.6.1項「「ワーク」ツリーの使用」


	
第6.6.2項「タグの使用」






6.6.1 「ワーク」ツリーの使用

WebCenter Sitesでは、ナビゲーション・ペインにある「ワーク」ツリーで自分のワークロードを追跡、管理できます。「ワーク」ツリーには、次に示すように、「ブックマーク」ノードと「履歴」ノードが含まれます。


図6-16 「ワーク」ツリー

[image: 図6-16の説明が続きます]





	
ブックマーク: ブックマークを付けたアセットのリストを返します。ブックマークを付けたアセットは、ダッシュボード(「ホーム」タブ内)の「ブックマーク」セクションにも表示されます。アセットにブックマークを付ける手順は、第6.6.1.1項「アセットへのブックマーク付け」を参照してください。


	
履歴: 現在のサイトの現行セッションでこれまでに作業したアセットのリストを返します。このリストは、WebCenter Sitesからログアウトするたびに消去されます。




「ワーク」ツリーでは、ノードの作成、変更、削除はできません。ただし、「ブックマーク」ノードに追加するアセットは制御できます。「ブックマーク」ノードにアセットを追加することにより、パーソナライズしたリストを作成し、後で簡単に取得することができます。「ブックマーク」ノードのアセットは、いつでも追加および削除できます。これに対して、「履歴」ノードでは、現行セッションで操作したアセットが追跡されます。これにより、セッション中にいつでもこれらのアセットに戻って内容を参照できます。ノード(「ブックマーク」または「履歴」)を開くと、そのノードに含まれるアセットが下に表示されます。1つのアセットが同時に両方のツリー・ノードに含まれることもあります。




	
注意:

「ワーク」ツリーは、作業を管理、編成する目的にのみ使用されます。「ワーク」ツリーを使用して配信用にアセットをグループ化することはできません。









この項の内容は、次のとおりです。

	
第6.6.1.1項「アセットへのブックマーク付け」


	
第6.6.1.2項「ブックマークを付けたアセットへのアクセス」


	
第6.6.1.3項「アセットのブックマーク解除」


	
第6.6.1.4項「「履歴」ノードからのアセットへのアクセス」






6.6.1.1 アセットへのブックマーク付け

ブックマークを付けると、選択したアセットを「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードに追加し、後で簡単に取得できるようにすることができます。ブックマークを付けたアセットは、ダッシュボード(「ホーム」タブ内)の「ブックマーク」セクションにも表示されます。ブックマークは、現在操作しているアセットに付けることと、検索結果リストから複数のアセットに付けることができます。


アセットにブックマークを付けるには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
第6.2項「簡易検索の実行」の説明に従い検索を実行します。詳細検索を実行する場合は、第6.3項「詳細検索の実行」を参照してください。


	
検索結果リストがワークスペースの右側にドッキングされている場合は、「ドッキング解除」をクリックして、検索結果リストを「検索」タブに表示します。


	
目的のアセット(複数も可)にブックマークを付けます。次のいずれかを行います。

	
ブックマークを付ける前にアセットのコンテンツを調査するには:

	
検索結果リストで、目的のアセットに移動してアセット名をクリックします。

アセットの「調査」ビューを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「ブックマーク」を選択します。





	
検索結果リストで直接複数のアセットにブックマークを付けるには:

	
検索結果リストで、ブックマークを付ける複数のアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)します。


	
「検索」タブのツールバーで、「ブックマーク」アイコンをクリックします。

作成されたブックマーク数を示すメッセージが表示されます。選択したアセットが、「ブックマーク」ノード(「ワーク」ツリー内)と、ダッシュボード(「ホーム」タブ内)の「ブックマーク」セクションに追加されます。








	
選択したアセットがブックマークを付けたアセットのリストに追加されたことを確認します。この手順は、第6.6.1.2項「ブックマークを付けたアセットへのアクセス」を参照してください。








6.6.1.2 ブックマークを付けたアセットへのアクセス

ブックマークを付けたアセットには、次の方法でアクセスできます。

	
ダッシュボード(「ホーム」タブ内)の「ブックマーク」セクションから。


	
「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから。





ブックマークを付けたアセットにダッシュボードからアクセスするには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
「ホーム」タブ内で、ダッシュボードの「ブックマーク」セクションに移動します。


図6-17 ダッシュボード: 「ブックマーク」ウィジェット

[image: 図6-17の説明が続きます]





	
ダッシュボードの「ブックマーク」セクションで、目的のアセットに移動してアセット名をクリックします。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





ブックマークを付けたアセットに「ワーク」ツリーからアクセスするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードの横にあるプラス記号をクリックしてこのノードを開きます。

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
目的のアセットに移動して、ダブルクリックします。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。








6.6.1.3 アセットのブックマーク解除

アセットにブックマークを付けておく必要がなくなった場合は、ブックマークを付けたアセットのリストからそのアセットを削除できます。アセットのブックマークを解除すると、そのアセットは「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノード、およびダッシュボードの「ブックマーク」セクションから削除されます。


「ワーク」ツリーからアセットのブックマークを解除するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。


	
「ワーク」ツリーで、プラス記号をクリックして「ブックマーク」ノードを開きます。

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、ブックマークを解除するアセットをダブルクリックします。

アセットの「調査」ビューを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「ブックマーク解除」を選択します。

アセットのツールバーの下に、ブックマークが正常に削除されたことを示すメッセージが表示されます。「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードと、ダッシュボード(「ホーム」タブ)の「ブックマーク」セクションからアセットが削除されます。





ダッシュボードからアセットのブックマーク解除を行うには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「ブックマーク」セクションに移動します。


図6-18 ダッシュボード: 「ブックマーク」ウィジェット

[image: 図6-18の説明が続きます]





	
ブックマークを付けたアセットのリストで、このリストから削除するアセットの行を選択します。


	
「ブックマークの削除」をクリックします。

ポップアップ・ウィンドウに次のメッセージが表示されます。


図6-19 「ブックマークの削除」ダイアログ・ボックス

[image: 図6-19の説明が続きます]





	
「はい」をクリックします。

ダッシュボードの「ブックマーク」セクションと、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードからアセットが削除されます。








6.6.1.4 「履歴」ノードからのアセットへのアクセス

「ワーク」ツリーの「履歴」ノードでは、現行セッションで操作したすべてのアセットが追跡されるため、セッション中にこれらのアセットに戻って内容を参照できます。




	
注意:

「履歴」ノードから手動でアセットを除去することはできません。ただし、「履歴」ノードに含まれるアセットのリストは、WebCenter Sitesからログアウトするたびに消去されます。










「履歴」ノードからアセットにアクセスするには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、プラス記号をクリックして「履歴」ノードを開きます。


	
「履歴」ノードで、目的のアセットに移動してダブルクリックします。


図6-20 「ワーク」ツリーの「履歴」ノード

[image: 図6-20の説明が続きます]





アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。










6.6.2 タグの使用

WebCenter Sitesでは、アセットにタグを追加することにより、アセットの編成ができます。タグとは、1つ以上の共通要素(テーマやトピックなど)を共有するアセットに適用する単一の語句または短いフレーズのことです。アセットにタグを付けると、詳細検索を実行して、同一内容のタグが付いたすべてのアセットを検索できます。

タグは、ベーシック・アセット、フレックス・アセットおよびページ・アセットに追加できます。アセットへのタグの追加は、アセットのコンテンツ・エントリ・フォームまたは検索結果リストのいずれかで実行できます。この項では、検索結果リストからアセットにタグを付ける方法を説明します。アセットのコンテンツ・エントリ・フォームでアセットに直接タグを追加する手順は、第3.1.2項「フォーム・モードでの新規アセットの作成」の手順6cを参照してください。


検索結果リストからアセットにタグを付けるには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
第6.2項「簡易検索の実行」の説明に従い検索を実行します。詳細検索を実行する場合は、第6.3項「詳細検索の実行」を参照してください。


	
検索結果が「検索」タブに表示されていることを確認します。検索結果リストがワークスペースの右側にドッキングされている場合は、「ドッキング解除」をクリックします。


	
検索結果リストで、タグを付けるアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)します。


	
選択したアセットのいずれかを右クリックします。

コンテキスト・メニューが次のように開きます。


図6-21 検索結果リストでのアセットのコンテキスト・メニュー

[image: 図6-21の説明が続きます]





	
コンテキスト・メニューで、「タグ」をクリックします。

次のダイアログ・ボックスが開きます。


図6-22 「タグの追加」ダイアログ・ボックス

[image: 図6-22の説明が続きます]





	
「選択したすべてのアセットに適用されるタグ」フィールドに、選択したアセットに付加する単一の語句または短いフレーズを入力します。

アセットにタグを追加する際は、次の規則に注意してください。

	
タグには、1から32文字の英数字を使用する必要があります。その他の文字では、アンダースコア(_)とハイフン(-)のみが使用可能です。


	
タグを終了するには、セミコロン(;)を使用するか、キーボードの[Enter]を押します。たとえば、このフィールドに複数のタグを入力する場合は、それぞれのタグをセミコロン(;)で区切る必要があります。







	
注意:

選択したアセットの一部にすでにタグが付いている場合、それらのタグは「選択したアセットの一部に適用されるタグ」フィールドに表示されます。










	
(オプション)選択したアセットの一部にタグ付けされているタグを削除する場合は、「選択したアセットの一部に適用されるタグ」フィールドで、削除するタグに移動してXボタンをクリックします。


	
「保存」をクリックします。


	
検索結果リストのツールバーで、「リフレッシュ」アイコンをクリックします。

選択したアセットに追加したタグが、検索結果リストの「タグ」列に表示されます。


図6-23 検索結果リストの「タグ」列におけるタグの表示

[image: 図6-23の説明が続きます]
















7 アセットのプレビュー

この章では、プレビュー機能を使用して、アセットをパブリッシュしたときのWebサイトでの表示をプレビューする方法について説明します。Webサイトは日々刻々と変化するため、WebCenter Sitesでは、将来プレビュー機能が提供されています。将来プレビューを使用すると、将来の特定の時点でWebサイトに表示されるサイト・アセットを確認できます。この章では、FirstSite IIサンプル・サイトの例で説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第7.1項「概要」


	
第7.2項「アセットのプレビュー方法」


	
第7.3項「将来サイトのプレビュー」






7.1 概要

Contributorインタフェースを使用すると、アセットをパブリッシュしたときにWebサイトにどのように表示されるかをプレビューできます(図7-1を参照)。アセットをプレビューするときは、内容の変更はできません。ただし、別のテンプレートまたはラッパーを使用してレンダリングした場合にアセットがどのように表示されるかを選択してプレビューすることはできます。


図7-1 FirstSite IIサンプル・サイトのFSIIAboutアセットのプレビュー

[image: 図7-1の説明が続きます]





アセットをプレビューするときは、将来の任意の日付にアセットがWebサイトにどのように表示されるかをプレビューできます。この将来プレビュー機能については、この章で後述します。将来プレビューでは、開始日と終了日(同じくこの章で後述)をプレビュー機能と組み合せて、将来の特定の日時にアセットがWebサイトにどのように表示されるかを示します。





7.2 アセットのプレビュー方法

アセットをプレビューすると、パブリッシュした場合にWebサイトに表示されるとおりにアセットがレンダリングされます。アセットをプレビューするには、次の条件が満たされている必要があります。

	
適切な権限があること


	
アセットにテンプレートが割り当てられていること




アセットは様々な方法でプレビューできます。例を示します。

	
Contributorインタフェースの「検索」フィールドを使用して必要なアセットを見つけます。アセットを開いてからプレビューするか、検索結果リストからアセットを直接プレビューします。


	
ナビゲーション・ペインで「サイト・ツリー」または「ワーク」ツリーをドリル・ダウンします。必要なアセットを右クリックしてツリーから直接プレビューするか、必要なアセットを「調査」ビューまたは「編集」ビューで開いてからプレビューします。


	
「コンテンツ・ツリー」をドリル・ダウンして、プレビューするアセットに関連付けられている親アセットをダブルクリックします。「参照」タブの、選択した親アセットに関連付けられているアセットのリストで、必要なアセットに移動してプレビューします。


	
現在作業中のアセットをプレビューします。



	
注意:

この章では、WebCenter Sites Contributorインタフェースの「検索」フィールドを使用してアセットをプレビューする方法を示します。











アセットをプレビューするには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
プレビューするアセットを見つけて開きます。次の手順を実行します。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前に移動してクリックします。




アセットの「調査」ビューを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。


	
アセットをプレビューします。アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。


図7-2 アセットのプレビュー

[image: 図7-2の説明が続きます]





	
別のテンプレートでレンダリングした場合にアセットがWebサイトにどのように表示されるかをプレビューします。

	
次のいずれかを実行します。

	
アセットのツールバーで、「ページ・レイアウトを使用したプレビュー」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「表示」→「ページ・レイアウトを使用したプレビュー」を選択します。




「プレビュー・テンプレートの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図7-3 「プレビュー・テンプレートの選択」ダイアログ・ボックス

[image: 図7-3の説明が続きます]





	
アセットのプレビューに使用するテンプレートを選択します。(この例では、/FSIIDetailテンプレートを選択しています。このテンプレートでは、周囲のレイアウトなしでアセットの内容がレンダリングされます)。


	
「適用」をクリックします。

選択したテンプレートでレンダリングした場合にWebサイトに表示されるとおりに、アセットがタブに表示されます。次に例を示します。


図7-4 各種のテンプレートを使用したアセットのプレビュー

[image: 図7-4の説明が続きます]








	
セグメントを使用してアセットを次の手順でプレビューします。

	
メニュー・バーで、「セグメントを使用したプレビュー」アイコンを選択します。

使用可能なセグメントを示すドロップダウン・メニューが表示されます。


図7-5 「セグメントを使用したプレビュー」アイコン

[image: 図7-5の説明が続きます]





	
ドロップダウン・メニューで、アセットのプレビューに使用するセグメントを選択します。

選択したセグメントを使用したアセットのプレビューがタブに表示されます。セグメントの詳細は、第18章「Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化」を参照してください。





	
別のサイト・ラッパーを使用してアセットをプレビューします。メニュー・バーで、「表示」→「ラッパーを使用したプレビュー」を選択し、アセットのプレビューに使用するラッパーを選択します。

アセットのプレビューが、選択したラッパーを使用してタブに表示されます。


図7-6 各種のラッパーを使用したアセットのプレビュー

[image: 図7-6の説明が続きます]





	
アセットを新しいウィンドウでプレビューします。メニュー・バーで、「表示」→「新しいウィンドウでプレビュー」を選択します。

新しいブラウザ・ウィンドウが開き、アセットのプレビューが表示されます。


図7-7 新しいウィンドウでのアセットのプレビュー

[image: 図7-7の説明が続きます]











7.3 将来サイトのプレビュー

Webサイトへの変更を計画するときに、開始日と終了日をアセットに割り当てることができます。開始日と終了日が割り当てられたら、将来の様々な時点でサイトに表示されるサイト・アセットをプレビューできます。Webサイトの将来バージョンを生成する際に使用する機能を「将来プレビュー」といいます。

開始日と終了日は、将来プレビューの重要な部分であり、サイト・プレビューの強化された機能です。アセットの表示方法をプレビューする際に、開始日と終了日を設定する(通常のサイト・プレビュー)のではなく、開始日と終了日の範囲をアセットに割り当てることにより、Webサイトに対して今後行われる変更を視覚化できます。開始日または終了日、あるいはその両方をアセットに割り当てると、プレビューが表示された状態でアセットのツールバーにあるDate Pickerから日付を選択することにより、時間の経過に従ってアセットがどのように変化するかを確認できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第7.3.1項「開始日と終了日について」


	
第7.3.2項「将来プレビューについて」


	
第7.3.3項「開始日と終了日の将来プレビューへの影響」


	
第7.3.4項「開始日と終了日の割当て」


	
第7.3.5項「将来の任意の時点に表示されるサイトのプレビュー」


	
第7.3.6項「パブリッシュの承認」






7.3.1 開始日と終了日について

開始日と終了日は、アセットに割り当てることのできるオプションのフィールド値です。この日付範囲は、アセットがパブリッシュされた場合にWebサイトに表示される時期を示します。フォーム・モードでアセットを処理しているときに、これらの日付を入力します(「メタデータ」タブ)。

開始日と終了日は、この章で説明するように、将来プレビューの機能に反映されます。

開始日と終了日は「詳細検索」オプションにも表示され、Webサイトに表示される日付範囲に基づいてアセットを検索できます。





7.3.2 将来プレビューについて

将来プレビューは、今後のコンテンツ変更の計画を立てるときにWebサイトを視覚化するためのツールです。将来プレビューを使用すると、将来の任意の時点を選択してアセットのWebページの表示をプレビューできます。Webページの考えられるバージョンを生成することにより、何をいつパブリッシュするかをより簡単に決定できます。

将来プレビューを使用すると、将来の任意の日付を選択して、自分自身および他のコンテンツ・コントリビュータが行っている変更が、その時点でWebサイトにどのように表示されるかを確認できます。WebCenter Sitesでは、割り当てられている開始日と終了日を使用して、アセットのプレビューを表示するかどうかを決定します。アセットのプレビューが表示されるのは、選択されている日付がアセットの開始日と終了日の範囲内である場合のみです。




	
注意:

将来の日付に表示されるアセットをプレビューするには:

	
開始日と終了日は、アセットのコンテンツ・エントリ・フォーム(フォーム・モード)の「メタデータ」セクションで割り当てる必要があります。


	
アセットが表示されるページのテンプレートには、asset:filterassetsbydateタグを含める必要があります。詳細は、サイト管理者に問い合せてください。
















7.3.3 開始日と終了日の将来プレビューへの影響

開始日と終了日を割り当てるときは、次の点を考慮する必要があります。

	
開始日と終了日の範囲は、アセットがWebサイトに表示されることが見込まれる期間です。

開始日と終了日の範囲を設定したら、将来プレビューを使用して、その範囲の間および前後の日付におけるアセット表示ページの外観を比較できます。

アセットを初めてプレビューすると、そのアセットの開始日に表示されるWebページを確認できます。開始日が割り当てられていない場合は、現在の日付がプレビューに使用されます。

アセットのツールバーのDate Pickerから将来の日付を選択すると、選択した時間に表示されるページを確認できます。アセットの開始日と終了日の範囲内の日付を選択すると、アセットがWebサイトに表示されている期間のアセットのWebページの外観がプレビューで示されます。逆に、この日付範囲外の日付を選択すると、アイテムがパブリッシュされる前、またはアイテムがページに表示されなくなった後の、アセットのWebページを確認できます。



	
注意:

アセットのパブリケーション日は、アセットがWebサイトに表示される時期や期間には影響しません。これは開始日と終了日によって制御されます。








	
開始日も終了日も、必須フィールドではありません。

	
開始日も終了日も設定されていないアセットは、プレビュー用に選択した日付にかかわらず、サイト・プレビューに常に表示されます。


	
開始日と終了日が明示的に設定されているアセットは、次のように、条件に従って表示されます。

	
開始日も終了日も設定されているアセットは、その特定の日付範囲が選択されている場合にのみ表示されます。


	
開始日のみが設定されているアセットは、開始日以降のすべての日に表示されます。(期限切れになることはありません。)


	
終了日のみが設定されているアセットは、終了日以前のすべての日に表示されます。














7.3.4 開始日と終了日の割当て

開始日と終了日は、アセットに割り当てることのできるオプションのフィールドです。この日付範囲は、アセットがWebサイトに表示される時期と、特定の時間にアセットがどのように表示されるかを示します。


アセットに日付範囲を割り当てるには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
開始日または終了日、あるいはその両方を割り当てるアセットを見つけます。次のいずれかを実行します。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
開始日または終了日、あるいはその両方が以前に割り当てられたことのあるアセットを変更する場合は、「詳細検索」機能を使用して、以前に割り当てた日付を基準として検索できます。詳細検索の詳細は、第6.3項「詳細検索の実行」を参照してください。


	
以前にアセットにブックマークを付けた場合は、ナビゲーション・ペインで「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。)




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
フォーム・モードでアセットを編集します。

	
アセットのリストで、必要なアセットに移動して右クリックし、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。

タブに、アセットの「編集」ビューがフォーム・モードまたはWebモードで表示されます。


	
アセットがWebモードで開いている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてフォーム・モードに切り替えます。





	
アセットのフォーム・セクション・セレクタで、「メタデータ」を選択します。


	
アセットの「メタデータ」セクションで、アセットの開始日または終了日、あるいはその両方と、(オプションで)時刻を設定します。

「開始日」フィールドまたは「終了日」フィールド、あるいはその両方で、フィールドの横の「日付の選択」アイコンをクリックして、Date Pickerから日時を選択します。


図7-8 アセットのフォームの「メタデータ」セクション

[image: 図7-8の説明が続きます]







	
注意:

管理者が、このアセット・タイプに関してデフォルトの開始日と終了日を選択している場合があります。この設定は、必要に応じて変更できます。








Date Pickerの使用の詳細は、第3.5.4項「Date Pickerの使用」を参照してください。


	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックし、アセットを更新します。


	
将来の任意の時点におけるアセットの表示をプレビューするには、第7.3.5項「将来の任意の時点に表示されるサイトのプレビュー」を参照してください。








7.3.5 将来の任意の時点に表示されるサイトのプレビュー

開始日または終了日、あるいはその両方がアセットに割り当てられたら、アセットおよびアセットが表示されるページの、将来の選択した日時における表示をプレビューできます。




	
注意:

将来の日付に表示されるアセットをプレビューするには:

	
開始日と終了日は、アセットのコンテンツ・エントリ・フォームの「メタデータ」セクションで割り当てる必要があります。


	
アセットが表示されるページのテンプレートには、asset:filterassetsbydateタグを含める必要があります。詳細は、サイト管理者に問い合せてください。













サイトの将来の表示をプレビューするには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
開始日または終了日、あるいはその両方を割り当てたアセットを見つけます。次のいずれかを実行します。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
開始日または終了日、あるいはその両方を基準としてアセットを検索するには、「詳細検索」機能を使用します。詳細検索の詳細は、第6.3項「詳細検索の実行」を参照してください。


	
以前にアセットにブックマークを付けていた場合は、ナビゲーション・ペインで、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。)




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
アセットのリストで、目的のアセットの名前をクリックします。

タブが開き、アセットの「調査」ビューがフォーム・モードまたはWebモードで表示されます。


	
アセットをプレビューします。アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

現在の日付にWebサイトに表示されるアセットのプレビューが、タブに表示されます。


	
将来の日付に表示されるアセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「サイト・プレビュー」セクションの日付リンクをクリックしてDate Pickerをレンダリングします。


図7-9 アセットのプレビューにおけるDate Pickerのレンダリング

[image: 図7-9の説明が続きます]





	
Date Pickerで、必要な日時を選択します。Date Pickerの使用の詳細は、第3.5.4項「Date Pickerの使用」を参照してください。

プレビューでは、選択した日付に表示されるアセットのWebページが表示されます。

たとえば、10月の任意の日付でFSIIAboutアセットのWebページをプレビューすると、次の図7-10の画面が表示されます。


図7-10 10月に表示するアセットの将来プレビュー

[image: 図7-10の説明が続きます]





12月の任意の日付で同じアセットをプレビューすると、次の図7-11の画面が表示されます。


図7-11 12月に表示するアセットの将来プレビュー

[image: 図7-11の説明が続きます]














7.3.6 パブリッシュの承認

アセットをWebサイトにパブリッシュする前に、そのアセットおよびすべての依存アセットをパブリッシュ用に承認する必要があります。このプロセスにより、同時にパブリッシュされるアセットがすべて最新の状態であることを確認してからパブリッシュできます。

設定する開始日は、アイテムがパブリッシュされる日付と同じである必要はありません。ただし、アセットがWebサイトに表示されるのは、開始日以降となります。これは、承認対象となるすべての依存アセットにも該当します。

終了日より後にパブリッシュしたアセットは、ターゲットに対してパブリッシュされますが、Webサイトには表示されません(アセットは期限切れになっています)。

アセットの承認の詳細は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。










8 アセットの関連付け

WebCenter Sitesでは、アセットを相互に関連付けることができます。この章では、avisportsサンプル・サイトを使用して、Contributorインタフェースで作業している場合にアセットを関連付ける方法を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第8.1項「アセットのアソシエーションでの作業」


	
第8.2項「親子関係」


	
第8.3項「グループ化アセットでの作業」






8.1 アセットのアソシエーションでの作業

一部のアセットの作成ビューまたは編集ビューには、別のアセットを作業しているアセットにリンクするフィールド(フォーム・モード)またはスロット(Webモード)が含まれます。こうしたタイプのフィールドは、アソシエーションといいます。図8-1では、他の5つの記事アセットに関連する(avisportsサンプル・サイトの)記事アセットをフォーム・モードおよびWebモードで示しています。


図8-1 フォーム・モードおよびWebモードでのアソシエーション・フィールドの表示

[image: 図8-1の説明が続きます]





アソシエーション・フィールドは、アセット間の関係を作成するために使用できます。あるアセットを別のアセットに関連付ける場合、それらのアセット間の依存性を定義します。あるアセットが別のアセットに依存する場合、両方のアセットをまとめてパブリッシュする必要があります。

たとえば、イメージ・アセットを受け入れるアソシエーション・フィールドを記事タイプのアセットが持つ場合を考えます。この場合、野球に関する記事を野球場の写真に関連付けることができます。イメージ・アセットを記事アセットに関連付けることによって、記事テキストを適切に表すイメージを示します。これで、記事アセットとその関連するイメージ・アセットは相互に依存するようになります。記事アセットをパブリッシュする場合、イメージ・アセットもパブリッシュする必要があります。

関連付けることができるアセットは、データ・モデルによって決定します。Webサイト上でのアソシエーションの提示方法は、コンテンツ・レンダリング・テンプレートによって決定します。たとえば、テンプレートにより関連アセットを表示するか、またはリンクとしてレンダリングできます。



8.1.1 アソシエーションのタイプ

アソシエーション・フィールドでは、その設定に応じて、次のいずれかのことができます。

	
単一値アソシエーション・フィールドでは、作業中のアセットに単一のアセットを関連付けることができます。たとえばavisportsサンプル・サイトで記事タイプのアセットには、記事アセットを単一のイメージ・アセットとペアにするために使用できる単一値アソシエーション・フィールドが含まれます。


	
複数値アソシエーション・フィールドでは、複数のアセットを作業中のアセットに関連付けることができます。たとえば、avisportsサンプル・サイトでは、記事タイプの異なる複数のアセットを作業中の記事アセットに関連付けることができる2つの複数値アソシエーション・フィールドが記事タイプのアセットに含まれます。




サイト・デザインに応じて、アソシエーション・フィールドでは、特定のタイプやサブ・タイプのアセットに受け入れを制限することや、様々なタイプのアセットを無制限に受け入れることができます。





8.1.2 アセットの関連付け

この手順では、avisportsサンプル・サイトを使用して、フォーム・モードまたはWebモードのいずれかによって、1つ以上のアセットを別のアセットに関連付ける方法を説明します。フォーム・モードでは、アソシエーション・フィールドはコンテンツ・エントリ・フォームでドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドとして表示されます。Webモードではアソシエーション・フィールドは、作業中のアセットのWebページ・ビューに表示されるスロットによって表されます。この手順は、単一値および複数値のアソシエーションに対応します。


アセットを別のアセットに関連付けるには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
次のいずれかを行います。

	
アセットを作成する前:

	
フォーム・モードでアセットを作成する手順は、第3.1項「フォーム・モードでのアセットの作成」を参照してください。


	
Webモードでアセットを作成する手順は、第4.2.3項「Webモードでの新規アセットの作成」を参照してください。





	
既存のアセットを開き編集します。

	
フォーム・モードでアセットを編集する手順は、第3.3項「フォーム・モードでのアセットの編集」を参照してください。


	
Webモードでアセットを編集する手順は、第4.4項「Webモードでのアセットの編集」を参照してください。







アセットの作成ビューまたは編集ビューを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。(この例では、25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットを開きます。)


	
関連付けるアセットを見つけます。

	
「検索」フィールドで、適切な検索条件を入力します。


	
アソシエーション・フィールドで特定のタイプのアセットのみを受け入れる場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックしてアセット・タイプの名前を選択することにより、必要なアセット・タイプに検索を制限します。


	
虫めがねボタンをクリックします。

検索結果のリストは、作業中のアセットの右側にドッキングされます。次に、フォーム・モードおよびWebモードでの25 Nevada Resorts Serving Snowの記事アセットの編集ビューと、アセットの右側にドッキングされた検索結果のリストを示します。


図8-2 フォーム・モードおよびWebモードでの(検索結果リストがドッキングされた)記事アセットの表示

[image: 図8-2の説明が続きます]








	
作業中のアセットに該当するアセットを関連付けます。


	
(作業中のアセットの右側にドッキングされた)アセットのリストで、該当するアセットの名前をクリックし、アソシエーション・フィールド(フォーム・モード)またはスロット(Webモード)にアセットをドラッグします。


	
マウス・ボタンを放すことによりアソシエーション・フィールド(またはスロット)にアセットをドロップします。


	
複数値のアソシエーションで作業している場合は、作業中のアセットに目的のアセットをすべて関連付けるまで、手順aとbを繰り返します。

選択したアセットがアソシエーション・フィールドに追加されます。





	
(オプション)複数値のアソシエーションで作業しており、複数のアセットを関連付けた場合は、次の要領で関連するアセットを配置します。



	
注意:

リスト(フォーム・モード)またはスロット(Webモード)にアセットが表示される順序は、Webサイトに表示される順序と同じです。








	
フォーム・モードで作業している場合は、該当するアセットの名前をクリックし、それをフィールドの適切な位置にドラッグ・アンド・ドロップすることにより、リスト内でアセットを上下に移動します。


	
Webモードで作業している場合は、アセットを別のスロットに移動します。次を実行します。

	
複数値のスロットでクリックします。

スロットのツールバーが表示されます。


	
スロットのツールバーで、「管理」アイコンをクリックします。

「スロット・コンテンツの管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図8-3 「スロット・コンテンツの管理」ダイアログ・ボックス

[image: 図8-3の説明が続きます]





	
該当するアセットの名前をクリックし、それをリスト内で上下に移動します。「保存」をクリックします。








	
終了したら、アセットのツールバーで「保存」アイコンをクリックします。


	
アセットを調査するには、アセットのツールバーで「調査」 アイコンをクリックします。

このタブでは、調査ビューにアセットが表示されます。アセットは調査ビューで修正できません。








8.1.3 アセットのアソシエーションの解除


別のアセットに対するアセットのアソシエーションを解除するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
1つ以上のアセットのアソシエーションを解除するアセットを見つけて開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

「検索」タブが開き、検索結果が表示されます。

アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
検索結果のリストで、該当するアセットに移動して、アセットの名前を右クリックし、右クリック・メニューから「編集」を選択します。

アセットの編集ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
関連するアセットのリストから該当アセットを削除します。

	
フォーム・モードで作業している場合は、アセットのアソシエーションを表すフィールドに移動し、アソシエーションを解除する各アセットの隣にある「削除」(X)ボタンをクリックします。


	
Webモードで作業しているときに、単一値のアソシエーションを表すスロットからアセットを削除する場合は、アソシエーションを解除するアセットを含むスロットをクリックします。スロットのツールバーで、「X」ボタンをクリックします。


	
複数値のアソシエーションを表すスロットからアセットを削除する場合は、次のことを行います。

	
複数値のスロットでクリックします。

スロットのツールバーが表示されます。


	
スロットのツールバーで、「管理」アイコンをクリックします。


	
スロットのツールバーで、「管理」アイコンをクリックします。

「スロット・コンテンツの管理」ダイアログ・ボックスが表示されます。


図8-4 「スロット・コンテンツの管理」ダイアログ・ボックス

[image: 図8-4の説明が続きます]





	
削除するアセットの隣にある「X」をクリックします。


	
「保存」をクリックします。







WebCenter Sitesにより、アソシエーション・フィールドからアセットが削除されます。


	
終了したら、アセットのツールバーで「保存」アイコンをクリックします。


	
アセットを調査するには、アセットのツールバーで「調査」 アイコンをクリックします。

このタブでは、アセットの調査ビューが表示されます。アセットは調査ビューで修正できません。










8.2 親子関係

別のアセットの親としてアセットを指定する場合、2つのアセット間で階層関係を作成します。親にリンクされているアセットは、子アセットといいます。

子アセットは、親からの属性値を継承します。つまり、子アセットが親アセットにリンクされると、子アセットは親の属性および値を継承し、またすでに持つ属性は維持します。親および子が同じ複数値の属性を共有する場合は、子は親のアセットの値を継承し、また元の値を維持します。親と子が同じ単一値の属性を共有する場合は、子は属性の現在値を保持します。親の値は継承しません。

親子関係は、コンテンツ・ツリーに示されます。親子関係は、公開済サイト上で機能しないリンクが生じないように、パブリッシュ承認時に考慮されます。パブリッシュの承認の詳細は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。


図8-5 親子関係

[image: 図8-5の説明が続きます]





アセットは、複数の親を持つことができます。アセットは、複数の親に割り当てられた場合、各親にリンクする子として、コンテンツ・ツリー内の複数の場所に表示されます。


親アセットを指定するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
次のいずれかを実行します。

	
アセットを作成する前:

	
フォーム・モードでアセットを作成する手順は、第3.1.2項「フォーム・モードでの新規アセットの作成」を参照してください。


	
Webモードでアセットを作成する手順は、第4.2.3項「Webモードでの新規アセットの作成」を参照してください。





	
既存のアセットを開き編集します。

	
フォーム・モードでアセットを編集する手順は、第3.3項「フォーム・モードでのアセットの編集」を参照してください。


	
Webモードでアセットを編集する手順は、第4.4項「Webモードでのアセットの編集」を参照してください。







アセットの作成ビューまたは編集ビューを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。


	
アセットの作成ビューまたは編集ビューで、親アセットを指定するアソシエーション・フィールドを見つけます。



	
注意:

Webモードで作業している場合は、アソシエーション・フィールドがスロットとして表示されることがあります。親アセットを受け入れるスロットが表示されない場合は、ここで終了してください。アセットに割り当てられたレイアウト(テンプレート)がこのタイプのフィールドを表示するようにコーディングされていません。アセットを親に割り当てるには、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックすることにより、フォーム・モードに切り替える必要があります。








	
作業中のアセットの親として指定する親アセットを見つけます。

	
検索結果のリストから関連付ける親アセットを選択します。

	
「検索」フィールドで、該当する親アセットを記述する条件を入力します。


	
(オプション)「検索」フィールドで下矢印をクリックし、該当するアセット・タイプの名前を選択することにより、検索を特定のアセット・タイプ(たとえば、記事カテゴリ・タイプのアセットのみ)に制限します。


	
虫めがねボタンをクリックします。





	
関連付ける親アセットを「コンテンツ・ツリー」から選択します。

	
ナビゲーション・ペインで、「コンテンツ・ツリー」バーを選択します。


	
「コンテンツ・ツリー」で、各ノードに関連する親アセットを公開するためにノードを開きます。








	
親アセットを指定します。



	
注意:

表示されるフィールドのタイプは、開発者によるアセット定義の構成に応じて異なります。この例では、avisportsサンプル・サイトで、ドロップダウン・メニューを表示する記事アセットの親アセットを指定しています。FirstSite IIサンプル・サイトでは、親アセットを指定するフィールドはドロップ・ゾーンです。








たとえば、フォーム・モードで作業している場合は、該当する親アセットを選択するために、「カテゴリ」フィールドでドロップダウン・メニューを使用します。


WebCenter Sitesにより、選択した親アセットにアセットが関連付けられます。フィールドには、関連付けた親アセットの名前が表示されます。


	
終了したら、アセットのツールバーで「保存」アイコンをクリックします。








8.3 グループ化アセットでの作業

アセットでの作業時に、グループ内にアセットを編成し、特定の順序で配置することが必要になる場合があります。自身がマーケティング担当者であり、作業中のサイトでコレクションのアセット・タイプが有効である場合、コンテキストに基づいてなんらかの方法で他のアセットに関連するアセットのリスト、または現在の日時など変数に基づいて変化するアセットのリストを作成できます。また、訪問者の統計データに応じて、異なるアセット・グループを提供することが必要になる場合もあります。このような場合は、コレクション・アセットおよび推奨アセットを使用します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第8.3.1項「コレクションの使用」


	
第8.3.2項「コレクションの作成」


	
第8.3.3項「推奨の作業」






8.3.1 コレクションの使用

ランク順序を選択し、訪問者がサイトを表示したときに望む可能性が最も高いコンテンツ・セットを提供する場合を考えます。たとえば、毎朝のサイトのホームページで、重要度の順に編成された上位5つの政治ニュース記事を配置します。このような場合では、コレクション・アセットを使用して、上位5つの記事リストを作成できます。

コレクション・アセットは、特定の順序で編成された単一アセット・タイプのベーシック・アセットのリストを格納します。コレクションに含めることができるアセットは、1つ以上の問合せによって返された結果から得られます。問合せ結果のリスト内で選択した順序でランク付けすることにより、コレクションに含めるアセットを選択します。このランク付けおよび順序付けされたアセットのリストがコレクションです。

通常、サイト・デザイナまたは管理者はコレクション・アセットを作成し、それらに適切な問合せおよびテンプレートを割り当てます。ここでの作業は、コレクションに含める最も適切なコンテンツを選択することです。

注意事項としては、コレクションを作成した後、適切な権限を持つ他のユーザーにより、自身が作業したコレクション・アセットにアクセスされ、アセット・ランキングが変更される場合があることです。




	
注意:

コレクション・アセットでは、ベーシック・アセットのリストのみを格納できます。フレックス・アセットでは、コレクション・アセットに類似する機能(およびさらに多くの機能)が推奨アセットによって提供されます(この項で後述します)。













8.3.2 コレクションの作成

必要なコレクションを作成するには、作業中のサイトでコレクション・アセットがすでに存在していることが必要です。サイト・デザイナまたは管理者が通常、新規のコレクション・アセットの作成および既存のコレクション・アセットの編集を担当します。


コレクションを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
作成するコレクションを見つけます。

	
「検索」フィールドで、アセットを識別する検索条件を入力します。


	
(オプション)「検索」フィールドで、下矢印をクリックし、「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。検索をコレクション・アセットに制限するために、コレクション・アセット・タイプを選択します。選択しないと、WebCenter Sitesでは現在のサイトにあるすべてのアセット・タイプにおいて検索します。


	
虫めがねボタンをクリックします。

「検索」タブが開き、検索結果が表示されます。

アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。





	
検索結果のリストで、該当するコレクション・アセットに移動し、その名前をクリックします。

コレクション・アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
コレクション・アセットがWebモードで開いている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてフォーム・モードに切り替えます。


	
アセットの調査ビュー(フォーム・モード)で、コレクション・アセット名の隣にある「コレクションの作成」をクリックします(図8-6を参照)。


図8-6 コレクション・アセットの作成

[image: 図8-6の説明が続きます]





WebCenter Sitesにより、コレクション内の問合せが実行され、その結果が図8-7のように表示されます。


図8-7 コレクション・アセットの問合せ結果

[image: 図8-7の説明が続きます]





	
表の「ランク」列に、適切な数(最大3桁)を入力することにより、アセットをランク付けします。最上位のリストに含まれるアセットを除去する場合は、「除去」列で除去するアセットの名前の隣にあるチェック・ボックスをオンにします。問合せリストからアセットのランク番号を削除しても、コレクションからは除去されません。



	
注意:

コレクション内でアセットのランク付けを行う場合、ページをレンダリングするテンプレート要素に対して適切な順序で指定します。たとえば、コレクションに50個のアセットが含まれていても、それをレンダリングするテンプレートが5つのアセットのみを表示するようにコーディングされていると、コレクション内の最初の5つの高ランク・アセットのみがページに表示されます。使用中のテンプレートのプロパティが明確でない場合は、サイト開発者に問い合せてください。








	
「変更の保存」をクリックします。

WebCenter Sitesによりコレクションが作成され、その「調査」ビューにコレクションが表示されます。








8.3.3 推奨の作業

推奨アセットでは、各サイト訪問者に表示される製品の配置および販促用の提供品をパーソナライズできます。推奨では、サイト訪問者について入手可能な情報(年齢や前回表示した製品など)に基づいて、ページで特集アセットまたは推奨アセット(たとえば製品)が決定されます。

訪問者に表示するコンテンツは、次の方法でパーソナライズできます。

	
静的リスト推奨を作成します。これらは、サイト訪問者のプロファイルの年齢、収入、その他の情報など、統計的な基準に従って表示されるアセットのリストです。(この基準は、セグメントで定義されており、指定の静的リスト推奨に関連付けられています。)たとえば、トップ・ダンス・クラブのリストを作成し、18歳から24歳の年齢を指定した訪問者にのみそれを表示できます。年齢がこの範囲外の訪問者には、別の静的リスト推奨(たとえばトップ・テン・ビーチ・リゾートのリスト)を表示できます。


	
関連アイテム推奨を作成します。関連アイテム推奨により、ある種の関係を持つアセットを相互にリンクできます。この方法ではまた、訪問者が関連アイテム推奨によって別のアセットにリンクされたアセットを表示する場合に常に、関連するアセットも表示されます。したがって、関連アイテム推奨を使用してアセットを相互に連続的にリンクすることにより、訪問者が従う「パス」または「リンク証跡」を作成できます。

この目的は、メイン・コンテンツとともに関連するコンテンツのティーザを表示することにより、所定時に示されるコンテンツに関連する追加コンテンツを表示するように訪問者に促すことです。したがって関連アイテム推奨は、アップセルや抱合せ販売のマーチャンダイジングなどのビジネス手法に最適です。

たとえば、ゴッドファーザーの3部作など、同じテーマやジャンルを共有する多数の映画を相互にリンクできます。関連アイテム推奨を使用して、3部作のパートIをパートIIに、そしてパートIIをパートIIIにリンクします。これによって、訪問者に3部作のパートIが表示されたときに、サイトではパートIIも表示されます。その後、訪問者にパートIIが表示されると、サイトではパートIIIも表示されます。さらに、パートIIおよびパートIIIをパートIにリンクすることにより、パートIIまたはパートIIIを見る前にまずパートIを見る必要があることに訪問者が気付きます。


	
動的リスト推奨を作成します。静的リストおよび関連アイテム推奨とは異なり、動的リスト推奨の機能は開発者によって記述されるカスタマイズ・コードによって定義されます。そのために動的リスト推奨は、特定のビジネス・ニーズに応じた観点から、3タイプの推奨アセットのうちで最も柔軟です。たとえば開発者は、関連アイテム推奨のように動作する動的リスト推奨をコーディングできますが、関連アセットの手動によるリンクを必要とすることなく、訪問者が過去に購入した映画を動的リスト推奨で追跡し、テーマまたはジャンルの観点から過去の購入作品に最も一致する映画をお薦めできます。このような場合は、推奨に含めるアセットに対する推奨を単純に割り当てます。




使用される推奨タイプに関する選択は主に、サイト・デザイナが望むサイトの動作に応じて異なります。推奨アセットの作成の詳細は、第19章「Engageによる推奨の作成および構成」を参照してください。










9 アセットのリンク

アセットを作成および更新する場合、アセットが同じサイト上にあるかぎり、複数の方法でアセットを相互にリンクできます。

この章には次の項が含まれます。

	
第9.1項「概要」


	
第9.2項「2つのアセットの直接リンク」


	
第9.4項「イメージ・アセットによる2つのアセットのリンク」


	
第9.5項「URLへのアセットのリンク」






9.1 概要

一部のアセットの作成ビューまたは編集ビューには、CKEditor対応フィールドがあります。CKEditorでは、CKEditorのツールバーにあるリンク・アイコンを使用してアセットを相互にリンクするオプションなど、様々なフォーマット・オプションがサポートされます。次の表に、次のリンク手順で使用するCKEditorツールバーのアイコンを示します。


	リンクのタイプ	アイコン	説明	リンクの手順についての参照先
	
2つのアセットの直接リンク: シナリオ1

	[image: CKEditorツールバーの「アセット・リンクの追加」アイコン]
アセット・リンクの追加

	
参照元アセットからターゲット・アセットへのハイパーリンクを作成するために使用します。

	
第9.3項「他のアセットへのハイパーテキスト・リンクを作成するには」



	
2つのアセットの直接リンク: シナリオ2

	
[image: CKEditorツールバーの「アセットを含む」アイコン]

アセットを含む

	
あるアセットのプレビュー可能なコンテンツを別のアセットに動的に含めるために使用します。

	
第9.3.1項「2つのアセットを包含によりリンクするには」



	
イメージ・アセットによる2つのアセットのリンク: シナリオ1

	[image: CKEditorツールバーの「アセットを含む」アイコンおよび「アセット・リンクの追加」アイコン]
	
アセットを含む


	
アセット・リンクの追加




	
	
「アセットを含む」アイコンは、参照元アセットのCKEditor対応フィールドに、(「ワーク」ツリーにある)「ブックマーク」ノードからのイメージを含めるために使用します。注意: 目的のイメージをブックマークしていない場合は、イメージを検索するための検索機能を使用できます。


	
イメージを含めた後、別のアセットにイメージをハイパーリンクするために「アセット・リンクの追加」アイコンを使用します。




	
第9.4.2項「「ブックマーク」ノードからのイメージを通じたリンク」



	
イメージ・アセットによる2つのアセットのリンク: シナリオ1

	[image: 「含めるイメージの選択」アイコンと「アセット・リンクの追加」アイコン]
	
含めるイメージの選択


	
アセット・リンクの追加




	
	
「含めるイメージの選択」アイコンは、イメージ・ピッカーからイメージを選択し、参照アセットでのCKEditor対応フィールドに含めるために使用します。


	
イメージを含めた後、ターゲット・アセットにイメージをハイパーリンクするために「アセット・リンクの追加」アイコンを使用します。




	
第9.4.3項「イメージ・ピッカーからのイメージを通じたリンク」



	
URLへのアセットのリンク

	[image: CKEditorツールバーのリンク・アイコン]
リンク

	
参照元アセットのCKEditor対応フィールドにURLへのハイパーテキスト・リンクを挿入するために使用します。

また、「リンク」アイコンでは「電子メール」などの追加オプションが使用可能ですが、このガイドでは取り上げません。追加オプションの詳細は、http:// docs.cksource.comのCKEditorのドキュメントを参照してください。

	
第9.5項「URLへのアセットのリンク」












9.2 2つのアセットの直接リンク

この項には、次に示すように、2つのアセットをリンクするための前提条件となるステップおよび説明が含まれます。

	
他のアセットへのハイパーテキスト・リンクの作成

2つのアセット(たとえば記事アセット)に含まれる関連コンテンツを、ハイパーテキスト・リンクによって結合したい場合があります。メイン記事で作業しているときに、CKEditorツールバーの「アセット・リンクの追加」アイコンを使用すると、関連記事へのハイパーテキスト・リンクを挿入できます。メイン記事のコンテンツにアクセスしたサイトの訪問者は、挿入されたハイパーテキスト・リンクをクリックして、関連記事のコンテンツをレンダリングできます。


	
2つのアセットの包含によるリンク

一般的に実行されるCM操作の1つに、手動でコンテンツをコピーすることなく、あるアセットから別のアセットにプレビュー可能なコンテンツを挿入することがあります。そのかわりに、コンテンツは参照により挿入されるので、ターゲット・アセット(コンテンツのソース)が変更されたときに、挿入ポイントで動的に更新できます。

このシナリオでは、アセットを挿入するために、CKEditorツールバーの「アセットを含む」アイコンを使用します。これによって、プレビュー可能なコンテンツは、挿入ポイントで動的に描画されます。

「アセットを含む」を使用する場合、実際にはターゲット・アセットへのリンクを挿入しますが、ターゲット・アセットのプレビュー可能なコンテンツの形式でリンクを描画することになります。このリンクは、ターゲット・アセットを含めた後も残ります。したがってコンテンツは、挿入ポイントでは編集可能ではありませんが、ターゲット・アセット(コンテンツのソース)が変更された場合に更新されます。更新されたコンテンツを表示するには、参照元アセットのツールバーの「リフレッシュ」アイコンをクリックすることにより、参照元アセットを更新する必要があります。




これらの機能の使用可能な範囲は、サイト・デザイナがカスタム・アセット設計の一部として実装されている方法に応じて異なります。たとえば、avisportsサンプル・サイトに同梱されている記事アセット・タイプは、CKEditorで「本文」フィールドにおいて構成されています。したがって、「本文」フィールドでは、前述のリンク・タイプがサポートされます。



9.2.1 前提条件

アセットをリンクする前に、リンクが可能であることを確認する必要があります。この項をチェックリストとして使用してください。(必要に応じて、アセットの編集、プレビューおよび作成を行う方法を理解していることが前提になります。基本的な手順は、様々なステップで提供されています。)



9.2.1.1 参加アセット

この手順では、次の2つのアセットが関与し、両アセットが同じサイト上にあります。

	
参照元アセット(ここで、ターゲット・アセットへのリンクを作成します)


	
ターゲット・アセット(リンクがクリックされるとレンダリングされます)








9.2.1.2 参照元アセット

	
リンクを配置したフィールドにCKEditorが参照元アセットにより表示されます。CKEditorが表示されることを確認する手順が必要な場合、次の手順を完了します。




	
注意:

新しい参照元アセットを作成する場合、この手順をアセットの作成ビューで開始できます。ただし、アセットを保存してから編集ビューで開くことをお薦めします(あるステップから別のステップに移ると既存のコンテキストが失われる危険性を回避するためです)。









	
参照元アセットを編集ビューで開きます。参照元アセットを検索する必要がある場合、次の手順を実行します。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前を見つけて右クリックします。右クリック・メニューで「編集」を選択します。





	
リンクを配置するフィールドに移動します。フィールドをクリックして、CKEditorが表示されることを確認します。



	
注意:

デフォルトでは、アセットの編集ビューが開くときにCKEditorは自動的に表示されません。CKEditorを表示するために、フィールドをクリックします。CKEditorが表示されない場合、フィールドはCKEditor対応ではなく、アセットはリンクできません。フィールドの対応については、システム管理者に問い合せてください。











	
参照元アセットをパブリッシュする場合、リンクを配置するフィールドを含めて、アセットはプレビュー可能であることが必要です。(アセットの「テンプレート」フィールドに表示されたテンプレートのいずれかによって、参照元アセットをレンダリングできることを確認してください。アセットをプレビューする手順は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。)








9.2.1.3 ターゲット・アセット

	
ターゲット・アセットはプレビュー可能です(アセットの「テンプレート」フィールドに表示されるいずれかのテンプレートによってターゲット・アセットがレンダリングできることを確認します)。


	
(オプション)ターゲット・アセットはリンクで容易に使用できます(ターゲット・アセットがナビゲーション・ペインの「ワーク」ツリーにある「ブックマーク」ノードに配置されていることを確認します)。



	
注意:

多数のターゲット・アセットをソース・アセットにリンクする場合に、「ブックマーク」ノードにターゲット・アセットを配置する方法が最も効率的です。1つのターゲット・アセットのみをソース・アセットにリンクする場合、ソース・アセットの編集ビューで作業中にターゲット・アセットを検索できます。(多くのアセットをソース・アセットにリンクする場合、各ターゲット・アセットの個別の検索を実行する必要があります)。ターゲット・アセットを検索する場合、ソース・アセットの編集ビューの右側に検索結果がドッキングされて表示されます。アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。








	
ターゲット・アセットを見つけ、「ブックマーク」ノードに配置します。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットに移動して右クリックします。右クリック・メニューで「ブックマーク」を選択します。





	
「ブックマーク」ノードにターゲット・アセットが表示されることを次の手順で確認します。

	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードに移動して開きます。


	
「ブックマーク」ノードの下にあるアセットのリストにターゲット・アセットが表示されることを確認します。














9.2.1.4 次の手順

この時点で、アセットをリンクできます。アセットをリンクする方法に応じて、次のいずれかの項に進みます。

	
第9.3項「他のアセットへのハイパーテキスト・リンクを作成するには」


	
第9.3.1項「2つのアセットを包含によりリンクするには」












9.3 他のアセットへのハイパーテキスト・リンクを作成するには

	
第9.2.1項「前提条件」のすべての前提条件が満たされていることを確認します。


	
参照元アセットを編集ビューで開きます。


	
ターゲット・アセットへのリンクを挿入します。

	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードに移動して開きます。

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
参照元アセットの該当フィールドで、ハイパーリンクするテキストを選択します。または、フィールドの任意の場所で新しいテキストを入力してから選択できます。

より快適に作業するために、CKEditorを最大化して作業領域を拡大できます。「最大化」アイコンをクリックします(図9-1を参照)。


図9-1 「最大化」アイコン

[image: 図9-1の説明が続きます]





	
CKEditorのツールバーで、「アセット・リンクの追加」アイコンをクリックします(図9-2を参照)。


図9-2 「アセット・リンクの追加」アイコン

[image: 図9-2の説明が続きます]





「埋込みリンクの挿入」ダイアログ・ボックスが開きます。


図9-3 「埋込みリンクの挿入」ダイアログ・ボックス

[image: 図9-3の説明が続きます]





	
「ワーク」ツリーで、開かれた「ブックマーク」ノードに移動します。該当するアセットを選択して、「埋込みリンクの挿入」ダイアログ・ボックスのドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドにドラッグします。次に、アセットをフィールドにドロップします。

このダイアログ・ボックスには、ターゲット・アセットに割当て可能なレイアウト(テンプレート)が表示されます。


	
ターゲット・アセットに割り当てるレイアウト(テンプレート)を選択します。ハイパーリンクをクリックすると、選択したレイアウト(テンプレート)によりターゲット・アセットがレンダリングされます。


	
「ラッパー」フィールドで、ターゲット・アセットをレンダリングするラッパーを選択します。


	
(オプション)「リンク・アンカー」フィールドで、セカンダリ・リンクを指定します。ターゲット・アセットへのプライマリ・リンクがなんらかの方法で機能しない場合、セカンダリ・リンクが代用されます。


	
「リンク・テキスト」フィールドで、ハイパーリンクにするために選択したテキストを確認します(手順3c)。必要であれば、テキストを編集します。


	
「テンプレート引数」セクションに「名前」メニューおよび「値」メニューが表示される場合、ターゲット・アセットのプロパティを設定するために使用できます。必要なパラメータを一度に1つずつ選択してから値を入力し、「追加」をクリックします。




	
注意:

「その他のパラメータ」セクションは、ターゲット・アセットに割り当てられたテンプレートのパラメータを開発者が構成している場合にのみ有効になります。そうでない場合は、「テンプレート引数」セクションに、「テンプレート名前に引数が定義されていません」というメッセージが表示されます。










	
「適用」をクリックします。


	
「OK」をクリックして、リンクを保存します。

ダイアログ・ボックスが閉じ、図9-4に示すように、リンクしたテキストが青い枠線内に下線付きでフィールドに表示されます。


図9-4 CKEditorフィールドでのリンクされたテキスト

[image: 図9-4の説明が続きます]











	
リンクされたテキストを右クリックし、コンテキスト・メニューを開きます。コンテキスト・メニューで次ができます。

	
リンク・アセットの切取り


	
リンク・アセットのコピー


	
プロパティの編集


	
リンク・アセットの除去



	
注意:

「リンク・アセットの除去」オプションでは、リンクのテキストではなく、リンク機能が除去されます。リンク機能をリストアするには、下線および青い枠線が再表示されるまで、[Ctrl]を押しながら[Z]を押します。











	
参照元アセットを保存します。


	
CKEditorを拡張している場合は、「最大化」アイコンをクリックしてCKEditorを縮小し、アセット全体を表示します。


	
参照元アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。





	
参照元アセットをプレビューすることにより、リンクをテストします。

	
参照元アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。


	
ハイパーテキスト・リンクをクリックして、ターゲット・アセットを表示します。









9.3.1 2つのアセットを包含によりリンクするには

	
第9.2.1項「前提条件」のすべての前提条件が満たされていることを確認します。


	
参照元アセットを編集ビューで開きます。


	
ターゲット・アセットを含めます。

	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードに移動して開きます。

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
参照元アセットの該当フィールドで、ターゲット・アセットのプレビュー可能なコンテンツを含めるポイントにカーソルを配置します。

より快適に作業するために、CKEditorを最大化して作業領域を拡大できます。「最大化」アイコンをクリックします(図9-5を参照)。


図9-5 「最大化」アイコン

[image: 図9-5の説明が続きます]





	
CKEditorのツールバーで、「アセットを含む」アイコンをクリックします(図9-6を参照)。


図9-6 「アセットを含む」アイコン

[image: 図9-6の説明が続きます]





図9-7に示すように、「含まれるアセットの挿入」ダイアログ・ボックスが開きます。


図9-7 「含まれるアセットの挿入」ダイアログ・ボックス

[image: 図9-7の説明が続きます]





	
「ワーク」ツリーで、開かれた「ブックマーク」ノードに移動します。該当するアセットを選択して、「含まれるアセットの挿入」ダイアログ・ボックスのドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドにドラッグします。次に、アセットをフィールドにドロップします。

このダイアログ・ボックスには、ターゲット・アセットに割当て可能なレイアウト(テンプレート)が表示されます。


	
ターゲット・アセットに割り当てるレイアウト(テンプレート)を選択します。選択したレイアウト(テンプレート)により、参照元アセットの挿入ポイントでターゲット・アセットがレンダリングされます。


	
「テンプレート引数」セクションに「名前」メニューおよび「値」メニューが表示される場合は、それらを使用して、含まれるアセットのプロパティを設定できます。必要なパラメータを一度に1つずつ選択してから値を入力し、「追加」をクリックします。




	
注意:

「テンプレート引数」セクションは、含まれるアセットに割り当てられたテンプレートのパラメータを開発者が構成している場合にのみ有効になります。そうでない場合は、「テンプレート引数」セクションに、「テンプレート名前に引数が定義されていません」というメッセージが表示されます。










	
「OK」をクリックします。

ダイアログ・ボックスが閉じ、選択したレイアウト(テンプレート)によってターゲット・アセットのプレビュー可能なコンテンツが参照元アセット内にレンダリングされます。




	
注意:

含まれるアセットをクリックすると、そのすべてのコンテンツが選択されます。コンテンツの個々の部分は選択できません。コンテンツはターゲット・アセット(コンテンツのソース)でのみ編集可能です。

ターゲット・アセットが編集されると、参照元アセットに含まれるコンテンツは自動的に更新されます。ただしリアル・タイムに更新されません。更新を確認するには、参照元アセットを更新する必要があります。
















	
これで、含まれるアセットを次の要領で使用できます。

	
含まれるアセットを右クリックし、コンテキスト・メニューを開きます。コンテキスト・メニューで次ができます。

	
含まれるアセットの切取り


	
含まれるアセットのコピー


	
プロパティの編集


	
含まれるアセットの除去





	
含まれるアセットをサイズ変更するかそのプロパティを表示する場合は、含まれるアセットをダブルクリックします。アセットをダブルクリックすると、プロパティ・ウィンドウが開きます。プロパティ・ウィンドウでアセットのサイズと位置合せを調整できます。





	
参照元アセットを保存します。

	
CKEditorを拡張している場合は、「最大化」アイコンをクリックしてCKEditorを縮小し、アセット全体を表示します。


	
参照元アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。





	
参照元アセットのツールバーで「プレビュー」アイコンをクリックすることにより、含まれるアセットが適切にレンダリングされることを確認します。










9.4 イメージ・アセットによる2つのアセットのリンク

会社のロゴ(およびその他のイメージ)は、様々なタイプのコンテンツ(会社に関連するニュース、会社で提供されている製品やサービスなど)へのリンクとして頻繁に使用されています。WebCenter Sitesにより、あるアセットにイメージ・アセットを含めた後、そのイメージに別の(ターゲット)アセットに対するハイパーリンクを設定できます。イメージをクリックすると、ターゲット・アセットのプレビュー可能なコンテンツがレンダリングされます。




	
注意:

2つのアセットをリンクするためにイメージが使用されている場合、そのイメージはイメージ・アセットの一部であることが必要です。









この項には、イメージ・アセットを通じて2つのアセットをリンクするための前提条件となるステップおよび説明が含まれます。この項の以降に進む前に、(ナビゲーション・ペインの「ワーク」ツリーにある)「ブックマーク」ノードまたはイメージ・ピッカーからイメージを含めるかどうかを決定します。

	
CKEditorを使用した「ブックマーク」ノードからのイメージを通じたリンク

作業しているアセットのCKEditor対応フィールドで、ブックマークしたイメージ・アセットを含める場合があります。CKEditorツールバーから「アセットを含む」アイコンを使用してフィールドにイメージを含めます。「アセット・リンクの追加」アイコンを使用して、含まれるイメージを別のアセットにハイパーリンクします。


	
CKEditorを使用したイメージ・ピッカーからのイメージを通じたリンク

イメージ・ピッカーが有効ではないアセットで作業する場合があります。イメージ・ピッカーからイメージ・アセットを選択する場合は、CKEditorでイメージ・ピッカーを起動できます。CKEditorツールバーから、「含めるイメージの選択」を使用することにより、イメージ・ピッカーにアクセスし、フィールドに含めるイメージを選択できます。「アセット・リンクの追加」アイコンを使用して、含まれるイメージをターゲット・アセットにハイパーリンクします。



	
注意:

「含めるイメージの選択」アイコンは、サイトの開発者が有効にします。このアイコンが有効ではない場合、CKEditorツールバーにグレー表示されます。この場合は、イメージ・アセットを通じて2つのアセットをリンクする代替の方法について、管理者に問い合せるか、第9.4.2項「「ブックマーク」ノードからのイメージを通じたリンク」を参照してください。












9.4.1 前提条件

アセットをリンクする前に、リンクが可能であることを確認する必要があります。この項をチェックリストとして使用してください。(必要に応じて、アセットの編集、プレビューおよび作成を行う方法を理解していることが前提になります。基本的な手順は、様々なステップで提供されています。)



9.4.1.1 参加アセット

この手順では、次の3つのアセットが関与し、3つのアセットすべてが同じサイト上にあります。

	
参照元アセット(ここで、イメージ・アセットを含めてハイパーリンクします)


	
イメージ・アセット(参照元アセットに含めます)


	
ターゲット・アセット(イメージ・アセットのリンク先になります)








9.4.1.2 参照元アセット

	
リンクを配置したフィールドにCKEditorが参照元アセットにより表示されます。CKEditorが表示されることを確認する手順が必要な場合、次の手順を完了します。




	
注意:

新しい参照元アセットを作成する場合、この手順をアセットの作成ビューで開始できます。ただし、アセットを保存してから編集ビューで開くことをお薦めします(あるステップから別のステップに移ると既存のコンテキストが失われる危険性を回避するためです)。









	
参照元アセットを編集ビューで開きます。参照元アセットを検索する必要がある場合、次の手順を実行します。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットに移動して右クリックします。コンテキスト・メニューで「編集」を選択します。





	
イメージ・アセットを配置するフィールドに移動します。フィールドをクリックして、CKEditorが表示されることを確認します。



	
注意:

デフォルトでは、アセットの編集ビューが開くときにCKEditorは自動的に表示されません。フィールドをクリックして、CKEditorを表示します。CKEditorが表示されない場合、リンクはフィールドで対応していません。CKEditor対応フィールドについては、システム管理者に問い合せてください。











	
参照元アセットをパブリッシュする場合、イメージを配置するフィールドを含めて、アセットはプレビュー可能であることが必要です。(アセットの「テンプレート」フィールドに表示されたテンプレートのいずれかによって、参照元アセットをレンダリングできることを確認してください。)アセットをプレビューする手順は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。








9.4.1.3 イメージ・アセット

	
イメージ・アセットがプレビュー可能です。アセットの「テンプレート」フィールドに表示されるテンプレートのいずれかによって、イメージのみがレンダリングされることを確認してください。




	
注意:

その他のコンテンツ(テキストなど)のレンダリングにより、リンク・プロセスの干渉および破損が生じることがあります。










	
イメージ・ピッカーまたは(「ワーク」ツリーにある)「ブックマーク」ノードからのイメージを含めるかどうかを決定します。

	
「ブックマーク」ノードからのイメージを含めている場合。イメージ・アセットは、容易に含めることができます。リンク・プロセス中に容易に取得できるように、ナビゲーション・ペインの「ワーク」ツリーにある「ブックマーク」ノードにイメージ・アセットを配置します。

	
イメージ・アセットを見つけ、それを「ブックマーク」ノードに配置します。

「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

検索結果のリストで、目的のアセットに移動して右クリックします。コンテキスト・メニューで「ブックマーク」を選択します。


	
「ブックマーク」ノードにイメージ・アセットが表示されることを確認します。

ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。

「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードに移動して開きます。

イメージ・アセットは、「ブックマーク」ノードの下にあるアセットのリストに表示されます。








	
イメージ・ピッカーからのイメージを含めている場合。含めるイメージは、イメージ・ピッカーから使用可能です。(「含めるイメージの選択」アイコンのイメージ・ピッカーは開発者によって有効化されます。開発者はまた、複数のイメージ・ピッカーが存在する場合に、「含めるイメージの選択」アイコンが選択されたときにレンダリングされるイメージ・ピッカーを決定します。)








9.4.1.4 ターゲット・アセット

また、ターゲット・アセットはプレビュー可能であり、リンクで容易に使用できます。

	
ターゲット・アセットは、アセットの「テンプレート」フィールドに表示されたテンプレートのいずれかによってレンダリングできます。


	
(オプション)ターゲット・アセットは、リンク・プロセス中に容易に取得できるように、(「ワーク」ツリーの)「ブックマーク」ノードに配置されます。(「ブックマーク」ノードへのアセットの配置については、手順0を参照してください。)



	
注意:

多数のターゲット・アセットをソース・アセットにリンクする場合に、「ブックマーク」ノードにターゲット・アセットを配置する方法が最も効率的です。1つのターゲット・アセットのみをソース・アセットにリンクする場合、ソース・アセットの編集ビューで作業中にターゲット・アセットを検索できます。(多くのアセットをソース・アセットにリンクする場合、各ターゲット・アセットの個別の検索を実行する必要があります)。ターゲット・アセットを検索する場合、ソース・アセットの編集ビューの右側に検索結果がドッキングされて表示されます。アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。














9.4.1.5 次の手順

この時点で、アセットをリンクできます。イメージをどこから取得するかに応じて、次のいずれかの項に進みます。

	
第9.4.2項「「ブックマーク」ノードからのイメージを通じたリンク」


	
第9.4.3項「イメージ・ピッカーからのイメージを通じたリンク」










9.4.2 「ブックマーク」ノードからのイメージを通じたリンク

第9.4.1項「前提条件」のすべての前提条件が満たされていることを確認した場合、次のように続行します。


イメージ・アセットを参照元アセットに含めます。

	
参照元アセットを編集ビューで開きます。


	
イメージ・アセットを含めます。

	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードに移動して開きます。

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
参照元アセットの該当するフィールドで、イメージ・アセットをレンダリングするポイントにカーソルを配置します。

より快適に作業するために、CKEditorを最大化して作業領域を拡大できます。「最大化」アイコンをクリックします(図9-8を参照)。


図9-8 「最大化」アイコン

[image: 図9-8の説明が続きます]





	
CKEditorツールバーで、「アセットを含む」アイコンをクリックします(図9-9を参照)。


図9-9 「アセットを含む」アイコン

[image: 図9-9の説明が続きます]





図9-10に示すように、「含まれるアセットの挿入」ダイアログ・ボックスが開きます。


図9-10 「含まれるアセットの挿入」ダイアログ・ボックス

[image: 図9-10の説明が続きます]





	
「ワーク」ツリーで、開かれた「ブックマーク」ノードに移動します。該当するアセットを選択して、「含まれるアセットの挿入」ダイアログ・ボックスのドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドにドラッグします。次に、アセットをフィールドにドロップします。

このダイアログ・ボックスには、ターゲット・アセットに割当て可能なレイアウト(テンプレート)が表示されます。


	
含まれるアセットに割り当てるレイアウト(テンプレート)を選択します。選択したレイアウト(テンプレート)により、参照元アセットの挿入ポイントで含まれるアセットがレンダリングされます。


	
「テンプレート引数」セクションに「名前」メニューおよび「値」メニューが表示される場合は、それらを使用して、含まれるアセットのプロパティを設定できます。必要なパラメータを一度に1つずつ選択してから値を入力し、「追加」をクリックします。




	
注意:

「テンプレート引数」セクションは、含まれるアセットに割り当てられたテンプレートのパラメータを開発者が構成している場合にのみ有効になります。そうでない場合は、「テンプレート引数」セクションに、「テンプレート名前に引数が定義されていません」というメッセージが表示されます。










	
「OK」をクリックして、含まれるアセットを保存します。

ダイアログ・ボックスが閉じ、選択したレイアウト(テンプレート)によってイメージがフィールド内にレンダリングされます(図9-11を参照)。


図9-11 CKEditorフィールドにおける含まれるイメージ

[image: 図9-11の説明が続きます]











	
イメージについて気が変わった場合、またはその他の調整を行う場合は、リンクしたイメージを右クリックしてコンテキスト・メニューを開きます。コンテキスト・メニューで次ができます。

	
含まれるアセットの切取り


	
含まれるアセットのコピー


	
プロパティの編集


	
含まれるアセットの除去





	
含まれるイメージをサイズ変更するかそのプロパティを表示する場合は、含まれるイメージをダブルクリックします。イメージをダブルクリックすると、プロパティ・ウィンドウが開きます。プロパティ・ウィンドウでアセットのサイズと位置合せを調整できます。





イメージをターゲット・アセットにリンクします。

	
これで参照元アセットのフィールドでイメージがレンダリングされるので、イメージからターゲット・アセットへのハイパーリンクを作成します。

	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードに移動して開きます。

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
参照元アセットのフィールドで、先ほど挿入したイメージを選択します。


	
CKEditorのツールバーで、「アセット・リンクの追加」アイコンをクリックします(図9-12を参照)。


図9-12 「アセット・リンクの追加」アイコン

[image: 図9-12の説明が続きます]





図9-13に示すように、「埋込みリンクの挿入」ダイアログ・ボックスが開きます。


図9-13 「埋込みリンクの挿入」ダイアログ・ボックス

[image: 図9-13の説明が続きます]





	
「ワーク」ツリーで、開かれた「ブックマーク」ノードに移動します。該当するアセットを選択して、「埋込みリンクの挿入」ダイアログ・ボックスのドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドにドラッグします。次に、アセットをフィールドにドロップします。

このダイアログ・ボックスには、ターゲット・アセットに割当て可能なレイアウト(テンプレート)が表示されます。


	
ターゲット・アセットに割り当てるレイアウト(テンプレート)を選択します。ハイパーリンクをクリックすると、選択したレイアウト(テンプレート)によりターゲット・アセットがレンダリングされます。


	
「ラッパー」ドロップダウン・フィールドで、ターゲット・アセットをレンダリングするラッパーを選択します。


	
(オプション)「リンク・アンカー」フィールドで、セカンダリ・リンクを指定します。ターゲット・アセットへのプライマリ・リンクがなんらかの方法で機能しない場合、セカンダリ・リンクが代用されます。


	
含まれるイメージをターゲット・アセットにリンクしない場合は、含まれるイメージをテキストに置き換えることを選択できます。「リンク・テキスト」フィールドで、ハイパーリンクするテキストを入力します。イメージは、このフィールドに入力したテキストに置き換えられます。


	
「テンプレート引数」セクションに「名前」メニューおよび「値」メニューが表示される場合、ターゲット・アセットのプロパティを設定するために使用できます。必要なパラメータを一度に1つずつ選択してから値を入力し、「追加」をクリックします。




	
注意:

「テンプレート引数」セクションは、ターゲット・アセットに関連するテンプレートのパラメータを開発者が構成している場合にのみ有効になります。そうでない場合は、「テンプレート引数」セクションに、「テンプレート名前に引数が定義されていません」というメッセージが表示されます。










	
「適用」をクリックします。


	
「OK」をクリックして、リンクを保存します。

ダイアログ・ボックスが閉じ、フィールドに含めたイメージが青い枠線内にハイパーリンクとして表示されます。








	
この時点で、右クリックしてコンテキスト・メニューを開くことにより、リンクしたイメージを操作できます。コンテキスト・メニューで次ができます。

	
リンク・アセットの切取り


	
リンク・アセットのコピー


	
プロパティの編集


	
リンク・アセットの除去



	
注意:

「リンク・アセットの除去」オプションでは、含まれるイメージではなく、リンク機能が除去されます。リンク機能をリストアするには、青い枠線が再表示されるまで、[Ctrl]を押しながら[Z]を押します。










	
リンクされたイメージの前後にテキストを入力します。





	
参照元アセットを保存します。

	
CKEditorを拡張している場合は、「最大化」アイコンをクリックしてCKEditorを縮小し、アセット全体を表示します。


	
「保存」アイコンをクリックします。








リンクしたイメージをテストします。

参照元アセットがプレビュー可能である場合は、アセットのツールバーの「プレビュー」アイコンをクリックして、リンクしたイメージをプレビューおよびテストします。イメージをクリックして、ターゲット・アセットをレンダリングします。





9.4.3 イメージ・ピッカーからのイメージを通じたリンク

第9.4.1項「前提条件」のすべての前提条件が満たされていることを確認した場合、次のように続行します。


イメージ・アセットを参照元アセットに含めます。

	
参照元アセットを編集ビューで開きます。


	
イメージを含めます。

	
参照元アセットの該当フィールドで、イメージを含めるポイントにカーソルを配置します。

より快適に作業するために、CKEditorを最大化して作業領域を拡大できます。「最大化」アイコンをクリックします(図9-14を参照)。


図9-14 「最大化」アイコン

[image: 図9-14の説明が続きます]





	
CKEditorツールバーで、「含めるイメージの選択」アイコンをクリックします(図9-15を参照)。


図9-15 「含めるイメージの選択」アイコン

[image: 図9-15の説明が続きます]





次に示すように、イメージ・ピッカーおよび「含まれるアセットの挿入」ウィンドウが開きます。

	
図9-16に示すように、参照元アセットの編集ビューの右側にイメージ・ピッカーが開きます。


図9-16 アセットの右側にドッキングされたイメージ・ピッカー

[image: 図9-16の説明が続きます]





	
図9-17に示すように、「含まれるアセットの挿入」ポップアップ・ウィンドウが開きます。


図9-17 「含まれるアセットの挿入」ポップアップ・ウィンドウ

[image: 図9-17の説明が続きます]







	
イメージ・ピッカーに移動します(参照元アセットの「編集」ビューの右側にドッキングされています)。該当するイメージ・アセットを選択して、「含まれるアセットの挿入」ポップアップ・ウィンドウのドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドにドラッグします。次に、イメージ・アセットをフィールドにドロップします。

このウィンドウには、イメージ・アセットに割当て可能なレイアウト(テンプレート)が表示されます。


	
イメージ・アセットに割り当てるレイアウト(テンプレート)を選択します。選択したレイアウト(テンプレート)により、参照元アセットの挿入ポイントでイメージ・アセットがレンダリングされます。


	
「テンプレート引数」セクションに「名前」メニューおよび「値」メニューが表示される場合は、それらを使用して、含まれるイメージ・アセットのプロパティを設定できます。必要なパラメータを一度に1つずつ選択してから値を入力し、「追加」をクリックします。




	
注意:

「テンプレート引数」セクションは、イメージ・アセットに関連するテンプレートのパラメータを開発者が構成している場合にのみ有効になります。そうでない場合は、「テンプレート引数」セクションに、「テンプレート名前に引数が定義されていません」というメッセージが表示されます。










	
「OK」をクリックして、含まれるイメージ・アセットを保存します。

ポップアップ・ウィンドウが閉じ、選択したテンプレートによってイメージが参照元アセット内にレンダリングされます。








	
これで、含まれるイメージを次の要領で使用できます。

含まれるイメージを右クリックし、コンテキスト・メニューを開きます。コンテキスト・メニューで次ができます。

	
含まれるアセットの切取り


	
含まれるアセットのコピー


	
プロパティの編集


	
含まれるアセットの除去





	
含まれるイメージをサイズ変更するかそのプロパティを表示する場合は、含まれるイメージをダブルクリックします。イメージをダブルクリックすると、プロパティ・ウィンドウが開きます。プロパティ・ウィンドウでアセットのサイズと位置合せを調整できます。





イメージ・アセットをターゲット・アセットにリンクします。

	
これでフィールドでイメージがレンダリングされるので、イメージからターゲット・アセットへのハイパーリンクを作成します。

	
ナビゲーション・ペインで、「ワーク」バーを選択します。


	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードに移動して開きます。

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
参照元アセットのフィールドで、先ほど挿入したイメージを選択します。


	
CKEditorツールバーで、「アセット・リンクの追加」アイコンをクリックします(図9-18を参照)。


図9-18 「アセット・リンクの追加」アイコン

[image: 図9-18の説明が続きます]





図9-19に示すように、「埋込みリンクの挿入」ポップアップ・ウィンドウが開きます。


図9-19 「埋込みリンクの挿入」ポップアップ・ウィンドウ

[image: 図9-19の説明が続きます]





	
「ワーク」ツリーで、開かれた「ブックマーク」ノードに移動します。該当するアセットを選択して、「埋込みリンクの挿入」ウィンドウのドラッグ・アンド・ドロップ・フィールドにドラッグします。次に、アセットをフィールドにドロップします。

このウィンドウには、ターゲット・アセットに割当て可能なレイアウト(テンプレート)が表示されます。


	
ターゲット・アセットに割り当てるレイアウト(テンプレート)を選択します。ハイパーリンクされたイメージをクリックすると、選択したレイアウト(テンプレート)によりターゲット・アセットがレンダリングされます。


	
「ラッパー」ドロップダウン・メニューで、ターゲット・アセットをレンダリングするラッパーを選択します。


	
(オプション)「リンク・アンカー」フィールドで、セカンダリ・リンクを指定します。ターゲット・アセットへのプライマリ・リンクがなんらかの方法で機能しない場合、セカンダリ・リンクが代用されます。


	
「テンプレート引数」セクションに「名前」メニューおよび「値」メニューが表示される場合は、それらを使用して、ターゲット・アセットのプロパティを設定できます。必要なパラメータを一度に1つずつ選択してから値を入力し、「追加」をクリックします。




	
注意:

「テンプレート引数」セクションは、ターゲット・アセットに割り当てられたテンプレートのパラメータを開発者が構成している場合にのみ有効になります。そうでない場合は、「テンプレート引数」セクションに、「テンプレート名前に引数が定義されていません」というメッセージが表示されます。










	
「OK」をクリックして、リンクを保存します。








	
この時点で、リンクしたイメージは次のように操作できます。

	
リンクされたイメージを右クリックし、コンテキスト・メニューを開きます。コンテキスト・メニューで次ができます。

	
リンク・アセットの切取り


	
リンク・アセットのコピー


	
プロパティの編集


	
リンク・アセットの除去



	
注意:

「リンク・アセットの除去」オプションでは、含まれるイメージではなく、リンク機能が除去されます。リンク機能をリストアするには、青い枠線が再表示されるまで、[Ctrl]を押しながら[Z]を押します。











	
リンクされたイメージの前後にテキストを入力します。





	
参照元アセットを保存します。

	
CKEditorを拡張している場合は、「最大化」アイコンをクリックしてCKEditorを縮小し、アセット全体を表示します。


	
参照元アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。








リンクしたイメージをテストします。

参照元アセットがプレビュー可能である場合は、アセットのツールバーの「プレビュー」アイコンをクリックして、リンクしたイメージをプレビューおよびテストします。イメージをクリックして、ターゲット・アセットをレンダリングします。







9.5 URLへのアセットのリンク

CKEditorを使用すると、適切なWebサイトのURLへのハイパーテキスト・リンクを作成することにより、WebCenter SitesアセットをURLにリンクできます。URLへのリンクは、WebCenter Sitesデータベースの独自のフィールドには格納されません。リンクは、WebCenter SitesアセットのCKEditor対応フィールドで直接作成できますが、アセットとして管理できません。したがって、URLへのリンクを作成するユーザーが手動でURLを検証する必要があります。

この機能の使用可能な範囲は、CKEditorがカスタム・アセット・タイプに対して構成されているかどうかに応じて異なります。たとえば、avisportsサンプル・サイトに同梱されている記事アセット・タイプは、CKEditorで「本文」フィールドにおいて構成されています。したがって「本文」フィールドでは、前述のようにURLへのリンクを作成できます。この項の以降では、アセットをURLにリンクする方法について説明します。


URLへのリンクを作成するには

	
参照元アセット(ここで、URLを指定します)を見つけて、その編集ビューを開きます。参照元アセットを検索する必要がある場合、次の手順を実行します。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットに移動して右クリックします。コンテキスト・メニューで「編集」を選択します。




	
注意:

新しい参照元アセットを作成する場合、この手順をアセットの作成ビューで開始できます。ただし、アセットを保存してから編集ビューで開くことをお薦めします(あるステップから別のステップに移ると既存のコンテキストが失われる危険性を回避するためです)。













	
リンクを配置するフィールドに移動します。フィールドをクリックして、CKEditorが表示されることを確認します。



	
注意:

デフォルトでは、アセットの編集ビューが開くときにCKEditorは自動的に表示されません。フィールドをクリックして、CKEditorを表示します。CKEditorが表示されない場合、リンクはフィールドで対応していません。CKEditor対応フィールドについては、システム管理者に問い合せてください。








	
該当フィールドで、ハイパーリンクにするテキストを選択します。または、フィールドの任意の場所で新しいテキストを入力してから選択できます。

より快適に作業するために、CKEditorを最大化して作業領域を拡大できます。「最大化」アイコンをクリックします(図9-20を参照)。


図9-20 「最大化」アイコン

[image: 図9-20の説明が続きます]





	
CKEditorツールバーで、「リンク」アイコンをクリックします(図9-21を参照)。


図9-21 「リンク」アイコン

[image: 図9-21の説明が続きます]





図9-22に示すように、「リンク」ポップアップ・ウィンドウが開きます。


図9-22 「リンク」ポップアップ・ウィンドウ

[image: 図9-22の説明が続きます]





	
「リンク・タイプ」フィールドで、「URL」を選択します。


	
「URL」フィールドで、リンクするWebサイトのURLを入力します。


	
「OK」をクリックして、選択したテキストをリンクに変換します。

ポップアップ・ウィンドウが閉じ、図9-23に示すように、ハイパーリンクされたテキストが下線付きでフィールドに表示されます。


図9-23 CKEditorフィールドでのハイパーリンクされたテキスト

[image: 図9-23の説明が続きます]








	
リンクの調整を行う場合は、リンクを右クリックしてそのコンテキスト・メニューを開きます。コンテキスト・メニューで次ができます。

	
切取り


	
コピー


	
リンクの編集


	
リンク解除



	
注意:

「リンク解除」オプションでは、リンクのテキストではなく、リンク機能が除去されます。リンク機能をリストアするには、下線が再表示されるまで、[Ctrl]を押しながら[Z]を押します。











	
参照元アセットを保存します。

	
CKEditorを拡張している場合は、「最大化」アイコンをクリックしてCKEditorを縮小し、アセット全体を表示します。


	
参照元アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。





	
リンクを表示およびテストします。

	
参照元アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。


	
参照元アセットのプレビューで、リンクをクリックして対応するWebページをブラウザのウィンドウで開きます。














10 Webサイトのナビゲーションの作成

この章では、Contributorインタフェースの「サイト・ツリー」を使用してページの配置および配置取消しを行うことによる、Webサイトのナビゲーションの作成について説明します。




	
注意:

WebCenter Sitesでは、Webサイトのナビゲーションを作成する方法が複数提供されます。サイト・デザインによって、Webサイトのナビゲーションの作成方法が決まります。この項では、サイト・デザインが、WebCenter SitesのContributorインタフェース内にある「サイト・ツリー」を使用してWebサイトのナビゲーションを作成できるよう構成されていることを前提としています。Webサイトのナビゲーションがどのように作成されるかについては、サイトの開発者に確認してください。









この章は、次の項で構成されています。

	
第10.1項「Webサイトのナビゲーションの概要」


	
第10.2項「ページの配置および配置取消し」


	
第10.3項「既存ナビゲーションのコピーによるWebサイトのナビゲーションの作成」






10.1 Webサイトのナビゲーションの概要

Webサイトのナビゲーションを使用すると、訪問者はそのサイトの様々なセクション(ページや記事など)にアクセスできるようになります。Webサイトのナビゲーションは、Contributorインタフェースの「サイト・ツリー」でサイト・プランの下にあるページ・アセットの配置によって決定されます(図10-1を参照)。サイト・プランにはWebサイトのナビゲーションが反映されており、サイトにおけるページの階層を作成できます。これは、サイトのナビゲーションの構造が全体レベルから始まり、特定の項目に掘り下げられていくことを意味します。




	
注意:

複数のWebサイトで単一のCMサイトのコンテンツを利用できるため、その1つのCMサイトのコンテンツを使用するWebサイトに応じた数のサイト・プランが「サイト・ツリー」に表示されます。









たとえば、「サイト・ツリー」内のサイト・プランのすでに配置されたページの下にページを配置する場合、配置したページは、上にあるページのサブレベルになります。また、任意のサイト・プランの下に配置されたページをコピーして、別のサイト・プランの下に貼り付けることもできます。Webサイトにページをパブリッシュすると、サブレベルとして配置したページは、そのトップレベル・ページのナビゲーション・メニューからアクセスできます。図10-1は、「サイト・ツリー」のサイト・プランの下にあるページの配置とWebサイトのナビゲーションとの間にある動的な関係を示しています。


図10-1 サイト・ツリーとサイトのナビゲーションとの間の関係

[image: 図10-1の説明が続きます]








10.2 ページの配置および配置取消し

(管理者によって構成された)適切なロールを割り当てられた場合は、「サイト・ツリー」を使用して、サイト・プランの下にページを配置したり、ページの配置を取り消したりする(サイト・プランからページを削除する)ことができます。ページの配置および配置取消しを行うことによって、Webサイトのナビゲーションを編成することができます(図10-1を参照)。ツリーを通じて加えた変更は、次のパブリッシュ・セッションでサイト・プランによって表現されるWebサイトに適用されます。ページ・アセットの詳細は、『Oracle WebCenter Sites開発者ガイド』を参照するか、開発者に確認してください。




	
注意:

「サイト・ツリー」では、ページを順序付けられた階層内に配置することが求められます。この項の手順を実行する前に、Webサイトの構造を開発者に確認して理解し、サイト階層における各ページの位置を把握してください。









この項は、次の各項で構成されています。

	
第10.2.1項「ページの配置」


	
第10.2.2項「ページの配置取消し」






10.2.1 ページの配置

この項では、「サイト・ツリー」のサイト・プランの下にページ・アセットを配置する方法について説明します。サイト・プランの下にページを配置する方法は、次の2つの方法がサポートされています。

	
ページの最高位のサブレベルとして直接トップレベル・ページの下に配置します。


	
階層内の同じレベルに別のページとして配置します。選択したページは、(選択した場所に応じて)別のページの前または後に配置されます。




ページを配置した後、そのページを承認およびパブリッシュして、Webサイト上に表示する必要があります。


サイト・プランの下にページを配置するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「サイト・ツリー」バーをクリックします。

ペインに「サイト・ツリー」が表示されます。


	
「サイト・ツリー」で、目的のサイト・プランの横に表示されているプラス記号をクリックしてこのサイト・プランを開きます。図10-2は、avisportsサンプル・サイトの「サイト・ツリー」を示しています。


図10-2 avisportsサンプル・サイトのサイト・ツリー

[image: 図10-2の説明が続きます]





	
配置するページを見つけ、階層内でのターゲット位置を決定します。

	
目的のページを次のように見つけます。

	
すでに配置されたページを配置する場合は、そのページが配置されているサイト・プランに移動します。


	
未配置ページを配置する場合は、「未配置ページ」階層に移動して、目的のページを見つけます。





	
目的のサイト・プランに移動して、階層内におけるページのターゲット位置を決定します。





	
階層内のターゲット位置にページを配置します。次のいずれかを行います。

	
ページを別のページと同じレベルに配置するには。選択したページを別のページの名前の下または上にドラッグします。選択したページは、リスト内の別のページの前または後に配置されます。

たとえば、Running HomeページをHomeページと同じレベル(かつ前)に配置するには、図10-3に示すようにRunning HomeページをHomeページの名前の上にドラッグします。


図10-3 別のページ・アセットと同じレベルでのページ・アセットの配置

[image: 図10-3の説明が続きます]





	
ページを別のページの最高位のサブレベルとして配置するには、ページを下に配置する目的のページの名前上に、選択したページをドラッグします。

たとえば、RunningページをRunning Homeページの最高位の子として配置するには、図10-4に示すようにRunningページをRunning Homeの上にドラッグします。


図10-4 別のページ・アセットの最高位の子としてのページ・アセットの配置

[image: 図10-4の説明が続きます]







加えた変更を次のパブリッシュ・セッションでWebサイトに反映して更新するには、配置したページを承認する必要があります。








10.2.2 ページの配置取消し

この項では、ページ・アセットの配置を取り消す、つまりWebサイトからの削除対象としてマークする方法を説明します。ページの配置を取り消すと、そのページは次のパブリッシュ・セッションでWebサイトから削除されます。


ページの配置を取り消すには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「サイト・ツリー」バーをクリックします。

ペインに「サイト・ツリー」が表示されます。


	
「サイト・ツリー」で、各ノードの横にあるプラス記号をクリックして、サイト・プランと「未配置ページ」ノードを開きます。


	
目的のサイト・プランに移動して、配置を取り消すページを見つけます。


	
ページを「未配置ページ」ノード上にドラッグして、そのページの配置を取り消します。たとえば、Running Homeページの配置を取り消すには、図10-5に示すようにそのページを「未配置ページ」ノード上にドラッグします。


図10-5 ページ・アセットの配置の取消し

[image: 図10-5の説明が続きます]





ページを離すと、そのページが「未配置ページ」ノードの下に表示されます。配置を取り消したページにサブレベルが含まれる場合、図10-6に示すようにそのサブレベル・ページの配置も取り消されます。


図10-6 「未配置ページ」ノードの下に表示されたページ・アセット

[image: 図10-6の説明が続きます]





加えた変更を次のパブリッシュ・セッションでWebサイトに反映して更新するには、配置を取り消したページを承認する必要があります。










10.3 既存ナビゲーションのコピーによるWebサイトのナビゲーションの作成

「サイト・ツリー」に複数のサイト・プランがある場合は、サイト・プランの下に配置する新規コンテンツを作成するかわりに、任意のサイト・プランの下にあるナビゲーション(配置済ページ)をコピーしてそのナビゲーションを別のサイト・プランの下に貼り付けることができます。サイト・プランのナビゲーション全体か、またはそのナビゲーションのサブセットのいずれかをコピーすることができます。目的のサイト・プランの下にナビゲーションを貼り付けると、両方のサイト・プランに同じ配置済ページが表示されます。ただし、サイト・プランのコンテンツはそれぞれ個別に管理されます。一方のサイト・プランのコンテンツを変更したときに、その変更がもう一方のサイト・プランのコンテンツに適用されることはありません。


既存のWebサイトのナビゲーションをコピーしてWebサイトのナビゲーションを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインし、使用するサイトを選択してから、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「サイト・ツリー」バーをクリックします。

ペインに「サイト・ツリー」が表示されます。


	
「サイト・ツリー」で、サイト・プランの横に表示されているプラス記号をクリックして、ナビゲーション(配置済ページ)をコピーするサイト・プランを開きます。


	
開いたサイト・プランのツリーで、ナビゲーションのコピー元となる階層内の最高位のページを右クリックします。コンテキスト・メニューで、「サイト・ナビゲーションのコピー」を選択します。


図10-7 サイト・プランのサイト・ナビゲーション(配置済ページ)のコピー

[image: 図10-7の説明が続きます]





	
目的のサイト・プランの下にナビゲーションを貼り付けます。

	
コピーしたナビゲーションの貼付け先となるサイト・プランに移動し、その横にあるプラス記号をクリックしてそのサイト・プランの階層を開きます。


	
サイト・プラン・ノード(またはサイト・プラン・ノードの下にある配置済ページ)を右クリックして、「サイト・ナビゲーションの貼付け」を選択します。


図10-8 別のサイト・プラン・ノードの下へのサイト・プランのサイト・ナビゲーションの貼付け

[image: 図10-8の説明が続きます]





	
確認ダイアログ・ボックスで、「はい」をクリックします。


図10-9 サイト・ナビゲーションの貼付け: 確認ダイアログ・ボックス

[image: 図10-9の説明が続きます]





ページおよびそのすべてのサブレベル・ページが、サイト・プラン・ノードの下(またはサイト・プランのツリーにある配置済ページの下)に配置されます。たとえば、「デフォルト」サイト・プラン・ノードから「Home」ページをコピーして、「タッチ」サイト・プラン・ノードの下に直接貼り付けた場合は、「Home」ページとそのすべてのサブレベル・ページが「タッチ」サイト・プラン・ノードの下に貼り付けられます(図10-10を参照)。


図10-10 「タッチ」サイト・プランの下に貼り付けられた「デフォルト」サイト・プランのナビゲーション

[image: 図10-10の説明が続きます]








	
サイト・プランの下に貼り付けたページを編集します。手順については、第3.3項「フォーム・モードでのアセットの編集」、および第4.4項「Webモードでのアセットの編集」を参照してください。モバイル用サイト・プランのコンテンツを編集する場合は、第13.3項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットの編集」を参照してください。


	
サイト・プランのコンテンツに行った変更をプレビューします。手順については、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。モバイル・デバイスのコンテキストでコンテンツをプレビューする場合は、第13.4項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットのプレビュー」を参照してください。


	
サイト・プランを承認し、パブリッシュします。手順については、第14.2.2項「サイト・プランのパブリッシュの承認」を参照してください。











11 多言語アセットでの作業

この章では、ローカライズされたアセットおよび多言語アセット・セットでの作業方法を示します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第11.1項「概要」


	
第11.2項「アセットのロケール指定の設定または変更」


	
第11.3項「アセットの翻訳の作成」


	
第11.4項「アセットの使用可能な翻訳の確認」


	
第11.5項「多言語セットのマスター・アセットの変更」






11.1 概要

多くの場合、組織では、様々な地域に対応する1つ以上のローカライズされたWebサイトを管理しています。このようなサイトでは、対応する地域の1つ以上のローカル言語でコンテンツをホストします。その場合、1つのコンテンツを翻訳して複数の言語、つまりロケールを作成できます。

サイトで2つ以上のロケールが設定されている場合は、そのロケールによって有効になる言語にアセットを翻訳できます。あるアセットの1つ目の翻訳を作成すると、そのアセットおよび翻訳は多言語セットとなり、ソース・アセットは自動的にそのセットのマスター・アセットに指定されます。セットのマスターとして指定されたアセットは、セット内の別のアセットをマスターに指定しないかぎり、マスターのままになります。

その後の翻訳は、マスター・アセットまたは既存の翻訳のいずれかから作成できます。マスター・アセットとその翻訳は、多言語セットのメンバーであることを示すため、互いにリンクされます。各メンバーには、同じコンテンツが別々の言語で含まれます。セット内に翻訳が1つ以上存在する場合は、マスター・アセットを削除できません。マスター・アセットを削除するには、リンクされている翻訳をすべて削除する必要があります。

1つのアセットの翻訳は、使用可能な言語ごとに1つのみです。たとえば、あるアセットにフランス語(カナダ)の翻訳がある場合、同じ多言語セット内でフランス語(カナダ)の翻訳をもう1つ作成することはできません。

アセットの翻訳を作成するには、次の手順を実行する必要があります。

	
翻訳のターゲット言語を選択します。WebCenter Sitesで次の処理が行われます。

	
ソース・アセットのコピーを作成します。


	
選択に従ってコピーのターゲット言語を設定します。


	
コピーをマスター・アセットにリンクして、コピーをマスターの翻訳としてマークします。これがこのアセットの1つ目の翻訳である場合は、多言語セットが作成され、ソース・アセットはマスターに指定されます。





	
ソース・コンテンツを翻訳して、翻訳済のコンテンツを翻訳アセットに格納します。


	
(オプション)ソース・アセットに関連付けられているアセットを翻訳して、翻訳済バージョンをソース・アセットの翻訳に関連付けます。アセットの翻訳を作成するときの、アセットの関係の処理方法については、次の表を参照してください。



	
注意:

この章の手順を実行する前に、次の点に注意してください。

	
WebCenter Sitesのインタフェースにロケール関連の機能が含まれるのは、管理者が多言語をサポートするように設定しているサイトのみです。


	
英語以外の文字を使用する言語でコンテンツを処理する予定がある場合は、該当する文字での入力や表示が可能なようにマシンを構成する必要があります。




不明な点がある場合は、WebCenter Sites管理者に問い合せてください。









	関係のタイプ	動作
	
アセットのアソシエーション

	
アソシエーションを含むアセットの翻訳を作成すると、ソース・アセットに関連付けられているすべてのアセットが、翻訳とも自動的に関連付けられます。その後、関連付けられているアセットを翻訳し、翻訳済バージョンを翻訳済の親アセットに関連付けることができます。


	
静的リスト推奨

	
新しいロケールで静的リスト推奨を作成すると、新しい推奨アセットでは、ソース・アセットのメンバー・アセットが保持されます。その後、メンバー・アセットを翻訳し、翻訳済バージョンを新しい推奨アセットに配置して、古いコレクションから引き継いだメンバー・アセットを置き換えることができます。


	
アセット・タイプの属性

	
アセット・タイプの属性を使用したアソシエーションが含まれているアセットを翻訳すると、ソース・アセットに関連付けられているすべてのアセットが、翻訳とも自動的に関連付けられます。その後、関連付けられているアセットを翻訳し、翻訳済バージョンを翻訳済の親アセットに関連付けることができます。


	
埋込みリンク

	
埋込みリンクには影響はありません。埋込みリンクを含むアセットが翻訳された場合は、リンクされたコンテンツの対応する翻訳(存在する場合)をポイントするように、リンクを手動で更新する必要があります。










詳細は、第8.1項「アセットのアソシエーションでの作業」を参照してください。




	
注意:

ローカライズされたアセットを別のサイトと共有する場合は、このアセットに割り当てられているロケールをターゲット・サイトで有効にする必要があります。ロケールについて不明な点がある場合は、WebCenter Sites管理者に問い合せてください。













11.2 アセットのロケール指定の設定または変更

アセットの翻訳を作成する前に、アセットにロケール指定を割り当てる必要があります。(通常、ロケールの指定はアセットを作成するときに割り当てます。)

ロケール指定のないアセットの翻訳を作成する場合は、次の手順を実行してから、第11.3項「アセットの翻訳の作成」の手順5に進んでください。

必要に応じて、ロケール指定がすでに割り当てられているアセットの指定も変更できます。たとえば、管理者がアセットのロケールをさらに分割することにした場合(フランス語をカナダのフランス語とベルギーのフランス語に分割する場合など)は、新しいロケール指定を使用するようにアセットを更新できます。




	
注意:

割当てが可能なロケールは、WebCenter Sites管理者がサイト上で有効にしているもののみです。










アセットのロケール指定を設定または変更するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ロケール指定を設定または変更するアセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けた場合は、「ブックマーク」ノードからアセットを開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
アセットのロケール指定を設定または変更します。

	
アセットがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてフォーム・モードに切り替えます。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。


	
フォーム・セクション・セレクタで「メタデータ」をクリックして、フォームの「メタデータ」セクションに切り替えます。


	
「ロケール」ドロップダウン・メニューで、必要なロケールを選択します。





	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。

選択したロケールにアセットが割当てられます。


	
アセットを調査します。次のいずれかを実行します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブに、アセットの「調査」ビューが、フォーム・モードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
(オプション)次の手順でアセットの翻訳を作成する場合は、第11.3項「アセットの翻訳の作成」の手順5に進みます。








11.3 アセットの翻訳の作成




	
注意:

	
アセットの翻訳を作成する前に、アセットにロケール指定を割り当てておく必要があります。(アセットのロケールは、アセット・フォームの「メタデータ」セクションにリストされており、通常はアセットを作成するユーザーによって割り当てられます。)アセットにロケールが指定されていない場合は、第11.2項「アセットのロケール指定の設定または変更」の手順を実行してから、この説明の手順5に進んでください。


	
あるアセットの1つ目の翻訳を作成すると、ソース・アセットと翻訳で構成される多言語セットも自動的に作成されます。ソース・アセットは、自動的に、多言語セットのマスター・アセットに指定されます。













アセットの翻訳を作成するには


	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
翻訳を確認するアセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。

アセットの調査ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
アセットがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてフォーム・モードに切り替えます。


	
フォーム・セクション・セレクタで「メタデータ」をクリックして、フォームの「メタデータ」セクションに切り替えます。


	
翻訳のターゲット言語を設定します。「翻訳」フィールド(図11-1を参照)で、必要なロケールの「アクション」列にある「翻訳」リンクを選択します。


図11-1 アセットのフォームの「メタデータ」セクションの「翻訳」フィールド

[image: 図11-1の説明が続きます]







	
注意:

「翻訳」フィールドが表示されない場合は、ここで終了してください。アセットを翻訳する権限がないか、サイトで設定されているロケールが2つ未満です。ロケールまたは権限について不明な点がある場合は、WebCenter Sites管理者に問い合せてください。








新しいタブが開き、翻訳済アセットの「作成」ビューが表示されます。翻訳済アセットの名前は、(新規ロケール)アセット名_ランダムに生成された番号の翻訳としてタブに表示されます。

管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」ダイアログ・ボックスが表示されます(図11-2を参照)。


図11-2 「割当て先の選択」ダイアログ・ボックス

[image: 図11-2の説明が続きます]





必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
翻訳の「作成」ビューで、次の手順を実行します。

	
「名前」フィールドで、アセットのシステム生成名を、新しいアセットをソース・アセットの翻訳として一意に識別する名前に置き換えます。

アセットに名前を付ける際は、次の規則に注意してください。

	
名前には、1から64文字の英数字を使用する必要があります。


	
次の文字は使用できません。一重引用符(')、二重引用符(")、セミコロン(;)、コロン(:)、疑問符(?)、パーセント記号(%)、小なり記号(<)、大なり記号(>)。


	
名前には空白を含めることができますが、空白で始まる名前は指定できません。





	
次の手順でアセットを翻訳します。

作業内容を保存しながら進んでください。「保存」アイコンをクリックして、アセット処理の進行状況を保存します。「保存」アイコンをクリックすると、WebCenter Sitesでは、データベースに対して変更がコミットされ、アセットは作業を続行できるように「編集」ビューで開いたままになります。

不明なフィールドやフォーム・セクションがある場合は、開発者またはWebCenter Sites管理者に相談してください。

	
フィールドごとに、コピーしたコンテンツを適切な翻訳に置き換えます。フォーム内のフィールドへの入力の詳細は、第3.1.2項「フォーム・モードでの新規アセットの作成」の手順bを参照してください。


	
フォーム・セクション・セレクタで次のセクションを選択して、必要に応じて各フィールドに値を入力します。手順を繰り返して、すべての必須セクション(アスタリスクが付けられたセクション)に値を移入します。








	
次のいずれかを実行してアセットを保存します。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。




次の場合を除き、WebCenter Sitesでアセットがデータベースに保存されます。

	
1つ以上のセクションの1つ以上の必須フィールドが未入力


	
1つ以上のセクションに対する入力値または選択値が無効




いずれかの条件が満たされている場合、WebCenter Sitesでは、問題のフィールドを示すエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正してアセットを保存します。


	
アセットを調査します。次のいずれかを実行します。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「調査」を選択します。




タブにアセットの調査ビューがフォーム・モードで表示されます。アセットを調査する場合、そのコンテンツを変更することはできません。


	
(オプション)アセットがワークフローに事前に割り当てられていないときに、ワークフロー機能を使用する場合は、第16.4項「ワークフロー機能の使用方法」の説明に従って、アセットをワークフロー・プロセスに割り当てることができます。


	
(オプション)アセットをパブリッシュした場合の外観を確認したい場合は、プレビューできます。次の手順を実行します。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。


	
アセットにテンプレートが割り当てられていない場合は、「レイアウトの選択」ポップアップ・ウィンドウが開きます。目的のレイアウトを選択して、「適用」をクリックします。

アセットのプレビューがタブに表示されます。アセットのプレビュー方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


	
アセットのプレビューが完了したら、アセットのツールバーで「戻る」アイコンをクリックします。





	
翻訳アセットに関連付けられているアセットを確認して、関連付けられたアセットのうち、ターゲット言語に翻訳する必要のあるものを特定します。

	
フォームの「コンテンツ」セクションで、関連付けられたアセットが表示されているフィールドに移動します。


	
翻訳済アセットに関連付けられているアセットを確認して、翻訳が必要なものを特定します。

アセットの翻訳を作成すると、ソース・アセットに関連付けられているアセットが、翻訳アセットと自動的に関連付けられます。

関連付けられたアセットの性質によっては、翻訳して、翻訳済バージョンを、前述の手順で作成した翻訳アセットに関連付ける必要があります。たとえば、製品のイメージにはローカライズ・バージョンは必要ないものの、製品のデータ・シートは翻訳が必要な場合があります。

多言語アセットに関する、WebCenter Sitesでのアセット関係の処理方法については、第11.1項「概要」の表を参照してください。


	
(オプション)手順11bで、翻訳アセットに関連付けられている1つ以上のアセットを翻訳する必要があると判断した場合は、この手順を繰り返して翻訳が必要なアセットをそれぞれ翻訳してから、第8.1.2項「アセットの関連付け」の手順に従って、翻訳済バージョンを前述の手順で作成した翻訳アセットに関連付けます。











11.4 アセットの使用可能な翻訳の確認

あるアセットに関して、特定の言語の翻訳が存在するかどうかを確認するには、アセットを開いて、フォームの「メタデータ」セクションの「翻訳」フィールドを調べます。特定の言語の必要な翻訳が存在する場合は、「翻訳」フィールドで名前をクリックして開きます。


アセットの特定の翻訳が存在するかどうかを確認するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
翻訳を確認するアセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
アセットがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてフォーム・モードに切り替えます。


	
フォーム・セクション・セレクタで「メタデータ」をクリックして、フォームの「メタデータ」セクションに切り替えます。


	
「翻訳」フィールドの内容を確認します。特定の言語の翻訳が存在する場合は、翻訳アセットの名前がその言語の横に表示されます(図11-3を参照)。


図11-3 マスター・アセットと翻訳アセットを表示する「翻訳」フィールド

[image: 図11-3の説明が続きます]







	
注意:

「翻訳」フィールドの必要な言語の横に翻訳アセットの名前が表示されない場合、そのアセットは、該当する言語にまだ翻訳されていません。このアセットは、第11.3項「アセットの翻訳の作成」の手順に従って翻訳できます。








	
(オプション)アセットの特定の翻訳を開いて確認する場合は、「翻訳」フィールドで、必要な翻訳アセットの名前をクリックします。








11.5 多言語セットのマスター・アセットの変更

あるアセットの1つ目の翻訳を作成すると、ソース・アセットが、アセット自体とその翻訳から成る多言語アセット・セットのマスター・アセットになります。ソース・アセットの翻訳がさらに作成されると、多言語セットは拡大します。

セット内の別のメンバーをマスターに指定する必要がある場合(たとえば、多言語セットを別の言語のサイトにコピーする場合など)は、任意のメンバーの「調査」ビューから処理できます。

次の手順は、セットの現在のマスター・アセットの「調査」ビューから新しいマスター・アセットを設定する方法を示しています。


多言語セットのマスター・アセットを変更するには




	
注意:

次のことに注意してください。

	
多言語セットのマスター・アセットは、アセットをフォーム・モードで表示したときに、「メタデータ」セクションの「翻訳」フィールドに表示されます。


	
リビジョン追跡されている多言語セットの場合は、セットのすべてのメンバーを手動でチェックアウトしてから、セットのマスター・アセットを変更する必要があります。手順については、第15.2項「アセットのチェックアウト」を参照してください。












	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
翻訳を確認するアセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
アセットがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーの「モード」スイッチをクリックしてフォーム・モードに切り替えます。


	
フォーム・セクション・セレクタで「メタデータ」をクリックして、フォームの「メタデータ」セクションに切り替えます。


	
「翻訳」フィールドで、必要な翻訳アセットの「アクション」列にある「マスターの作成」リンクを選択します。

タブに、新しいマスター・アセットの「調査」ビューが、フォーム・モードで表示されます。











12 Contributorインタフェースでのウィジェットおよびガジェットの使用

CommunityおよびGadgetsのアプリケーションを使用する場合に、WebCenter Sites Contributorインタフェースからウィジェットとガジェットを直接デプロイできると便利です。この機能が追加されました。Community-GadgetsをWebCenter Sitesのインストール環境に統合すれば、使用しているサイトにCommunityおよびGadgetsのアプリケーションが割り当てられ、ウィジェットとガジェットに関連したアセット・タイプがこれらのサイトで有効になります。これにより、WebCenter Sites Contributorインタフェースで直接作業しながら、Webページにウィジェットとガジェットをデプロイできます。

この章は、次の項で構成されています。

	
第12.1項「WebCenter SitesへのCommunity-Gadgets統合の概要」


	
第12.2項「ウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス」


	
第12.3項「ウィジェットおよびガジェットのデプロイ」


	
第12.4項「デプロイされたコミュニティ・ウィジェットおよびログイン・バー・ウィジェットのカスタマイズ」






12.1 WebCenter SitesへのCommunity-Gadgets統合の概要

Community-GadgetsをWebCenter Sitesに統合すると、次のアセット・タイプが作成されます。

	
CGGadget – サイトのガジェット・カタログに登録されているガジェットすべてのアセット・タイプ。サイトのガジェット・カタログにガジェットが登録されていない場合は、タイプCGGadgetのアセットはContributorインタフェースに表示されません。サイト・ガジェット・カタログにガジェットを登録する手順は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。


	
CGWidget – 作業対象のサイトで使用できる、コミュニティ・ウィジェット、ログイン・バー・ウィジェットおよびガジェット・ダッシュボード・ウィジェットのアセット・タイプ。


	
CGPoll – 作業対象のサイトで使用できる、投票ウィジェットのアセット・タイプ。作業対象のサイトに投票が作成されていない場合は、タイプCGPollのアセットはContributorインタフェースに表示されません。投票を作成する手順については、第29.3項「新規投票の作成」を参照してください。




Contributorインタフェースでこれらのタイプのアセットを使用するには、次のことが必要です。

	
管理者がサイトに対してこれらのアセット・タイプを有効にする必要があります。


	
GeneralAdmin、SiteAdminおよびDesignerのうち、少なくとも1つのロールに割り当てられている必要があります。




Community-GadgetsをWebCenter Sitesに統合した場合、ContributorインタフェースでCommunityおよびGadgetsのアプリケーションの機能を完全には使用できません。ただし、次のことが可能です。

	
「コミュニティ-ガジェット」ツリー(ナビゲーション・ペイン内にある)からウィジェットおよびガジェットのアセットにアクセスする。


	
Contributorインタフェースの「検索」フィールドを使用して、タイプCGGadget、CGWidgetおよびCGPollのアセットを検索する。


	
タイプCGGadget、CGWidgetおよびCGPollのアセットを受け入れるスロットを指定して開発者がエンコードしたテンプレートがアセットに割り当てられている場合に、そのアセットにウィジェットとガジェットをデプロイする。


	
デプロイされたウィジェット・インスタンスを、アセットのWebモードの編集ビューから直接カスタマイズする。




ウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットにアクセスし、アセットをデプロイする手順については、この章の以降の説明を続けてお読みください。





12.2 ウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス

ウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットには、検索結果リストまたは「コミュニティ-ガジェット」ツリーからアクセスできます。この項では、WebCenter Sites Contributorインタフェースでウィジェット・アセットとガジェット・アセットにアクセスするための手順を説明します。




	
注意:

Contributorインタフェースでウィジェットとガジェットを操作するには、管理者がアセット・タイプCGGadget、CGWidgetおよびCGPollを有効にする必要があります。「コミュニティ-ガジェット」ツリーにウィジェットまたはガジェットのリストが表示されない場合は、管理者に問い合わせてください。









ウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットには、次の方法でアクセスできます。

	
第12.2.1項「「コミュニティ-ガジェット」ツリーからのウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス」


	
第12.2.2項「検索結果リストからのウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス」






12.2.1 「コミュニティ-ガジェット」ツリーからのウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス

Community-GadgetsがWebCenter Sitesに統合されていて、作業対象のサイトにCommunityおよびGadgetsアプリケーションが割り当てられていれば、WebCenter Sites Contributorインタフェースのナビゲーション・ペインに「コミュニティ-ガジェット」バーが表示されます(図12-1)。このバーをクリックすると、「コミュニティ-ガジェット」ツリー(図12-1)が表示され、サイトで使用可能なウィジェット(コミュニティ・ウィジェット、ログイン・バー・ウィジェット、投票ウィジェット、およびガジェット・ダッシュボード・ウィジェット)、およびサイトのガジェット・カタログに登録されているガジェットすべてのリストが示されます。


図12-1 「コミュニティ-ガジェット」ツリー

[image: 図12-1の説明が続きます]





「コミュニティ-ガジェット」ツリーからウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットにアクセスするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「コミュニティ-ガジェット」バーをクリックします。

ナビゲーション・ペインに、「コミュニティ-ガジェット」ツリー(図12-1)が表示されます。


	
次の手順で、「コミュニティ-ガジェット」ツリーのアセットを参照します。

	
ノードの横のプラス記号をクリックしてノードを開き、関連したウィジェット・アセットまたはガジェット・アセットを表示します。


	
ノードをダブルクリックして、「参照」タブを開きます。このタブには、ノードに関連したウィジェット・アセットまたはガジェット・アセットすべてのリストが表示されます。







	
注意:

ログイン・バー・ウィジェットとダッシュボード・ウィジェットは、それぞれ1つのみ存在します。このため、これらのノードには関連したウィジェット・アセットまたはガジェット・アセットは含まれません。










	
(オプション)「コミュニティ-ガジェット」ツリーをリフレッシュするには、ツリー内でいずれかの場所を右クリックしてコンテキスト・メニューを開き、「ペインのリフレッシュ」をクリックします。








12.2.2 検索結果リストからのウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス

この項では、Contributorインタフェースで「検索」フィールドを使用して、タイプCGGadget、CGWidgetおよびCGPollのアセットを検索する方法を説明します。


検索結果リストからウィジェット・アセットとガジェット・アセットにアクセスするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
「検索」フィールドで、目的のウィジェットまたはガジェットの検索条件を入力し、下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。

	
ウィジェット(コミュニティ・ウィジェット、ガジェット・ダッシュボード・ウィジェットまたはログイン・バー・ウィジェット)を検索する場合は、「CGWidgetの検索」を選択します。


	
ガジェットを検索する場合は、「CGGadgetの検索」を選択します。


	
投票ウィジェットを検索する場合は、「CGPollの検索」を選択します。







	
注意:

タイプCGWidget、CGGadgetまたはCGPollのアセットを検索する場合は、Contributorインタフェースですべてのアセット・タイプにまたがる検索を行うことはできません。検索結果には、これらのタイプのアセットは含まれません。










	
虫めがねボタンをクリックします。

	
どのアセットも操作していない場合は、「検索」タブに検索結果が表示されます。


	
アセットを現在操作している場合は、ワークスペースの右側に検索結果リストが自動的にドッキングされます。




アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。










12.3 ウィジェットおよびガジェットのデプロイ

この項では、Contributorインタフェースを使用して、ウィジェット・アセットとガジェット・アセットをWebサイトにデプロイする手順を説明します。


Webページにウィジェットおよびガジェットをデプロイするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ウィジェットまたはガジェットをデプロイする対象のアセットを開きます。(アセットを作成する必要がある場合は、第3.1項「フォーム・モードでのアセットの作成」を参照してください。)




	
注意:

開く(または作成する)アセットには、タイプCGGadget、CGWidgetまたはCGPollのいずれか(または複数)のアセットを受け入れるスロットを指定してエンコードされたテンプレートが割り当てられている必要があります。不明な点がある場合は、テンプレート開発者に問い合せてください。










	
デプロイするウィジェットまたはガジェット(あるいはその両方)を見つけます。

	
「コミュニティ-ガジェット」ツリーからアセットにアクセスする手順については、第12.2.1項「「コミュニティ-ガジェット」ツリーからのウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス」を参照してください。


	
ウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットを検索する手順については、第12.2.2項「検索結果リストからのウィジェット・アセットおよびガジェット・アセットへのアクセス」を参照してください。





	
ステップ2で開いたアセットに、目的のウィジェットまたはガジェットをデプロイします。

	
検索結果リストまたは「コミュニティ-ガジェット」ツリーで、ウィジェットまたはガジェットの名前をクリックして、目的のフィールド(フォーム・モード)またはスロット(Webモード)にドラッグします。

スロットがウィジェットおよびガジェットをサポートする場合は、そのスロットにウィジェットまたはガジェットをドラッグすると、スロットの周囲に緑色の破線の枠が表示されます。


	
マウス・ボタンを放すことにより、フィールド(またはスロット)にウィジェットまたはガジェットをドロップします。

図12-2は、コメント・ウィジェットをフィールドに表示するフォーム・モードのアセットを示しています。図12-3は、コメント・ウィジェットをスロットに表示するWebモードのアセットを示しています。


図12-2 フォーム・モードで表示されるアセットにデプロイされたコメント・ウィジェット

[image: 図12-2の説明が続きます]






図12-3 Webモードで表示されるアセットにデプロイされたコメント・ウィジェット

[image: 図12-3の説明が続きます]








	
アセットのツールバーの「保存」アイコンをクリックして、変更内容を保存します。


	
アセットを調査するには、アセットのツールバーで「調査」 アイコンをクリックします。

このタブでは、調査ビューにアセットが表示されます。アセットは調査ビューで修正できません。


	
デプロイされたウィジェット・インスタンスをカスタマイズする場合は、第12.4項「デプロイされたコミュニティ・ウィジェットおよびログイン・バー・ウィジェットのカスタマイズ」を参照してください。


	
ウィジェットまたはガジェットをデプロイしたアセットをパブリッシュします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』のパブリッシュに関する章を参照してください。








12.4 デプロイされたコミュニティ・ウィジェットおよびログイン・バー・ウィジェットのカスタマイズ

Webモードで作業すると、デプロイされたコミュニティ・ウィジェットとログイン・バー・ウィジェットの設定をContributorインタフェースで直接カスタマイズできます。ウィジェット・インスタンスがカスタマイズ可能ならば、ウィジェットを配置したスロットのスロット・ツールバーに「設定」アイコンが表示されます。「設定」アイコンをクリックすると、ポップアップが開き、ウィジェットのカスタム設定画面が表示されます。




	
注意:

デプロイしたウィジェット・インスタンスのカスタム設定画面には、そのウィジェット・インスタンスのみに適用されるカスタム・フィールドが表示されます。










デプロイされたコミュニティ・ウィジェットまたはログイン・バー・ウィジェットをカスタマイズするには

	
WebCenter Sitesにログインし、使用するサイトを選択してから、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
カスタマイズするウィジェットをデプロイした先のアセットを見つけて開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果リストで、カスタマイズするウィジェットをデプロイしたアセットの名前をクリックします。

タブが開き、アセットがフォーム・モードまたはWebモードで表示されます。





	
アセットがフォーム・モードで開く場合は、Webモードに切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。

タブにアセットがWebモードで再表示されます。


	
アセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。

タブに、アセットの編集ビューが、Webモードで表示されます。


	
デプロイされたウィジェットの設定を次のようにカスタマイズします。

	
設定をカスタマイズする対象のウィジェットを含むスロットまでナビゲートします。


	
スロットをクリックしてスロットのツールバーを開き、「編集」オプションをクリックします。

ウィジェットのカスタム設定ウィンドウが開きます(図12-4を参照)。


図12-4 「コメント設定」ウィンドウ

[image: 図12-4の説明が続きます]





	
ウィジェットのカスタム設定ウィンドウで、フィールドごとに必要な値を入力します。表示されるフィールドは、Communityインタフェースのウィジェットのデプロイメント画面に表示されるものと同じです。ウィジェットのデプロイメント画面のフィールドの詳細は、次に示す項を参照してください。

	
第25.4.3項「カスタム・ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第26.4.3項「カスタムのウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第27.4.2項「カスタムの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ」


	
第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」





	
「保存」をクリックします。




行った変更は、ウィジェットのこのインスタンスのみに適用されます。特定タイプのウィジェットについて、サイト規模で設定を変更する場合は(たとえば、コメント・ウィジェットのすべてのインスタンスについてサイト設定を変更する)、Communityインタフェースから変更を行う必要があります。手順については、第II部「Communityアプリケーションの使用」を参照してください。


	
アセットを保存して閉じます。メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存して閉じる」を選択します。











13 モバイル用Webサイトの作成

WebCenter Sites: Mobilityを使用して、モバイル・デバイス用のWebサイトを作成できます。この章では、モバイル用Webサイトのアセットとサイト・ナビゲーションを作成、コピーおよび編集する方法、および各種デバイスに対応するモバイル用Webサイトをプレビューおよび承認する方法について説明します。この章は、次の項で構成されています。

	
第13.1項「WebCenter Sites: Mobilityの概要」


	
第13.2項「モバイル用Webサイトの作成」


	
第13.3項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットの編集」


	
第13.4項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットのプレビュー」


	
第13.5項「モバイル用サイト・プランのパブリッシュの承認」






13.1 WebCenter Sites: Mobilityの概要

Mobilityを使用して、iPhone、iPad、Samsung Galaxy、Blackberryなどの各種モバイル・デバイスに対応するモバイル用Webサイトを作成できます。新しいモバイル用Webサイトの作成は、デスクトップ/ラップトップ・コンピュータ用のデフォルトWebサイトを作成する場合と同じ方法で行うことができます。作業量を減らしてサイト作成時間を短縮するために、WebCenter Sitesでは既存のWebサイトのアセットをモバイル用Webサイトにコピーすることもできます。サイトをパブリッシュするとモバイル・デバイスの画面にどのように表示されるか確認できるように、モバイル用Webサイトをプレビューできます。

たとえば、図13-1は、iPad 3GSモバイル・デバイス(デバイス・アセットによって表現される)の画面に表示された、avisportsサンプル・サイトの「Surfing」ページ・アセットのプレビューを示しています。これは、ページがパブリッシュされた場合に実際のiPad 3GSの画面に表示されるものと同様です。


図13-1 モバイル・デバイスの画面に表示される「Surfing」ページ・アセットのプレビュー

[image: 図13-1の説明が続きます]






13.1.1 Contributorインタフェースでのモバイル用Webサイトの表現

モバイル用Webサイトは、デスクトップ/ラップトップ・デバイスでの表示用のデフォルトWebサイトと同様に、WebCenter Sites Contributorインタフェースの「サイト・ツリー」内で、サイト・プラン・ノードによって表現されます。たとえば、図13-2はavisportsサンプル・サイト内の「サイト・ツリー」を示しています。


図13-2 avisportsサンプル・サイトのサイト・プランとナビゲーション

[image: 図13-2の説明が続きます]





図13-2の一番上には、デスクトップ・デバイスとラップトップ・デバイス用の「デフォルト」サイト・プラン・ノードがあります。これは、サイトの作成時にデフォルトで作成されます。その下には、「タッチ」および「非タッチ」という名前のモバイル用サイト・プランがあります。これらのノードは、管理者によって作成された後、デバイス・グループに割り当てられたものです。デバイス・グループは、タッチスクリーン電話のグループなど、類似した特徴を持つデバイスのグループです。

図13-2では、「タッチ」サイト・プラン・ノードはモバイル・タッチスクリーン・デバイス用のデバイス・グループに割り当てられています。「非タッチ」サイト・プラン・ノードは、QWERTYキーパッドを備えたモバイル・デバイス用のデバイス・グループに割り当てられています。それぞれのサイト・プラン・ノードの下には、サイト・ナビゲーションを表す一連の配置済ページがあります。管理者がサイト・プランを作成する一方、コントリビュータはページを配置します。配置済ページは、モバイル・デバイスのコンテキストで表示および編集できます。





13.1.2 モバイル用Webサイトを作成する方法

モバイル用Webサイトを作成するには、ページを配置することによって、モバイル・サイト・プラン・ノードの下にモバイル用サイト・プラン(サイト・ナビゲーション)を作成します。コンテンツ・アセットおよびページを新規に作成することも、既存のコンテンツ・アセットおよびページをコピーして編集することもできます。詳細は、第13.2項「モバイル用Webサイトの作成」を参照してください。





13.1.3 モバイル用Webサイトを編集する方法

デフォルトWebサイトの場合とまったく同様に、モバイル用Webサイトのページとコンテンツ・アセットをフォーム・モードとWebモードで編集できます。また、第13.3項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットの編集」で説明するように、ページとコンテンツ・アセットをモバイル・デバイスのコンテキストで編集するオプションもあります。





13.1.4 モバイル用Webサイトをプレビューする方法

第13.4項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットのプレビュー」で説明するように、単一のモバイル・デバイスまたは複数のモバイル・デバイス(同じデバイス・グループに関連付けられた)のコンテキストで、モバイル用Webサイトのページとコンテンツ・アセットをプレビューできます。

図13-3は、単一のモバイル・デバイス(デバイス・アセットによって表現される)に表示される「Surfing」ページのプレビューを示しています。図13-4は、複数のモバイル・デバイス(同じデバイス・グループに関連付けられた)に表示される「Surfing」ページのプレビューを示しています。


図13-3 単一のデバイスに表示されるページ・アセットのプレビュー

[image: 図13-3の説明が続きます]






図13-4 複数のデバイスに表示されるページ・アセットのプレビュー

[image: 図13-4の説明が続きます]








13.1.5 モバイル用Webサイトのパブリッシュを承認する方法

モバイル用Webサイトをパブリッシュ可能にするには、サイト・プラン(SitePlanアセット)、コンテンツ・アセット、配置済ページおよびデバイス・グループを承認する必要があります。デバイス・グループは相互に依存しているので、1つのデバイス・グループを承認する際には、依存するデバイス・グループをすべて承認する必要があります。管理システムにモバイル用Webサイトをパブリッシュする場合は、さらにそのモバイル用Webサイトに関連したすべてのデバイス・アセットを承認する必要があります。詳細は、第13.5項「モバイル用サイト・プランのパブリッシュの承認」を参照してください。







13.2 モバイル用Webサイトの作成

モバイル用Webサイトのナビゲーションの作成は、デスクトップ/ラップトップ・デバイスで表示するデフォルトWebサイトのナビゲーションの作成とほとんど同じです。まず、アセットとページを新規に作成するか、既存のアセットとページをコピーしてモバイル用Webサイトのために編集します。その後、目的のページをモバイル用サイト・プランの下に配置するか、いずれかのサイト・プランの下にあるナビゲーションをコピーして目的のモバイル用サイト・プランの下に貼り付けることによって、モバイル用Webサイトのナビゲーションを作成します。

次の項では、モバイル用Webサイトの作成について説明します。

	
第13.2.1項「モバイル用Webサイトのコンテンツの作成またはコピー」


	
第13.2.2項「モバイル用Webサイトのナビゲーションの作成またはコピー」






13.2.1 モバイル用Webサイトのコンテンツの作成またはコピー

モバイル用Webサイトのコンテンツを作成するには、次の方法を使用できます。

	
コンテンツ・アセットとページを新規に作成する。手順については、第3.1項「フォーム・モードでのアセットの作成」、および第4.2項「Webモードでのアセットの作成」を参照してください。


	
既存のコンテンツ・アセットとページをコピーし、作成するモバイル用Webサイト固有の要件に合うようにこれらのアセットを編集する。アセットのコピーの手順については、第3.1.3項「既存アセットのコピーによるアセットの作成」を参照してください。








13.2.2 モバイル用Webサイトのナビゲーションの作成またはコピー

モバイル用Webサイトのナビゲーションは、Contributorインタフェースの「サイト・ツリー」でサイト・プランの下にあるページ・アセットの配置によって決定されます「未配置ページ」ノードからモバイル用サイト・プランの下に目的のページを配置するか、いずれかのサイト・プランの下にあるナビゲーションをコピーしてモバイル用サイト・プランの下に貼り付けることができます。手順については、第10章「Webサイトのナビゲーションの作成」を参照してください。




	
注意:

WebCenter Sitesでは、Webサイトのナビゲーションを作成する方法が複数提供されます。サイト・デザインによって、Webサイトのナビゲーションの作成方法が決まります。この項では、サイト・デザインが、WebCenter SitesのContributorインタフェース内にある「サイト・ツリー」を使用してWebサイトのナビゲーションを作成できるよう構成されていることを前提としています。Webサイトのナビゲーションがどのように作成されるかについては、サイトの開発者に確認してください。















13.3 モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットの編集

モバイル・デバイスのコンテキストでアセットを編集する作業は、Webモードでアセットを編集する場合と同じですが、1つ異なる点として、編集するアセットはモバイル・デバイスを表現するデバイス・アセットに表示されます。モバイル・デバイスのコンテキストでアセットを編集する際には、コンテンツの編集、Webページ・レイアウトの変更、スロットのコンテンツ・レイアウトの変更およびアセットのアソシエーションの編集が可能です。




	
注意:

デフォルトWebサイトのアセットを編集する場合とまったく同じように、フォーム・モードおよびWebモードでモバイル用Webサイトのアセットを編集することもできます。手順については、第3.3項「フォーム・モードでのアセットの編集」、および第4.4項「Webモードでのアセットの編集」を参照してください。










モバイル・デバイスのコンテキストでアセットを編集するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
デバイス上で編集するアセットを見つけて開きます。編集するアセットのタイプに応じて、次のいずれかを行います。

	
(すべてのアセット) Contributorインタフェースの「検索」機能を使用します。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

アセットの検索の詳細と手順は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
検索結果のリストで、該当するアセットの名前を右クリックして、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。

タブが開いて、アセットの編集ビューがフォーム・モードまたはWebモードで表示されます。





	
(配置済ページ・アセットのみ)ナビゲーション・ペインの「サイト・ツリー」を使用します。

	
ナビゲーション・ペインで、「サイト・ツリー」バーをクリックします。

ナビゲーション・ペインに「サイト・ツリー」が表示されます。


	
「サイト・ツリー」内で、アセットを編集する対象のモバイル・デバイスのタイプに関連付けられたサイト・プランを開きます。


	
開いたサイト・プランで、目的のアセットを右クリックして、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。

タブが開き、サイト・プランに関連付けられたモバイル・デバイスのコンテキストで、ページ・アセットの編集ビューが表示されます。








	
アセットのコンテンツを編集する対象のデバイスを選択します。

	
アセットのツールバーで、「デバイスの表示/非表示」アイコンをクリックします。

アセットの右側にデバイス選択パネルが開きます(図13-5を参照)。


図13-5 アセットの右側に開いたデバイス選択パネル

[image: 図13-5の説明が続きます]





	
デバイス選択パネルで、アセットを編集する対象のデバイスを選択します。

選択したデバイスの画面に、アセットの編集ビューが表示されます。


図13-6 モバイル・デバイスの画面に表示されたアセット

[image: 図13-6の説明が続きます]





この時点で、デフォルトWebサイトのアセットの場合と同様にアセットを編集できます。





	
次のようにアセットを編集します。

	
アセットの編集ビューの様々な領域をポイントし、変更可能なコンテンツを組み入れる領域を決定します。ドラッグ・アンド・ドロップ機能およびその他のコンテンツ管理アクションをサポートする領域は、それらをポイントしたときに強調表示されます。




	
注意:

表示される編集可能領域のタイプ、およびモバイル・デバイスのコンテキストでアセットを編集する際にそれらの領域がどのように表示されるかは、開発者がどのようにアセットのWebページ・レイアウト(テンプレート)をコーディングしたかによって決まります。Webページ・レイアウトについては、第4.4.2項「Webページ・レイアウトの変更」を参照してください。










図13-7 デバイス上に表示されたアセット – コンテンツを受け入れる領域

[image: 図13-7の説明が続きます]



作業できる各種の編集可能領域フィールドの詳細は、第4.2.3項「Webモードでの新規アセットの作成」の手順7を参照してください。


	
アセットのコンテンツを編集します。このためには、テキスト領域内をクリックして、シンプル・テキスト・フィールド、またはWYSIWYG対応のテキスト・フィールドのどちらかを表示します。その後、フィールドに表示されたコンテンツを変更します。WYSIWYG対応のフィールドの詳細は、第3.5.1項「CKEditorの使用」を参照してください。


	
アセットのWebページ・レイアウトを変更します。手順については、第4.4.2項「Webページ・レイアウトの変更」の手順5を参照してください。


	
スロットのコンテンツ・レイアウトを変更します。手順については、第4.4.4.2項「関連付けられたアセットのコンテンツの編集」の手順5を参照してください。


	
アセットのアソシエーションを編集します。

	
関連付けられたアセットを追加または置換します。手順については、第4.4.4.1項「アソシエーションの追加または置換」の手順4から6を参照してください。


	
関連付けられたアセットのコンテンツを編集します。手順については、第4.4.4.2項「関連付けられたアセットのコンテンツの編集」の手順5から6を参照してください。


	
スロットからアセットを削除します。手順については、第4.4.4.3項「アソシエーションの削除」の手順5から6を参照してください。


	
複数値スロットに表示されるアセットの配置を変更します。手順については、第4.4.4.4項「複数値スロット内に表示されるコンテンツの位置の変更」の手順5から9を参照してください。








	
変更内容を保存します。次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。





	
アセットを調査します。次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「調査」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「調査」を選択します。





	
モバイル・デバイスのコンテキストでアセットをプレビューします。手順については、第13.4項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットのプレビュー」を参照してください。








13.4 モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットのプレビュー

モバイル・デバイスのコンテキストでアセットをプレビューする操作は、デスクトップ/ラップトップ・デバイスでのアセットの表示をプレビューする操作とほとんど同じですが、1つ異なる点があります。アセットのプレビューは、単一のデバイス・アセットに表示されるか、実際のモバイル・デバイスを表現する複数のデバイス・アセットに表示されます。また、デバイスを回転してアセットのプレビューをランドスケープ・モードで表示したり、アセットのプレビューを拡大縮小したりできます。

デフォルトWebサイトのアセットの場合と同じ方法で、モバイル・デバイス上でプレビューするアセットにアクセスできます。唯一の違いは、「サイト・ツリー」を使用してモバイル用サイト・プランの下のページ・アセットにアクセスすると、そのサイト・プランに関連付けられたモバイル・デバイスにページが自動的に表示されることです。アセットのプレビューにアクセスする方法の詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。


モバイル・デバイスのコンテキストでアセットをプレビューするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
モバイル・デバイス上でプレビューするアセットにアクセスします。手順については、第13.3項「モバイル・デバイスのコンテキストでのアセットの編集」の手順2を参照してください。


	
目的のモバイル・デバイス上でアセットをプレビューします。

	
アセットのツールバーで、「プレビュー」アイコンをクリックします。

アセットのプレビューが表示されます。


	
アセットのツールバーで、「デバイスの表示/非表示」アイコンをクリックします。

アセットの右側にデバイス選択パネルが開きます(図13-8を参照)。


図13-8 アセットの右側に表示されるデバイス・パネル

[image: 図13-8の説明が続きます]





	
デバイス選択パネルで、アセットをプレビューする対象のデバイスまでナビゲートしてデバイスを選択します。




	
注意:

「検索」機能、または「コンテンツ・ツリー」を使用してアセットにアクセスした場合は、システム上で使用可能なすべてのデバイス・グループに含まれるデバイスのリストがパネルに表示されます。「サイト・ツリー」からページ・アセットにアクセスした場合は、そのページが配置されているサイト・プランに関連付けられたデバイスのみがパネルに表示されます。









アセットのプレビューが、選択したデバイスのコンテキストで表示されます。


図13-9 選択したデバイス上に表示されるアセットのプレビュー

[image: 図13-9の説明が続きます]





	
(オプション)「デバイスの表示/非表示」アイコンをクリックして、デバイス選択パネルを閉じます。





	
プレビューを回転するには、「回転」をクリックします。

アセットのプレビューが、ランドスケープ・モードでモバイル・デバイスに表示されます。


図13-10 デバイスにランドスケープ・モードで表示されるアセットのプレビュー

[image: 図13-10の説明が続きます]





	
様々なサイズでアセットをプレビューするには、「スケール」ツールを使用してアセットのプレビューを拡大縮小します。


図13-11 「スケール」ツール

[image: 図13-11の説明が続きます]





	
別のモバイル・デバイスの画面でアセットがどのように表示されるかプレビューするには

	
デバイス選択パネルが表示されていない場合は、「デバイスの表示/非表示」アイコンをクリックしてパネルを開きます。

デバイス選択パネルがアセットの右側に表示されます。


	
デバイス選択パネルで、目的のモバイル・デバイスを選択します。

選択したモバイル・デバイスの画面に、アセットのプレビューが表示されます。





	
新しいウィンドウでアセットをプレビューするには、「表示」→「新しいウィンドウでプレビュー」を選択します。

新しいブラウザ・ウィンドウが開き、デバイス・アセットに対して構成された正確なピクセル比でアセットのプレビューが表示されます。たとえば、Samsung Galaxy S3デバイス・アセットは720x1280のピクセル比で構成されています。このため、ブラウザ・ウィンドウでのアセットのプレビューは、これと正確に同じピクセル比で表示されます。


図13-12 新しいブラウザ・ウィンドウに表示されるアセットのプレビュー

[image: 図13-12の説明が続きます]





	
複数のデバイス上でアセットをプレビューするには

	
次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「マルチデバイス・プレビュー」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「表示」→「マルチデバイス・プレビュー」を選択します。




タブに「マルチデバイス・プレビュー」画面が表示されます。


図13-13 すべてのiPhoneデバイスのコンテキストで表示されるアセットのプレビュー

[image: 図13-13の説明が続きます]





表示されるデバイスは、同じデバイス・グループ(この例では、iPhonesデバイス・グループ)に属するものです。単一のデバイス上でアセットのプレビューを最初に行った場合は、その単一のデバイスと同じデバイス・グループに属するデバイスすべてのコンテキストで、「マルチデバイス・プレビュー」画面にアセットのプレビューが表示されます。


	
別のデバイス・グループのデバイス上でアセットをプレビューします。「デバイス・グループ」ドロップダウン・フィールドで、下矢印アイコンをクリックして、目的のデバイス・グループを選択します。


図13-14 「デバイス・グループ」フィールド

[image: 図13-14の説明が続きます]





「マルチデバイス・プレビュー」画面に、選択したデバイス・グループに関連付けられたデバイスが表示されます。この例では、「Android Phones」デバイス・グループを選択しました(図13-15を参照)。


図13-15 すべてのAndroid電話デバイスのコンテキストで表示されるアセットのプレビュー

[image: 図13-15の説明が続きます]










将来の特定の日付にWebサイトに表示されるアセットのプレビュー、異なるページ・レイアウトでのアセットのプレビュー、セグメントを使用するアセットのプレビューなど、アセットのプレビューの詳細は、第7章「アセットのプレビュー」を参照してください。





13.5 モバイル用サイト・プランのパブリッシュの承認

モバイル用サイト・プランのパブリッシュの承認は、デフォルトWebサイトのサイト・プランの承認と同じです。モバイル用Webサイトをパブリッシュする前に、SitePlanアセットのパブリッシュを承認する必要があり、それとともにアセットの配置済ページ(サイト・ナビゲーション)および関連したコンテンツ・アセットの承認も必要です。モバイル用Webサイトを承認するには、システム上のデバイス・グループすべての承認も必要です。デバイス・グループは相互に依存しているので、1つのデバイス・グループを承認する際には、依存するデバイス・グループをすべて承認する必要があります。管理システムへのパブリッシュのためにモバイル用サイト・プランを承認する場合は、そのモバイル用サイト・プランに関連したデバイス・アセットも承認する必要があります。モバイル用サイト・プランの承認手順については、第14.2.2項「サイト・プランのパブリッシュの承認」を参照してください。








14 パブリッシュの承認

WebCenter Sitesを使用する目的は、Webサイトにコンテンツをパブリッシュし、サイト訪問者がそのコンテンツを読み取ったり、対話したりできるようにすることです。アセットは、パブリッシュする前に、パブリッシュに向けて承認する必要があります。

この章では、アセットのパブリッシュを承認するための手順について説明します。この章は、次の項で構成されています。

	
第14.1項「概要」


	
第14.2項「承認タスク」






14.1 概要

アセットは、パブリッシュする前に、パブリッシュに向けて承認する必要があります。承認が必要となっているのは、依存アセットのパブリッシュ準備が整う前にアセットがパブリッシュされないようにするためです。これにより、配信システムでのリンク切れが防止されます。アセットの承認は、管理者によってサイトに設定されている1つ以上の宛先に対して実行します。複数の宛先に対応して、複数のパブリッシュ方法を使用できるようになっています。(各種の宛先と使用可能なパブリッシュ方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照。)

アセット承認は、手動または自動で実行できます。アセットのツールバーの「承認」アイコンをクリックすることにより、コンテンツ・アセットとページ・アセットを手動で承認できます。検索結果リストから直接、これらのタイプのアセットを手動で承認することもできます。フォーム・モードを使用すると、プライマリ・アセット(操作中のアセット)を承認できます。Webモードでは、プライマリ・アセットと、プライマリ・アセットのWebページ・ビューに表示されるすべてのアセットを承認できます。承認しているアセットの中に、承認を必要とする依存アセットを持つものがある場合は、依存アセットのリストが表示され、一括承認できるようになっています。さらに、サイト・ツリーからサイト・プランとナビゲーション・ページ(ページ・アセット)を手動で承認することもできます。

アセットは、自動承認することもできます。たとえば、管理者は、ワークフロー内のアセットを最終ステップで自動承認し、1つ以上の宛先にパブリッシュするようなワークフロー・プロセスを構成できます。



14.1.1 依存性


依存性は、アセットをパブリッシュできるかどうかを決定する条件です。アセット間になんらかのアソシエーション(関連付け)がある場合、そこにはアセットの依存性が存在します。たとえば、"製品"アセットが"データシート"アセットとアソシエーションを持っているとします。"データシート"アセットは、3つの"イメージ"アセットとアソシエーションを持っています。これらのイメージのうちの2つは、"記事"アセットとアソシエーションを持っています。これらすべてのアセット間の親子の依存性は、このようなツリー階層によって形成されます。

アセットの承認ステータスは、アセットを安全にパブリッシュできるかどうか、つまり、どこにも依存性の矛盾が存在しないかどうかを示しています。アセットの承認ステータスは、そのアセットの依存関係(特定のアセットと関連付けられたすべてのアセットの承認ステータスを含む)と、そのような関連アセットの依存関係によって決定されます。




	
注意:

承認プロセス中に、サイト・プランに依存アセットは存在しません。









承認時およびパブリッシュ時にWebCenter Sitesがアセットの依存性を計算する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』のパブリッシュに関する章を参照してください。





14.1.2 承認状態


アセット間に依存性があること、および依存性の本質にも起因して、アセットの承認には承認状態の概念が関係します。たとえば、「保留」は、アセットのパブリッシュが承認されたが、その依存アセットが未承認である場合の承認状態です。このような場合、そのアセットは、依存アセットが承認されるまでパブリッシュされません。

次の表に、アセットに対して設定されうるすべての承認状態と、各状態の意味を示します。


	状態	意味
	
承認済

	
(情報)アセットは、そのアセットまたは依存アセットのいずれか(Exact依存関係)が編集されている場合を除き、この宛先に対する次回のパブリッシュ・セッションでパブリッシュされます。


	
保留

	
(アクションが必要)アセットは、依存アセットが承認されるまで保留されます。


	
承認が必要

	
(アクションが必要)アセットを承認する必要があります。「承認」をクリックして、承認プロセスを開始します。








アセットがパブリッシュできない承認状態になった場合は、承認を必要とする依存アセットのリストが表示されます。すべてのアセットが承認されると、パブリッシュできるようになります。

WebCenter Sitesで使用されている承認とパブリッシュのメカニズムの詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。







14.2 承認タスク

この項では、アセットに対して実行できる次の承認タスクについて説明します。

	
第14.2.1項「アセットのパブリッシュの承認」


	
第14.2.2項「サイト・プランのパブリッシュの承認」


	
第14.2.3項「アセットの承認ステータスの確認」


	
第14.2.4項「パブリッシュ・キューからのアセットの除去」






14.2.1 アセットのパブリッシュの承認

次の手順は、コンテンツ・アセットとページ・アセットのパブリッシュを手動で承認する方法を説明しています。アセットのパブリッシュを承認する前に、まずアセットをプレビューする必要があります。


アセットのパブリッシュを承認するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
パブリッシュを承認するアセットを見つけて開きます。

現在アセットが割り当てられている場合は、次の手順を実行します。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。

ダッシュボードの「割当て」セクションに、ユーザーに割り当てられているすべてのアセットが表示されます。


	
アセットのリストで、承認するアセットの名前をクリックします。

タブが開き、アセットの調査ビューが表示されます。




現在アセットが割り当てられていない場合は、次の手順を実行します。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。


	
検索結果リストで、次のいずれかを実行します。

	
承認する前にアセットを調査する場合は、目的のアセットに移動して、アセット名をクリックします。

タブが開き、そのアセットの調査ビューが表示されます(フォーム・モードまたはWebモード)。


	
検索結果リストからアセットを承認する場合は、承認するアセットを選択([Ctrl]を押しながらクリック)します。








	
目的となる、アセットのパブリッシュ先を選択します。次のいずれかを行います。

	
アセットまたは検索のタブのツールバーで、「承認」アイコンをクリックします。アイコンの下に表示されるメニューで、目的のパブリッシュの宛先を選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「承認」を選択し、目的のパブリッシュ先を選択します。



	
注意:

	
アセットは、一度に1つの宛先に対してのみ承認できます。アセットを追加の宛先に対して承認する場合は、この手順を繰り返してください。


	
コンテンツが、システムからどこに(宛先)、どのようにパブリッシュされるか(パブリッシュ方法)については、管理者に問い合せてください。













次のいずれかが行われます。

	
フォーム・モードで表示されているアセットを承認する場合や、検索結果リストからアセットを承認する場合は、選択した宛先に対する承認対象として選択したアセットの詳細を記載した表が、タブに表示されます(図14-1を参照)。


図14-1 プライマリ・アセットのパブリッシュの詳細を表示する承認表

[image: 図14-1の説明が続きます]





	
Webモードで表示されているアセットを承認する場合は、選択した宛先に対するプライマリ・アセットの詳細と、プライマリ・アセットのWebページ・ビューに表示されるすべてのアセットの詳細を記載した表が、タブに表示されます(図14-2を参照)。


図14-2 プライマリ・アセットのWebページ・ビューに表示されるすべてのアセットを示す承認表

[image: 図14-2の説明が続きます]







次に示す手順に進み、目的のアセット(およびその依存性)を承認します。この時点でどのアセットも承認しない場合は、「戻る」をクリックします。


	
表の中で、承認するアセットを選択します。

	
すべてのアセットを選択するには、「すべて選択」をクリックします。


	
一部のアセットのみを選択するには、[Ctrl]キーを押しながら各アセットの行をクリックします。





	
選択したアセットを承認します。次のいずれかを実行します。

	
「依存性による承認」をクリックします。

承認が正常に行われると、アセットとその依存性すべてを、選択した宛先にパブリッシュすることが承認され、アセットのステータスは「承認済」に変更されます。


	
「承認」をクリックします。




次のいずれかが行われます。

	
アセットに依存性がない場合、アセットのステータスは「承認が必要」から「承認済」に変更されます。


	
アセットにパブリッシュを妨げている依存性がある場合は、アセットのステータス(表の「ステータス」列内)が「保留」に変化し、依存アセットの数が「詳細」列に表示されます。依存アセットを承認するには、手順6に進みます。





	
アセットの依存性によってパブリッシュができない場合は、次の手順を実行します。

	
「詳細」列の「n ブロッキング・アセット」リンクをクリックして、依存アセットのリストを表示します(図14-3を参照)。


図14-3 承認表の下に示される依存性

[image: 図14-3の説明が続きます]





	
依存アセットのリストの上にある「すべて選択」をクリックして、リスト内のすべてのアセットを選択します。次に「承認」をクリックします。

WebCenter Sitesにより、依存アセットが承認され、その依存性が計算されます。依存アセットの中に、そのアセット固有の依存性を持っているものがある場合は、その依存アセットの依存性が表示されます。再度「すべて選択」をクリックして、「承認」をクリックします。すべてのアセットのすべての依存性が承認されるまで、この処理を続行します。




すべての依存性が承認されると、「保留」アセットのステータスは「承認済」に変更されます。これで、アセットとその依存性を、選択した宛先にパブリッシュすることが承認されました。


	
(オプション)アセットを承認した宛先に関して管理者がパブリッシュ・イベントを構成している場合は、次のように、「宛先のイベント・パブリッシュ予定」リンクが表示されます(図14-4を参照)。


図14-4 「宛先のイベント・パブリッシュ予定」リンク

[image: 図14-4の説明が続きます]





このリンクをポイントすると、選択した宛先のパブリッシュ・イベント・スケジュールのサマリーが表示されます。パブリッシュ・セッションの詳細は、『Oracle WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。








14.2.2 サイト・プランのパブリッシュの承認

WebCenter Sitesを使用して、サイト・プラン(SitePlanアセット)、サイト・プランの下に配置されたページ、デバイス・グループ、およびデバイス・アセットを、サイト・ツリーから直接承認できます。SitePlanアセットの承認は、他のアセットには依存しません。ただし、サイトをパブリッシュ可能にするには、WebCenter Sitesシステム上にあるすべてのデバイス・グループに加え、サイト・プランの下に配置されたページ・アセット、およびこれらのページに関連したコンテンツ・アセットを承認する必要があります。管理システムへのパブリッシュのためにサイト・プランを承認する場合は、そのサイト・プランに関連したデバイス・アセットもすべて承認する必要があります。




	
注意:

サイト・プラン、デバイス・グループおよびデバイス・アセットの詳細は、第13章「モバイル用Webサイトの作成」および『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。










サイト・プランのパブリッシュを承認するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「サイト・ツリー」バーをクリックします。

ナビゲーション・ペインにサイト・ツリーが表示されます(図14-5を参照)。


図14-5 サイト・ツリー

[image: 図14-5の説明が続きます]





	
サイト・ツリー内で、承認する対象のサイト・プランまたはページを右クリックします。配置済ページを承認する場合は、ページを配置する先のサイト・プランの隣にあるプラス記号をクリックして、サイト・プランを開きます。


	
コンテキスト・メニューで、「承認」を選択し、目的のパブリッシュの宛先を選択します。

図14-6に示すようなコンテキスト・メニューが開きます。


図14-6 サイト・プランのコンテキスト・メニュー

[image: 図14-6の説明が続きます]





タブが開き、選択した宛先に対して承認する対象として選択したサイト・プランまたは配置済ページのパブリッシュの詳細を示す表が表示されます(図14-7を参照)。




	
注意:

SitePlanアセットを承認する場合は、次のアセットが承認表に表示されます。

	
承認する対象として選択したサイト・プランを表すサイト・プラン・アセット。


	
WebCenter Sitesシステム上にあるすべてのデバイス・グループ。

承認するサイト・プランに関連したデバイス・アセット。


	
承認する対象として選択したサイト・プランの下に配置されたページ・アセット。


	
サイト・プランの配置済ページに関連したコンテンツ・アセット。




配置済ページを承認する場合は、そのページ・アセットのみが承認表に表示されます。










図14-7 承認表

[image: 図14-7の説明が続きます]





	
承認表に表示されるアイテムを絞り込む場合は、表の一番上にあるフィルタを使用します。次に示すチェック・ボックスを1つ以上選択して、リストをフィルタに掛けることができます。

	
すべて表示: サイト・プランのパブリッシュの詳細とともに、そのサイト・プランに関連した配置済ページ、デバイス・イメージ、およびデバイス・グループを表示します。


	
配置済ページ: 承認対象として選択したサイト・プランの下に配置されたページのみのパブリッシュの詳細を表示します。


	
デバイス: 承認対象として選択したサイト・プランに関連したデバイスのみのパブリッシュの詳細を表示します。




	
注意:

サイト・プランを管理システムにパブリッシュする場合のみ、デバイス・アセットを承認する必要があります。










	
デバイス・グループ: WebCenter Sitesシステム上にあるデバイス・グループすべてのパブリッシュの詳細を表示します。




	
注意:

デバイス・グループは互いに依存しています。1つのデバイス・グループを承認する場合は、依存するデバイス・グループをすべて承認する必要があります。













	
SitePlanアセット、ページ・アセット、コンテンツ・アセット、デバイスおよびデバイス・グループを承認します。次のいずれかを行います。

	
承認表に示されているすべてのアイテムを選択して、「依存性による承認」をクリックします。

承認が正常に行われると、承認表に示されているSitePlan、コンテンツ・アセット、配置済ページ、デバイスおよびデバイス・グループの選択した宛先へのパブリッシュが承認され、アイテムのステータスは「承認済」に変更されます(図14-8を参照)。


図14-8 承認表 – 依存性による承認

[image: 図14-8の説明が続きます]



	
「承認」をクリックします。

SitePlanアセット、デバイス、コンテンツ・アセット、配置済ページ、デバイス・グループおよびデバイス・アセットのパブリッシュが承認されます(これらのアイテムのステータスが「承認が必要」から「承認済」に変更される)。

承認するページ・アセットまたはデバイス・グループ・アセットに依存性があるために、これらをパブリッシュできない場合は、これらのアセットのステータスが「保留」に変更され、「詳細」列にアセットの承認を妨げている依存アセットの数が表示されます(図14-9を参照)。


図14-9 承認表 – 依存性によらない承認

[image: 図14-9の説明が続きます]



依存アセットを承認するには、ステップ7を参照してください。





	
承認するページ・アセットおよびデバイス・グループ・アセットに、承認を妨げる依存性が存在する場合は、次の手順を実行します。

	
「詳細」列の「n ブロッキング・アセット」リンク(承認が保留されているアセットの隣にある)をクリックして、依存アセットのリストを表示します(図14-10を参照)。


図14-10 承認表の下に表示される依存性の表

[image: 図14-10の説明が続きます]





	
依存アセットのリストの上にある「すべて選択」をクリックして、「承認」をクリックします。

WebCenter Sitesにより、依存アセットが承認され、その固有の依存性が計算されます。依存アセットの中に、そのアセット固有の依存性を持っているものがある場合は、その依存アセットの依存性が表示されます。再度「すべて選択」をクリックして、「承認」をクリックします。すべてのアセットのすべての依存性が承認されるまで、この処理を続行します。


	
パブリッシュが保留されているアセットごとに、手順aとbを繰り返します。




すべての依存性が承認されると、「保留」アセットのステータスは「承認済」に変更されます。これで、アセットとその依存性を、選択した宛先にパブリッシュすることが承認されました。








14.2.3 アセットの承認ステータスの確認


アセットの承認ステータスを確認するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
承認ステータスを表示するアセットを見つけて開きます。

	
検索機能を使用してアセットを検索するには:

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。


	
検索結果のリストで、目的のアセットに移動して名前をクリックします。

タブが開き、アセットの調査ビューが表示されます。





	
現在割り当てられているアセットを開くには:

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。

ダッシュボードの「割当て」セクションに、ユーザーに割り当てられているすべてのアセットが表示されます。


	
アセットのリストで、承認するアセットの名前をクリックします。

タブが開き、アセットの調査ビューが表示されます。








	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。

このタブには、アセットの承認ステータスに関する情報を示す、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます(図14-11を参照)。


図14-11 アセットのステータス・サマリー画面に表示されるパブリッシュのステータス

[image: 図14-11の説明が続きます]





	
目的のパブリッシュ宛先名に移動して、アセットの承認状態を確認します。アセットの承認状態の詳細は、第14.1.2項「承認状態」を参照してください。








14.2.4 パブリッシュ・キューからのアセットの除去


承認したアセットをパブリッシュしない場合は、そのアセットを非承認にできます。非承認にすると、WebCenter Sitesはアセットをパブリッシュ・キュー(対象となる宛先の)から除去し、ステータスを「承認が必要」に変更します。非承認になったアセットが、パブリッシュ・キューに入っている1つ以上のアセットの子(参照先アセット)である場合、WebCenter Sitesは宛先のパブリッシュ・キューから親(参照元)アセットを除去し、これらのアセットの承認状態を「保留」に変更します。


パブリッシュ・キューからアセットを除去するには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
パブリッシュ・キューから除去するアセットを見つけて開きます。

	
検索機能を使用してアセットを検索するには:

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

アセットの検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。


	
検索結果のリストで、目的のアセットに移動して名前をクリックします。

タブが開き、アセットの調査ビューが表示されます。





	
現在割り当てられているアセットを開くには:

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。

ダッシュボードの「割当て」セクションに、ユーザーに割り当てられているすべてのアセットが表示されます。


	
アセットのリストで、承認するアセットの名前をクリックします。

タブが開き、アセットの調査ビューが表示されます。








	
アセットを非承認にします。

	
次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「承認」アイコンをクリックします。アイコンの下に表示されるメニューで、目的のパブリッシュの宛先を選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「承認」を選択し、目的のパブリッシュ先を選択します。




タブに、選択した宛先用のアセットの詳細を記載した表が表示されます。


図14-12 承認表 – アセットの非承認

[image: 図14-12の説明が続きます]



	
表の「アクション」列で、「非承認」をクリックします。

パブリッシュ・キューからそのアセットが除去されます。表の「ステータス」列に示されるアセットの承認状態が、「承認が必要」に変更されます。アセットが、パブリッシュ・キューに入っている1つ以上のアセットの子(参照先アセット)である場合、WebCenter Sitesはキューから親(参照元)アセットを除去し、これらのアセットの承認状態を「保留」に変更します。
















15 リビジョン追跡

リビジョン追跡はオプションの機能であり、サイト上のアセット・タイプに関してWebCenter Sites管理者が有効にする必要があります。リビジョン追跡を使用すると、アセットに対する変更を追跡および制御できます。

リビジョン追跡を使用すると、次のことが可能です。

	
一度に1人のユーザーのみがアセットを編集または削除できるように制限します。


	
過去のバージョンのアセットおよびそのアセットを処理したユーザーを追跡して表示します。


	
アセットを前のバージョンにリストア(ロールバック)します。




この章では、リビジョン追跡およびアセットの追跡に使用する手順について、avisportsサンプル・サイトの例を使用して説明します。avisportsサンプル・サイトでは、リビジョン追跡はデフォルトでは有効になっていません。

この章は、次の項で構成されています。

	
第15.1項「概要」


	
第15.2項「アセットのチェックアウト」


	
第15.3項「チェックアウトの確認」


	
第15.4項「チェックアウトを元に戻す」


	
第15.5項「アセットのチェックイン」


	
第15.6項「リビジョン履歴の確認」


	
第15.7項「前のバージョンに戻す(ロールバック)」



	
注意:

該当するリビジョン追跡について不明点や懸念がある場合は、管理者に問い合せてください。












15.1 概要

リビジョン追跡を使用すると、アセットをチェックアウトまたはロックできます。アセットをチェックアウトすると、そのアセットはロックされ、他のユーザーによる編集や削除ができなくなります。アセットの処理が終了したら、変更内容を含めてアセットを再度チェックインするか、チェックアウトを元に戻してアセットへの変更を破棄するかを選択できます。どちらの場合も、アセットは再度他のユーザーが変更可能になります。ただし、特定のユーザーに対してチェックアウトされているアセットも、他のユーザーが表示や検索することや、問合せやコレクションによって取得することはできます。

リビジョン追跡を有効にした場合は、チェックアウトと再度のチェックインによって、他のユーザーによるアセットの編集または削除を可能にするかどうかを制御します。アセットを手動でチェックアウトすることも、チェックアウト・プロセスをWebCenter Sitesによって自動的に行うこともできます。WebCenter Sitesでアセットを自動的にチェックアウトする場合でも、作業終了後にはアセットを手動でチェックインしなおす必要があります。



15.1.1 チェックアウトとチェックイン

リビジョン追跡が有効なときは、次のコマンドでアセットへのアクセスを制御します。

	
チェックアウト: アセットは、一度に1人のユーザーのみがチェックアウトできます。他のユーザーがそのアセットをチェックアウトして変更しようとすると、WebCenter Sitesでは、アセットが他のユーザーによってロックされていると通知されます。

ワークフローでアセットを割り当てられているユーザーがアセットをチェックアウト済の場合、アセットをチェックインしなおすまでは、そのユーザーは割当てを終了できません。

チェックアウトされている(特定のユーザーによってロックされている)アセットは、チェックイン(ロック解除)されるまでは、パブリッシュの承認ができません。


	
チェックアウトを元に戻す: アセットをチェックアウトし、その後、変更を保存しないことにした場合は、チェックアウトをキャンセル、つまり元に戻します。この場合、アセットは単純にロック解除され、変更はアセットの最新バージョンに戻されて、新しいバージョンは保存されません。


	
チェックイン: チェックアウトしたアセットをチェックインします。チェックイン後のアセットは、他のユーザーが処理できます。また、ワークフローでそのアセットを割り当てられているユーザーは、割当てを終了できます。

チェックアウトしたアセットをチェックインすると、チェックインのレコードが作成され、アセットの最後に保存したバージョンが新しいバージョンとして保持されます(保持されるバージョンの数は管理者が設定)。

もう1つのオプションは、アーカイブ・バージョンを残すためにアセットをチェックインし、チェックアウトしたままにすることです。このオプションを使用すると、バージョンを作成しつつ、アセットを自分にチェックアウトしたままにできます。




自分にチェックアウトされていないアセットを編集すると、WebCenter Sitesで、そのアセットがそのユーザーに自動的にチェックアウトされます。編集したアセットを保存しても、WebCenter Sitesによってアセットがチェックインされることはありません。したがって、行った変更を保存後は、新しいバージョンのアセットを手動でチェックインしなおす必要があります。同様に、自分にチェックアウトされたアセットに対する変更を保存しない場合は、チェックアウトを手動で元に戻す必要があります。

自分にチェックアウトされていないアセットを削除すると、WebCenter Sitesで、そのアセットがそのユーザーに対して削除用にチェックアウトされます。これにより、WebCenter Sitesから削除しようとしているアセットを他のユーザーが処理できなくなります。削除されたアセットは、システム内に存在しないため、チェックアウトされることはありません。



15.1.1.1 ロックされたアセットの解放

リビジョン追跡が有効なときにアセットを編集すると、そのアセットは自動的にそのユーザーにチェックアウトされます。このため、WebCenter Sitesインタフェースで作業をしているときに、アセットを誤ってチェックアウトする可能性があります。特定のユーザーにチェックアウトされたアセットは、ロックされ、他のユーザーが処理できなくなります。誤ってチェックアウトしたアセットを他のユーザーが処理できなくなることを避けるために、ダッシュボードの「チェックアウト」セクション(「ホーム」タブ上)で自分にチェックアウトされているアセットを確認し、ロックする必要のないアセットをチェックインします(または、データベースに対して変更をコミットしない場合は、アセットのチェックアウトを元に戻します)。





15.1.1.2 アセットを自動的にチェックアウトする機能

次の表で、アセットを自動的にチェックアウトするアセット管理機能について説明します。


	機能	リビジョン制御への影響
	
作成

	
新しいアセットを作成するとすぐに、そのアセットは作成したユーザーにチェックアウトされます。


	
編集

	
アセットをチェックアウトし、他のユーザーが編集または削除できないようにします。


	
コピー

	
アセットの新しいコピーを作成します。コピー操作中は、ソース・アセットはチェックアウトできません。アセットのコピーを作成するとすぐに、そのコピーは作成したユーザーにチェックアウトされます。













15.1.2 ロールバックとリビジョン履歴

チェックアウトしたアセットをチェックインすると、WebCenter Sitesでは、アセットの新しいバージョンが保存され、前のバージョンのリストに追加されます。後から、前のバージョンのいずれかにアセットをリストアできます。また、アセットのリビジョン履歴を調べることもできます。




	
注意:

特定のアセットに関して保存するリビジョンの量が制限されている場合があります(管理者の構成による)。したがって、アセットの早期のバージョンは上書きされる可能性があります。この場合、上書きされたバージョンは、アセットのリビジョン履歴に表示されません。上書きされたバージョンにアセットをロールバックすることはできません。









	
ロールバックとは、アセットを前のバージョンにリストアすることです。チェックアウトしているアセットがある場合は、そのアセットを前のバージョンにロールバックできます(そのバージョンが上書きされておらず、かつ最初のSYSTEMバージョンでない場合)。ロールバックにより、アセットのコンテンツはリストアされますが、ステータス(作成済、編集済など)は前のバージョンの時点にリセットされず、ワークフローのステータスにも影響はありません。そのアセットがワークフローの一部である場合は、適切な権限を持つユーザーなら誰でも、前のバージョンにリストアできます。


	
リビジョン履歴。どのユーザーも、アセットのリビジョン履歴のリストを表示し、調査できます。リビジョン履歴には、該当するアセットを現在チェックアウトしているユーザーも適宜表示されます。アセットをチェックインしたユーザーがコメントを入力した場合は、リビジョン履歴表の「コメント」セクションで確認できます。


図15-1 「リビジョン履歴レポート」表

[image: 図15-1の説明が続きます]













15.2 アセットのチェックアウト


この項では、アセットを手動でチェックアウトする方法を説明します。


アセットをチェックアウトするには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
チェックアウトするアセットを見つけて開きます。次のいずれかを実行します。

	
目的のアセットを検索して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。







アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。


	
アセットをチェックアウトします。




	
注意:

該当するアセットが別のユーザーにチェックアウトされている場合、アセットの編集やチェックアウトを行おうとすると、次のようなエラー・メッセージが表示されます。

[image: アセットがすでにチェックアウトされているときに表示されるメッセージ。]







	
フォーム・モードで作業している場合は、アセットのツールバーで、「チェックアウト」アイコンをクリックします。



	
注意:

アセットのツールバーに「チェックアウト」アイコンが表示されない場合は、該当するアセット・タイプのリビジョン追跡がサイト上で有効になっていないか、アセットがすでに自分にチェックアウトされています。








WebCenter Sitesで、アセットがチェックアウトされます。


	
Webモードで作業している場合は、次の手順を実行します。

	
アセットのツールバーで、「チェックイン/チェックアウト」アイコンをクリックします。

タブに「チェックインされるアセット」画面が表示されます(図15-2を参照)。この画面には、次の図に示すように、プライマリ・アセット(Webモードで開いたアセット)およびすべての関連アセット(プライマリ・アセットのWebページ・ビューに表示されるアセット)に関するリビジョン追跡の詳細の表が含まれます。


図15-2 「チェックインされるアセット」画面

[image: 図15-2の説明が続きます]





アセットに対して実行可能なリビジョン追跡アクション(存在する場合)は、目的のアセットの行の「アクション」列に表示されます。アセットがリビジョン追跡されていない場合、そのアセットの行の「アクション」列は空になり、「詳細」列に「追跡されていません」というメッセージが表示されます。


	
リビジョン追跡の詳細の表で、チェックアウトするアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)してから、「チェックアウト」ボタンをクリックします。また、該当するアセットの行の「アクション」列で「チェックアウト」リンクをクリックして、アセットを1つずつチェックアウトすることもできます。

WebCenter Sitesで、アセットがチェックアウトされます。














15.3 チェックアウトの確認

現在自分にチェックアウトされているアセットのリストには、ダッシュボード(「ホーム」タブ内)からアクセスできます。


現在自分にチェックアウトされているアセットのリストを表示するには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「チェックアウト」セクションに移動します。

ダッシュボードの「チェックアウト」セクション(図15-3を参照)に、現在自分にチェックアウトされているすべてのアセットが表示されます。


図15-3 ダッシュボードの「チェックアウト」セクション

[image: 図15-3の説明が続きます]





	
(オプション)アセットを開く場合は、リスト内で名前をクリックします。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。








15.4 チェックアウトを元に戻す

この項では、アセットのチェックアウトを元に戻す方法を説明します。チェックアウトを元に戻すと、権限を持つ他のユーザーが、該当するアセットを処理できるようになります。


アセットのチェックアウトを元に戻すには:

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
チェックアウトを元に戻すアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「チェックアウト」セクションに移動します。

ダッシュボードの「チェックアウト」セクションに、現在自分にチェックアウトされているアセットのリストが表示されます。


	
アセットのリストで、目的のアセットに移動し、その名前をクリックします。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
チェックアウトを元に戻します。アセットがフォーム・モードとWebモードのどちらで開いたかによって、次のいずれかを実行します。

	
アセットがフォーム・モードで開いた場合:

	
アセットのツールバーで、「チェックアウトを元に戻す」アイコンをクリックします。

次のダイアログ・ボックスが表示されます。


図15-4 「チェックアウトを元に戻す」の警告メッセージ

[image: 図15-4の説明が続きます]





	
ダイアログ・ボックスで、「はい」をクリックします。

WebCenter Sitesで、アセットのチェックアウトが元に戻されます。





	
アセットがWebモードで開いた場合:

	
アセットのツールバーで、「チェックイン/チェックアウト」アイコンをクリックします。

タブに「チェックインされるアセット」画面が表示されます(図15-5を参照)。この画面には、次の図に示すように、プライマリ・アセット(Webモードで開いたアセット)およびすべての関連アセット(プライマリ・アセットのWebページ・ビューに表示されるアセット)に関するリビジョン追跡の詳細の表が含まれます。


図15-5 Webモードで表示されるアセットの「チェックインされるアセット」画面

[image: 図15-5の説明が続きます]





アセットに対して実行可能なリビジョン追跡アクション(存在する場合)は、そのアセットの行の「アクション」列に表示されます。アセットがリビジョン追跡されていない場合、そのアセットの行の「アクション」列は空になり、「詳細」列に「追跡されていません」というメッセージが表示されます。


	
リビジョン追跡の詳細の表で、チェックアウトを元に戻すアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)してから、「チェックアウトを元に戻す」ボタンをクリックします。

WebCenter Sitesで、選択したアセットのチェックアウトが元に戻されます。














15.5 アセットのチェックイン

この項では、アセットをチェックインする方法を説明します。アセットをチェックインすると、アセットの新しいバージョンが作成され、権限を持つ他のユーザーが、該当するアセットを処理できるようになります。


アセットをチェックインするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
チェックインするアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「チェックアウト」セクションに移動します。

ダッシュボードの「チェックアウト」セクションに、現在自分にチェックアウトされているアセットのリストが表示されます。


	
アセットのリストで、目的のアセットに移動し、その名前をクリックします。

アセットの「調査」ビューを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
アセットをチェックインします。アセットがフォーム・モードとWebモードのどちらで開いたかによって、次のいずれかを実行します。

	
アセットがフォーム・モードで開いた場合:

	
アセットのツールバーで、「チェックイン」アイコンをクリックします。

タブに「チェックインされるアセット」画面(図15-6を参照)が表示されます。この画面には、アセットのリビジョン追跡の詳細を含む表が表示されます。


図15-6 フォーム・モードで表示されるアセットの「チェックインされるアセット」画面

[image: 図15-6の説明が続きます]





	
該当するアセットを含む行が強調表示されていることを確認して、「チェックイン」ボタンをクリックします。


	
(オプション)「コメント」フィールドに、チェックインするバージョンに関連するコメントまたは指示を入力します。ここで入力したコメントは、アセットのリビジョン履歴に表示されます。複数のアセットをチェックインする場合、入力するコメントは、チェックインするすべてのアセットに適用されます。


	
(オプション)アセットの新しいバージョンを作成してから、その新しいバージョンで作業を続行する場合は、「チェックアウトの保持」ボックスを選択します。


	
「チェックイン」をクリックします。

WebCenter Sitesで、アセットがデータベースにチェックインされます。





	
アセットがWebモードで開いた場合:

	
アセットのツールバーで、「チェックイン/チェックアウト」アイコンをクリックします。

「チェックインされるアセット」画面がタブに表示されます。この画面には、図15-7に示すように、プライマリ・アセット(Webモードで開いたアセット)およびすべての関連アセット(プライマリ・アセットのWebページ・ビューに表示されるアセット)に関するリビジョン追跡の詳細の表が含まれます。


図15-7 Webモードで表示されるアセットの「チェックインされるアセット」画面

[image: 図15-7の説明が続きます]





アセットに対して実行可能なリビジョン追跡アクション(存在する場合)は、目的のアセットの行の「アクション」列に表示されます。アセットがリビジョン追跡されていない場合、そのアセットの行の「アクション」列は空になり、「詳細」列に「追跡されていません」というメッセージが表示されます。


	
リビジョン追跡の詳細の表で、チェックインするアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)してから、「チェックイン」ボタンをクリックします。また、該当するアセットの行の「アクション」列で「チェックイン」リンクをクリックして、アセットを1つずつチェックインすることもできます。


	
(オプション)「コメント」フィールドに、チェックインするバージョンに関連するコメントまたは指示を入力します。ここで入力したコメントは、アセットのリビジョン履歴に表示されます。複数のアセットをチェックインする場合、入力するコメントは、チェックインするすべてのアセットに適用されます。


	
(オプション)アセットの新しいバージョンを作成してから、その新しいバージョンで作業を続行する場合は、「チェックアウトの保持」ボックスを選択します。


	
「チェックイン」をクリックします。

WebCenter Sitesで、選択したアセットがデータベースにチェックインされます。














15.6 リビジョン履歴の確認




	
注意:

アセットのリビジョン履歴は、アセットがフォーム・モードで表示されている場合にのみ確認できます。アセットがWebモードで開く場合は、フォーム・モードに切り替える必要があります。










アセットのリビジョン履歴を確認するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
リビジョン履歴を表示するアセットを見つけて開きます。

	
次のいずれかを行います。

	
該当するアセットが現在自分にチェックアウトされていない場合は、「検索」フィールドに、アセットを識別する検索条件を入力し、虫めがねボタンをクリックします。

アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
該当するアセットが現在自分にチェックアウトされている場合は、「ホーム」タブをクリックしてダッシュボードにアクセスします。次に、ダッシュボードの「チェックアウト」セクションに移動します。





	
アセットのリストで、目的のアセットに移動し、その名前をクリックします。

タブが開き、アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)が表示されます。





	
アセットがWebモードで開く場合は、フォーム・モードに切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットのリビジョン履歴を表示します。次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「バージョンの表示」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「バージョン」→「バージョンの表示」を選択します。




図15-8に示すように、アセットのリビジョン履歴がタブに表示されます。


図15-8 「リビジョン履歴レポート」画面

[image: 図15-8の説明が続きます]





	
表示するバージョンの横にある虫めがねアイコンをクリックします。

選択したアセットのバージョンの「調査」ビュー(フォーム・モード)がタブに表示されます。








15.7 前のバージョンに戻す(ロールバック)

この項では、アセットを前のバージョンに戻す方法を説明します。




	
注意:

アセットを前のバージョンに戻すことができるのは、アセットがフォーム・モードで表示されているときのみです。アセットがWebモードで開く場合は、フォーム・モードに切り替える必要があります。










アセットをロールバックするには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
前のバージョンにロールバックするアセットを見つけて開きます。

	
次のいずれかを行います。

	
該当するアセットが現在自分にチェックアウトされていない場合は、「検索」フィールドに、アセットを識別する検索条件を入力し、虫めがねボタンをクリックします。

アセットの検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
該当するアセットが現在自分にチェックアウトされている場合は、「ホーム」タブをクリックしてダッシュボードにアクセスします。次に、ダッシュボードの「チェックアウト」セクションに移動します。





	
アセットのリストで、目的のアセットに移動し、その名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
アセットがWebモードで開く場合は、フォーム・モードに切り替えます。アセットのツールバーで、「モード」スイッチをクリックします。


	
アセットの前のバージョンにロールバックします。次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「ロールバック」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「編集」→「バージョン」→「ロールバック」を選択します。



	
注意:

次のような場合は、アセットを前のバージョンに戻すことはできません。

	
該当するアセット・タイプに関してリビジョン追跡が有効になっていない場合。


	
アセットがすでに自分または別のユーザーによってチェックアウトされている場合。アセットをロールバックするには、チェックインする必要があります。


	
ロールバックする先のバージョンがアセットの最初の(SYSTEM)バージョンである場合。




リビジョン追跡または権限について不明な点がある場合は、WebCenter Sites管理者に問い合せてください。










「ロールバック」画面がタブに表示されます(図15-9を参照)。


図15-9 「ロールバック・ページ: Surfing」画面

[image: 図15-9の説明が続きます]





	
表の「ロールバック」列で、ロールバック先のアセットのバージョンの横にあるラジオ・ボタンを選択します。


	
「ロールバック」をクリックします。

WebCenter Sitesで、選択したバージョンにアセットがロールバックされます。アセットをロールバックすると、そのアセットの別バージョンがWebCenter Sitesによって作成されます。











16 ワークフロー

大半のWebサイトは、様々な個人がコンテンツのアセンブル、編集およびレビューを行い、どこに何を配置しいつページを更新するかを決定するチームによって作成されています。ある個人から別の個人への予測可能な方法による作業のフロー、およびそのプロセスをワークフローといいます。

この章では、ワークフローに関する簡単な概要の後、ワークフローに関連する特定のタスクを実行する方法を示す手順について説明します。この章は、次の項で構成されています。

	
第16.1項「概要」


	
第16.2項「サンプル・ワークフロー」


	
第16.3項「割当ての表示」


	
第16.4項「ワークフロー機能の使用」






16.1 概要

次の項では、基本的なワークフローの概要および用語について説明します。




	
注意:

WebCenter Sitesでは、この章で説明する機能に加えて、WebCenter Sites管理インタフェースを通じて次のワークフロー機能を提供しています。

	
ワークフロー・グループ: パブリッシュの前に、定義された一連のアセットがワークフロー・プロセスの最後までまとめて到達できるように調整された方法で、一連のアセットを管理できます。


	
ワークフロー・レポート: ワークフローでのアセットおよびユーザーの割当てに関する進行状況を追跡できます。




ワークフローのグループおよびレポートの詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。











16.1.1 ワークフローおよびアセット

アセットはワークフローに割り当てることができます(ただし、必ずしもそうする必要はありません)。ワークフローは、適切な時期に適切なユーザーにタスクを割り当てることによって、一連の編集タスク(状態)を通じてアセットをルーティングします。特定のアセット、または特定タイプのアセットすべてをワークフローに割り当てることができます。

アセットは、サイトの構成方法に応じて、自動的に(たとえば新しいアセットの作成時)ワークフローに割り当てることもできますし、手動割当ても可能です。ワークフロー・システムによりWebCenter Sitesでは、ユーザーへのアセットの割当てを指示および追跡し、ユーザーの権限でそうしたアセットに行うことができる操作を指定できます。

アセットに対して実行される編集タスクのフローに加えて、ワークフロー内の各箇所でそうしたタスクを実行する権限を与えられたユーザーがワークフロー・プロセスによって定義されます。ワークフロー管理者は、アセット・タイプごとに必要に応じていくつでもワークフロー・プロセスを定義できます。




	
注意:

ワークフロー中に、ある個人から次の個人にアセットは電子的に転送されません。転送されるのは、アセットに対する権限です。アセット自体は、ワークフロー・プロセス全体を通じて、およびWebCenter Sitesでのその存在中に、データベース内の元の場所に残ります。













16.1.2 状態およびステップ

ワークフロー・プロセスは一連の状態を定義します。状態は、その時点でのアセットのステータスを表すワークフロー・プロセス内のポイントです(たとえば、"Ready to Edit"、"Ready for Approval"など)。

状態は、ステップごとに特定の順序で相互にリンクされます。ステップは、状態間のアセットの移動です。ワークフロー・ステップを作成することによりワークフローの状態が特定の順序でリンクされるので、ワークフロー・プロセスでステップを作成することによりプロセスが編成されます。各ステップで、アセットは開始(起点)状態から終了(終点)状態に移動します。管理者は、ワークフロー・プロセスの作成時に状態を定義し、そうした状態を適切なステップを通じてリンクします。

ステップおよび状態は名前を持ちます。たとえば、FirstSite IIサンプル・サイトの"Send for Approval"は、"Ready to Edit"状態から開始し、"Ready for Approval"状態に至るステップです。アセットは、複数のステップによってある状態から別の状態に移動できます。たとえば、承認の準備が完了したアセットが事実に関するエラーまたはスタイルの問題のために却下され、各タイプの拒否について個別のステップが適用されることがあります。

アセットはロール別にユーザーに割り当てられます。アセットがワークフローを進行すると、次の状態のアセットに対して作業する権限を有するロールのユーザーにアセットが各ステップで割り当てられます。各ステップについて、アセットに対する作業を完了し、ワークフローを通じて引き続き移動する権限を有する少なくとも1つのロールが存在します。場合によっては、適切なロールを保持するユーザーがステップの選択ができます。たとえば、承認者ロールを保持するユーザーが承認のために自身に割り当てられたアセットを承認するかまたは却下できます。

WebCenter Sitesにログインすると、ダッシュボード(「ホーム」タブ)の「割当て」セクションに、現在のワークロードのサマリーが表示されます。ここから、自身に割り当てられたアセットにアクセスできます。アセットに対する作業が完了したら、「割当ての終了」機能を使用してワークフローの次のステップを起動します。これで、ワークフロー・プロセスがアセットを次の状態に移動し、適切なユーザーにアセットを割り当てます。ステップを条件付きにできることに注意してください。つまり、特定の条件が満たされるまで、一部のユーザーまたはすべてのユーザーがステップを実行することを阻止できます。





16.1.3 ユーザー、ロールおよび参加者

WebCenter Sitesのユーザーは、自身を識別しWebCenter Sitesにログインするために使用するWebCenter Sitesユーザー名を割り当てられた個人です。ユーザーの可能な操作、または可能でない操作は、管理者によってそのユーザーに割り当てられるロールによって決定します。

ロールは、ワークフローのコンテキストで特定の機能を実行する権限を付与することにより、CMサイトのユーザーの機能を記述および特定します。こうした権限は、機能権限と呼ばれています。

ワークフロー・プロセスは、(個人ユーザーではなく)ロールに適切な機能権限を付与します。アセットがワークフローに割り当てられた場合にのみ、機能権限が強制されます。機能権限は、ユーザーのロールだけでなく、アセットの状態およびアセットがユーザーに割り当てられているかどうかによっても異なります。




	
注意:

機能権限はユーザーのロールを通じてユーザーに付与されるので、ユーザー・レベルで管理者によって割り当てられるアクセス許可とは無関係に機能します。

たとえば、ユーザーは通常、コンテンツ・アセットを編集する権限を持たない場合がありますが、編集者ロールを持ち、コンテンツ・アセットのワークフロー・プロセスに参加し、編集するアセットが適切なワークフロー状態にあるときには、そのような操作を行う機能権限を有します。









ワークフロー・プロセスの特定のワークフロー状態により必要とされる各ロールは、参加ロールです。参加ロールは、ワークフロー・プロセス内の各状態について管理者によって選択されます。したがって、割り当てられたロールがそのワークフロー状態によって必要とされるロールと一致する各ユーザーは、ワークフロー・プロセス内の該当する状態に対する参加者になり、該当する状態から次の状態に至るワークフロー・ステップを行う権限が付与されます。

管理者が別途指定しなければ、ワークフローに配置されたアセットは、指定のロールに対して使用可能なすべての参加者に割り当てられます。ただし、管理者による特定のワークフロー・ステップの構成方法に応じて、各参加ロールで使用可能な参加者のうちから適切な割当て先を選択することによって、特定のアセットを使用可能なユーザーを限定できます。

割当て先は、特定の割当てについて作業するために選択されたワークフロー参加者です。割当て先はワークフローにアセットを割り当てるときに設定されますが、アセットがすでにワークフロー・プロセス内にある場合に異なる割当て先を選択できる場合もあります。ワークフロー・プロセスへの割当て先の選択方法は、管理者がワークフロー・プロセス内のステップに対して行う構成によって決定します。ワークフロー・ステップは、特定のロールを割り当てられたユーザーによる割当て先の選択が可能になるように構成できます。ただし、ワークフロー・ステップも、指定のロールを有するすべてのユーザー、またはアセットを作成したユーザーにのみアセットを自動的に割り当てるように構成できます。

ワークフロー内の指定アセットに対して割当て先が設定されている場合、ワークフロー・プロセスによりアセットの状態が変更される前に、選択された割当て先にのみ割当てリスト内のアセットが表示され、割当てを完了できます。





16.1.4 ワークフローの割当て

割当ては、選択された参加者(割当て先)が作業する(または作業することが想定される)アセットです。参加者がロールを実施する必要がある状態にアセットが進むとすぐに、そのアセットは参加者の割当てリストに表示されます。

標準的なワークフロー設計では、ワークフローの割当てが与えられたときに電子メール通知が生成されます。(「ホーム」タブにある)ダッシュボードの「割当て」セクションで、割当ての更新済リストをいつでも表示できます。



16.1.4.1 割当て期間

各ワークフロー状態には、関連する割当て完了予測時間(期限)があります。管理者が適切な権限を付与している場合、次の割当てのデフォルトの推定値をオーバーライドできます。

割当て期限が近づくと、予測完了時間を基準とする時間に基づくイベントとして、電子メール通知の形式で、関連する割当てアクションをトリガーできます。次に例を示します。

	
割り当てられたユーザーは、割当ての期限日の1日前にアラームを受信します。


	
割り当てられたユーザーおよびワークフロー開始者は、割当ての期限日に警告を受信します。


	
開始者は、割当てが完了しなかった場合に、期日の翌日に通知を受信します。








16.1.4.2 割当ての投票

ワークフローに参加している場合、投票ができます。投票とは、現在のワークフロー状態によって必要とされるタスク(記事の編集など)を完了し、WebCenter Sitesデータベースへの変更を確定した後(アセットの保存)、現在の状態から次の状態にアセットを移動するワークフロー・ステップを実行することです。投票を行うには、「割当ての終了」機能(ダッシュボードの「割当て」セクションで選択可能)を使用するか、アセットのステータスを表示して、「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニュー(アセットの操作中にメニュー・バーの「表示」→「ステータス」を選択してアクセス可能)を使用して割当てを終了します。指定のロールを有する複数の参加者に割当てがある場合、管理者によってワークフローがどのように設定されたかに応じて、アセットを次の状態に移動する前に、1票またはすべての投票が行われている必要があります。

ワークフロー・プロセスでのロールに応じて、割当ての終了を投票するとき、たとえば自身が承認者であり現在の割当てがパブリッシュについてアセットを承認または却下することであるときに、割当ての終了時に選択に応じてパブリッシュについてアセットを承認するステップ、または事実に関するエラーにより却下するステップを起動するなど、実行するステップを選択できる場合があります。投票時に、選択したステップが自身と同じロールを持つ他の割当て先により選択されたステップと相違しなければ、アセットは次のワークフロー状態に移動します。

なんらかの理由で割当てを完了できない場合、その特定のロールおよび(または)ステップについて最後の(または唯一の)投票でないかぎり、投票を棄権できます。棄権しても、割当ては残りますが、アセットはワークフローにおいて続行できます。気が変わったときは、アセットが次の状態にまだ移動していないかぎり、再び投票することにより棄権を撤回できます。





16.1.4.3 割当ての委任

割当てを処理するもう1つの方法は、委任するアセットが現在のワークフロー状態に対する個人にまだ割り当てられていない場合に、自身と同じロールを有する別の参加者に割当てを委任することです。

(管理者によって設定された)機能権限によって、割当てを委任できるかどうかが決まります。また、必要であれば、管理者がユーザーまたは他の割当て先にかわって割当てを委任できます。

割当ての委任により、電子メール通知の形式で関連する委任アクションがトリガーすることがあります。次に例を示します。

	
新規割当ての受信者に通知されます。


	
ワークフロー管理者には、割当ての委任について通知されます。










16.1.5 デッドロック

割当て先が指定のワークフロー状態に対して投票を行うと(つまり、ステップを実行すると)、アセットがある状態から次の状態に移動します。ワークフロー・プロセスの定義時に管理者は、各ステップが全員投票であるかどうか、つまりアセットが次の状態に移動するためにすべての割当て先が投票する(ステップを実行する)必要があるかどうかを決定します。デフォルトでは、ステップは全員投票ではありません。つまり、指定のワークフロー状態で投票する最初の割当て先によりアセットのフローが決定し、そのワークフロー状態に対する残る割当て先の割当ては取り消されます。管理者がステップを全員投票として設定した場合は、すべての割当て先が投票するまでアセットが現在のワークフロー状態に留まり、すべての割当て先が投票するとアセットが次の状態に移動します。

ステップに選択肢があり、各ステップが全員投票である場合、デッドロックの可能性があります。すべての割当て先が投票する必要がある場合で、実行するステップについて投票で同意されない場合にデッドロックが発生します。ワークフロー・プロセスには通常、電子メール通知をすべての割当て先宛に生成するためのデッドロック・アクションが含まれ、これによって投票数を示し再投票で多数側を支持するようにすべての割当て先にアドバイスします。デッドロックは、関連するすべてのユーザーに対して追加作業を発生させるので、可能な場合は必ず回避してください。また、作業の流れが妨げられないように、可能なかぎり迅速に解決してください。







16.2 サンプル・ワークフロー

FirstSite IIサンプル・サイトには、作成からパブリッシュの承認に至るまで、様々なタイプのアセットをガイドする6つのサンプル・ワークフロー・プロセスが含まれます。このサンプル・ワークフローは可能な5つのステップにより3つの状態を通じて遷移する単純なものですが、ワークフロー・プロセスがどのように機能するかを示すには十分です。この項は、FirstSite IIサンプル・サイトに含まれるFSII: Approval for Contentサンプル・ワークフロー・プロセスに基づきます。

FSII: Approval for Contentサンプル・ワークフロー・プロセスには、作成者、エディタ、承認者および管理者のロールが参加します。各ロールは、1人の参加者のみを持ちます(大半の場合、組織では複数のユーザーが各ロールに参加するより複雑なプロセスが存在します)。こうしたロールのいずれかの参加者は、自動的にFSII: Approval for Contentワークフローに割り当てられる新規のコンテンツ・アセットを作成できます。このアセットを作成することによって、ワークフローが起動します。次に、アセットは作成者から承認者まで移動します。承認者は、アセットを承認するか却下できます。承認者がアセットを却下した場合は、エディタに戻ります。管理者は、ワークフロー内の任意の時点で作成者、エディタおよび承認者の機能を実行できるほか、追加変更のためにすでに承認されたアセットをエディタに戻すことも可能です。



16.2.1 サンプル・ワークフローの状態およびステップ

FirstSite IIサンプル・サイトには、FSII: Approval for Contentというサンプル・ワークフロー・プロセスが含まれます。プロセスの流れを図16-1に示します。


図16-1 ワークフローのフローチャート

[image: 図16-1の説明が続きます]





このワークフロー・プロセスのステップおよび状態を表16-1に示します。


表16-1 状態およびステップ

	アセットの状態...	手順	説明	アセットの移動先の状態...
	
なし

	
Create

	
ContentAuthorロールを持つユーザーは、FSII: Approval for Contentワークフローに自動的に割り当てられるコンテンツ・アセットを作成します。

	
Ready to Edit


	
Ready to Edit

	
Send for Approval

	
ContentEditorロールを持つユーザーは、割当てに関する電子メール通知を受信します。エディタは、割当てを完了するためにアセットを修正します。

	
Ready for Approval


	
Ready for Approval

	
Reject

	
Approverロールを有するユーザーは、割当てに関する電子メール通知を受信します。

承認者は、事実に関するエラーのためにアセットを却下することにより割当てを完了します。この拒否により、エディタへの通知がトリガーします。エディタは修正を行い、承認のためにアセットを再送信する必要があります。

	
Ready to Edit


	
Ready for Approval

	
Approve and Lock

	
承認者は、アセットを承認することにより割当てを完了します。

選択した宛先について、WebCenter Sitesデータベース内でアセットに"パブリッシュ準備完了"のフラグが付けられます。

	
Approved and Locked


	
Approved and Locked

	
Return for Edit

	
(Workflow Adminロールを保持する)ワークフロー管理者は、アセットをレビューし、追加情報によりコンテンツを更新する必要があるかどうかを判断します。

次にワークフロー管理者は投票を使用して、リビジョンのためにエディタにアセットを戻します。

	
Ready to Edit











16.2.2 サンプル・ワークフローのシナリオ

この項では、FSII: Approval for Contentワークフロー・プロセスを通じたコンテンツ・アセットの標準的なフローについて説明します。


1. 作成者はアセットを作成し、コンテンツを書き込みます。

このプロセスは、作成者のコンラッド氏がコンテンツ・アセットを作成すると開始します。FirstSite IIサンプル・サイトのコンテンツ・アセット・タイプは、新規の各コンテンツ・アセットが自動的にワークフローに配置されるように構成されるので、コンラッド氏のアセットはFSII: Approval for Contentワークフロー・プロセスに自動的に配置されます。コンラッド氏はコンテンツを書き込み、コンテンツ・アセットを保存します。

コンラッド氏がアセットを保存すると、ワークフロー・プロセスによりアセットの状態が自動的に"Ready to Edit"に変更され、アセットがエディタのコニー氏に割り当てられ、コニー氏に新規の割当てに関する電子メール通知が送信されます。


2. エディタはアセットを編集し、承認のために送信します。

エディタであるコニー氏がログインすると、割当てリストを確認し、編集のためにコンテンツ・アセットを開きます。そしてコンテンツを読み、句読点をいくつか修正します。作業が終わったら、コニー氏は変更内容を保存した後、承認のためにアセットを送信する投票を行います。

ワークフロー・プロセスにより、アセット状態が"Ready for Approval"に変更され、それが承認者であるナポレオン氏に割り当てられ、ナポレオン氏に新規の割当てに関する電子メール通知が送信されます。


3. 承認者がアセットを承認します。

承認者であるナポレオン氏は、すでにログインしています。したがって、この電子メールを受信すると、ダッシュボードの「割当て」セクションにアクセスして割当てリストを表示します。ナポレオン氏は、新たに割り当てられたコンテンツ・アセットを開き、それを調べます。そして問題はないでアセットの承認に投票できますし、このワークフロー・プロセスに対して却下できます。ワークフロー・プロセスにより、両方のオプションが提示されます。




	
注意:

同じロールを有する複数のユーザーが指定のワークフロー状態で同じ割当てを持つ場合、最初の投票によりアセットの次の状態が決定します。

たとえば、FSII: Approval for Contentワークフロー・プロセスには、パブリッシュに対するアセットの承認時に、ともに投票可能な2人の承認者ユーザーが含まれていました。そして、2人の承認者ユーザーのいずれかによる拒否で、他方のユーザーの割当てが取り消され、アセットがエディタに戻ります。

管理者のワークフローの設定によっては、このような不同意によりデッドロック(第16.1.5項「デッドロック」を参照)が生じる場合があります。こうしたデッドロックは、アセットを以前の状態に戻すか、次の状態に移動する前に解決する必要があります。









ナポレオン氏が投票によってアセットを承認したので、ワークフロー・プロセスはアセットの状態を"Approved and Locked"に変更し、データベース内でアセットに"パブリッシュ準備完了"のフラグを立てます。アセットは、次のパブリッシュ・セッションでWebサイトにパブリッシュされます。


4. ワークフロー管理者は、エディタに戻ります。


新しい情報が使用可能になった場合は、アセットにそれを追加する必要があります。この場合にワークフロー管理者は、レビューおよび更新のためにアセットをコニー氏に戻す投票をワークフロー・プロセスでできます。

ワークフロー・プロセスによりアセットの状態が自動的に"Ready to Edit"に変更され、アセットがエディタのコニー氏に割り当てられ、コニー氏に新規の割当てに関する電子メール通知が送信されます。

コニー氏が割当てを終了するときに、Webサイトに再度パブリッシュするには、更新済アセットの再承認が必要です。







16.3 割当ての表示

ワークロードを管理するために、(「ホーム」タブにある)ダッシュボードの「割当て」セクションにアクセスすることにより、現在の割当てのリストおよびそのステータスを確認できます。




	
注意:

インタフェースで作業しているときに、新規の割当てが与えられ、現在の割当てのいずれかを完了することによって、割当てリストが変更されることがあります。割当てを最新に維持するために、割当てリストを定期的に確認してください。










ワークフローの割当てのリストを表示するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。次に、ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。

ダッシュボードの「割当て」セクションに、ワークフローの割当てリストが表示されます。


図16-2 「割当て」ウィジェット

[image: 図16-2の説明が続きます]





このリストには、アセットの名前、ワークフロー・プロセスで実行するアクション、アセットを割り当てたユーザーの名前、および割当ての完了期限までに残る日数に関する情報が示されます。


	
アセットの名前をクリックし、調査ビューでアセットを開きます(フォーム・モードまたはWebモードのいずれか)。また、リスト内でアセットを右クリックして、アセットの編集ビューを開くかアセットをプレビューできます。








16.4 ワークフロー機能の使用方法

次の各項では、Contributorインタフェースで使用するワークフロー機能について説明します。これらの機能は、アセットの操作中にメニュー・バー(「表示」→「ステータス」を選択)から使用可能です。機能権限に応じて、説明された機能のいくつかが使用可能ではない場合もあります。

この項では、次のトピックについて説明します。

	
第16.4.1項「ワークフローへのアセットの割当て」


	
第16.4.2項「プロセスの期限の設定」


	
第16.4.3項「割当て期限の設定」


	
第16.4.4項「割当ての終了」


	
第16.4.5項「割当ての委任」


	
第16.4.6項「投票の棄権」


	
第16.4.7項「デッドロックの解決」


	
第16.4.8項「ワークフローからのアセットの除去」


	
第16.4.9項「アセットの参加者(割当て先)のリストの表示」


	
第16.4.10項「ワークフローの参加者の設定」


	
第16.4.11項「アセットのワークフロー進捗状況の確認」






16.4.1 ワークフローへのアセットの割当て

アセットは、自動または手動でワークフローに割り当てることができます。

管理者は、選択したアセット・タイプについて、自動ワークフローの割当てを設定します。こうしたタイプの新規アセットを作成する場合、アセットはアセット・タイプに割り当てられたワークフロー・プロセスに自動的に配置されます。自動ワークフロー割当てが設定されているアセット・タイプについては、管理者に問い合せてください。

選択したアセット・タイプにワークフロー・プロセスが割り当てられていれば、適切な権限を有するユーザーが手動でワークフロー割当てを使用できます。


ワークフローに手動でアセットを割り当てるには




	
注意:

ワークフローにアセットを割り当てるには、管理者がまず対象のアセット・タイプのアセットに1つ以上のワークフロー・プロセスを割り当てる必要があります。そうでない場合、ワークフローにアセットを割り当てることはできません。どのワークフロー・プロセスがシステム上のどのアセット・タイプで使用可能であるかについては、管理者に問い合せてください。









	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ワークフローに配置するアセットを見つけて開きます。次のいずれかを行います。

	
適切なアセットを探して開きます。

	
「検索」フィールドで、アセットを特定する検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

「検索」タブが開き、検索結果が表示されます。


	
検索結果のリストで、目的のアセットの名前をクリックします。





	
以前にこのアセットにブックマークを付けている場合は、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから開きます。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じられている場合は、「ワーク」バーをクリックして開きます。)

ブックマークを付けたアセットのリストが「ブックマーク」ノードの下に表示されます。


	
ブックマークを付けたアセットのリストで、目的のアセットの名前をダブルクリックします。




検索の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

アセットの「調査」ビュー(フォーム・モードまたはWebモード)を表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「ワークフローの選択」を選択します。

図16-3に示すように、「ワークフローの選択」フォームがタブに表示されます。


図16-3 「ワークフローの選択」フォーム

[image: 図16-3の説明が続きます]





	
「ワークフロー・プロセス」ドロップダウン・メニューで、ワークフロー・プロセスを選択します。


	
ワークフロー・プロセスに関連する各ロールの割当て先を選択する必要があるワークフロー・プロセスの構成では、「参加者の設定」ボタンが表示されます。次を実行します。

	
「参加者の設定」をクリックします。

このタブに「参加者の設定」フォームが表示されます。


	
各ロールについて少なくとも1人のユーザーを選択した後、「参加者の設定」をクリックします。

選択した各参加者は、このアセットに対して対応するロールの割当て先になります。





	
(オプション)「実行するアクション」フィールドで、割当てを受ける個人の簡単な説明を入力します。


	
「ワークフローの選択」をクリックします。


	
管理者がワークフロー・プロセスの最初のステップで割当て先の選択を有効にしている場合、このタブには「割当て先の選択」フォームが表示されます(図16-4を参照)。


図16-4 「割当て先の選択」フォーム

[image: 図16-4の説明が続きます]





このような場合は、各ロールについて少なくとも1人のユーザーを選択した後、「割当て先の設定」をクリックします。

アセットのステータス・サマリー画面がタブに再表示されます(図16-5を参照)。


図16-5 ステータス・サマリー画面

[image: 図16-5の説明が続きます]





この時点でアセットはワークフローに配置されます。次の状態で必要とされるロールを有する参加者は通常、その割当てに関する電子メール通知を受信します。








16.4.2 プロセスの期限の設定

プロセスの期限は、アセットがワークフロー・プロセスをパス・スルーするために割り当てられた総時間です。デフォルトでは、プロセスの期限は設定されません。この期限は、この項で後述する割当て期限とは無関係です。つまり、個々の割当て期限の合計は、必ずしもプロセスの期限に一致するわけではありません。




	
注意:

期限は情報専用: 期限が超過してもシステムでエラー・メッセージが出力されたりペナルティが課されることはありません。









プロセス期限を設定するには、ワークフロー管理者がまず次のことを実行する必要があります。

	
このワークフロー・プロセスに対して、プロセスの期限を設定できるようにすること。


	
ワークフロー管理者のロールがワークフロー・プロセスに対して割り当てられているか、適切な機能権限が付与されていること。




前述の条件がともに満たされる場合にのみ、プロセス期限設定オプションを利用できます。適切な権限があるかどうか、および対象のワークフロー・プロセスに対してプロセス期限を設定できるかどうかについては、管理者に問い合せてください。


プロセスの期限を設定するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
プロセスの期限を設定するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、プロセスの期限を設定するアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「プロセスの期限の設定」を選択します。




	
注意:

ドロップダウン・メニューに「プロセスの期限の設定」機能が表示されない場合は、ここで中止します。機能が管理者によって有効にされていないか、アクセスに適切な権限がありません。









「プロセスの期限の設定」フォームがタブに表示されます(図16-6を参照)。


図16-6 「プロセスの期限の設定」フォーム

[image: 図16-6の説明が続きます]





	
「プロセスの期限の設定」フィールドで、「期限」ラジオ・ボタンを選択した後、日付ピッカーを使用して日付を選択します。

プロセスの期限を設定する場合、ワークフロー・プロセス内でのアセットの位置、および残りステップの累積時間について考慮する必要があります。デフォルトでは、プロセスの期限は設定されていません。


	
「保存」をクリックします。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。








16.4.3 割当て期限の設定

割当て期限は、ワークフローを通じたアセットの進行に伴って割当ての完了のために割当て先に割り当てられた時間です。この期限は、この項で前述したプロセスの期限とは無関係です。つまり、個々の割当て期限の合計は、必ずしもプロセスの期限に一致するわけではありません。




	
注意:

期限は情報専用: 期限が超過してもシステムでエラー・メッセージが出力されたりペナルティが課されることはありません。









割当て期限を設定するには、ワークフロー管理者がまず次のことを実行する必要があります。

	
このワークフロー状態に対して、割当て期限を設定できるようにすること。


	
ワークフロー管理者のロールがワークフロー・プロセスに対して割り当てられているか、適切な機能権限が付与されていること。




前述の条件がともに満たされる場合にのみ、割当て期限設定オプションを利用できます。適切な権限があるかどうか、および対象のワークフロー状態に対して割当て期限を設定できるかどうかについては、管理者に問い合せてください。


割当て期限を設定するには




	
注意:

この手順では、アセットの調査ビューから割当て期限を設定する方法について説明します。また、アセットの割当てを完了するときに、割当て期限を設定できます。このような場合は、「割当ての終了」フォームには「割当て期限」フィールドが含まれます。









	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
割当て期限を設定するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、割当て期限を設定するアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「割当て期限の設定」を選択します。



	
注意:

ドロップダウン・メニューに「割当て期限の設定」機能が表示されない場合は、ここで中止します。機能が管理者によって有効にされていないか、アクセスに適切な権限がありません。








「割当て期限の設定」フォームがタブに表示されます(図16-7を参照)。


図16-7 「割当て期限の設定」フォーム

[image: 図16-7の説明が続きます]





	
「割当て期限の設定」フィールドで、日付ピッカーを使用して日付を入力します。デフォルトの割当て期限は、ワークフロー状態の定義で管理者によって設定されます。たとえば、FSII: Approval for Contentサンプル・ワークフローでは、各状態に現在の日時からの1年間の期間が含まれます。


	
「保存」をクリックします。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。








16.4.4 割当ての終了

割当て作業を完了した後、アセットがワークフローを通じて引き続き移動できるように、終了した旨をシステムに通知する必要があります。


アセットの割当てを終了するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
該当するアセットの「割当ての終了」フォームにアクセスします。次のいずれかを行います。

	
現在アセットで作業中の場合:

	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「割当ての終了」を選択します。





	
アセットがすでに開いている場合:

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
割り当てられたアセットのリストで、該当するアセットの行を選択した後、「割当ての終了」をクリックします。

「割当ての終了」フォームが表示されます(図16-8を参照)。


図16-8 「割当ての終了」フォーム

[image: 図16-8の説明が続きます]











	
次の要領でフォームに入力します。



	
注意:

この手順は、(「割当ての終了」ボタンの隣にある)「取消」または(アセットのツールバーにある)「戻る」のいずれかをクリックすることにより、いつでも取り消すことができます。








	
ワークフロー・プロセスに複数の参加者のロールが含まれる場合、「割り当てられたユーザー・ロール」フィールドで、この割当てを終了するロールを選択します。


	
(オプション)「実行されたアクション」フィールドで、アセットに対して完了した作業の簡単な説明を入力します。


	
(オプション)「実行されたアクション」フィールドで、アセットに対して作業する次の個人に関する簡単な提案を入力します。


	
ワークフロー・プロセスの次のステップで割当て期限の設定が有効である場合、「割当て期限」フィールドが表示されます。

「割当て期限」フィールドで、次の割当てに対して割り当てられた時間をオーバーライドする場合は、「期限」ラジオ・ボタンを選択した後、日付ピッカーを使用して日付を入力します。日付を指定しない場合、割当ての期限は、次のワークフロー状態によって決定される時間内になります。



	
注意:

この機能は、ワークフロー管理者によって有効にされた場合にのみ表示されます。

割当て期限を設定するために、ワークフロー・プロセスに管理ロールまたは他の適切な権限を含める必要があります。詳細は、第16.4.3項「割当て期限の設定」を参照してください。











	
「割当ての終了」をクリックします。


	
割当ての終了時に次のステップの割当て先を選択することを必要とする設定を管理者がワークフロー・プロセスで行った場合、WebCenter Sitesには「割当て先の選択」フォームが表示されます(図16-9)。


図16-9 「割当て先の選択」フォーム

[image: 図16-9の説明が続きます]





表示されている各ロールについて少なくとも1人のユーザーを選択した後、「割当て先の設定」をクリックします。

このタブには、アセットのステータス・サマリー画面(図16-10)が表示され、「ワークフロー状態」フィールドおよび「ワークフロー履歴」フィールドに変更内容が表示されます。これらのフィールドの詳細は、第16.4.11項「アセットのワークフロー進捗状況の確認」を参照してください。


図16-10 ステータス・サマリー画面

[image: 図16-10の説明が続きます]







割当ての完了後の処理は、管理者による次のワークフロー・ステップの設定方法に応じて異なります。次の5つのオプションがあります。

	
参加者リストからの割当て: 自身(または適切な権限を有する他のユーザー)がワークフローにアセットを割り当てると、アセットがロールを必要とするワークフロー状態になったときにその各ロールのどの参加者に割当てを適用するかを決定できます。これは、ワークフローを通じてアセットを移動するためのデフォルトのメカニズムです。


	
ステップ実行時に割り当てられるユーザーを選択: このオプション(手順5で説明)は、前述した「参加者リストからの割当て」オプションと似ていますが、どのワークフロー状態で誰に割当てが適用されるかをワークフローの最初に事前に決定するのではなく、ステップごとに次のワークフロー状態の割当て先をリアルタイムに選択します。


	
割り当てられたユーザーを「開始状態」に維持: 次の状態へのアセットの移動時に割当てを維持します。これによって、その状態のアセットで引き続き作業できます。おそらく、割当てを維持することが適切である理由は明らかになっていると思われますが、そうでない場合はWebCenter Sitesを参照するか、ワークフロー管理者に問い合せてください。


	
全員への割当て: 現在のワークフロー・プロセスに参加するロールを保持するすべてのユーザーにアセットは割り当てられます。


	
割当てがありません: アセットが次の状態に移動すると、ワークフロー内に残り、ワークフロー・プロセスに対して定義された機能権限が強制されます。ただし、アセットは誰にも割り当てられません。また、参加者のロール単独で(割り当てられた機能権限を通じて)、アセットに対して誰がどのように作業できるかが決まります。








16.4.5 割当ての委任

割当てリストのレビュー時に、特定の割当てを完了できないことが判明する場合があります。たとえば、割当ての期日が予定していた休暇期間中に当たることに気付く場合が考えられます。このような状態で、別のユーザーがアセットに対して同じ割当てをまだ持たない場合に、同じロールを持つ別のユーザーに割当てを委任できます。つまり自身および別のユーザーがともに編集者ロールを持つ場合、他のユーザーに編集者ロールを通じてすでにアセットが割り当てられているときは、別のユーザーにアセットを委任できません(このアセットは、異なるロールまたは別のワークフロー・プロセスを通じてユーザーに割り当てることができます)。


割当てを委任するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
別のユーザーに委任するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、目的のアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「割当ての委任」を選択します。



	
注意:

ドロップダウン・メニューに「割当ての委任」機能が表示されない場合は、ここで中止します。この機能にアクセスする適切な権限がないか、または割当てを委任できるロールのユーザーが他にいません。








図16-11に示すように、「割当ての委任」フォームがタブに表示されます。


図16-11 「割当ての委任」フォーム

[image: 図16-11の説明が続きます]





	
ワークフロー管理者のロールを持ち、ワークフロー・プロセスのこのステップに同じロールを持つ複数のユーザーが割り当てられている場合、「割当て先」フィールドにドロップダウン・メニューが表示されます。「割当て先」ドロップダウン・リストで、別のユーザーにかわって割当てを委任する場合、割当てを委任するユーザーを選択します。それ以外の場合は、自身のユーザー名を選択します。


	
「委任先」フィールドで、割当てを委任するユーザーを選択します。


	
(オプション)「実行されたアクション」フィールドで、アクションに関するコメントを入力します。


	
「委任」をクリックします。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。フィールドに「ワークフロー履歴」表が表示されない場合は、「ワークフロー履歴を参照するにはここをクリックしてください。」リンクをクリックします。委任した割当てについて、「タスクのステータス」列に委任結果が示されます。

このアクションではまた、サイトがそのように構成されていれば、新規の割当て先に宛てた通知電子メールがトリガーされます。








16.4.6 投票の棄権

ワークロードの負荷が高すぎることや、場合によっては適切でないロールに任命されたことなどの理由で、特定の割当てを処理できないことがあります。このような場合、その特定のロールおよび(または)ステップに対して最後の(または唯一の)投票でないかぎり、投票を棄権(つまり、参加を放棄)できます。棄権しても、割当ては残りますが、アセットはワークフローにおいて続行できます。


割当てに対する投票を棄権するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
投票を棄権するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、投票を棄権するアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「投票の棄権」を選択します。

このタブには、「投票の棄権」フォーム(図16-12)が表示されます。


図16-12 「投票の棄権」フォーム

[image: 図16-12の説明が続きます]





	
ワークフロー・プロセスに複数の参加者のロールが含まれる場合は、「割り当てられたユーザー・ロール」フィールドで、この割当てに対する投票を棄権するロールを選択します。


	
(オプション)「実行されたアクション」フィールドで、棄権の簡単な説明を入力し、「投票の棄権」をクリックします。

アセットのステータス・サマリー画面(図16-13)がタブに表示されます。棄権結果が「ワークフロー状態」フィールドに示されます。棄権によって割当てが取り消されるわけではないことに注意してください。


図16-13 ステータス・サマリー画面

[image: 図16-13の説明が続きます]











16.4.7 デッドロックの解決

デッドロックは、アセットを次の状態に移動するステップの選択肢があり、各ステップですべての割当て先が投票する必要がある場合に発生することがあります。単一ステップの賛意について投票が一致しない場合、デッドロックが生じます。

デッドロックの解決では、意見の一致を得るための割当て先間のオフラインによる通信および交渉が行われることが多く、デッドロックはそれ自体で全関係者に追加作業を発生させるので、可能な場合は必ず回避してください。デッドロックが発生した場合、ワーク・フローの遅延を最小限に抑えるために、可能なかぎり迅速に解決してください。

デッドロックを解決するには、同意の形成のために一部の参加者が投票を変更する必要があります。自身の投票によりデッドロックが生じた旨の電子メール通知を受信した場合は、デッドロックを解消するために再投票する必要があります。

デッドロックを解決するには、次のいずれかのことを行います。

	
第16.4.4項「割当ての終了」の説明に従って、割当てに対する再投票で、割当てを終了するための選択を行います。


	
場合によっては、投票を棄権に変更して、アセットを次のワークフロー状態に移動できるようにすることで、デッドロックを解決することもできます(第16.4.6項「投票の棄権」を参照)。








16.4.8 ワークフローからのアセットの除去

権限がある場合は、ワークフローからアセットを除去できます。ワークフローからアセットを除去すると、アセットの割当てがすべて取り消されます。


ワークフローからアセットを除去するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ワークフローから除去するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、目的のアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「ワークフローからの除去」を選択します。

「ワークフローからの除去」フォームがタブに表示されます(図16-14を参照)。


図16-14 「ワークフローからの除去」フォーム

[image: 図16-14の説明が続きます]





	
ワークフローからアセットを除去しても問題ないことを確認したら、「ワークフローからの除去」をクリックします。(そうでない場合は、「取消」をクリックします)。

タブに、アセットのサマリー画面が表示されます。「ワークフロー・プロセス」フィールドに除去結果が示されます。アセットのすべての割当てが自動的に取り消されます。








16.4.9 アセットの参加者(割当て先)のリストの表示


アセットの参加者(割当て先)のリストを調べる手順は、次のとおりです。

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
参加者リストを表示するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、目的のアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「参加者の表示」を選択します。



	
注意:

ドロップダウン・メニューに「参加者の表示」機能が表示されない場合は、ここで中止します。管理者が機能を有効にしていないか、アクセスに適切な権限がありません。








「参加者の表示」サマリー画面がタブに表示されます(図16-15を参照)。


図16-15 「参加者の表示」画面

[image: 図16-15の説明が続きます]





ワークフロー・プロセスの各ステップについて、「参加者の表示」サマリーに次の内容が表示されます。

	
ステップ: アセットの現在のワークフロー・プロセスに含まれるステップ。


	
認可ユーザー: アセットの割当てを持つ場合にワークフロー・プロセスの次のステップを実行する権限が付与されたユーザー。


	
通知ユーザー: アセットの次の割当てを取得するユーザー。





	
リストの確認が終了したら、アセットのツールバーの「戻る」アイコンをクリックして、アセットの調査ビューに戻ります。








16.4.10 ワークフローの参加者の設定

ワークフローにアセットを配置して、ワークフロー・プロセスの各ロールについて割当て先を選択した後、特定のロールの割当て先として指定のユーザーを含めていないことに気付く場合があります。また、特定のユーザーに対する割当てが誤っていることに気付く場合も考えられます。このような場合は、アセットがワークフローに配置されている間に、アセットの参加者のリストを変更できます。


ワークフロー参加者を設定するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
参加者を設定するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、目的のアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。


	
「ワークフロー・コマンド」ドロップダウン・メニューで、「参加者の設定」を選択します。



	
注意:

ドロップダウン・メニューに「参加者の設定」機能が表示されない場合は、ここで中止します。管理者が機能を有効にしていないか、アクセスに適切な権限がありません。








「参加者の設定」フォームがタブに表示されます(図16-16を参照)。


図16-16 「参加者の設定」フォーム

[image: 図16-16の説明が続きます]





このフォームで選択した各参加者は、このアセットに対して対応するロールの割当て先になります。


	
各ロール・リストでユーザーの名前を選択することにより、この割当てに対する適切な割当て先を選択します。


	
適切な割当て先を選択したら、「参加者の設定」をクリックします。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。新たに選択した割当て先が「ワークフロー状態」フィールドに示されます。



	
注意:

アセットがワークフロー・プロセスの各ステップを通過すると、参加者リストは更新されます。ただし、追加されたユーザーのロールに割り当てられたワークフロー状態にまだ到達していない場合にのみ、そのユーザーへの割当てが行われます。














16.4.11 アセットのワークフロー進捗状況の確認


アセットのワークフロー進捗状況を確認するには

	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
ワークフローの進捗状況を表示するアセットを見つけて開きます。

	
「ホーム」タブをクリックして、ダッシュボードにアクセスします。


	
ダッシュボードの「割当て」セクションに移動します。


	
アセットのリストで、目的のアセットの名前をクリックします。

調査ビューのアセットを(フォーム・モードまたはWebモードで)表示するタブが開きます。





	
メニュー・バーで、「表示」→「ステータス」を選択します。

タブに、アセットのステータス・サマリー画面が表示されます。


	
アセットのワークフロー・サマリーを示すフィールドに移動します(図16-17を参照)。


図16-17 ワークフロー・サマリーのフィールド

[image: 図16-17の説明が続きます]





	
「ワークフロー・プロセス」フィールドには、アセットが現在通過しているワークフロー・プロセスが示されます。


	
「ワークフロー状態」フィールド(図16-18)には、アセットが現在ワークフロー・プロセス内のどこに位置するか、およびアセットが現在誰に割り当てられているかを示す表が示されます。


図16-18 「ワークフロー状態」フィールド

[image: 図16-18の説明が続きます]





	
「ワークフロー履歴」フィールド(図16-19)には、アセットに対してこれまで完了した割当ておよび各割当ての結果を示す表が表示されます。リストの各行は、単一の割当てを表します。アイテムの順序は、最後に完了した割当てがリストの先頭に示されます。


図16-19 「ワークフロー履歴」フィールド

[image: 図16-19の説明が続きます]





「ワークフロー履歴」表が表示されない場合は、「ワークフロー履歴を参照するにはここをクリックしてください。」リンクをクリックして表を表示します。




表16-2は、"ステータス"および"ワークフロー履歴"のリストに含まれる列すべての定義を示しています。


表16-2 'ステータス'および'ワークフロー履歴'のリストに含まれる列

	列	定義
	
割当て先

	
各割当ての割当て先のユーザー名。ユーザーのロールは、ユーザー名の後のカッコ内に表示されることに注意してください。


	
割当て者

	
アセットでの作業を終了しアセットを次の参加者に割り当てた割当て先のユーザー名。「ワークフロー履歴」リストで、(リストの最下部にある)この列の第1エントリには、ワークフロー・プロセスにアセットを割り当てた個人のユーザー名が表示されます。


	
割当て日

	
アセットがユーザーに割り当てられた日時。


	
実行するアクション

	
アセットを割り当てたユーザーからの説明。割当ての終了時にその個人が「割当ての終了」フォームに入力したものです(第16.4.4項「割当ての終了」を参照)。テキストが列の幅より長い場合、テキストをクリックして全体を表示します。


	
選択したステップ

	
「割当ての終了」フォームで次のステップが選択されている場合、割当てを完了したユーザーにより指示されたステップ。


	
実行されたアクション

	
アセットに対してこのユーザーが行った作業に関する情報(フォームに情報が入力されている場合)。テキストが列の幅より長い場合、テキストをクリックして全体を表示します。


	
解決者

	
アセットを次の状態に移動したアクションを行った個人。


	
解決日

	
アセットを次の状態に移動したアクションが行われた日時。


	
タスクのステータス

	
割当てのステータス。可能な値は次のとおりです。

	
棄権: 割当て先は投票を棄権しました。


	
アクティブ: アセットは現在、いずれかのユーザーに割り当てられています。


	
取消済: 最初の投票によりアセットが次の状態に移動しました。したがって、他の割当て先に対する割当てが取り消されたか、アセットがワークフローから除去されました。


	
完了: 割当て先がステップを完了しました。


	
委任済: 割当てが同じロールの別のユーザーに委任されました。


	
キュー: アセットは現在の状態に対して複数の割当て先を持ち、次のステップは全員投票ですが、まだ投票していないユーザーが存在します。(また、アセットがデッドロックしている場合にも表示されます)。






















17 Oracle WebCenter Sites: Engageの概要

WebCenter Sites: Engageにより、サイトの訪問者や顧客の情報を収集、評価し、さらにその情報を使用して各訪問者に表示される製品配置や販売促進オファリングをパーソナライズするWebサイトを設計できるようになります。Engageは、WebCenter Sitesとともにインストールされます。Engageは、E-Commerceサイトのプログラミングに使用できるXMLおよびJSPオブジェクトのメソッドを拡張する機能をWebCenter Sitesに追加します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第17.1項「訪問者データの収集および使用」


	
第17.2項「セグメントを使用した訪問者の分類」


	
第17.3項「セグメント分けされた訪問者への推奨の作成」


	
第17.4項「購買パターンに基づくプロモーション」






17.1 訪問者データの収集および使用

Engageでは、アセットを使用して、次の操作を実行します。

	
訪問者属性、履歴属性および履歴定義の各アセットを使用して訪問者データを収集する


	
その訪問者データを使用して訪問者セグメントを定義する(セグメント・アセットを使用)


	
訪問者の属するセグメントに基づいて、訪問者に製品とコンテンツを推奨する(推奨アセットを使用)


	
すべてまたは特定のセグメントに適用されるプロモーションを実行する(プロモーション・アセット)




開発者と管理者は、訪問者データと基礎になるビジネス・ロジックを作成および管理し、マーケティング担当者はセグメント、推奨、およびプロモーションの各アセットを作成、管理します。他のあらゆるSitesアプリケーションと同様に、アセットの作成と操作は管理サイトで行います。その後、アセットが承認されたら、アセットを配信サイトにパブリッシュします。

マーケティング担当者と開発者は、広い範囲で協力して、効果的なマーケティングの取組みを実施することを求められます。





17.2 セグメントを使用した訪問者の分類

セグメントは、収集した訪問者データに基づいて訪問者をグループに分類するアセットです。セグメントを作成する際は、フィルタ基準として使用する訪問者データの種類を決定し、訪問者がそのセグメントに適しているかどうかを判断する値を設定します。

ユーザーは、Engageの"セグメントのフィルタ"フォームを使用し、開発者が作成した訪問者属性、履歴属性および履歴定義に基づいて、訪問者を分類します。

セグメントは、Engageにおけるパーソナライズのキーとなります。訪問者がサイトを参照すると、訪問者が送信した情報を使用して、その訪問者がセグメントのメンバーに該当するかどうかが判断されます。サイトに推奨やプロモーションを含むページを表示する場合は、Engageによって訪問者が属するセグメントが判断され、そのセグメント向けの推奨製品や販売促進メッセージが表示されます。

セグメントの詳細は、第18章「Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化」を参照してください。





17.3 セグメント分けされた訪問者への推奨の作成

"推奨"アセットを作成したら、作成済の各セグメントにとっての重要度に基づいて各アセットを評価し、セグメントに構成します。

推奨は、サイト・ページで特集または推奨する製品やコンテンツを決定するアセットです。これらのアセットは、訪問者が所属するセグメントに基づいたルールですが、製品アセットやコンテンツ・アセット間の関係に基づく場合もあります。

推奨にはテンプレートがあります。推奨は、テンプレートがサイト・ページにレンダリングされるときに、そのテンプレートに対するアセットのリストを返します。推奨されるアセットのリストに含まれるアイテムは、現在の訪問者が属するセグメントに基づいて、その訪問者にとっての重要度に従って評価されます。

推奨の詳細は、第19章「Engageによる推奨の作成および構成」を参照してください。





17.4 購買パターンに基づくプロモーション

プロモーションは、訪問者が購入しようとしている製品と訪問者が属するセグメントに基づいて価値(割引)の提供を定義するアセットです。この価値は、次のような方法で提供できます。

	
プロモーション対象製品の購入価格の割引


	
ショッピング・カート全体の価格の割引


	
送料の割引


	
割引の組合せ: 送料の割引と価格またはカート全体の割引




プロモーションでは、推奨と同じテンプレートが使用されます。プロモーションでオーバーライドする推奨をユーザーが決定すると、その推奨のテンプレートを使用してサイト・ページにプロモーションがレンダリングされます。

セグメントの詳細は、第20章「Engageによるプロモーションの作成」を参照してください。








18 Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化

セグメントは、収集した訪問者データに基づき、訪問者をグループにカテゴリ分けするアセットです。セグメントを作成する際は、フィルタ基準として使用する訪問者データの種類を決定し、訪問者がそのセグメントに適しているかどうかを判断する値を設定します。

この章では、セグメント、およびセグメントの作成手順について説明します。この章は、次の項で構成されています。

	
第18.1項「セグメントについて」


	
第18.2項「セグメント・フォームについて」


	
第18.3項「セグメントの作成」


	
第18.4項「ContentQueryアセットの作成と使用」


	
第18.5項「サンプル・セグメント・アセット」


	
第18.6項「Webページでのセグメントのプレビュー」


	
第18.7項「セグメントのパブリッシュ」


	
第18.8項「パブリッシュ後」






18.1 セグメントについて

セグメントは、推奨や販売促進を作成するのに使用します。セグメントにより、推奨や販売促進のどのコンテンツが訪問者に適しているかが決定され、そのコンテンツが訪問者に表示されます。

セグメントは、Engageにおけるパーソナライズおよびマーケティングに重要な役割を果たします。サイト・ページが依存している訪問者セグメントをマーケティング担当者が作成します。マーケティング担当者は、どのマーケティング・メッセージをどの訪問者セグメントに関連付けるべきかを把握しているからです。

セグメントを作成する際は、そのセグメントのメンバーに含まれるために訪問者が一致する必要があるフィルタ基準を指定します。これは、データベース管理者やサイト管理者がデータベース問合せを作成する際、その問合せ結果に含まれるために、データベース・レコードが満たす必要のあるパラメータを指定する作業と類似しています。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第18.1.1項「セグメントおよび訪問者データ・アセット」


	
第18.1.2項「セグメントの開発: プロセスの概要」






18.1.1 セグメントおよび訪問者データ・アセット

セグメントは、訪問者データ・アセットをフィルタ基準として使用して作成します。訪問者データ・アセットには、訪問者属性、履歴属性および履歴定義の3種類があります。

	
訪問者属性には、1つの特性のみを指定する種類の情報が保持されます。たとえば、経験年数、職務内容または子どもの人数などの属性があります。

訪問者がデータを変更すると、その新しいデータで以前のデータが上書きされます。たとえば訪問者が、自分の職務内容をアナリストからマーケティング・スペシャリストに変更すると、その訪問者がかつてアナリストであった記録は存在しなくなります。


	
履歴属性は、個別情報の種類であり、これらをグループ化して1つの種類の履歴レコードを作成します。


	
この履歴レコードが、履歴定義です。たとえば、購入という履歴定義は、履歴属性であるSKU #、アイテム名、数量および価格などで構成することが可能です。

Engageでは、履歴定義として記録されたデータが、ひとかたまりの情報単位として扱われます。タイムスタンプが割り当てられるとともに個々のデータ・インスタンスが格納されるため、ユーザーは履歴定義の数や合計に基づきセグメントを作成できます。




開発者は、マーケティング・チームや設計チームが収集および分析する種類の情報に基づき、訪問者データ・アセットを作成します。その他の販売担当者も、自分達のサイト訪問者を分類するセグメントの作成にこれらのアセットを使用でき、開発者は訪問者情報を収集および格納するためのサイト・ページをプログラムします。





18.1.2 セグメントの開発: プロセスの概要

セグメントを作成する5つの一般的な手順は、次のとおりです。

	
計画: 開発者やマーケティング担当者から構成されるクロスファンクショナルな設計チームによって、収集するサイト訪問者のデータが決定されます。


	
訪問者データ・アセットの作成: 開発者は、必要な訪問者属性、履歴属性および履歴定義を、Engageのフォームを使って作成および定義します。


	
セグメントの作成: ユーザー(販売担当者)は、Engageのセグメント・フォームを使用して、訪問者をその訪問者の属性、履歴属性および履歴定義に基づきカテゴリ分けします。


	
訪問者データの収集: 開発者は、訪問者データを収集および格納できる適切なサイト・ページをプログラムします。たとえば、訪問者がセグメントに該当するかどうかの判断に使用される情報を書き込むオンライン登録フォームを開発者は作成できます。訪問者がサイトで送信した情報は、サイトのデータベースに格納されます。


	
訪問者のセグメント分け: 訪問者がサイトを訪れると、訪問者が送信した情報を使用して、その訪問者がセグメントのメンバーシップに該当するかどうかが判断されます。その訪問者がメンバーとして該当するセグメントに基づき、販売用のメッセージや推奨商品がパーソナライズされます。










18.2 セグメント・フォームについて

フォームは、セグメントを作成する際に「コンテンツ」タブと「詳細」タブの2カ所で使用します。この項では、これらのタブについて説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第18.2.1項「セグメントの「コンテンツ」タブ」


	
第18.2.2項「セグメントの「詳細」タブ」






18.2.1 セグメントの「コンテンツ」タブ

セグメント・フィルタ基準の「コンテンツ」タブには、セグメントの作成に使用できる訪問者データ・アセットが表示されます。このフォームでは、セグメントを定義する基準を選択します。


図18-1 新規セグメント・アセットの「コンテンツ」タブ

[image: 図18-1の説明が続きます]





既存のセグメントを表示すると、格納された情報が次のように表示されます。


図18-2 既存セグメント・アセットの「コンテンツ」タブ

[image: 既存セグメントの「コンテンツ」タブ]



既存のセグメントは容易に変更できます。メニュー・バーで「編集」を選択し、メニューから「編集」を選択します。図18-1に示したようなフォームがタブに表示されますが、セグメントに格納されているデータがフォームに移入されます。


図18-3 編集可能な既存セグメント・アセットの「コンテンツ」タブ

[image: 既存セグメント・アセットの「コンテンツ」タブの編集モード]






18.2.2 セグメントの「詳細」タブ

セグメントを作成する際、Engageではセグメントに追加する条件(基準)が次のようにフォームに表示されます。


図18-4 既存セグメント・アセットの「詳細」タブ

[image: 図18-4の説明が続きます]





1行に基準を追加していくことで、より範囲の広いセグメントが作成されます。前述のフォームでは、年齢が30歳から39歳で、収入が100,000ドルを超える訪問者をセグメントに含めることができます。つまり、表内の同一行に基準を追加することでより多くの要因を追加し、その要因に基づき訪問者がそのセグメントに該当するかを判定します。

基準を列で追加すると、より制限されたセグメントが作成されます。次の例では、両方の基準を満たした訪問者のみが、このセグメントに属します。


図18-5 フィルタ基準の編集

[image: 図18-5の説明が続きます]





セグメントに制限を追加するには、フォームの入力を下に進めていき、基準に制限を追加します。前の画像では、フィルタは30歳から39歳の独身者を対象としています。

したがって、セグメントの範囲は、OR基準を追加すると広くなり、AND基準を追加すると狭くなります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第18.2.2.1項「カテゴリ」


	
第18.2.2.2項「ショッピング・カートの基準」






18.2.2.1 カテゴリ

セグメント・フィルタ基準フォーム内の訪問者データ・アセットは、カテゴリ別に編成されています。カテゴリは、目のアイコンをクリックすることによってメガ・メニューに表示できます。

フィールド内で基準の入力を始めることができます。たとえば、Sと入力すると、"Street Address"、"State or province name"、および"Shopping Cart"が提示されます。Shと入力すると、"Shopping Cart"のみが提示されます。また、目のアイコンを選択することによってメガ・メニューを使用できます。メガ・メニューには、カテゴリ別にグループ化されたすべての訪問者データ・アセットが表示されます。


訪問者データ・アセットは種類が大変豊富であるため、開発者はカテゴリを割り当ててそれらを編成します。(開発者は、訪問者データ・アセットを定義する際にカテゴリを作成します。)たとえば、プロファイル・カテゴリは、年齢や収入など、訪問者の個人情報に関する訪問者属性を定義します。メガ・メニューの詳細は、第18.3項「セグメントの作成」のそれぞれの手順を参照してください。




	
注意:

訪問者データ・アセットに実際に用いられるカテゴリは、インストール・オプションや開発者の定義によって、それぞれのインストールで異なる場合があります。カテゴリや訪問者データ・アセットに関する情報が必要な場合は、開発者にお問い合せください。













18.2.2.2 ショッピング・カートの基準

ショッピング・カートは、セグメント・フィルタ・フォームでカテゴリとしてリストされていますが、単なる属性カテゴリというより、特別なデフォルトの機能になります。


図18-6 フィルタ基準のショッピング・カート基準

[image: 図18-6の説明が続きます]





ショッピング・カート基準を使用し、次の種類の条件に基づきセグメントを作成できます。

	
ショッピング・カート内の全製品の合計額


	
特定の製品がショッピング・カート内にあるかどうか


	
特定数の商品がショッピング・カート内にあるかどうか


	
特定の商品が、特定の数、ショッピング・カート内にあるかどうか




訪問者のショッピング・カートの現在状況に基づき販売促進を行う場合には、このフォームを使ってセグメントを作成してから、そのセグメントを販売促進で使用します。

ショッピング・カートは、セグメントの定義にいつでも使用できます。つまり、サイト開発者が訪問者属性や履歴定義を作成する前でも、ショッピング・カート情報で定義されたセグメントを作成できます。









18.3 セグメントの作成

セグメントの作成前に、次のタスクが完了していることを確認してください。

	
マーケティング、設計、開発の各チームが集まり、収集する訪問者データの種類を決定している。


	
クロスファンクショナル・チームで必要と決定された訪問者属性、履歴属性および履歴定義が、開発者によって作成されている。


	
販売担当者が、作成された訪問者データ・アセットの一覧または概要を所有しており、それらが何を意味しどのようにカテゴリ分けされるのかを把握している。




この項の内容は、次のとおりです。

	
第18.3.1項「手順1: セグメントの名前と定義の指定」


	
第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」


	
第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」


	
第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」






18.3.1 手順1: セグメントの名前と定義の指定

	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規セグメント」の順に選択します。



	
注意:

「新規」メニューに「新規セグメント」が表示されない場合は、ここで終了してください。セグメントを作成する権限がありません。権限の詳細は、管理者に問い合わせてください。








	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。


図18-7 「割当て先の選択」フォーム

[image: 図18-7の説明が続きます]





必要とされるそれぞれのロールに対し少なくとも1人のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
ユーザーを割当て先として選択したら、セグメントに関連する一般情報を追加します。

タブに、セグメント・アセットの「コンテンツ」タブが表示されます。


図18-8 新規セグメント・アセットの「コンテンツ」タブ

[image: 図18-8の説明が続きます]





「名前」フィールドに、そのセグメントを説明する一意の名前を入力します。最大64文字の英数字(スペースを含む)を入力できます。最初の文字は英字にする必要があります。

「説明」フィールドに、セグメントの簡単な説明を入力します。最大128文字の英数字を入力できます。

(オプション)セグメント・アセットに、開始日や終了日を割り当てます。開始日と終了日の詳細は、第7.3.2項「将来プレビューについて」を参照してください。


	
「詳細」タブをクリックします。

「フィルタ基準」フォームがタブに表示されます。セグメントの作成に使用できる訪問者属性と履歴定義のカテゴリのリストがドロップダウン・メニューに表示され、メガ・メニューにも表示されます。メガ・メニューを開くには、メガ・メニュー・アイコン(図18-10)をクリックします。


図18-9 「詳細」タブの「フィルタ基準」フォーム

[image: 図18-9の説明が続きます]






図18-10 メガ・メニュー・アイコン

[image: 属性のメガ・メニューのアイコン。]



特に指定がないかぎり、テキスト文字列のフィルタリングでは大文字と小文字を区別することに注意してください。

次のいずれかを行います。

	
購入者の連絡先情報に基づきセグメントを作成する場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に移動してください。


	
ユーザー・プロファイルに基づきセグメントを作成する場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に移動してください。


	
購入者の履歴に基づきセグメントを作成する場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に移動してください。


	
履歴定義に基づきセグメントを作成する場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に移動してください。


	
ショッピング・カートに基づきセグメントを作成する場合は、第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」に移動してください。











18.3.2 手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成

	
「詳細」タブの「フィルタ基準」フォームで、属性のメガ・メニューのアイコンをクリックします。


図18-11 メガ・メニュー・アイコン

[image: 属性のメガ・メニューのアイコン。]



Engageにより、そのカテゴリに含まれる属性の一覧が表示されます。


	
セグメントの定義に使用する属性の名称をクリックします。

その属性で意味のある制約フィールドがフォームで表示されます。


	
フォームを使用して属性値を設定し、セグメントに訪問者を含めたり、訪問者をそのセグメントから除外します。

たとえば、属性を年齢にし、20歳から24歳の訪問者をセグメントに含める場合には、値を次のように設定します。


図18-12 フィルタとしての年齢属性と値

[image: 図18-12の説明が続きます]





一部の属性には範囲があらかじめ定められていることに注意してください。この例では、選択可能な年齢範囲がすでに設定されています。

この年齢範囲に含まれる訪問者を除外するには、「除外」チェック・ボックスを選択します。また、次のように値を設定することもできます。


図18-13 フィルタとしての年齢属性と値

[image: 図18-13の説明が続きます]





	
必要に応じて他の基準を追加します。メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。








18.3.3 手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成

	
「フィルタ基準」フォームで、メガ・メニューを開いて「購入者履歴」セクションから「購入サマリー」を選択します。

購入に関する「フィルタ基準」フォームが表示されます。カテゴリ内の最初の履歴定義が表示されます。次に例を示します。


図18-14 購入サマリーのフィルタ・フィールド

[image: 図18-14の説明が続きます]





アイテムを制限またはフィルタするための、次の3つの領域が含まれます。

	
1行目では、購入したアイテムの数、または購入したアイテムの合計価格によるフィルタを適用できます。


	
2行目では、購入全体、最近の購入、または特定の期間内の購入を選択できます。


	
チェック・ボックスを使用して、特定のアイテム、特定のストアID、特定の数量、または特定の販売額に基づいてフィルタを適用できます。





	
次のオプションを1つ以上使用し、「フィルタ基準」フォーム内にある3つの領域すべてを利用して簡単な基準または複雑な基準を作成し、アイテムを制限またはフィルタ処理します。




この項の内容は、次のとおりです。

	
第18.3.3.1項「合計に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.2項「数に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.3項「履歴定義の初回記録時に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.4項「履歴定義の最新記録時に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.5項「セグメントをさらに定義するための履歴属性の追加」


	
第18.3.3.6項「セグメントをさらに定義するための製品の追加」






18.3.3.1 合計に基づくフィルタ処理

セグメントは、支払い合計額、合計価格またはアイテムの合計数などの合計に基づき定義できます。

たとえばサイトの開発者は、購入履歴と呼ばれる履歴定義を作成でき、これはサイト訪問者の購入履歴レコードとして扱われます。この定義の履歴属性の1つを、アイテム数にできます。この履歴定義を使用して、サイト訪問者が購入したアイテムの合計数に基づきセグメントをマーケティング担当者は作成できます。

合計に基づきセグメントを定義するには、次の手順を完了させます。

	
フォームの上部で「合計」オプションを選択し、値を設定してセグメントに訪問者を含めたり、セグメントから訪問者を除外します。

たとえば、次の例の履歴定義では、10アイテム以上を購入した訪問者を含めるよう設定できます。


図18-15 購入サマリーの1行目

[image: 図18-15の説明が続きます]





	
次の行で、「特定の期間」を選択します。2つの日付フィールドが表示されます。合計に使用する期間を指定します。

たとえば、当該年の前半6か月の間に特定数のアイテムを購入した訪問者を含めるには、購入履歴の履歴定義の期間オプション値を次のように設定できます。


図18-16 購入サマリーの特定期間のエントリ

[image: 図18-16の説明が続きます]





	
(オプション)履歴属性を追加して、この基準をさらに制限する場合は、第18.3.3.5項「セグメントをさらに定義するための履歴属性の追加」に進んでください。


	
必要に応じて他の基準を追加します。メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。








18.3.3.2 数に基づくフィルタ処理

訪問者に対しこの履歴定義が記録された合計数に基づきセグメントを定義できます。

たとえば、第18.3.3.1項「合計に基づくフィルタ処理」で説明した購入履歴の履歴定義を使用することで、マーケティング担当者は、その訪問者の購入履歴の記録回数に基づきセグメントを定義できます。この基準により、Engageでは、訪問者の購入内容や支払い金額のかわりに、訪問者の商品購入回数を考慮できます。

数に基づくセグメントを設定するには、次の手順を完了させます。

	
フォームの上部で「数」オプションを選択し、値を設定してセグメントに訪問者を含めたり、セグメントから訪問者を除外します。

たとえば、購入履歴の履歴定義で、少なくとも5回、商品(商品内容は問わず)を購入した訪問者を含めるように設定できます。

[image: item_count.pngの説明が続きます]



	
次の行で、「特定の期間」を選択します。2つの日付フィールドが表示されます。合計に使用する期間を指定します。

たとえば、当該年の前半6か月の間に特定数のアイテムを購入した訪問者を含めるには、購入履歴の履歴定義の期間オプション値を次のように設定できます。


図18-17 購入サマリーの特定期間のエントリ

[image: 図18-17の説明が続きます]





	
(オプション)履歴属性を追加してこの基準をさらに制限する場合は、第18.3.3.5項「セグメントをさらに定義するための履歴属性の追加」に進んでください。


	
必要に応じて他の基準を追加します。メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。


	
次のいずれかを行います。

	
訪問者属性カテゴリを選択した場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
履歴定義カテゴリを選択した場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
ショッピング・カートを選択した場合は、第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」に進んでください。











18.3.3.3 履歴定義の初回記録時に基づくフィルタ処理

訪問者に対する履歴定義の初回記録時に基づき、セグメントを定義できます。

たとえば、第18.3.3.1項「合計に基づくフィルタ処理」で説明した購入履歴の履歴定義を使用して、マーケティング担当者は訪問者による商品の初回購入時(つまりその訪問者の購入履歴レコードの初回記録時)に基づき、セグメントを定義できます。

定義の初回記録時に基づきセグメントを定義するには、次の手順を完了させます。

	
フォームの上部で「最も早い記録日」オプションを選択し、値を設定してセグメントに訪問者を含めたり、セグメントから訪問者を除外します。

たとえば、購入履歴の履歴定義を設定し、2012年1月1日以前に商品を購入した訪問者を含めることができます。


図18-18 最も早い記録日

[image: 図18-18の説明が続きます]





	
カレンダ・アイコンを使用して日付を選択します。デフォルトで追加される時刻は01:00です。この値は、フィールドに入力することによって変更できます。


	
(オプション)履歴属性を追加してこの基準をさらに制限する場合は、第18.3.3.5項「セグメントをさらに定義するための履歴属性の追加」に進んでください。


	
必要に応じて他の基準を追加します。メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。


	
次のいずれかを行います。

	
訪問者属性カテゴリを選択した場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
履歴定義カテゴリを選択した場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
ショッピング・カートを選択した場合は、第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」に進んでください。











18.3.3.4 履歴定義の最新記録時に基づくフィルタ処理

訪問者の履歴定義の前回記録時(最新の記録時)に基づきセグメントを定義できます。

たとえば、第18.3.3.1項「合計に基づくフィルタ処理」で説明した購入履歴の履歴定義を使用して、マーケティング担当者は訪問者による商品の最新購入時(つまりその訪問者の購入履歴レコードが最後に記録されたとき)に基づき、セグメントを定義できます。

履歴定義の前回記録時に基づきセグメントを定義するには、次の手順を完了させます。

	
フォームの上部で「最終記録日」オプションを選択し、値を設定してセグメントに訪問者を含めたり、セグメントから訪問者を除外します。

たとえば、2012年1月1日以降に購入した訪問者を含めるには、購入履歴の値を次のように設定できます。


図18-19 最終記録日

[image: 図18-19の説明が続きます]





	
カレンダ・アイコンを使用して日付を選択します。デフォルトで追加される時刻は01:00です。この値は、フィールドに入力することによって変更できます。


	
(オプション)履歴属性を追加してこの基準をさらに制限する場合は、第18.3.3.5項「セグメントをさらに定義するための履歴属性の追加」に進んでください。


	
必要に応じて他の基準を追加します。メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。


	
次のいずれかを行います。

	
訪問者属性カテゴリを選択した場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
履歴定義カテゴリを選択した場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
ショッピング・カートを選択した場合は、第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」に進んでください。











18.3.3.5 セグメントをさらに定義するための履歴属性の追加

履歴属性を追加し、特定の属性を検討対象とすることで、より複雑なセグメント(つまり、数、合計、初回記録または最終記録がさらに制限されたセグメント)を作成できます。

履歴属性を追加しセグメントをさらに定義するには、次の手順を完了させます。

	
フォームの先頭行にある4つのオプション(「合計」、「数」、「最も早い記録日」または「最終記録日」)のいずれかを選択し、構成します。この手順についてサポートが必要な場合は、次の手順のいずれかに移動してください。

	
第18.3.3.1項「合計に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.2項「数に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.3項「履歴定義の初回記録時に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.4項「履歴定義の最新記録時に基づくフィルタ処理」





	
この基準の属性リストの下にある「製品リスト」、「ストアID」、「アイテム数」および「販売額」には、それぞれチェック・ボックスがあります。フィルタとして使用する履歴属性をクリックします。通常このリストには、製品リスト、ストアID、アイテム数、販売額などのアイテムが含まれます。

チェック・ボックスを選択すると、その属性に関係がある制約フィールドが表示されます。複数の属性をクリックするか同じ属性を複数回クリックすると、属性をクリックするごとに制約フィールドが表示されます。


	
制約フィールドを使用して、基準をさらに制約する属性値を設定します。次に例を示します。


図18-20 ストアIDの制約フィールド

[image: 図18-20の説明が続きます]





	
必要に応じて他の基準を追加します。メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。


	
次のいずれかを行います。

	
訪問者属性カテゴリを選択した場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
履歴定義カテゴリを選択した場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
ショッピング・カートを選択した場合は、第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」に進んでください。











18.3.3.6 セグメントをさらに定義するための製品の追加

セグメントの定義に使用する履歴定義に製品リストの履歴属性が含まれている場合には、製品を追加し、特定の製品を検討対象に入れることで、より複雑なセグメント(つまり、数、合計、初回記録または最終記録がさらに制限されたセグメント)を作成できます。

セグメント定義に製品を追加するには、次の手順を完了させます。

	
フォーム上部にある4つのオプション(「数」、「合計」、「最も早い」または「最終」)のいずれかを選択し、構成します。この手順についてサポートが必要な場合は、次の手順のいずれかに移動してください。

	
第18.3.3.1項「合計に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.2項「数に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.3項「履歴定義の初回記録時に基づくフィルタ処理」


	
第18.3.3.4項「履歴定義の最新記録時に基づくフィルタ処理」





	
属性リストで、「製品リスト」を選択します。

フォームには、ドロップ・ゾーンが表示されます。


図18-21 ドロップ・ゾーンを表示する製品リスト

[image: 図18-21の説明が続きます]





	
コンテンツ・ツリーを使用して製品を選択し、ドロップ・ゾーンにドラッグします。


図18-22 製品を含む製品リスト

[image: 図18-22の説明が続きます]





追加した後は、リスト内のアイテムを含む購入のみが基準によって選択されます。


	
メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。


	
次のいずれかを行います。

	
訪問者属性カテゴリを選択した場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
履歴定義カテゴリを選択した場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
ショッピング・カートを選択した場合は、第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」に進んでください。













18.3.4 手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義

	
「フィルタ基準」フォームで、「ショッピング・カート」カテゴリを選択します。

Engageにショッピング・カートの基準が表示されます。


図18-23 購入サマリーの特定期間のエントリ

[image: 図18-23の説明が続きます]





	
このセグメントを、訪問者のショッピング・カートに入っているアイテムの合計額に基づき定義するには、最初のオプションを選択してから値を設定します。たとえば、カート内に少なくとも50ドルの商品がある訪問者を含めるには、次のように値を設定します。


図18-24 ショッピング・カート内のアイテムの合計額

[image: 図18-24の説明が続きます]





このセグメントを訪問者のショッピング・カート内のアイテムの合計数に基づき定義するには、2番目のオプションを選択し値を設定します。たとえば、カート内にアイテムが少なくとも3つ以上のある訪問者を含めるには、次のように値を設定します。


図18-25 ショッピング・カート内のアイテムの合計数

[image: 図18-25の説明が続きます]





	
アイテム数やカートの金額をカタログ内の特定の製品に制限するには、次の行にあるプルダウン・メニューで「特定の製品に制限」を選択します。

ドロップ・ゾーンが表示されます。コンテンツ・ツリーから、目的の製品をドロップ・ゾーンにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
必要に応じて他の基準を追加します。メニュー・バーから、「コンテンツ」→「保存」を選択します。基準がセグメントに追加され、セグメントが保存されます。


	
次のいずれかを行います。

	
訪問者属性カテゴリを選択した場合は、第18.3.2項「手順2: 訪問者属性を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。


	
履歴定義カテゴリを選択した場合は、第18.3.3項「手順3: 履歴定義を使ったセグメントのフィルタ基準の作成」に進んでください。













18.4 ContentQueryアセットの作成と使用

ContentQueryアセットにより、他の複数のアセットを組み合せて使用することが簡単になります。このアセットは、ContentQueryアセット内で定義されたアセットの検索の戻り値です。たとえば、このアセットを使用して、特定のタグまたは特定のアセット・タイプを持つコンテンツ・アイテムのみを返すアセットを作成できます。検索パラメータは様々な方法で指定できるので、このアセットを特定タイプのコンテンツの動的検索として簡単に使用できます。


ContentQueryアセットを作成するには

	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「コンテンツ問合せ」の順に選択します。



	
注意:

「新規」メニューに「新規ContentQuery」が表示されない場合は、ここで終了してください。コンテンツ問合せを作成する権限がありません。権限の詳細は、管理者に問い合わせてください。








ContentQueryアセットの「コンテンツ」タブが表示されます。


図18-26 ContentQueryアセットの「コンテンツ」タブ

[image: contentassetの「コンテンツ」タブ]





「名前」フィールドに、そのセグメントを説明する一意の名前を入力します。最大64文字の英数字(スペースを含む)を入力できます。最初の文字にスペースは使用できません。

「説明」フィールドに、セグメントの簡単な説明を入力します。最大128文字の英数字を入力できます。これはオプションです。

「リスト・サイズ」フィールドに、返すリストの長さを入力します。これはオプションです。

「ソート・フィールド」フィールドで、返されたアセットをソートする基準となるフィールド(名前、アセット・タイプ、ロケール、修正日)を選択します。これはオプションです。

「ソート順序」フィールドで、アイテムを表示する順序(昇順、降順、ランダム)を選択します。これはオプションです。


	
「問合せ」タブをクリックします。

ContentQueryアセットの「問合せ」タブが表示されます。


図18-27 ContentQueryアセットの詳細検索フィールド

[image: 図18-27の説明が続きます]





ここで検索パラメータを作成します。他のアセット検索と同様にワイルドカード(* ?)を使用でき、必須のフィールドはありません。

一番上にある「これらの単語のいずれか」または「これらの単語すべて」を選択して、検索テキストを入力します。

「アセット名」に、アセットの名前(または部分的な名前)を入力します。

「説明」に、完全または部分的な説明を入力します。

「タグ」に、アセットに割り当てられたタグを入力します。

「ID」に、アセットのIDを入力します。

「ロケール」に、アセットに割り当てられた場所を入力します。

「作成者」に、アセットを作成したユーザーを入力します。

「修正日」で、アセットが最後に変更された時間枠を選択します。

「アセット・タイプ」で、アセットのタイプを選択します。


	
検索パラメータを入力したら、「詳細検索の実行」をクリックします。選択したパラメータ検索の結果がドッキングされたパネルに表示され、そのパラメータが必要条件を正しく満たしていることを確認できます。


図18-28 ContentQuery詳細検索の問合せ結果

[image: contentqueryからのドッキングされた検索結果を示す画像]



必要な場合は、詳細検索のパラメータを変更します。

詳細検索は、コンテンツ問合せアセットの編集モードと調査モードの両方で使用できます。


	
アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。








18.5 サンプル・セグメント・アセット

サンプル・サイトをインストールしている場合、FirstSite IIのサンプル・サイトには、1つのサンプル・セグメント・アセット(AffluentYoungSingles)が含まれています。このセグメントは、サンプルの推奨および販売促進アセットを使って作業できるよう設計されています。これらのサンプル・セグメントをテンプレートとして使用して、サイトのセグメント・アセットを作成します。





18.6 Webページでのセグメントのプレビュー

セグメントを作成してWebサイトに組み込むと、セグメントをプレビューする際に役に立つことがあります。特に、訪問者に応じて異なるアセットを表示する機能を持つセグメントの場合は有用です。プレビューを行うには、Webモードで「セグメントを使用したプレビュー」ボタンを使用します。

「セグメントを使用したプレビュー」を使用する手順は、次のとおりです。

	
プレビューするセグメントを含むWebサイトまたは該当するアセットを、Webモードで表示します。


	
「プレビュー」アイコンをクリックします。


図18-29 「プレビュー」アイコン

[image: 「プレビュー」アイコン]



ページがプレビューに表示されます。ツールバーが変更され、異なるアイコンが表示されます。


	
「セグメントを使用したプレビュー」アイコンをクリックします。


図18-30 セグメントを使用したプレビュー

[image: 「セグメントを使用したプレビュー」アイコン]



	
クリックすると、使用可能なセグメントを示すメニューが表示されます。最初のエントリは「セグメントなし」で、これはセグメントを使用せずにプレビューするためのオプションです。


図18-31 「セグメントを使用したプレビュー」メニュー

[image: 図18-31の説明が続きます]





	
セグメントを選択します。プレビューがリフレッシュされ、選択したセグメントが該当する場所に表示されます。








18.7 セグメントのパブリッシュ

セグメントの準備が整ったら、配信システムにパブリッシュできるようにそれらのセグメントを承認する必要があります。その後、Engageにおいて、それらのセグメントを使用して訪問者を評価したり、訪問者に適切なアイテムをお薦めできます。

セグメントは、調査して、正しく構成されていることを確認してから、パブリッシュのための承認を行う必要があります。

アセットの承認とパブリッシュの詳細は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。





18.8 パブリッシュ後

セグメントの作成、確認そしてパブリッシュ後には、それぞれのセグメントのメンバーに重要な製品およびコンテンツについて、評価を行う必要があります。詳細は、第19章「Engageによる推奨の作成および構成」を参照してください。

セグメントの作成後は、販売促進も作成できます。詳細は、第20章「Engageによるプロモーションの作成」を参照してください。








19 Engageによる推奨の作成および構成

推奨は、サイト・ページで推奨される他のアセットを決定するアセットです。どのアセットを推奨するかは、訪問者が所属するセグメントと、場合によってはアセット間のコンテキストベースの関係(たとえば、映画がジャンルによって相互に関連付けられている場合など)に基づいて計算されます。

推奨アセットを作成したら(通常は、マーケティング担当者が推奨アセットを作成)、訪問者が所属するセグメントに対する重要度に基づいて子アセットを評価することによって、アセットを構成します。アセットは、この評価に基づいて、推奨するか、推奨しないかが決定されます。また、関連アイテム推奨では、アイテムの相互の関連付けに従ってクロスセルやアップセルを可能にするアセット間の関係を定義します。どのアセットにこのような関係があるかは、ご自身で判断してください。

この章は、次の項で構成されています。

	
第19.1項「推奨アセット」


	
第19.2項「アセットの選択要因」


	
第19.3項「アセット推奨のプロセス」


	
第19.4項「推奨アセットの作成」


	
第19.5項「推奨アセットの編集」


	
第19.6項「推奨されるアセットの構成」


	
第19.7項「推奨アセットの検証」


	
第19.8項「評価されたフレックス・アセットのパブリッシュ」






19.1 推奨アセット

推奨アセットは、アセットを収集、評価、ソートし、これらのアセットのうち現在の訪問者に最適なものを推奨します。どのアセットが最適かはどのように判断されるのでしょうか。訪問者が所属するセグメントのリストと、各アセットの推奨で設定されている確信度を参考にします。(確信度の詳細は、第19.2.2項「確信度」を参照してください。)

セグメントを作成したら、各セグメントに対するフレックス・アセットの重要度を評価します。サイト・ページから推奨アセットが呼び出されると、Engageでは、現在の訪問者がどのセグメントに所属しているかを特定し、それらのセグメントに対する評価が最も高いことが推奨によって判断されたアセットを選択します。これらが、訪問者に対して推奨されるアセットです。

Engageでは、次のタイプの推奨が提供されます。

	
静的リスト: リスト・モードと推奨モードの2つのモードで動作します。

	
リスト・モードでは、セグメント(またはセグメントが適用されるかどうか)にかかわらず、静的リスト推奨は、静的な事前に選択済のアセットのリストを1つだけ保持して返します。確信度の値は、リスト上の位置に基づいて、リスト上のアセットに自動的に割り当てられます。最初のアセットの確信度の値は100%、次は99%で、以下、降順となります。


	
推奨モードでは、推奨で定義されているセグメントに訪問者が該当する場合、および該当するセグメントがない場合に、静的リスト推奨は、静的な事前に選択済の推奨アセットのリスト(複数)を保持して返します。

テンプレートから推奨が呼び出されると、推奨からは、静的リスト上のアセットが返されます。セグメントの静的リストに追加するアセットごとに、「セグメント内」および「セグメント外」の評価の確信度の値を割り当てることができます。(このタイプの推奨のバリアントは、以前は「手動」と呼ばれていました。)




静的リスト推奨は、ブックマークからアセットを選択し、各セグメントのリスト(推奨モード)または共通リスト(リスト・モード)に追加することによって作成します。これは静的リスト推奨であるため、リスト内のアセットは、変更しないかぎり(またはデータベースから削除しないかぎり)同じままです。


	
動的リスト: CSElementアセットという特殊なアセットを参照します。これは、エレメントと呼ばれる一種のプログラムとして開発者がコーディングしたものです。テンプレートから動的リスト推奨が呼び出されると、エレメントが実行され、エレメントで定義されている条件に基づいてリストが返されます。たとえば、「新製品」という推奨を作成し、そこで参照されているエレメントが、過去5日間にデータベースに追加された製品アセットのみを選択するように指定できます。

動的リスト推奨は、ツリーでCSElementアセット(リスト生成のロジックが含まれる)を選択することによって作成します。その後、現在のリスト結果を表示することによって、選択したエレメントをテストできます。

名前からわかるとおり、このタイプの推奨は動的です。テンプレートによって呼び出されるたびに、推奨はエレメントを実行し、データベースの現在の状態に基づいてリストが再生成されます。


	
関連アイテム: コンテキストに基づいて相互に関連付けられているフレックス・アセット(類似したテーマの映画など)間の関係の名前を保持します。テンプレートから関連アイテム推奨が呼び出されると、ページに現在表示されているアセットとの間に推奨によって指定された関係を持つように手動で構成されているアセットのみが返されます(推奨されます)。

アセット間の典型的な関係は、クロスセルおよびアップセルの関係です。たとえば、「クロスセル」という名前の関連アイテム推奨では、サスペンス映画を表示するレンダリングされたページに、SF映画のリストが表示されます。これは、SF映画の購入者はサスペンス映画も購入すると、マーケティング担当者が判断したためです。

関連アイテム推奨を作成するには、名前を付けて、関連アイテム推奨であることを指定します。その後、この推奨によって示される関係を他のフレックス・アセットとの間に持つフレックス・アセットを決定します。これらの関係を親アセットの「新規」フォームまたは「編集」フォームで割り当て、各セグメントのリストで各アセットに確信度の値を割り当てます。

推奨がテンプレートによってレンダリングされるとき、Engageでは2つの処理が行われます。まず、Engageは現在表示されているアセットとの間に推奨で指定されている関係を持つアセットを特定します。さらに、Engageはこれらのアセットの評価を調べて、現在の訪問者に関連するかどうかを判断します。




推奨アセットのタイプ別の機能を、次の表にまとめます。


	パラメータ	静的リスト(リスト・モード)	静的リスト(推奨モード)	動的リスト	関連アイテム
	
評価(セグメントごと)

	
はい

	
はい

	
はい

	
はい


	
確信度(セグメントごと)

	
リスト内のアセットの位置によって決定。セグメントによる区別なし。

	
はい

	
はい

	
はい


	
選択基準

	
「最上位」のみ

	
「最上位」、「ランダム」

	
「最上位」、「ランダム」

	
「最上位」、「ランダム」


	
ソート順序

	
確信度のみで降順

	
はい

	
はい

	
はい


	
オプション

	
	
推奨されるアセットの子を返すことが可能


	
プロモーションによってオーバーライド可能


	
すべてまたは選択したアセット・タイプに適用可能




	
	
推奨されるアセットの子を返すことが可能


	
プロモーションによってオーバーライド可能


	
すべてまたは選択したアセット・タイプに適用可能




	
	
推奨されるアセットの子を返すことが可能


	
プロモーションによってオーバーライド可能


	
すべてまたは選択したアセット・タイプに適用可能




	
	
推奨されるアセットの子を返すことが可能


	
プロモーションによってオーバーライド可能


	
すべてまたは選択したアセット・タイプに適用可能





	
作成

	
アセットをリストに手動で追加し、リスト内での順序を設定することによって作成。

	
各セグメントのリストに関して、アセットを手動で割り当て、確信度の値を設定することによって作成。

	
割り当てられているCSElementアセットで、コードによってリアルタイムで作成。

	
親アセットの「新規」フォームおよび「編集」フォームで、各セグメントのリストにアセットを追加することによって作成。











19.2 アセットの選択要因

Engageでは、与えられた推奨を使用して現在の訪問者に推奨するのに最も適したアセットを判断するときに、各アセットのセグメント内での個別評価に、推奨でアセットに割り当てられている確信度の値を掛けて、アセットの重み付けされた評価を求めます。次の項で、これらの概念の詳細を説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第19.2.1項「評価」


	
第19.2.2項「確信度」


	
第19.2.3項「選択基準」


	
第19.3.4項「関連アイテム」






19.2.1 評価

アセットの個別評価によって、特定のセグメントに所属する訪問者に対するそのアセットの重要度が決定します。アセットの「作成」ビューまたは「編集」ビューで、評価をアセットに手動で割り当てます。




	
注意:

セグメント用に評価できるのはフレックス・アセットのみです。ベーシック・アセットでは評価がサポートされていないため、推奨に配置しても無視されます。作成した推奨にフレックス・アセットのみを配置していることを、管理者に相談して確認してください。









次の3種類の評価をアセットに割り当てることができます。


	評価	説明
	
セグメント内

	
現在の訪問者が特定のセグメントのメンバーである場合に使用します。


	
セグメント外

	
現在の訪問者が特定のセグメントのメンバーでない場合に使用します。


	
セグメント評価が適用されない場合

	
現在のサイトにセグメントが定義されていない場合、またはセグメントを認識しない推奨(リスト・モードの静的リスト推奨)にアセットが配置されている場合に使用します。








特定の評価が割り当てられていないフレックス・アセットまたはフレックス親用に、システム・デフォルトの評価もあります。システム・デフォルトは、ユーザーや開発チームが変更しないかぎり、50に設定されています(サイト・ページのXMLまたはJSPオブジェクト・メソッドで変更可能)。システム・デフォルトは、サイトの評価スケールの平均または中間点を表します。そのため、システム・デフォルトの評価は50のままにしておくことをお薦めします。


評価の範囲

個別評価の有効な範囲は0から100です。個々の値が0や100になるのは特殊な場合で、アセットの評価に次のように影響します。

	
セグメントのアセットの評価が0の場合、Engageでは、該当するアセットをそのセグメントのメンバーに推奨することはありません。たとえば、「Macintoshユーザー」というセグメントのメンバーにはPCやPCソフトウェアを推奨しないようにしたい場合などがあります。


	
セグメントのアセットの評価が100の場合、Engageでは、該当するアセットをそのセグメントのメンバーに常に推奨します。





評価の継承

フレックス・アセットおよびフレックス親は、「セグメント内」、「セグメント外」、「セグメント評価が適用されない場合」(フォールバック)の評価を親から継承します。アセットまたは親の最終評価は、個別評価(個別評価がない場合はシステム・デフォルトの評価)と継承した評価の平均です。次の計算式で示すように、アセットの継承された評価は、その親の最終評価です。


Final rating= individual rating+inherited rating/2


それぞれの意味は次のとおりです。

個別評価 = カスタム評価が指定されていない場合はシステム・デフォルト

継承された評価 = 親の最終評価

例を示します。


	アセットまたは親	個別評価	継承された評価	最終評価
	
アセット親A

(トップレベル・グループ)

	
70

	
評価の継承なし

	
70


	
アセット親B

(アセット親Aの子)

	
60

	
70

	
(60 + 70) / 2 = 65


	
アセット1

(アセット親Bの子)

	
95

	
65

	
(95 + 65) / 2 = 80








フレックス・アセットが、自身は個別評価を持たないセグメントの評価を継承した場合、Engageでは、継承された評価とシステム・デフォルトの評価(通常は50)を平均して、最終評価を特定します。次に例を示します。


	アセットまたは親	個別評価	継承された評価	最終評価
	
アセット親A

(トップレベル・グループ)

	
80

	
継承なし

	
80


	
アセット親B

(アセット親Aの子)

	
なし、システム・デフォルトの50を使用

	
80

	
(50 + 80) / 2 = 65


	
アセット1

(アセット親Bの子)

	
70

	
65

	
(70 + 65) / 2 = 67.5








0および100の値には特殊な機能があるため、継承を考慮する場合は、次のルールが適用されます。

	
個別評価か継承された評価のいずれかが0の場合、最終評価は0になります。


	
個別評価か継承された評価のいずれかが100の場合、もう一方の値が0でないかぎりは、最終評価は100になります。




現在の訪問者が複数のセグメントに所属していて、それらのセグメントに対する評価がアセットにある場合は、次のルールが適用されます。

	
評価のうち最上位のものが最終評価となります。


	
いずれかの評価が0の場合は、最終評価は0となります。








19.2.2 確信度

Engageの確信度は、特定のコンテンツを訪問者が見たいと思う確率を示します。そのため、Engageでは、推奨で各アセットに割り当てられている確信度の値を使用して、あるコンテンツを訪問者に推奨する頻度を決定します。推奨で特定のセグメントに対してあるアセットを評価するときは、そのアセットの評価(シナリオにより、個別評価または最終評価)に、推奨でのそのセグメントの確信度の値を掛けて、アセットの重み付けされた評価が求められます。重み付けされた評価はその後、そのアセットが現在の訪問者にどのくらい関係があるかを判断するために、推奨で使用されます。つまり、確信度は、アセットの評価のスケール変更係数です。アセットの個別評価も、その確信度の値も、単独では、アセットを訪問者に推奨する目的で使用できないことを覚えておいてください。重み付けのプロセスは、特定の推奨に割り当てられているすべてのアセットに適用されます。

1つのアセットが複数の推奨によって評価される場合、それぞれの重み付け評価は、他に関係なく独自に計算されます。つまり、ある推奨でアセットに割り当てられている確信度の値は、他の推奨で認識されるアセットの評価には影響しません。たとえば、あるアセットの個別評価が80で、推奨1のセグメントAの確信度が60%、推奨2のセグメントAの確信度が90%の場合、どちらの推奨でも、それぞれの重み付けされた評価を計算するときに、アセットの個別評価である80が使用されます。

確信度の割当て方法は、推奨のタイプによって、次のように異なります。

	
リスト・モードの静的リスト推奨の場合は、リスト内の位置に基づいて、各アセットに確信度の値がEngageによって自動的に割り当てられます。リストの最初のアセットの値が100%、2つ目が99%、3つ目が98%で、以下降順となります。


	
推奨モードの静的リスト推奨の場合は、推奨の「新規」フォームまたは「編集」フォームを使用して、推奨の各セグメントに関して確信度の値をアセットに手動で割り当てます。


	
関連アイテム推奨の場合は、親アセットの「新規」フォームまたは「編集」フォームを使用して、推奨の各セグメントに関して確信度の値をアセットに手動で割り当てます。


	
動的リスト推奨の場合は、選択したCSElementアセットからEngageへ確信度の値が返され、それぞれのアセットに自動的に割り当てられます。





確信度の値の範囲

確信度はスケール変更係数であるため、パーセンテージで示されます。パーセンテージの値の有効な範囲は0から100です。0%および100%の値は、アセットの評価に次のように影響します。

	
確信度の値が0%のアセットは、その推奨によって返されることはありません。このアセットの評価に0% (0)を掛けるため、評価が0となるからです。


	
確信度の値が100%の場合、アセットの評価に100% (1)が掛けられるため、アセットの評価には、確信度によるスケール変更や影響はまったくありません。





確信度の値の継承

通常は、フレックス・アセット間の関係を指定して、その関係に対して親レベルで確信度の値を割り当てます。アセットは、推奨によって親に割り当てられた確信度の値を継承するからです。

同じ推奨に関して、1つのアセットに複数の確信度の値がある場合、Engageでは最大の値を使用します(値の1つが0の場合も同様)。平均値は使用しません。





19.2.3 選択基準

「選択基準」は、要求元のテンプレートに対して返されるアセットを推奨アセット側で選択する方法を指定できる構成オプションです。




	
注意:

リスト・モードの静的リスト推奨では、「ランダム」選択基準はサポートされていません。









「選択基準」として選択したメソッドによって、Engageがデータベースからアセットを選択する方法が決まります。「選択基準」には、次の2つのメソッドがあります。

	
最上位: Engageでは、現在のセグメント(つまり、現在の訪問者が所属するセグメント)の重み付け評価が最上位であるアセットを選択します。


	
ランダム: Engageでは、重み付けされたランダム・アルゴリズム(アセットの重み付け評価に基づいて動作)を使用して、リストからアセットを選択します。メッセージを回転させ、訪問者がサイト・ページに戻るたびに最新または別々の推奨されるアセットを表示する推奨を設計するには、この選択基準を使用します。ただし、これは重み付けされたランダム・アルゴリズムであるため、この場合も、アセットの重み付け評価に基づいて選択が行われます。現在のセグメントに関するアセットの評価が高いほど、選択される可能性が高くなります。

たとえば、あるアセットに関してランダムの選択基準メソッドを使用する推奨をコールするようにコーディングされているテンプレートについて考えます。候補には、次の3つの製品が含まれます。


	アセット	重み付け評価
	
Movie 123

	
95


	
Movie ABC

	
87


	
Movie RedYellowBlue

	
65








製品が選択される確率は、製品の評価をすべての評価の合計(247)で割って計算します。したがって、Movie 123が選択される確率は38%、Movie ABCは35%、Movie RedYellowBlueは26%となります。








19.2.4 ソート基準

「ソート基準」は、推奨によって返されるアセットをテンプレートがレンダリングする順序を指定できる構成オプションです。「ソート基準」は、「選択基準」メソッドでリストに含めるアセットを特定した後に、返されるアセットのリストに対して適用されます。




	
注意:

リスト・モードの静的リスト推奨では、「ランダム」選択基準はサポートされていません。









デフォルトでは、選択されたアセットのリストは、次の属性を基準としてソートできます。

	
_ASSETTYPE_: リスト内のアセットを、アセット・タイプ別にアルファベット順にソートします。たとえば、Articleアセットが最初で、次にImageアセット、Productアセットの順になります。(デフォルトでは、アセットは昇順でソートされます。「降順」のソート方向を選択すると、ソート順を逆にできます。)


	
_CONFIDENCE_: 返されたアセットを、確信度の値を基準としてソートします。


	
_RATING_: 返されたアセットを、評価(個別または最終)を基準としてソートします。




属性ごとに、昇順または降順のソート順序を指定できます。

サイト上で使用できるアセット・タイプに固有のソート・オプションは、管理者によって設定されます。たとえば、次の属性タイプおよび対応する属性を含むサイトを設定できます。

	
製品属性: 価格、SKU、色などの製品属性(システムでどの製品属性が使用されているかによって異なる)を基準としてソートします。


	
コンテンツ属性: ヘッドライン、ファイル名、作成者などのコンテンツ属性(システムでどのコンテンツ属性が使用されているかによって異なる)を基準としてソートします。コンテンツ属性は、ベーシック・アセットではなく、フレックス・アセットを定義するために使用する属性のみを意味します。




推奨に追加できるソート・オプションの数に制限はありません。Engageでは、これらのオプションが、推奨フォームに表示される順序で使用されます。







19.3 アセット推奨のプロセス

次の項では、Engageでテンプレートに渡すアセットを決定する方法を、推奨のタイプ別に説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第19.3.1項「リスト・モードの静的リスト」


	
第19.3.2項「推奨モードの静的リスト」


	
第19.3.3項「動的リスト」


	
第19.3.4項「関連アイテム」






19.3.1 リスト・モードの静的リスト

リスト・モードを使用すると、特定の値に固定されているマーケティング・オプション(選択やソート基準など)を使用して、簡単な静的リストを作成できます(詳細は、第19.1項「推奨アセット」の表を参照)。リスト・モードの静的リスト推奨がテンプレートによって呼び出されると、リスト内のすべてのアセットが、常に推奨アセット内で指定する順序で表示されます。

	
あるテンプレートで、リスト・モードの静的リスト推奨が呼び出されたものの、アセットの具体的な数は要求されない場合、推奨では、推奨内のアセットの評価を調べて、評価が0のアセットを除外します。その後、訪問者が所属するセグメントにかかわらず、リスト上にある、評価が0以外のアセットがすべて返されます。


	
テンプレートからリスト・モードの静的リスト推奨が呼び出され、なおかつ、推奨のリスト上より少ない数のアセットが要求された場合、Engageでは、重み付け評価が最も高いアセットが推奨されます(ランダムの重み付けアルゴリズムは、リスト・モードではサポートされていません)。




推奨では、リスト上のアセットの重み付け評価を、次のように計算します。

	
推奨のリスト上にある各アセットを調べて、そのアセットに「セグメント評価未適用」評価があるかどうかを確認します。


	
このような評価が指定されているアセットごとに、Engageで、評価にアセットの確信度(リスト内のアセットの位置によって特定)が掛けられます。この値はアセットの重み付け評価です。たとえば、評価が90で確信度が75%の場合、重み付け評価は67.5 (90 x 0.75)と計算されます。


	
Engageでは、返すアセットを決定する際に、「最上位」選択基準を使用しているアセットが推奨されています(「ランダム」選択基準は、リスト・モードではサポートされていません)。選択基準の詳細は、第19.2.3項「選択基準」を参照してください。








19.3.2 推奨モードの静的リスト

リスト・モードとは対照的に、推奨モードの静的リスト推奨がテンプレートによって呼び出された場合、表示されるアセットの順序は、リストの順序ではなく、セグメントと評価によって決まります。さらに、セグメントと評価を適用すると、リスト内の一部のアセットが全体的にフィルタで除外される場合があります。

	
あるテンプレートで、推奨モードの静的リスト推奨が呼び出されたものの、アセットの具体的な数は要求されない場合、推奨では、推奨内のアセットの評価を調べて、評価が0のアセットを除外します。その後、リスト上にある、現在の訪問者に関する評価が0以外のアセットがすべて返されます。


	
テンプレートから推奨モードの静的リスト推奨が呼び出され、なおかつ、推奨のリスト上より少ない数のアセットが要求された場合、Engageでは、推奨で指定されている「選択基準」メソッドを使用して、返すアセットが決定されます。




推奨では、リスト上のアセットの重み付け評価を、次のように計算します。

	
現在の訪問者が所属するセグメントを特定します。


	
推奨のリスト上にある各アセットを調べて、現在の訪問者に該当するセグメントの評価がそのアセットに指定されているかどうかを確認します。


	
現在の訪問者が所属するセグメントの評価が指定されているアセットごとに、Engageで、そのアセットに関して推奨で割り当てられている確信度の値が評価に掛けられます。この値はアセットの重み付け評価です。たとえば、評価が90で確信度が75%の場合、重み付け評価は67.5 (90 x 0.75)と計算されます。


	
「選択基準」のメソッドが「最上位」の場合、Engageでは、重み付け評価が最も高いアセットが推奨されます。「選択基準」のメソッドが「ランダム」の場合、Engageでは、重み付けされたランダム・アルゴリズムを使用して、推奨されるアセットが(重み付け評価に基づいて)選択され、返されます。選択基準の詳細は、第19.2.3項「選択基準」を参照してください。








19.3.3 動的リスト

動的リスト推奨がテンプレートによって呼び出されたとき、表示されるアセットの順序は、セグメントおよび評価によって決まります。さらに、セグメントと評価を適用すると、リスト内の一部のアセットが全体的にフィルタで除外される場合があります。

	
あるテンプレートで、動的リスト推奨が呼び出されたものの、アセットの具体的な数は要求されない場合、推奨では、生成されたリストから取得するすべてのアセットが返されます。この場合、Engageでは、重み付け評価は計算されません。


	
テンプレートから動的リスト推奨が呼び出され、なおかつ、推奨のリスト上より少ない数のアセットが要求された場合、Engageでは、推奨で指定されている「選択基準」メソッドを使用して、返すアセットが決定されます。




Engageでのアセット評価の計算方法は次のとおりです。

	
現在の訪問者が所属するセグメントを特定します。


	
エレメントによって返された各アセットを調べて、現在の訪問者に該当するセグメントの評価がそのアセットに指定されているかどうかを確認します。


	
適切な評価が指定されているアセットごとに、エレメントによって返されたアセットの確信度の値が評価に掛けられます。この値は、アセットの最終評価です。たとえば、評価が90で確信度が0.75の場合、最終評価は67.5 (90 x 0.75)と計算されます。確信度の値がエレメントによって返されない場合、Engageでは、確信度の値として、1がリスト内の各アセットに割り当てられます。


	
「選択基準」のメソッドが「最上位」の場合、Engageでは、最終評価が最も高いアセットが推奨されます。「選択基準」のメソッドが「ランダム」の場合、Engageでは、重み付けされたランダム選択を使用して、推奨されるアセットが返されます。








19.3.4 関連アイテム

この例では、Movie 123というムービー・アセットの製品説明を表示するテンプレートで、「クロスセル」という名前の関連アイテム推奨を呼び出します。クロスセルのテンプレートでは、Movie 123とクロスセル関係を持つ5つのアセットが要求されます。

Engageで実行される処理は次のとおりです。

	
現在の訪問者が所属するセグメントを特定します。


	
Movie 123のアセット・フォームの「関連アイテム」セクションを調べて、クロスセル推奨のリストにどんなアセットが含まれているかを特定します。また、Movie 123のすべての親の関連アセットも調べます。


	
Movie 123とクロスセル関係を持つすべてのムービー・アセットおよび製品アセットの準備リストを作成します(このリストには、親からこの関係を継承した製品アセットがすべて含まれます)。このリストによって、各アセットの確信度の値も特定されます。


	
準備リストで、すべてのムービー・アセットおよび製品アセットのアセット・フォーム上の「評価」セクションを調べます。


	
現在の訪問者が所属するセグメントに該当する評価を持つムービー・アセットおよび製品アセットのみを含むように、準備リストを制約します。


	
制約されたリスト上にある各アセットの確信度を評価に掛けます。


	
「選択基準」のメソッドが「最上位」の場合、Engageでは、最終評価が最も高い5つのアセットが推奨されます。「選択基準」のメソッドが「ランダム」の場合、Engageでは、重み付けされたランダム・アルゴリズム(アセットの重み付け評価に基づいて動作)を使用して、5つの推奨アセットを返します。










19.4 推奨アセットの作成

通常は、マーケティング担当者が推奨アセットを作成し、静的リスト推奨や関連アイテム推奨によって参照されるアセットの確信度の値を設定します。(動的リスト推奨の確信度は、推奨されているアセットをレンダリングするテンプレートにコーディングされます。)

ビジネス・ユーザーは、マーケティングが作成した推奨によって参照されるアセットに個別評価を割り当てます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第19.4.1項「推奨開発の概要」


	
第19.4.2項「リスト・モードの静的リスト推奨の作成」


	
第19.4.3項「推奨モードの静的リスト推奨の作成」


	
第19.4.4項「動的リスト推奨の作成」






19.4.1 推奨開発の概要

推奨の基本的な設定手順は次のとおりです。

	
デザイナと開発者がマーケティング・チームとミーティングして、サイトに表示するすべてのマーケティング・メッセージを定義し、推奨アセットおよびプロモーション・アセットを使用してこれらのメッセージを表現する方法を計画します。


	
デザイナと開発者が、推奨のテンプレートを設計およびコーディングします。動的リスト推奨を使用する場合は、動的リストを生成するように設計されたCSElementアセットも作成します。


	
次に、マーケティングが、Engageの推奨フォームを使用して、推奨アセットを作成(推奨に名前を付けて構成)します。


	
Engageのフレックス・アセット・フォームを使用して、各セグメントに対する、つまり各セグメントのメンバーになる個々の訪問者に対するアセットの重要度を評価します。(通常は、個々のフレックス・アセットではなくフレックス親に対して評価を割り当てます。)

関連アイテム推奨ごとに、フレックス・アセットに対して、その推奨で定義されている関係を持つアセットを割り当てます。(通常は、個々のフレックス・アセットではなくフレックス親の関係を指定します。)




この項では、推奨アセットの作成および構成方法について説明します(前述の手順3)。第19.6項「推奨されるアセットの構成」では、評価をアセットに割り当てる方法と、関連アイテム推奨で定義されている関係を使用してフレックス・アセットをフレックス親アセットに割り当てる方法について説明します(前述の手順4)。





19.4.2 リスト・モードの静的リスト推奨の作成

リスト・モードを使用すると、特定の値に固定されているマーケティング・オプション(選択やソート基準など)を使用して、簡単な静的リストを作成できます(詳細は、第19.1項「推奨アセット」の表を参照)。リスト・モードの静的リスト推奨がテンプレートによって呼び出されると、リスト内のすべてのアセットが、常に推奨アセット内で指定する順序で表示されます。


リスト・モードの静的リスト推奨を作成するには

アセットを推奨に割り当てる前に、推奨の作成中に簡単に取得できるように、ソース・アセットをブックマークに追加することをお薦めします。




	
注意:

この手順で「推奨」フォームの各セクションを進みながら「保存」をクリックすると、そのセクションまでに行った変更を保存できます。









	
WebCenter Sitesにログインして、作業するサイトを選択し、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
推奨に含めるアセットを見つけてブックマークを付けます(「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードにアセットが追加されます)。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねアイコンをクリックします。


	
検索を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。アセット・タイプを選択し、検索をそのタイプに制限します。


	
検索結果リストで、ブックマークを付けるアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)します。「検索」タブのツールバーで、「ブックマーク」アイコンをクリックします。




アセットの検索とブックマークの詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規推奨」の順に選択します。

	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。




「推奨」フォームがタブに表示されます。上部にあるフォームのセクション名に注目してください。新規の推奨アセットを作成するときは、フォームの「名前」セクションが最初に表示されます。


図19-1 推奨の「コンテンツ」タブ

[image: 図19-1の説明が続きます]








	
注意:

推奨アセットを作成または編集するときは、切替え先のセクションの名前をクリックすると、フォームのセクション間を切り替えることができます。









	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。





	
「名前」フィールドに、リストを説明する一意な名前を入力します。最大64文字の英数字(スペースを含む)を入力できます。最初の文字にスペースは使用できません。


	
「説明」フィールドに、リストの簡単な説明を入力します。最大128文字の英数字を入力できます。


	
「サブタイプ」ドロップダウン・リストで、推奨のサブタイプを選択します。サブタイプは、リストをカテゴリ分けする方法です。設計チームがこのタイプの推奨のサブタイプを定義していない場合は、このドロップダウン・リストに"(サブタイプなし)"と表示されます。選択可能なサブタイプ(存在する場合)の詳細は、開発者に問い合せてください。


	
「テンプレート」ドロップダウン・リストで、推奨のテンプレートを選択します。




	
注意:

「テンプレート」フィールドにドロップダウン・リストが含まれていない場合は、現在のサイトの推奨用にテンプレートが作成されていません。推奨テンプレートの詳細は、開発者に問い合せてください。










	
「モード」フィールドで、ドロップダウン・メニューの「リスト」を選択します。


	
「開始日」フィールドと「終了日」フィールドで、アセットをオンラインで表示する日付の範囲を選択します。開始日と終了日の詳細は、第7.3.1項「開始日と終了日について」を参照してください。


	
「ロケール」フィールドで、アセットをオンラインで表示する場所を選択します。


	
「オプション」タブを選択します。

リストの目的に合わせてオプションを設定します。


図19-2 推奨リストのオプション

[image: 図19-2の説明が続きます]





「この推奨はすべてのアセット・タイプに適用されます。」チェック・ボックスが選択されていない場合、推奨が適用されるアセット・タイプを選択するためのメニューが表示されます(図19-3)。


図19-3 メニューを表示する「オプション」

[image: 図19-3の説明が続きます]





「推奨」フォームの「選択」セクションで、推奨の選択基準を選択します。詳細は、第19.2.3項「選択基準」を参照してください。

「推奨」フォームの「ソート」セクションで、次の手順を実行します。

	
「属性タイプ」ドロップダウン・リストで、アセット・リストのソートの基準とする属性のタイプを選択します。デフォルトでは、「特別」属性タイプのみが選択可能で、アセット・タイプ、確信度および評価を基準としてソートできます。サイト上のアセットの性質に固有の属性タイプは、管理者および開発者が設定します。

詳細は、第19.2.4項「ソート基準」を参照してください。


	
「属性」ドロップダウン・メニューで、アセット・リストのソートの基準とする属性を選択します。リストの内容は、「属性タイプ」フィールドで選択したオプションによって異なります。たとえば、手順aで「特別」属性タイプを選択した場合、「属性」フィールドには、_ASSETTYPE_、_CONFIDENCE_および_RATING_の各オプションが含まれます。

サイト上のアセットの性質に固有の属性を使用できるようにするには、管理者および開発者が設定する必要があります。


	
「方向」フィールドで、ソート方向を昇順にするか降順にするかを選択します。


	
「ソート基準の追加」をクリックします。フォームの下部に基準が表示されます。


	
(オプション)ソート基準をさらに追加するには、手順aからdを繰り返します。新しいソート基準は、必ずEngageでリスト内のアセットをソートする順序で追加してください。たとえば、まずアセット・タイプを基準とし、次に評価を基準としてアセットをソートします。





	
「詳細」タブを選択して、リストに関連する情報を追加します。

「コンテンツ」タブで選択した「モード」が「リスト」の場合、「詳細」タブには単一のドロップ・ゾーンが表示されます。


図19-4 推奨の「詳細」タブのドロップ・ゾーン

[image: 図19-4の説明が続きます]





	
ドロップ・ゾーンで、このセグメントのリストに含めるアセットを追加します(第19.4.3項「推奨モードの静的リスト推奨の作成」の手順2でブックマークを付けたもの)。次の手順を実行します。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマーク付きのアセットのリスト(「ブックマーク」ノードの下に表示)で、必要なアセットの名前をクリックし、ドラッグしてフィールド内にドロップします。





	
(オプション)リスト内のアセットの順序を変更する場合は、リストでアセットを選択し、リスト内でドラッグして上下に移動します。


	
アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。








19.4.3 推奨モードの静的リスト推奨の作成

リスト・モードとは対照的に、推奨モードの静的リスト推奨がテンプレートによって呼び出された場合、表示されるアセットの順序は、リストの順序ではなく、セグメントと評価によって決まります。さらに、セグメントと評価を適用すると、リスト内の一部のアセットが全体的にフィルタで除外される場合があります。

次のことに留意してください。

	
セグメントを使用する場合は、どのアセットがどのセグメントに所属するかを把握しておいてください。


	
必要なセグメントが存在しない場合は、作成できます(適切な権限がある場合)。セグメントの作成と構成の詳細は、第18章「Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化」を参照してください。


	
リストに追加するアセットに割り当てる確信度の値(セグメント内、セグメント外、セグメントが適用されない場合)を事前に知っておく必要があります。




アセットを推奨に割り当てる前に、推奨の作成中に簡単に取得できるように、ソース・アセットをブックマークに追加する必要があります。


推奨モードの静的リスト推奨を作成するには




	
注意:

この手順で「推奨」フォームの各セクションを進みながら「保存」アイコン(アセットのツールバー内)をクリックすると、そのセクションまでに行った変更を保存できます。









	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
推奨に含めるアセットを見つけてブックマークを付けます(「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードにアセットが追加されます)。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。アセット・タイプを選択し、検索をそのタイプに制限します。


	
検索結果リストで、ブックマークを付けるアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)します。「検索」タブのツールバーで、「ブックマーク」アイコンをクリックします。




アセットの検索とブックマークの詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規推奨」の順に選択します。

	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。




「推奨」フォームがタブに表示されます。上部にあるフォームのセクション名に注目してください。新規の推奨アセットを作成するときは、フォームの「名前」セクションが最初に表示されます。


図19-5 推奨の「コンテンツ」タブ

[image: 図19-5の説明が続きます]








	
注意:

推奨アセットを作成または編集するときは、切替え先のセクションの名前をクリックすると、フォームのセクション間を切り替えることができます。









	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。





	
「名前」フィールドに、推奨を説明する一意な名前を入力します。最大64文字の英数字(スペースを含む)を入力できます。最初の文字は英字にする必要があります。


	
「説明」フィールドに、リストの簡単な説明を入力します。最大128文字の英数字を入力できます。


	
「サブタイプ」ドロップダウン・リストで、推奨のサブタイプを選択します。サブタイプは、リストをカテゴリ分けする方法です。設計チームがこのタイプの推奨のサブタイプを定義していない場合は、このドロップダウン・リストは空です。選択可能なサブタイプ(存在する場合)の詳細は、開発者に問い合せてください。


	
「テンプレート」ドロップダウン・リストで、推奨のテンプレートを選択します。



	
注意:

「テンプレート」フィールドにドロップダウン・リストが含まれていない場合は、推奨用にテンプレートが作成されていません。推奨用テンプレート作成の詳細は、開発者に問い合せてください。








	
「モード」フィールドで、ドロップダウン・メニューの「推奨」を選択します。


	
「開始日」フィールドと「終了日」フィールドで、アセットをオンラインで表示する日付の範囲を選択します。開始日と終了日の詳細は、第7.3.1項「開始日と終了日について」を参照してください。


	
「ロケール」フィールドで、アセットをオンラインで表示する場所を選択します。


	
「オプション」タブを選択します。

リストの目的に合わせてオプションを設定します。


図19-6 推奨の「オプション」タブ

[image: 図19-6の説明が続きます]





「推奨」フォームの「選択」セクションで、推奨の選択基準を選択します。詳細は、第19.2.3項「選択基準」を参照してください。

「推奨」フォームの「ソート」セクションで、次の手順を実行します。

	
「属性タイプ」ドロップダウン・リストで、アセット・リストのソートの基準とする属性のタイプを選択します。デフォルトでは、「特別」属性タイプのみが選択可能で、アセット・タイプ、確信度および評価を基準としてソートできます。サイト上のアセットの性質に固有の属性タイプは、管理者および開発者が設定します。

詳細は、第19.2.4項「ソート基準」を参照してください。


	
「属性」ドロップダウン・メニューで、アセット・リストのソートの基準とする属性を選択します。リストの内容は、「属性タイプ」フィールドで選択したオプションによって異なります。たとえば、手順aで「特別」属性タイプを選択した場合、「属性」フィールドには、_ASSETTYPE_、_CONFIDENCE_および_RATING_の各オプションが含まれます。

サイト上のアセットの性質に固有の属性を使用できるようにするには、管理者および開発者が設定する必要があります。


	
「方向」フィールドで、ソート方向を昇順にするか降順にするかを選択します。


	
「ソート基準の追加」をクリックします。フォームの下部に基準が表示されます。


	
(オプション)ソート基準をさらに追加するには、手順aからdを繰り返します。新しいソート基準は、必ずEngageでリスト内のアセットをソートする順序で追加してください。たとえば、まずアセット・タイプを基準とし、次に評価を基準としてアセットをソートします。





	
「詳細」タブで、次の手順を実行します。

「コンテンツ」タブで選択した「モード」が「推奨」の場合、「詳細」タブには静的リスト用の2つのドロップ・ゾーンが表示されます。


図19-7 静的リストとスマート・リストのセグメントおよびアセットのドロップ・ゾーン

[image: 図19-7の説明が続きます]





	
「製品のドラッグ」ドロップ・ゾーンで、このセグメントのリストに含めるアセットを追加します(第19.4.3項「推奨モードの静的リスト推奨の作成」の手順2でブックマークを付けたもの)。

次の手順を実行します。

	
「ワーク」ツリーで、「ブックマーク」ノードを開きます。(「ワーク」ツリーが閉じている場合、ナビゲーション・ペインで「ワーク」バーをクリックして開きます。)


	
ブックマーク付きのアセットのリスト(「ブックマーク」ノードの下に表示)で、必要なアセットの名前をクリックし、ドラッグしてフィールド内にドロップします。





	
各アセットの確信度の値を割り当てます(「セグメント内」と「セグメント外」の両方)。確信度は、推奨の重み付け係数であり、現在の訪問者がセグメントのメンバーである場合とセグメントのメンバーでない場合に、その訪問者用に返すアセットを決定する際に使用します。

アセットがセグメントに追加されていない場合、「確信度」のフィールドは1つだけ表示されます。

詳細は、第19.2.2項「確信度」を参照してください。


	
ドロップ・ゾーンに各セグメントをドラッグする際には、次のようにします。

組み込むセグメントを必要な数のみ追加します。

(オプション)同様に、「セグメントが適用されない場合」カテゴリにアセットを追加し、確信度の値を適宜割り当てます。

完成したフォームは、次のようになります。


図19-8 推奨のセグメント

[image: 図19-8の説明が続きます]





	
アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。








19.4.4 動的リスト推奨の作成




	
注意:

この手順を開始する前に、開発者に問い合せて、作成する動的リスト推奨でどのCSElementアセットを使用するかを確認してください。










動的リスト推奨を作成するには:

	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規推奨」の順に選択します。

	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。




「推奨」フォームがタブに表示されます。上部にあるフォームのセクション名に注目してください。新規の推奨アセットを作成するときは、フォームの「名前」セクションが最初に表示されます。


図19-9 推奨の「コンテンツ」タブ

[image: 図19-9の説明が続きます]








	
注意:

推奨アセットを作成または編集するときは、切替え先のセクションの名前をクリックすると、フォームのセクション間を切り替えることができます。









	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。





	
「名前」フィールドに、推奨を説明する一意な名前を入力します。最大64文字の英数字(スペースを含む)を入力できます。最初の文字は英字にする必要があります。


	
「説明」フィールドに、リストの簡単な説明を入力します。最大128文字の英数字を入力できます。


	
「サブタイプ」ドロップダウン・リストで、推奨のサブタイプを選択します。サブタイプは、リストをカテゴリ分けする方法です。設計チームがこのタイプの推奨のサブタイプを定義していない場合は、このドロップダウン・リストは空です。選択可能なサブタイプ(存在する場合)の詳細は、開発者に問い合せてください。


	
「テンプレート」ドロップダウン・リストで、推奨のテンプレートを選択します。



	
注意:

「テンプレート」フィールドにドロップダウン・リストが含まれていない場合は、推奨用にテンプレートが作成されていません。推奨用テンプレート作成の詳細は、開発者に問い合せてください。








	
「モード」フィールドで、ドロップダウン・メニューの「推奨」を選択します。


	
「開始日」フィールドと「終了日」フィールドで、アセットをオンラインで表示する日付の範囲を選択します。開始日と終了日の詳細は、第7.3.1項「開始日と終了日について」を参照してください。


	
「ロケール」フィールドで、アセットをオンラインで表示する場所を選択します。


	
「オプション」タブを選択します。

リストの目的に合わせてオプションを設定します。


図19-10 推奨の「オプション」タブ

[image: 図19-10の説明が続きます]





「推奨」フォームの「選択」セクションで、推奨の選択基準を選択します。詳細は、第19.2.3項「選択基準」を参照してください。

「推奨」フォームの「ソート」セクションで、次の手順を実行します。

	
「属性タイプ」ドロップダウン・リストで、アセット・リストのソートの基準とする属性のタイプを選択します。デフォルトでは、「特別」属性タイプのみが選択可能で、アセット・タイプ、確信度および評価を基準としてソートできます。サイト上のアセットの性質に固有の属性タイプは、管理者および開発者が設定します。

詳細は、第19.2.4項「ソート基準」を参照してください。


	
「属性」ドロップダウン・メニューで、アセット・リストのソートの基準とする属性を選択します。リストの内容は、「属性タイプ」フィールドで選択したオプションによって異なります。たとえば、手順aで「特別」属性タイプを選択した場合、「属性」フィールドには、_ASSETTYPE_、_CONFIDENCE_および_RATING_の各オプションが含まれます。

サイト上のアセットの性質に固有の属性を使用できるようにするには、管理者および開発者が設定する必要があります。


	
「方向」フィールドで、ソート方向を昇順にするか降順にするかを選択します。


	
「ソート基準の追加」をクリックします。フォームの下部に基準が表示されます。


	
(オプション)ソート基準をさらに追加するには、手順aからdを繰り返します。新しいソート基準は、必ずEngageでリスト内のアセットをソートする順序で追加してください。たとえば、まずアセット・タイプを基準とし、次に評価を基準としてアセットをソートします。





	
「詳細」タブで、次の手順を実行します。

「タイプ」メニューから、「動的リスト(エレメントによって生成)」、または「動的リスト(必要に応じてセグメント別)」を選択します。エレメントによる選択の場合は、単一のドロップ・ゾーンが表示されます(図19-11)。セグメントによる選択の場合は、セグメントのドロップ・ゾーンと、セグメントに含まれないアセット用のドロップ・ゾーンが表示されます(図19-12)。


図19-11 動的リストのセグメントおよびアセットのドロップ・ゾーン

[image: 図19-11の説明が続きます]






図19-12 動的リストのセグメントおよびアセットのドロップ・ゾーン

[image: 図19-12の説明が続きます]





	
エレメントによって生成される動的リストを作成する場合は、次のステップにスキップします。

必要に応じてセグメント別に動的リストを作成する場合は、「セグメント・ドロップ・ゾーン」にセグメントをドラッグします。セグメントを追加するたびに、セグメントに個別の「アセット・ドロップ・ゾーン」が表示されます。


	
「アセット・ドロップ・ゾーン」に必要なそれぞれのアセットをドラッグします。タイプが、「動的リスト(エレメントによって生成)」の場合、ドロップ・ゾーンにドロップできるアセット・タイプはCSElementのみです。タイプが、「動的リスト(必要に応じてセグメント別)」の場合は、CSElementアセットまたはコンテンツ問合せアセットのどちらかのみをドロップできます。

指定を完了したフォームは、図19-13のようになります。


図19-13 指定を完了した推奨のドロップ・ゾーン

[image: 図19-13の説明が続きます]





この例では、AffluentYoungSinglesという名前のセグメントが「セグメント・ドロップ・ゾーン」にドロップされ、CSElementがそこに配置されました。「セグメントが適用されない場合」セクションに、コンテンツ問合せがドロップされました。


	
アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。








19.4.5 関連アイテム推奨の作成


関連アイテム推奨を作成するには:

	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規推奨」の順に選択します。

	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。




「推奨」フォームがタブに表示されます。上部にあるフォームのセクション名に注目してください。新規の推奨アセットを作成するときは、フォームの「名前」セクションが最初に表示されます。


図19-14 推奨の「コンテンツ」タブ

[image: 図19-14の説明が続きます]





	
管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。


	
推奨アセットの「作成」ビューがWebモードで表示されている場合は、アセットのツールバーで「モード」スイッチをクリックして、フォーム・モードに切り替えます。





	
「名前」フィールドに、推奨を説明する一意な名前を入力します。最大64文字の英数字(スペースを含む)を入力できます。最初の文字は英字にする必要があります。


	
「説明」フィールドに、リストの簡単な説明を入力します。最大128文字の英数字を入力できます。


	
「サブタイプ」ドロップダウン・リストで、推奨のサブタイプを選択します。サブタイプは、リストをカテゴリ分けする方法です。設計チームがこのタイプの推奨のサブタイプを定義していない場合は、このドロップダウン・リストは空です。選択可能なサブタイプ(存在する場合)の詳細は、開発者に問い合せてください。


	
「テンプレート」ドロップダウン・リストで、推奨のテンプレートを選択します。



	
注意:

「テンプレート」フィールドにドロップダウン・リストが含まれていない場合は、推奨用にテンプレートが作成されていません。推奨用テンプレート作成の詳細は、開発者に問い合せてください。








	
「モード」フィールドで、ドロップダウン・メニューの「リスト」を選択します。


	
「開始日」フィールドと「終了日」フィールドで、アセットをオンラインで表示する日付の範囲を選択します。開始日と終了日の詳細は、第7.3.1項「開始日と終了日について」を参照してください。


	
「ロケール」フィールドで、アセットをオンラインで表示する場所を選択します。


	
「オプション」タブを選択します。

リストの目的に合わせてオプションを設定します。


図19-15 推奨の「オプション」タブ

[image: 図19-15の説明が続きます]





「推奨」フォームの「選択」セクションで、推奨の選択基準を選択します。詳細は、第19.2.3項「選択基準」を参照してください。

「推奨」フォームの「ソート」セクションで、次の手順を実行します。

	
「属性タイプ」ドロップダウン・リストで、アセット・リストのソートの基準とする属性のタイプを選択します。デフォルトでは、「特別」属性タイプのみが選択可能で、アセット・タイプ、確信度および評価を基準としてソートできます。サイト上のアセットの性質に固有の属性タイプは、管理者および開発者が設定します。

詳細は、第19.2.4項「ソート基準」を参照してください。


	
「属性」ドロップダウン・メニューで、アセット・リストのソートの基準とする属性を選択します。リストの内容は、「属性タイプ」フィールドで選択したオプションによって異なります。たとえば、手順aで「特別」属性タイプを選択した場合、「属性」フィールドには、_ASSETTYPE_、_CONFIDENCE_および_RATING_の各オプションが含まれます。

サイト上のアセットの性質に固有の属性を使用できるようにするには、管理者および開発者が設定する必要があります。


	
「方向」フィールドで、ソート方向を昇順にするか降順にするかを選択します。


	
「ソート基準の追加」をクリックします。フォームの下部に基準が表示されます。


	
(オプション)ソート基準をさらに追加するには、手順aからdを繰り返します。新しいソート基準は、必ずEngageでリスト内のアセットをソートする順序で追加してください。たとえば、まずアセット・タイプを基準とし、次に評価を基準としてアセットをソートします。





	
「詳細」タブで、次の手順を実行します。

「タイプ」メニューから「関連アイテム(アセット・フォームで定義)」を選択します。

この推奨は、アセット・フォーム上のアセットを作成および編集するときに使用されます。アセット・フォームを編集します。


	
アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。




この推奨が、フレックス・アセットおよびフレックス親アセットの「作成」ビューおよび「編集」ビューの「関連アイテム」フィールド(「メタデータ」セクション内)に表示されます。これで、フレックス・アセットの関係を構成できます。

詳細は、第19.6.2項「関連アイテム推奨を使用したアセット関係の構成」を参照してください。







19.5 推奨アセットの編集


推奨アセットを編集するには

	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
編集する推奨アセットを探して開きます。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定します。


	
検索を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。アセット・タイプを選択し、検索をそのタイプに制限します。


	
虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、該当するアセットを右クリックして、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。また、表示するアセットを開いてメニュー・バーから「編集」を選択することも、表示中に「編集」アイコンをクリックすることもできます。

検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。




アセットを編集用に開くと、作成時と同じフォームにアセットが表示され、同じタブとフィールドが表示されます。


	
必要な編集を行います。すべてのタブにあるすべてのフィールドが変更可能です。


	
変更を行ったら、アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。








19.6 推奨されるアセットの構成

次の手順では、推奨を使用してプロモーションするアセットに関して、セグメントの評価とアセットの関係を構成します。具体的には、Sitesインタフェースでフレックス・アセットおよびフレックス親アセットのフォームを使用して、次の手順を実行する必要があります。

	
各セグメントのメンバーに対するアセットおよび親アセットの重要度を評価します。


	
関連アイテム推奨で示されているアセット関係を構成します。



	
注意:

通常は、推奨するアセットはビジネス・ユーザーが構成します。












19.6.1 アセットへの評価の割当て

評価は、個々のフレックス・アセットまたはフレックス親に対して割り当てることができます。ただし、次の理由により、親を使用して評価を割り当てることをお薦めします。

	
アセットがグループ分けされている場合は、複数のアセットの評価をまとめて管理するほうが簡単です。実際に、子アセットに評価を割り当てるだけの目的でフレックス親を作成するとよい場合が多くあります。評価の条件が同じであるすべてのアセットを、同じ親の子に指定できます。そうすれば、1回の変更で、すべての子アセットの評価を変更できます。


	
あるアセット・グループの評価を別のグループの評価と比較するほうが、個々のアセットの評価を比較するより簡単です。


	
個別の評価を持つアセットが少ないため、評価をより短時間で計算できます。これにより、システムのパフォーマンスが向上します。




特定の状況で、評価を使用して特定のフレックス・アセットをプロモーションすることは避けてください。かわりに、静的リスト推奨またはプロモーションを使用して特定のアセットを推奨することによって目的を達成してください。

開始する前に、次のタスクを完了してください。

	
セグメントを調べてどのように定義されているかを理解し、どのフレックス親がどのセグメントに対して重要かを判断します。


	
未評価のアセットに使用するシステム・デフォルトの評価を変更したかどうかを、サイト開発者に確認します。システム・デフォルトの評価をオーバーライドしていない場合は、デフォルトの評価は50です。この評価は、評価スケールの平均または中間点を表します。この値をメモしておいて、アセットを評価する際に考慮に入れてください。たとえば、あるアセットをシステム・デフォルトの評価より低く評価すると、サイト訪問者に対して推奨される可能性が低くなります。





アセットに評価を割り当てるには:

	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
評価を割り当てるフレックス・アセットまたはフレックス親を見つけて、その「編集」ビューを開きます。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定します。


	
検索を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。アセット・タイプを選択し、検索をそのタイプに制限します。


	
虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、該当するアセットを右クリックして、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。

検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。





	
アセットの「編集」ビューで、「マーケティング」タブを選択して、「評価」セクションに移動します。フォームのこのセクションには、このサイト用に作成されたすべてのセグメントのリストが表示されます。次に例を示します。


図19-16 アセットのセグメント評価

[image: 図19-16の説明が続きます]





	
0から100の範囲(100が最大値)を使用して、リスト内のセグメントに対してこのアセットを評価します。

	
任意のセグメントの「セグメント内」列に、このセグメントのメンバーに対するアセットの評価の値を入力します。


	
任意のセグメントの「セグメント外」列に、このセグメントのメンバーではない訪問者に対するアセットの評価の値を入力します。


	
「セグメント評価未適用」フィールドに、固有の評価をアセットに割り当てる値を入力します。この評価は、セグメントが定義されていない場合や、セグメントを認識しない推奨(リスト・モードの静的リスト推奨)にアセットが配置されている場合に使用します。




評価の詳細は、第19.2.1項「評価」を参照してください。


	
アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。








19.6.2 関連アイテム推奨を使用したアセット関係の構成

開始する前に、次のタスクを完了してください。

	
それぞれの関連アイテム推奨について説明するよう開発者に依頼し、関連アイテム推奨で示される関係を十分に理解します。


	
製品アセットやコンテンツ・アセットなど、フレックス・アセットを組み合せて表示するように推奨がプログラムされているかどうかを確認し、関係を正しく構成できるようにします。





アセット間の関係を構成するには:

	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
構成したい関連アイテム関係を持つフレックス親アセットを処理する前に、これらの関係に含めるアセットを探してブックマークを付ける必要があります。ブックマークを付けたアセットは、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードに表示されます。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定します。


	
検索を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。アセット・タイプを選択し、検索をそのタイプに制限します。


	
虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果リストで、ブックマークを付けるアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)します。「検索」タブのツールバーで、「ブックマーク」アイコンをクリックします。





	
構成したい関連アイテム関係を持つフレックス親を見つけて、その「編集」フォームを開きます。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定します。


	
検索を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。アセット・タイプを選択し、検索をそのタイプに制限します。


	
虫めがねボタンをクリックします。


	
検索結果のリストで、該当するアセットを右クリックして、コンテキスト・メニューから「編集」を選択します。

検索の詳細は、第6.1項「アセットの検索の概要」を参照してください。





	
親アセットの「編集」フォームで、「関連アイテム」セクションまでスクロールします。次の図を参照してください。


図19-17 アセットの評価と関連アイテム

[image: 図19-17の説明が続きます]







	
注意:

「関連アイテム」セクションは、追加するアセットのアセット・タイプを指定する関連アイテム・タイプの推奨を作成済の場合にのみ使用できます。詳細は、第19.4.5項「関連アイテム推奨の作成」を参照してください。








	
ツリーで、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードを開きます。フレックス・アセットまたはフレックス親を、適切な推奨のドロップ・ゾーンにドラッグ・アンド・ドロップします。

Engageでは、推奨の下にアセットのリストが表示されます。


図19-18 関連アイテムとして表示されるアセットのリスト

[image: 図19-18の説明が続きます]





	
アセットまたは親アセットの横の「確信度」列に、この関係の重みを表す確信度の値を入力します。確信度は、0から100の範囲のパーセンテージで表現されます。0を入力するか、フィールドを空白のままにしておくと、このアセットは推奨から除外されます。

確信度の詳細は、第19.2.2項「確信度」を参照してください。


	
アセットを保存します。このためには、「保存」アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「コンテンツ」→「保存」を選択します。










19.7 推奨アセットの検証

推奨アセットを正しく構成したことを検証するには、次のタスクを全体の演習として行ってください。

	
テスト・セグメントをいくつか作成します(セグメントの作成については、第18章「Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化」を参照)。


	
フレックス・アセットおよびフレックス親アセットのフォーム(製品アセットや製品親アセットなど)で、セグメントの評価を割り当てます。


	
訪問者としてサイトを表示して、テスト・セグメントに所属するように自身を登録します。


	
推奨アセットで返されるアイテムを調べます。


	
問題が見つかった場合は、問題を切り分けるテスト・ページを作成するよう、開発者に依頼します。








19.8 評価されたフレックス・アセットのパブリッシュ

アセットの評価および関係はパブリッシュ後に有効になるため、評価と関係を構成したアセットを承認して、配信システムにパブリッシュできるようにする必要があります。

アセットの承認とパブリッシュの詳細は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。








20 Engageによるプロモーションの作成

プロモーションは、サイト訪問者が購入しようとしている製品と訪問者が所属するセグメントに基づいて、ある種の価値または割引を訪問者に提供するアセットです。

この章では、プロモーションの機能および作成方法について説明します。次の項があります。

	
第20.1項「プロモーションについて」


	
第20.2項「プロモーションの作成」


	
第20.3項「サンプル・プロモーション・アセット」


	
第20.4項「プロモーションのパブリッシュ」






20.1 プロモーションについて

プロモーションでは、サイト訪問者が所属するセグメントおよび購入または表示する製品に基づいて、ある種の価値を訪問者およびカスタマに提供します。この価値は、次のような方法で提供できます。

	
プロモーション対象製品の購入価格の割引。


	
ショッピング・カート全体の価格の割引。


	
送料の割引。


	
割引の組合せ: 送料の割引と価格またはカート全体の割引。




マーケティング担当者は、次の条件を使用して、プロモーションを定義します。

	
プロモーションに該当するセグメント・メンバー。プロモーションを全員に提供するか、選ばれたセグメントの訪問者に提供するかを指定できます。


	
プロモーションの対象となる製品。


	
プロモーション対象製品を購入した場合にカスタマが受け取る価値。


	
プロモーションの期間。


	
レンダリングされたサイト・ページに表示される、プロモーションについて訪問者に通知するテキストまたはグラフィック(あるいはその両方)。


	
通知の場所。プロモーションは、ライブ(パブリック)・サイト・ページに、通常表示される推奨にかわって表示されます。






20.1.1 プロモーションと推奨について

推奨アセットは、すべてのプロモーション・コンテンツの配信メカニズムです。プロモーション・アセットを作成するときは、任意の推奨アセットを選択することにより、プロモーションの表示場所を決定します。プロモーションは、推奨を置換またはオーバーライドし、その推奨に割り当てられているテンプレートを使用して、通常表示される推奨のかわりにプロモーションをレンダリングします。

その結果、Engageでは、テンプレートで要求されている推奨を計算するときに、推奨をオーバーライドするプロモーションがあるかどうかが自動的にチェックされます。ある場合は、プロモーションが推奨のテンプレートに渡され、テンプレートにはプロモーションがかわりに表示されます。





20.1.2 プロモーションが重複する場合

複数のプロモーションで同じ推奨を使用する場合があります。1人の訪問者が複数のプロモーションの対象となっていて、それらのプロモーションで同じ推奨が使用されている場合は、どうなるでしょうか。これは、例を示すと簡単に説明できます。


例: 重複しているプロモーション

次の2つのプロモーションが実行されていて、いずれも同じ推奨をオーバーライドするとします。


表20-1 End Of Summer Saleプロモーション

	
名前:

	
End-of-Summer Sale


	
割引:

	
訪問者のショッピング・カートの内容全体を10%割引


	
該当するセグメント:

	
すべてのセグメント









表20-2 Printer Saleプロモーション

	
名前:

	
Printer Sale


	
割引:

	
すべてのプリンタを30%割引


	
該当するセグメント:

	
1) Home Office Worker

2) Back to School











	
注意:

プロモーションにはセグメント評価はありません。プロモーションは、セグメントに適用されるか、されないかのいずれかです。









質問: 訪問者がHome Office WorkerセグメントかBack to Schoolセグメントのいずれかに該当する場合、Engageでは、どちらのプロモーションを表示するかをどのように決定しますか。また、どちらの割引が適用されますか。

回答: Engageでは、どちらのプロモーションを表示するかはランダムに選択されます(半々の確率)が、両方の割引が適用されます。ただし、両方の割引が適用されるということは、プリンタが二重に割引されるという意味ではありません。

このショッピング・カートの内容を見てみましょう。


表20-3 ショッピング・カートの内容

	カート内のアイテム
	
箱入りの用紙


	
プリンタ


	
トナー・カートリッジ








Engageでは、割引を適用する前に、カート内のすべてのアイテムのプロモーションをリストして比較します。


表20-4 プロモーションに適用される割引

	カート内のアイテム	Summer Sale	Printer Sale
	
箱入りの用紙

	
10%

	

	
プリンタ

	
10%

	
30%


	
トナー・カートリッジ

	
10%

	







Engageでは、次に、最大の割引を各アイテムに適用します。したがって、最終的な明細書では、箱入りの用紙とトナー・カートリッジが10%の割引となり、プリンタは40%ではなく30%の割引となります。

質問: 一方のプロモーションのみが表示されました。購入者は、請求書の合計をどのように理解するのでしょうか。

回答: マーケティング担当者がプロモーションを正確に作成していれば、Engageの割引フォームに割引のわかりやすい説明が入力されています。この説明が、請求書の割引されたアイテムの横に表示されます。







20.2 プロモーションの作成


プロモーションを作成するには:

プロモーションを作成する前に、次のタスクを完了していることを確認してください。

	
サイト開発者に対して、使用しているシステムでのすべての推奨のリストを依頼し、それぞれどこに表示するようプログラミングされているか説明を求めます。


	
特定のセグメントに適用されるプロモーションを作成する場合は、他のマーケティング担当者と協力してセグメントを作成する必要があります。




この項の内容は、次のとおりです。

	
第20.2.1項「プロモーションの命名と定義」


	
第20.2.2項「プロモーションの目標の定義」


	
第20.2.3項「プロモーションの対象となる訪問者の定義」


	
第20.2.4項「割引の定義」


	
第20.2.5項「プロモーションの期間の定義」


	
第20.2.6項「サイトでのプロモーションの通知」






20.2.1 プロモーションの命名と定義




	
注意:

この手順で「プロモーション」フォームの各セクションを進みながら「保存」をクリックすると、そのセクションまでに行った変更を保存できます。









	
WebCenter Sitesにログインし、作業を行うサイト(この例ではFirstSite II)と、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規プロモーション」の順に選択します。



	
注意:

「新規プロモーション」がリストにない場合は、ここで終了してください。プロモーションを作成する権限がありません。権限について不明な点がある場合は、管理者に問い合せてください。








管理者が、すべての新規アセットが作成後にワークフローに配置されるようにアセット・タイプを構成している場合は、「割当て先の選択」フォームを表示するタブが開きます。

必要なロールごとに1人以上のユーザーを選択し、「割当て先の設定」をクリックします。これらのユーザーはだれでも、ワークフロー・プロセスの次の手順を完了できます。詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。

タブが開き、プロモーション・アセットの「作成」ビューが表示されます。上部にあるフォームのセクション名に注目してください。フォームの「名前」セクションが表示されます。


図20-1 プロモーション・アセットの作成

[image: 図20-1の説明が続きます]







	
注意:

プロモーション・アセットを作成または編集するときは、切替え先のセクションの名前をクリックすると、フォームのセクション間を切り替えることができます。








	
「名前」セクションで、次の手順を実行します。

	
「名前」フィールド内をクリックして、推奨を説明する一意な名前を入力します。最大64文字の英数字(スペースを含む)を入力できます。最初の文字にスペースは使用できません。


	
「説明」フィールド内をクリックして、プロモーションの簡単な説明を入力します。最大128文字の英数字を入力できます。


	
「開始日」フィールドと「終了日」フィールドで、アセットを「サイト・プレビュー」に表示する日付の範囲を選択します。開始日と終了日の詳細は、第7.3.1項「開始日と終了日について」を参照してください。


	
「続行」をクリックします。

次の手順に示すように、「プロモーション」フォームの「目標」セクションがタブに表示されます。







「プロモーション」フォームのどのセクションにでもスキップできますが、最初のプロモーションは、「続行」ボタンを使用して順番に作成してください。フォームに入力した情報は、保存を行うまでデータベースに保存されないことに注意してください。





20.2.2 プロモーションの目標の定義


図20-2 プロモーションの目標

[image: 図20-2の説明が続きます]





目標を示しておくと、作業内容を他人が確認する場合に便利です。また、プロモーション完成後に、そのプロモーションを特定の方法で設計した理由を文書化しておくことをお薦めします。

「プロモーション」フォームの「目標」セクションで、次の手順を実行します。

	
「目標」の最初のフィールド内をクリックして、目標を入力します。


	
必要に応じて、「目標」の2つ目と3つ目のフィールドに目標を入力します。


	
「続行」をクリックします。

次の手順に示すように、「プロモーション」フォームの「セグメント」セクションがタブに表示されます。








20.2.3 プロモーションの対象となる訪問者の定義

「プロモーション」フォームの「セグメント」セクションを使用して、プロモーションの対象となる訪問者を選択します。このフォームで選択を行わない場合は、サイトのすべての訪問者がプロモーションの対象となります。


図20-3 プロモーション・セグメント

[image: 図20-3の説明が続きます]





	
サイトのすべての訪問者にプロモーションを提供するには、「すべての訪問者に適用」を選択します。

プロモーションの対象を特定のセグメントに属する訪問者のみに制限するには、「選択されたセグメントに適用」を選択して、プロモーションの対象とするセグメントを選択します。


	
(オプション)このプロモーション用に新しいセグメントを作成する必要がある場合は、次の手順を実行します。

	
新しいセグメントを作成します。この手順のヘルプは、第18.3項「セグメントの作成」を参照してください。


	
作成中のプロモーションを表示しているタブで、「リフレッシュ」アイコンをクリックします。


	
最初の手順を繰り返して、このセグメントをプロモーションに含めます。





	
「続行」をクリックします。

次の手順に示すように、「プロモーション」フォームの「割引」セクションがタブに表示されます。








20.2.4 割引の定義


図20-4 プロモーション割引の定義

[image: 図20-4の説明が続きます]








	
注意:

訪問者のショッピング・カートの現在の状態に基づくように割引を構成するには、ショッピング・カートに基づいてセグメントを作成します。次に、そのセグメントをプロモーション用に選択します。ショッピング・カートに基づいたセグメントの作成については、第18.3.4項「手順4: ショッピング・カートの基準によるセグメントの定義」を参照してください。









割引を定義するには、次のオプションを使用します。

	
第20.2.4.1項「ショッピング・カート全体の割引」


	
第20.2.4.2項「特定の製品の割引」


	
第20.2.4.3項「送料の割引」




最初の2つのうちいずれかと3つ目のオプションを組み合せることはできますが、最初の2つのオプションを組み合せることはできません。



20.2.4.1 ショッピング・カート全体の割引

「プロモーション」フォームの「割引」セクションで、次の手順を実行します。

	
「購入」の2つ目のオプションを選択して、割引を定義する値を設定します。

たとえば、5ドルの割引を提供するには、値を次のように設定します。


図20-5 固定価格としての購入割引

[image: 図20-5の説明が続きます]





10%の割引を提供するには、値を次のように設定します。


図20-6 パーセンテージとしての購入割引

[image: 図20-6の説明が続きます]





	
「カタログ内のすべての製品」を選択します。


	
「請求書または領収書に表示される割引の説明」テキスト・ボックス内をクリックして、割引の説明を入力します。このフィールドに入力するテキストは、請求書または領収書の該当するアイテムの横に表示されます。これを使用して、明細書の計算方法を訪問者に説明します。


	
「続行」をクリックするか、第20.2.4.3項「送料の割引」に進みます。








20.2.4.2 特定の製品の割引

「プロモーション」フォームの「割引」セクションで、次の手順を実行します。

	
「購入」の2つ目のオプションを選択して、割引を定義する値を設定します。

たとえば、5ドルの割引を提供するには、値を次のように設定します。


図20-7 固定価格としての購入割引

[image: 図20-7の説明が続きます]





10%の割引を提供するには、値を次のように設定します。


	
割引を適用する製品を選択します。


図20-8 パーセンテージとしての購入割引

[image: 図20-8の説明が続きます]





	
「ツリーまたはドッキングされた検索の特定アイテム。(ツリーまたはドッキングされた検索からドロップ・ゾーンにアイテムをドラッグします。)」を選択します。


	
「コンテンツ・ツリー」、「ワーク」ツリーまたはドッキングされた検索結果リストから製品または製品カテゴリを選択して、選択したアイテムを「製品のドラッグ」ドロップ・ゾーンにドラッグ・アンド・ドロップします。





	
テキスト・ボックス内をクリックして、割引の説明を入力します。このフィールドに入力するテキストは、請求書または領収書の該当するアイテムの横に表示されます。これを使用して、明細書の計算方法を訪問者に説明します。


	
「続行」をクリックするか、第20.2.4.3項「送料の割引」の手順に進みます。








20.2.4.3 送料の割引

購入品の割引に加えて、またはそのかわりに、送料を割引できます。「プロモーション」フォームの「割引」セクションで、次の手順を実行します。

	
「送料」で、割引を定義する値を設定します。

たとえば、送料を15%割引するには、値を次のように設定します。


図20-9 プロモーション送料

[image: 図20-9の説明が続きます]





	
「請求書または領収書に表示される送料割引の説明」テキスト・ボックス内をクリックして、割引の説明を入力します。このフィールドに入力するテキストは、請求書または領収書の該当するアイテムの横に表示されます。これを使用して、明細書の計算方法を訪問者に説明します。次に例を示します。


図20-10 プロモーション送料の説明

[image: 図20-10の説明が続きます]





	
「続行」をクリックするか、第20.2.4.3項「送料の割引」の手順に進みます。








20.2.4.4 店舗の指定

店舗が複数ある場合は、特定の店舗に適用するように割引を指定できます。「ストアIDが」セクションで、店舗を選択します。

	
「ストアIDが」で、店舗割引を定義する値を設定します。


図20-11 プロモーション・ストアID

[image: 図20-11の説明が続きます]





	
「続行」をクリックします。

次の手順に示すように、「プロモーション」フォームの「期間」セクションがタブに表示されます。










20.2.5 プロモーションの期間の定義


図20-12 プロモーション期間

[image: 図20-12の説明が続きます]








	
注意:

プロモーションの実施期間を指定しない場合、削除するまでプロモーションは実施されます。









「プロモーション」フォームの「期間」セクションで、次の手順を実行します。


	
「期間」で、開始日と開始時間を設定します。


	
プロモーションの終了時期を指定します。次のいずれかを実行します。

削除するか、期間を変更するまでプロモーションを実施する場合は、「削除されるまで適用」を選択します。無期限の継続的なプロモーションを設計する場合は、このオプションを使用します。取り消す場合は、削除するか、編集して期間の終了日を適用します。

手順1で指定した開始時間から一定の期間にわたってプロモーションを実施する場合は、「適用期間」をクリックします。分数や小数ではなく、整数をテキスト・ボックスに入力し、「時間」、「日間」、「週間」、「か月」または「年」をドロップダウン・フィールドから選択します。

指定した日付までプロモーションを実施する場合は、「次の期限まで適用」を選択して、終了する日付と時間を入力します。デフォルトでは現在の日付と時間が表示されます。


	
「続行」をクリックします。

次の手順に示すように、「プロモーション」フォームの「表示」セクションが表示されます。








20.2.6 サイトでのプロモーションの通知


図20-13 サイトに表示されるプロモーションの構成

[image: 図20-13の説明が続きます]





「プロモーション」フォームの「表示」セクションで、次の手順を実行します。


	
推奨に含めるアセットを見つけて、オプションでブックマークを付けます(「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードにアセットが追加されます)。

	
「検索」フィールドで、目的の検索条件(存在する場合)を指定して、虫めがねボタンをクリックします。


	
検索を特定のアセット・タイプに絞り込む場合は、「検索」フィールドで下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・ボックスをレンダリングします。アセット・タイプを選択し、検索をそのタイプに制限します。


	
検索結果リストで、結果をドロップ・ゾーンにドラッグ・アンド・ドロップするか、ブックマークを付けるアセットを選択([Ctrl]キーを押しながらクリック)します。




アセットの検索とブックマークの詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。


	
検索結果からのアセットにブックマークを付ける場合は、「ブックマーク」ノードからドロップ・ゾーンに、このプロモーションの通知に使用するアセットをドラッグ・アンド・ドロップします。(通常、プロモーションのバナーは記事またはイメージとして格納されます。)

検索結果からドラッグした場合は、アイテムはすでに配置されています。




	
注意:

複数のアセットを選択すると、プロモーションをサイト・ページに表示したときに、Engageでは、訪問者が所属しているセグメントで最上位として評価されているコンテンツが表示されます。つまり、複数のセグメントを対象としてこのプロモーションを使用している場合は、セグメントに固有の広告バナーを使用できるということです。









ドロップ・ゾーンに配置したアイテムは、フォーム内のリストに表示され、それぞれの名前の横には推奨のドロップダウン・リスト・ボックスが表示されます。次に例を示します。


図20-14 プロモーションの推奨

[image: 図20-14の説明が続きます]





	
1つ目のアイテムの横にある「--推奨を選択してください--」フィールドで、このアイテムに置き換える、またはこのアイテムでオーバーライドする推奨の名前を選択します。(この推奨の場所に、手順0で選択したテキストが表示されます)


	
手順0で選択したアイテムごとに、手順3を繰り返します。


	
アセットを保存します。次のいずれかを行います。

	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「保存」を選択します。













20.3 サンプル・プロモーション・アセット

FirstSite IIサンプル・サイトで作業をすると、サンプル・プロモーション・アセットSummerSaleが得られます。このプロモーションは、サンプルのセグメント・アセットおよび推奨アセット(同じくFirstSite IIサンプル・サイトから使用可能)と連動するように設計されています。サンプル・プロモーションをテンプレートとして使用して、実際のサイトのプロモーション・アセットを作成してください。





20.4 プロモーションのパブリッシュ

作成したプロモーションは、承認を受けてから、配信システムにパブリッシュする必要があります。プロモーションは、パブリッシュされて初めて有効になります。プロモーションは、調査して、正しく構成されていることを確認してから、パブリッシュのための承認を行う必要があります。

アセットの承認の詳細は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。








21 ナビゲーションのリファレンス

この章では、ナビゲーションのリファレンスとして、Contributorインタフェースの最も一般的に使用されるコンポーネントの機能について簡単に説明します。

このクイック・リファレンスでは、次の項目について説明します。

	
第21.1項「メニュー・バー」


	
第21.2項「ナビゲーション・ペイン」


	
第21.3項「ワークスペース: ホーム・タブ」


	
第21.4項「ワークスペース: アセット・タブ」


	
第21.5項「「検索」/「参照」タブ」


	
第21.6項「分割表示: アセット・タブと検索結果リスト」


	
第21.7項「アイコン」






21.1 メニュー・バー


図21-1 メニュー・バー

[image: 図21-1の説明が続きます]





メニュー・バーには次のオプションが含まれています。

	
コンテンツ: 現在処理中のアセットを管理するためのオプションを含むメニューを開きます。これには、アセットの作成、アセットの保存、アセットのパブリッシュの承認、アセットのブックマーク、別のサイトとのアセットの共有、特定のアセットのアクセス権限の設定などが含まれます。


	
編集: アセットを調査、変更、コピーおよび削除するためのコンテンツ管理ツールを含むメニューを開きます。このメニューでは、アセットに割り当てられているレイアウト(テンプレート)の変更や、リビジョン追跡の処理も可能です。


	
表示: フォーム・モードまたはWebモードでアセットを表示するためのツールと、様々な方法でアセットをプレビューするためのオプション(別のレイアウト(テンプレート)やサイト・ラッパーを使用したアセットのプレビュー、別個のブラウザ・ウィンドウでのアセットのプレビューなど)を含むメニューを開きます。このメニューには、アセットのステータスのサマリー画面を表示するオプションも含まれます。この画面には、アセットのワークフローおよび承認ステータスに関する情報が含まれます。


	
下矢印アイコン: このアイコンをクリックすると、アプリケーション・バーが開きます。WebCenter Sitesに初めてログインすると、アプリケーション・バーはすでに開いています。この場合に表示される上矢印アイコンをクリックすると、アプリケーション・バーを閉じることができます。アプリケーション・バーには次の項目が含まれます。

	
最近使用したアプリケーション(5つまで)。権限を持っているアプリケーションであれば、WebCenter Sitesにログインしなおすことなく切り替えることができます。

WebCenter Sitesの管理インタフェースにアクセスする権限を持っている場合は、「管理」アプリケーション・アイコンがアプリケーション・バーに表示されます。このアイコンをクリックすると、WebCenter Sitesの管理インタフェースが開きます。


	
ユーザー名。クリックしてプロフィールを管理できます。


	
「サイト」ドロップダウン・メニュー。権限を持っている別のサイトに切り替えることができます。


	
「ログアウト」ボタン。セッションを終了し、WebCenter Sitesからログアウトします。











21.2 ナビゲーション・ペイン




	
注意:

ナビゲーション・ペインの右端をドラッグすると、ペインの幅を調整できます。ナビゲーション・ペインを非表示にするには、ナビゲーション・ペインの右端にある「ツリー・ナビゲーションの非表示」バーをクリックします。










図21-2 ナビゲーション・ペイン

[image: 図21-2の説明が続きます]





ナビゲーション・ペインには次の項目が含まれます。

	
サイト・ツリー: Webサイト上のページの編成を階層的に表示します。ページはサイト・プラン(Webサイトのナビゲーションを表現する)の下の階層に配置するか、または"配置取消し"にする(ページをサイト・プランに属さないようにする)ことができます。単一のCMサイト内に複数のサイト・プランが含まれることがあります。サイト・プランへのページの配置とページの配置取消し(サイト・プランからのページの除去)については、第10.2項「ページの配置および配置取消し」を参照してください。


	
コンテンツ・ツリー: 現在のサイトで使用可能なアセット・タイプおよびフレックス関係階層を表示します。親アセットをダブルクリックして「参照」タブを開くと、関連付けられている子アセットを表示できます。フレックス関係階層の詳細は、第8.2項「親子関係」を参照してください。


	
「ワーク」ツリー: 「ワーク」ノードおよび「履歴」ノードを処理できます。詳細は、第6.6項「アセットの編成」を参照してください。








21.3 ワークスペース: ホーム・タブ

ワークスペースは、Contributorインタフェースの中心にあります。「ホーム」タブは、Contributorインタフェースに初めてログインしたとき、最初に表示されるタブです。このタブには、図21-3に示すように、ダッシュボードが含まれています。




	
注意:

「ホーム」タブには、いつでも、「ホーム」タブをクリックして戻ることができます。「ホーム」タブを閉じることはできません。










図21-3 「ホーム」タブ(ダッシュボード)

[image: 図21-3の説明が続きます]





ダッシュボードの外観は、ユーザーによって異なります。あるユーザーのダッシュボードには、そのユーザーに関連する情報のみが表示されるからです。また、ウィジェットは、ダッシュボード上の必要な場所にドラッグ・アンド・ドロップすることによって、配置を変更できます。ダッシュボードに表示されるウィジェットの詳細は次のとおりです。

	
ブックマーク: 将来簡単に取得できるようにアセットにブックマークを付けると、そのアセットにはこのウィジェットからアクセスできます。ブックマークが付けられたアセットは、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードからもアクセスできます。


	
保存済検索: 保存済検索は、後から使用するために保存しておいた検索条件です。このウィジェットには、保存済検索として保存したすべての検索条件と、ユーザーに割り当てられたロールで他のWebCenter Sitesユーザーが共有したすべての保存済検索のリストが表示されます。


	
割当て: 現在のサイトの、現在のワークロードの概要が表示されます。このウィジェットから、ワークフロー・プロセス中に割り当てられたアセットにアクセスし、割当てを終了できます。


	
チェックアウト: 現在チェックアウトされているアセットの概要が表示されます。






21.3.1 「ブックマーク」ウィジェット

アセットにブックマークを付けると、将来、それらのアセットに簡単にアクセスできます。ブックマークが付けられたアセットは、図21-4に示すように、「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードと、ダッシュボードの「ブックマーク」ウィジェットに表示されます。


図21-4 「ブックマーク」ウィジェット

[image: 図21-4の説明が続きます]





ブックマークが付けられたアセットにアクセスするには、「ブックマーク」ウィジェットでアセットの名前をクリックします。また、ブックマークが付けられたアセットのリストからアセットを削除するには、該当するアセットの行を選択して「ブックマークの削除」をクリックします。アセットは、「ブックマーク」ウィジェットおよび「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードから削除されます。

アセットへのブックマーク付けの詳細は、第6.6.1.1項「アセットへのブックマーク付け」を参照してください。





21.3.2 「保存済検索」ウィジェット

保存済検索は、検索を実行した後、その検索の結果をレンダリングするために使用した検索条件を保存することによって作成します。目的の検索条件を保存済検索として保存すると、「保存済検索」ウィジェットで自動的にアクセス可能になります(図21-5)。別のWebCenter Sitesユーザーが検索条件を保存済検索として保存し、ユーザー自身に割り当てられている1つ以上のロールと共有した場合、その保存済検索がユーザーの「保存済検索」ウィジェットにも表示されます。


図21-5 「保存済検索」ウィジェット

[image: 図21-5の説明が続きます]





保存済検索の詳細は、第6.5.1項「保存済検索としての検索条件の保存」を参照してください。





21.3.3 「割当て」ウィジェット

現在作業中のサイトで、あるアセット・タイプに関してワークフローが有効になっている場合、「割当て」ウィジェットには、図21-6のように、現在割り当てられているすべてのアセットのリストが表示されます。


図21-6 「割当て」ウィジェット

[image: 図21-6の説明が続きます]





「割当て」ウィジェットでは、自分に割り当てられているアセットを処理し、ワークフロー・プロセスの次の手順に渡すために割当てを終了できます。ワークフローの詳細は、第16章「ワークフロー」を参照してください。





21.3.4 「チェックアウト」ウィジェット

現在作業中のサイトで、あるアセット・タイプに関してリビジョン追跡が有効になっている場合、「チェックアウト」ウィジェットには、図21-7に示すように、チェックアウト済のアセットのリストが表示されます。


図21-7 「チェックアウト」ウィジェット

[image: 図21-7の説明が続きます]





リビジョン追跡の詳細は、第15章「リビジョン追跡」を参照してください。







21.4 ワークスペース: アセット・タブ

ログインしてアセットにアクセスすると、ワークスペースにタブが開き、アセットがフォーム・モードまたはWebモードで表示されます。作成、編集または調査のどの処理を行うかによって、タブでのアセットの表示方法が決まります。ワークスペースで一度に開くことのできるタブの数に制限はありません。

	
アセットの「調査」ビューをフォーム・モードで表示しているアセット・タブ


図21-8 フォーム・モードでのアセットの表示

[image: 図21-8の説明が続きます]





	
アセットの「調査」ビューをWebモードで表示しているアセット・タブ


図21-9 Webモードでのアセットの表示

[image: 図21-9の説明が続きます]









21.4.1 アセット・ツールバー

アセット・ツールバーは、フォーム・モードとWebモードの両方で使用でき、アセットの編集、保存、調査およびプレビューなど、最も一般的に使用されるコンテンツ管理機能を開始できます。

アセット・ツールバーは動的です。つまり、次の条件に基づいて様々な機能が表示されます。

	
実行中のコンテンツ管理タスク


	
選択したタスクを実行するために必要な権限があるかどうか


	
リビジョン追跡などのコンテンツ管理機能が、現在処理中のアセット・タイプおよびサイトに対して有効になっているかどうか








21.4.2 フォーム・セクションのセレクタ

フォーム・モードでアセットを処理するとき、タブにはそのアセットのコンテンツ・エントリ・フォームが表示されます。1つのアセットのフォームは複数のセクションに分割されており、フォーム・セクション・セレクタを使用してアクセスできます。管理者は、ユーザーのサイト上のアセット・フォーム(および個々のセクション)をカスタマイズできるほか、特定のフォーム・セクションにアクセスする権限を付与または拒否することもできます。

表21-1は、WebCenter Sitesの実装で使用できるデフォルトのフォーム・セクションのリストです。


表21-1 フォーム・セクション

	セクション	実行できる作業
	
コンテンツ

	
アセットに格納されているコンテンツを表示および編集します。

詳細は、第3章「フォーム・モードでのアセットの作成、共有および編集」および第4章「Webモードでのアセットの作成、共有および編集」を参照してください。


	
マーケティング

	
アセットのEngageオプションを表示および編集します。

詳細は、第17章「Oracle WebCenter Sites: Engageの概要」、第18章「Engageによる訪問者のセグメントへのグループ化」、第19章「Engageによる推奨の作成および構成」および第20章「Engageによるプロモーションの作成」を参照してください。


	
メタデータ

	
作成日、変更日、アセットID、アセット固有の属性など、アセットのメタデータを表示します。

アセットのロケール設定を変更します(詳細は、第11.2項「アセットのロケール指定の設定または変更」を参照)。













21.5 「検索」/「参照」タブ

「検索」タブは、Contributorインタフェースで検索または詳細検索を実行したときに開き、図21-10に示すように、検索条件に一致するアセットのリストが表示されます。


図21-10 「検索」タブ

[image: 図21-10の説明が続きます]





「検索」タブは次のコンポーネントで構成されています。

	
検索ツールバー: 「検索」タブにリストされているアセットを承認、ブックマークおよび削除できるほか、検索結果リストのリフレッシュもできます。


	
検索リスト・オプション・バー: 検索結果リストのワークスペースの右側へのドッキング、検索の実行に使用した検索条件の保存、検索結果リストのサムネイル表示とリスト表示の切替えができます。このバーには、検索問合せのヒントも表示されます。

検索結果リストをワークスペースの右側にドッキングすると、「ソート」メニューも表示され、検索の結果をソートできます。


	
検索結果リスト: 検索条件に一致するアセットのリストが表示されます。リスト内でアセット名をクリックすると、タブが開き、そのアセットの「調査」ビューが表示されます。リスト内でアセット名を右クリックすると、そのアセットのコンテキスト・メニューが表示されます。このメニューには、実行可能なコンテンツ管理オプションが含まれています。




検索の実行の詳細は、第6章「アセットの検索と編成」を参照してください。

「参照」タブ(図21-11)には、次のコンテンツ管理機能を実行したときに返されるアセットのリストが表示されます。

	
「ワーク」ツリーの「ブックマーク」ノードをダブルクリック: 「参照」タブが開き、ブックマークが付けられたアセットのリストが表示されます。詳細は、第6.6.1.2項「ブックマークを付けたアセットへのアクセス」を参照してください。


	
「コンテンツ・ツリー」で親アセットをダブルクリック: 「参照」タブが開き、その親に所属する子のリストが表示されます。第2.3.7項「アセットにアクセスするその他の方法」を参照してください。


図21-11 「参照」タブ

[image: 図21-11の説明が続きます]







「参照」タブは、「検索」タブと同じコンポーネントで構成されています。唯一の違いは、参照リスト・オプション・バーに「検索の保存」オプションが表示されないことです。このアセットのリストは、「コンテンツ・ツリー」で親アセットをダブルクリックするか、「ワーク」ツリーで「ブックマーク」ノードをダブルクリックすることによって返されるため、保存済検索として保存する検索条件はありません。





21.6 分割表示: アセット・タブと検索結果リスト

ログイン後にアセットを最初に検索すると、返されたアセットのリストで「検索」タブのワークスペースが一杯になります。リスト内で任意のアセットをクリックすると、ワークスペースに別のタブが開き、選択したアセットが表示されます。「検索」タブに切り替えて「ドッキング」をクリックすると、アセットを表示しているタブの右側に検索結果がドッキングされます(次を参照)。これにより、アセットと検索結果リストを同時に表示できます。

図21-12は、アセットの「調査」ビューをフォーム・モードで表示しているタブの右側に検索結果リストがドッキングされているワークスペースの例を示しています。


図21-12 分割表示

[image: 図21-12の説明が続きます]





ヒント: アセットを「編集」ビューで表示したタブが開いているときに、検索を実行すると、検索結果リストはアセットのタブの右側に自動的にドッキングされます。


図21-13 ドッキングされた検索結果ツールバー

[image: 図21-13の説明が続きます]





	
検索結果を「検索」タブに表示するには、検索結果ペインで「ドッキング解除」をクリックします。


	
検索結果リストを閉じるには、「X」アイコンをクリックします。








21.7 アイコン

表21-2は、ユーザーの権限に従ってインタフェースに表示されるアイコンを示しています。


表21-2 アセット・ツールバーのアイコン

	アイコン	実行できる作業
	[image: 「編集」アイコン]
	
編集:

アセットを「編集」ビューで表示して、変更できます。

アセットを編集する権限がない場合は、このアイコンは無効(グレー表示)になります。


	[image: 「調査」アイコン]
	
調査:

アセットを「調査」ビューで表示します。


	[image: 「プレビュー」アイコン]
	
プレビュー:

アセットのプレビューを表示します。

アセットをプレビューする権限がない場合は、このアイコンは無効(グレー表示)になります。


	[image: 「セグメントを使用したプレビュー」アイコン]
	
セグメントを使用したプレビュー:

クリックすると、必要なセグメントを使用して、アセットのプレビューが表示されます。


	[image: 「マルチ・デバイス・プレビュー」アイコン]
	
マルチ・デバイス・プレビュー:

クリックすると、アセットが1種類以上のモバイル・デバイスに表示されるときの状態を示す、アセットのプレビューが表示されます。

このアイコンは、Mobilityコンポーネントがサイトに対して構成されていない場合は無効(グレー表示)になります。


	[image: 「保存」アイコン]
	
保存:

アセットに対してこれまでに行った変更を保存して、アセットの「編集」フォームは開いたままにします。


	[image: 「削除」アイコン]
	
削除:

アセットを手動で削除します。

アセットを削除する権限がない場合は、このアイコンは無効になります。


	[image: 「承認」アイコン]
	
承認:

アセットのパブリッシュを承認します。

アセットを承認する権限がない場合は、このアイコンは無効(グレー表示)になります。


	[image: 「テンプレートの変更」アイコン]
	
テンプレートの変更:

作業中のアセット用に、別のテンプレートを選択します。選択するテンプレートによって、Webサイトでのアセットのレンダリング方法が決まります。

アセットのテンプレートを変更する権限がない場合は、このアイコンは無効(グレー表示)になります。


	[image: 「チェックアウト」アイコン]
	
チェックアウト:

このアセット・タイプに関してリビジョン追跡が有効になっている場合は、このアイコンをクリックしてアセットをチェックアウトします。アセットを再度チェックインするまで、他のユーザーはこのアセットを変更できません。

アセットがリビジョン追跡されていない場合は、このアイコンは無効(非表示)になっています。


	[image: 「チェックイン」アイコン]
	
チェックイン:

このアセット・タイプに関してリビジョン追跡が有効になっていて、アセットがチェックアウトされている場合は、このアイコンをクリックしてアセットを再度チェックインします。これで、他のユーザーがこのアセットを処理できます。

アセットがリビジョン追跡されていない場合や、アセットがチェックアウトされていない場合は、このアイコンは無効(非表示)になっています。


	[image: 「チェックアウトを元に戻す」アイコン]
	
チェックアウトを元に戻す:

このアセット・タイプに関してリビジョン追跡が有効になっている場合は、このアイコンをクリックしてチェックアウトを元に戻します。

アセットがリビジョン追跡されていない場合は、このアイコンは無効(非表示)になっています。


	[image: 「ロールバック」アイコン]
	
ロールバック:

このアセット・タイプに関してリビジョン追跡が有効になっている場合は、このアイコンをクリックしてアセットを前のバージョンにロールバックします。

アセットがリビジョン追跡されていない場合は、このアイコンは無効(非表示)になっています。


	[image: 「バージョンの表示」アイコン]
	
バージョンの表示:

このアセット・タイプに関してリビジョン追跡が有効になっている場合は、このアイコンをクリックしてアセットのリビジョン履歴レポートを表示します。

アセットがリビジョン追跡されていない場合は、このアイコンは無効(非表示)になっています。


	[image: 「チェックイン/チェックアウト」アイコン]
	
チェックイン/チェックアウト:

アセットをWebモードで表示しているときに、アセットのツールバーに表示されます。このアイコンをクリックして、プライマリ・アセット(作業中のアセット)およびプライマリ・アセットのWebページ・ビューに表示されるすべてのアセットに対してリビジョン追跡機能を実行します。

このアイコンは、リビジョン追跡が無効な場合でも、常に表示されます。














22 フレックス・アセット・モデル

コンテンツ・プロバイダは、フレックス・アセット・モデルを詳細まですべて理解する必要はありません。この章では、このデータ・モデルの一般概念と、コンテンツ・プロバイダとこのデータ・モデルの関わりの概要を説明することを目的としています。

この章は、次の項で構成されています。

	
第22.1項「フレックス・アセット・モデルの概要」






22.1 フレックス・アセット・モデルの概要

第1章「WebCenter Sitesの概要」で説明しているように、WebCenter Sites開発者は、ベーシック・アセット・モデルとフレックス・アセット・モデルの2つのアセット・データ・モデルを使用してアセット・タイプを作成し、アセット・データをWebCenter Sitesデータベースに格納する方法を定義します。

フレックス・アセット・モデルは、ベーシック・アセット・モデルより複雑です。ベーシック・アセットでは、アセットの1つのインスタンスの情報がデータベース表の1つの行に格納されますが、フレックス・アセットでは、1つのインスタンスの情報が複数のデータベース表に格納されます。

ベーシック・アセット・タイプがスタンドアロン・アセット・タイプであるのに対して、フレックス・アセット・タイプはアセット・タイプのファミリから構成されます。フレックス・ファミリのメンバーは次のとおりです。

	
フレックス属性タイプ(必須)


	
フレックス・アセット・タイプ(必須)


	
フレックス定義(必須)


	
フレックス親(必須)


	
フレックス親定義(必須)


	
フレックス・フィルタ・タイプ(オプション)




フレックス・ファミリのメンバーはアセット継承ツリーを形成し、このツリーで子アセットは親から様々な属性を継承します。

コンテンツ・プロバイダは、フレックス・ファミリのすべてのメンバーを直接操作するわけではありません。実際に主な操作対象となるのは、フレックス・ファミリの主要メンバーであるフレックス・アセットです(ただし、フレックス・ファミリの他のすべてのメンバーは、なんらかの形でフレックス・アセットに関与しています)。適切な権限を持っている場合は、新しいフレックス属性(フレックス・アセットの特性)の作成を担当する場合もあります。








第II部


Communityアプリケーションの使用

この部では、Oracle WebCenter Sites: Communityについて説明します。これは、Webサイトのコンテンツに関するビジターのコメント、レビューおよび評価を収集するように設計されたソーシャル・コンピューティング・アプリケーションです。Communityアプリケーションを使用すると、ユーザーは投票を作成して管理することもできるようになり、それを特定のトピックに関するサイト・ビジターの調査に使用できます。この部では、Communityアプリケーションとそのユーザーの概要から始めます。それに続き、Webページのウィジェットを構成してデプロイするプロセスを述べ、サイト・ビジターのコメント、レビューおよび評価をモデレートし、投票結果を管理する方法について説明します。




	
注意:

この部は、タグおよびテンプレートを使用する作業に慣れた上級ユーザーを対象にしています。









第II部は次の章で構成されています。

	
第23章「Oracle WebCenter Sites: Communityアプリケーションへようこそ」


	
第24章「スタート・ガイド」


	
第25章「「コメント」ウィジェットでの作業」


	
第26章「「レビュー」ウィジェットでの作業」


	
第27章「「評価」ウィジェットでの作業」


	
第28章「「ログイン・バー」ウィジェットでの作業」


	
第29章「投票での作業」


	
第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」


	
第31章「デプロイされたコミュニティ・ウィジェット・タグのテスト」









23 Oracle WebCenter Sites: Communityアプリケーションへようこそ

この章では、Oracle WebCenter Sites: Communityアプリケーション、およびWebサイトにデプロイしてビジターのフィードバックを収集できるコミュニティ・ウィジェット・タグについて説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第23.1項「概要」


	
第23.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグのタイプ」


	
第23.3項「デプロイメント・オプション」


	
第23.4項「Communityインタフェース」


	
第23.5項「Communityアプリケーションのロールと権限」






23.1 概要

	
会社のWebサイトに新しいコンテンツをパブリッシュした場合、サイト・ビジターからのフィードバックを収集する必要が発生します。


	
サイトのコンテンツのうちビジターに最も人気の高いコンテンツを把握しておく必要が発生する場合もあります。コミュニティ・ウィジェットを使用すると、ビジターはコメントを投稿し、コンテンツを評価し、レビューを書くことができるので、ビジターの好みをさらに理解できるようになります。


	
Webサイトには、ビジターのコメント、レビューおよび評価を管理するモデレータと様々なオプションが必要です。Communityアプリケーションにより、サイト・ビジターはコメント、レビューおよび評価を自動的にWebサイトに投稿したり、ビジターの入力をWebサイト上に表示する前に監視できます。


	
ビジターのアンケートをWebサイトで実行する場合があります。Communityアプリケーションを使用すれば、カスタマイズされた投票を作成して、ビジターからのフィードバックを収集し、特定のトピックに関するビジターの好みをよりよく把握できます。


	
企業のブログをWebサイトに追加する場合があります。コンテンツ管理サイトにCommunity Blogsモジュールをインストールすると、そのサイトにはWebサイトにブログ機能を追加できるコンポーネントがデフォルトで提供されます。




Communityは、Webエクスペリエンス管理(WEM)フレームワーク上で稼働するソーシャル・コンピューティング・アプリケーションです。Communityアプリケーションをコンテンツ管理(CM)サイト上で有効化すると、任意のWebページにデプロイできる構成可能なコミュニティ・ウィジェット・タグが提供され、ビジターに対して「コメント」、「レビュー」、「評価」、「投票」および「ログイン・バー」のウィジェットを表示できるようになります。サイト・ビジターはこれらのウィジェットを活用してコミュニティを形成し、ディスカッションをリードし、意見を述べ、投票に参加し、サイト上の特定のトピックに関する経験を共有できます。Communityアプリケーションのモデレータにより、ビジターの好みをよりよく理解してサイトのコンテンツを彼らの期待に沿って調整できるように、特定のビジターの入力を収集できます。

Webサイトに投稿されたすべてのコメント、レビューおよび評価はCommunityインタフェースで表示され、手動で、または自動モデレート・フィルタ(「制限付きワード」、「ビジターのブラックリスト」、「ビジターのホワイトリスト」のいずれか、またはすべて)で自動的にモデレートできます。投票インスタンスおよびそれらに関連する結果も、Communityインタフェースで表示されます。

図23-1では、デフォルトのウィジェット・タグの設定をCommunityインタフェースで再構成してWebページ上にデプロイする方法を示します。この例では、「コメント」ウィジェット・タグを使用します(Communityアプリケーションがサポートするすべてのウィジェット・タグのリストは、表23-0を参照してください)。

Communityアプリケーションはブログ機能もサポートします。Oracle WebCenter Sites: CommunityのBlogsモジュールをCommunityアプリケーションと統合すると、コンテンツ・プロバイダではCommunityアプリケーションのコメント・フィールドとリンクを表示した企業のブログを公開できるようになります。Community Blogsモジュールの詳細は、第32章「ブログ・コンテンツの作成」、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』および『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


図23-1 デフォルトのコミュニティ・ウィジェットの再構成とデプロイに関する概要

[image: デフォルトのコミュニティ・ウィジェットの再構成とデプロイ]






図23-2 ウィジェット・タグの詳細

[image: 図23-2の説明が続きます]








23.2 コミュニティ・ウィジェット・タグのタイプ

次の表に、管理者とデザイナが任意のWebページにデプロイできるコミュニティ・ウィジェットのタグを示します。


表23-1 コミュニティ・ウィジェット・タグ

	ウィジェット・タイプ	ウィジェット・タグ	詳細の参照先
	
コメント

	
	
コメント


	
コメント・サマリー


	
トピックへのリンク


	
最近コメントされた


	
最もコメントが多い




	
第25章「「コメント」ウィジェットでの作業」



	
レビュー

	
	
レビュー


	
レビュー・サマリー


	
トピックへのリンク


	
平均評価


	
上位ランクのトピック


	
最近レビューされた


	
最もレビューされている




	
第26章「「レビュー」ウィジェットでの作業」



	
評価

	
	
星評価


	
サムズ・アップ/ダウン評価


	
Like評価


	
お薦め評価


	
平均評価


	
最近評価された


	
最も評価が高い




	
第27章「「評価」ウィジェットでの作業」



	
ログイン・バー

	
ログイン・バー

	
第28章「「ログイン・バー」ウィジェットでの作業」



	
投票

	
	
投票


	
結果




	
第29章「投票での作業」












23.3 デプロイメント・オプション

ウィジェット・タグはデフォルトの設定(Community製品のアプリケーションが有効になっているCMサイトに保存された)、またはカスタム設定のいずれかでデプロイできます。デフォルト設定でデプロイされたタグは、デフォルトの権限および外観の設定をCommunityインタフェースで変更および保存すると、動的に更新されます。カスタム設定は保存できないため、カスタム設定を使用したタグを構成するには、必要なWebページ上でタグを再デプロイする必要があります。





23.4 Communityインタフェース

CommunityアプリケーションにはCommunityインタフェースが備わっています。図23-3は、Communityインタフェースに関連付けられた機能を示し、それらのインタフェース機能に対する権限を持つロールを明らかにします。


図23-3 Communityインタフェースの概要

[image: Communityインタフェース]








23.5 Communityアプリケーションのロールと権限

CommunityアプリケーションではModeratorロールとDesignerロールを使用して、インタフェース機能へのアクセスを規制します。図23-4に、各ロールがCommunityアプリケーションに対して持つ権限の要約を示します。各ロールに関連付けられた権限の詳細な外観とサイト・ビジターに割り当てることができる権限は、表23-2および表23-3を参照してください。


図23-4 Communityアプリケーションのロールおよび権限

[image: Communityアプリケーションのロールおよび権限]





Communityアプリケーションをインストールする際にModeratorロールおよびDesignerロールが存在しない場合には、自動的に作成されます。


モデレータ

Moderatorロールを割り当てられたユーザーは、コミュニティ・ウィジェットへのビジターの権限を設定し、コミュニティ・ウィジェット・タグに対するモデレート設定を構成し、ビジターのコメント、レビューおよび評価に対するモデレート・プロセスの補助に使用する自動モデレート・フィルタを有効(または無効)にできます。これらのユーザーは、コミュニティ・ウィジェット・タグがデプロイされているページに投稿されたコメント、レビューおよび評価を手動でモデレートすることもできます。


デザイナ

Designerロールを割り当てられたユーザーは、コミュニティ・ウィジェットのデフォルトの外観を構成し、投票を作成し、特定のコミュニティ・ウィジェット・タグをカスタム値で変更できます。これらのユーザーは、コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイできるドメインを指定し、デプロイされたコミュニティ・ウィジェットが表示される言語を構成し、WebCenter Sites管理インタフェースを使用してコミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイしてテンプレートをパブリッシュできます。

表23-2は、ユーザーがCommunityインタフェース機能に対して付与される権限の概要を示します。


表23-2 Communityアプリケーションのロールおよび権限

	権限	モデレータ	デザイナ	詳細の参照先
	
コメンタの権限の管理

	
はい

	
いいえ

	
第25.3.2項「コメント・ウィジェットの権限設定の再構成」



	
レビューアの権限の管理

	
はい

	
いいえ

	
第26.3.2項「「レビュー」ウィジェットの権限設定の再構成」



	
評価者の権限の管理

	
はい

	
いいえ

	
第27.3.2項「「評価」ウィジェットの権限設定の再構成」



	
「コメント」ウィジェットの外観の管理

	
いいえ

	
はい

	
第25.3.1項「「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成」



	
「レビュー」ウィジェットの外観の管理

	
いいえ

	
はい

	
第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」



	
「評価」ウィジェットの外観の管理

	
いいえ

	
はい

	
第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」



	
「投票」ウィジェットの作成、管理およびデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第29章「投票での作業」



	
「ログイン・バー」ウィジェット・タグの構成とデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第28章「「ログイン・バー」ウィジェットでの作業」



	
ドメインの認可

	
いいえ

	
はい

	
第30.2.1項「「認可済ドメイン」画面での作業」



	
制限付きワードのフィルタの管理

	
はい

	
いいえ

	
第30.2.2項「「制限付きワード」画面での作業」



	
ビジターのブラックリストのフィルタの管理

	
はい

	
いいえ

	
第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」



	
ビジターのホワイトリストのフィルタの管理

	
はい

	
いいえ

	
第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」



	
モデレート設定の管理

	
はい

	
いいえ

	
第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」



	
デプロイされたコミュニティ・ウィジェットの言語の設定の構成

	
いいえ

	
はい

	
第30.2.6項「「言語」画面での作業」



	
デフォルトの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第25.4.1項「デフォルトの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ」



	
デフォルトの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第26.4.1項「デフォルトの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ」



	
デフォルトの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第27.4.1項「デフォルトの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ」



	
「コメント」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第25.4.2項「カスタムの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ」



	
「レビュー」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第26.4.2項「カスタムの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ」



	
「評価」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
第27.4.2項「カスタムの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ」



	
コメントとレビューへのSEOサポートの有効化

	
いいえ

	
はい

	
『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』



	
CSSタグのデプロイ

	
いいえ

	
はい

	
『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』



	
コメントのモデレート

	
はい

	
いいえ

	
第25.2項「コメントのモデレート」



	
レビューのモデレート

	
はい

	
いいえ

	
第26.2項「レビューのモデレート」



	
評価のモデレート

	
はい

	
いいえ

	
第27.2項「評価のモデレート」









表23-3「Webサイトのコミュニティ・ウィジェットに対するビジターの権限」に、Webサイト上でサイト・ビジターに付与できる権限の概要を示します。


表23-3 Webサイトのコミュニティ・ウィジェットに対するビジターの権限

	権限	認証済ユーザー	匿名ユーザー	詳細の参照先
	
Webサイトへのログイン

	
はい

	
いいえ

	
第31.2.1項「認証済ビジターとしてのサイトへのログイン」



	
認証済ビジターとしてのコメントの投稿

	
はい

	
いいえ

	
第31.2.2項「認証済ビジターとしてのコメントの投稿」



	
認証済ビジターとしてのレビューの投稿

	
はい

	
いいえ

	
第31.2.3項「認証済ビジターとしてのレビューの投稿」



	
承認済コメントの変更

	
はい

	
いいえ

	
第31.2.4.1項「Webサイト上のコメントの変更」



	
承認済コメントの削除

	
はい

	
いいえ

	
第31.2.4.2項「Webサイトからのコメントの削除」



	
承認済レビューの変更

	
はい

	
いいえ

	
第31.2.5.1項「Webサイト上のレビューの変更」



	
承認済レビューの削除

	
はい

	
いいえ

	
第31.2.5.2項「Webサイト上からのレビューの削除」



	
ゲストとしてのコメントとレビューの投稿

	
はい

	
はい

	
第31.3項「匿名ビジターとしての「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェットでの作業」



	
不適切なコメントおよびレビューへのフラグ付け

	
はい

	
はい

	
第31.5項「不適切な投稿へのフラグ付け」



	
承認済コメントへの返信

	
はい

	
はい

	
第31.6項「投稿済コメントへの返信」



	
トピックのレビューの「詳細」メニューの表示

	
はい

	
はい

	
第31.2.5.1項「Webサイト上のレビューの変更」



	
個別コメントとレビューのランク

	
はい

	
はい

	
第31.8項「ビジターのコメントとレビューのランキング」



	
Facebook、TwitterまたはGoogle+のニュース・フィードへのコメントおよびレビューの共有

	
はい

	
はい

	
第31.9項「Facebook、TwitterおよびGoogle+でのコメントとレビューの共有」



	
コメントやレビューへのパーマリンクの作成

	
はい

	
はい

	
第31.10項「パーマリンクの作成と共有」



	
Webサイト上のトピックに対する評価の送信

	
はい

	
はい

	
第31.11項「「評価」ウィジェットでの作業」



	
投票結果の送信

	
はい

	
はい

	
第31.12項「「投票」ウィジェットでの作業」















24 スタート・ガイド

この章では、Communityインタフェースにログインする手順を説明します。この章の最後の項では、デザイナがコミュニティ・ウィジェット・タグのデプロイの手順をよく理解できるようにデプロイに関するシナリオを示します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第24.1項「ログイン」


	
第24.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法」


	
第24.3項「次の手順」






24.1 ログイン

Communityアプリケーションは、WEMフレームワークを使用してWebCenter Sitesに関連付けられています。サイトにログインしてCommunityアプリケーションにアクセスすると、ステータスをモデレータまたはデザイナとしてシステムに認識させて、Communityインタフェース機能への権限を有効化できます。


Communityインタフェースにログインするには

	
次のURLに移動します。


<protcol>://<server>:<port>/<context>/login


ここでは、<protocol>はWebCenter Sitesアプリケーションのプロトコル、<server>はWebCenter Sitesアプリケーションを稼働するサーバーのホスト名またはIPアドレス、<port>はWebCenter Sitesアプリケーションのポート番号、および<context>はそのサーバー上にデプロイされたWebCenter Sitesアプリケーションの名前です。


	
WebCenter Sitesにログインして、Communityアプリケーションにアクセスします。ログイン資格証明は大/小文字が区別されます。

このガイドでは、次に示す、一般管理者のデフォルトのログイン資格証明を使用しています。

	
ユーザー名: fwadmin


	
パスワード: xceladmin


図24-1 WebCenter Sitesログイン画面

[image: 図24-1の説明が続きます]








	
「ログイン」をクリックします。


	
初めてログインする場合は、図24-2のような画面が開きます。それ以外の場合は、最後にアクセスしたアプリケーションにログインされます。


図24-2 WebCenter Sitesログイン画面: 「サイト」の選択

[image: 図24-2の説明が続きます]





Communityアプリケーションが割り当てられているサイトを選択して、Communityアプリケーションのアイコンを選択します。

	
モデレータに対する初期画面は「すべてのコメント」画面(図24-3および図24-4を参照)です。

	
Communityアプリケーションを初めて使用する際には、図24-3に示すように、「すべてのコメント」画面にコメントは表示されません。


図24-3 移入されていないCommunityインタフェースの「すべてのコメント」画面

[image: "「すべてのコメント」"画面]





	
「コメント」ウィジェット・タグが構成済でWebページにデプロイされている場合、そのページにサイト・ビジターがコメントを投稿すると、図24-4に示すように、それらのコメントは「すべてのコメント」画面に表示されます。


図24-4 移入されたCommunityインタフェースの「すべてのコメント」画面

[image: 移入された"「すべてのコメント」"画面]







モデレータはビジターのコメント、レビューおよび評価を、投稿されたトピックごと、または投稿したサイト・ビジターの名前ごとに、表示できます。


	
デザイナに対する初期画面は、「すべての投票」画面です。

	
Communityアプリケーションを初めて使用する際には、図24-5に示すように、「すべての投票」画面に投票は表示されません。


図24-5 移入されていない「すべての投票」画面

[image: 図24-5の説明が続きます]





	
投票ウィジェットを作成済である場合、図24-6に示すように、「すべての投票」画面に投票結果が表示されます。


図24-6 移入された「すべての投票」画面

[image: 図24-6の説明が続きます]







デザイナは、コメント、レビュー、評価および投票ウィジェット・タグをデプロイすることもできます。コミュニティ・ウィジェット・タグのデプロイに関する詳細は、第24.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法」を参照してください。











24.2 コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法

このシナリオはデザイナを対象としたものであり、「コメント」ウィジェット・タグをデプロイする手順を示しています。このシナリオでは、CommunityアプリケーションはWebCenter Sites FirstSiteIIサンプル・サイトに割り当てられています。「コメント」ウィジェット・タグはFSIILayoutテンプレートに挿入します。このテンプレートをパブリッシュすると、FSIILayoutテンプレート(FSIIAboutアセットのコンテンツなど)によりレンダリングされるアセットが表示されるどのWebページでも「コメント」ウィジェットが表示されるようになります。




	
注意:

次のことに留意してください。

	
ウィジェット・タグをデプロイするには、WebCenter Sites管理インタフェース(「管理」)へのアクセス権限が必要です。WebCenter Sites管理アプリケーションがCommunityアプリケーションと同じサイトに割り当てられていることを確認してください。


	
タグをデプロイする前にデフォルト設定と「コメント」ウィジェット・タグへのビジターの権限を再構成する場合は、第25.3項「「コメント」ウィジェットのデフォルト設定の再構成」を参照してください。


	
WebCenter Sites CMサイトを使用せずに、現在のウィジェット・タグの設定とビジターの権限をテストするには、最初の構成で確認するのではなく、そのタグをhtmlページに挿入します。


	
Community-GadgetsがWebCenter Sitesと統合されていれば、コミュニティ・ウィジェット・タグをWebCenter Sites Contributorインタフェースから直接デプロイできます。詳細は、第12章「Contributorインタフェースでのウィジェットおよびガジェットの使用」を参照してください。













コミュニティ・ウィジェット・タグ(「コメント」ウィジェット・タグ)をデプロイするには

	
WebCenter Sitesにデザイナの資格証明でログインし、Communityアプリケーションが有効になっているサイトを選択し(この例ではFirstSiteIIサンプル・サイト)、次にWebCenter Sites Communityインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コメント」→「デプロイ」→「コメント」の順に選択します。

図24-7に示すように、「コメントのデプロイメント」画面が開きます。


図24-7 「コメントのデプロイメント」画面

[image: 図24-7の説明が続きます]





	
ウィジェット・タグをデプロイするには(ここでは、「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ)、次の操作を実行します。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
次のようにして、WebCenter Sites管理インタフェースにアクセスします。

	
メニュー・バーで、画面の右端にある下向きの矢印アイコンをポイントし、アプリケーション・バーをレンダリングします。


	
アプリケーション・バーで、「管理」アイコンをクリックします。




図24-8に示すように、WebCenter Sites管理インタフェースが開きます。


図24-8 WebCenter Sites管理インタフェース

[image: 図24-8の説明が続きます]





	
次に示すように、WebCenter Sites管理インタフェースで、ウィジェット・タグを挿入するテンプレートを見つけます(この例では、FSIILayoutテンプレート)。

	
スタート・メニューのオプションで、「検索」をクリックします。


	
「検索」リストで、「テンプレートの検索」を選択します。


	
「検索: テンプレート」フォームで、「検索」をクリックします。


	
「テンプレートのリスト」画面で、ウィジェット・タグを挿入するテンプレートを選択します。(この例では、FSIILayoutテンプレートです。)





	
テンプレートの調査フォームで、「編集」をクリックします。


	
テンプレートの「要素」画面で、ウィジェット・タグを「エレメント・ロジック」フィールドのウィジェットを表示させる正確な場所に挿入([Ctrl]+[V])します。


図24-9 「エレメント・ロジック」フィールド

[image: 図24-9の説明が続きます]





	
「保存」をクリックします。





	
複数のウィジェットを同じページにデプロイするには、CSSタグをデプロイします。CSSタグはすべてのウィジェットCSSファイルを同時にロードするため、複数のウィジェットをデプロイするページのロード時間が短縮されます。CSSタグのデプロイの詳細と手順は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


	
ウィジェットをプレビューしてWebサイトに適切にレンダリングされていることを確認するには、次の手順を実行します。


	
WebCenter Sites Contributorインタフェースに切り替えます。メニュー・バーで、下向き矢印をクリックしてアプリケーション・バーを開きます。アプリケーション・バーで、Contributorアイコンを選択します。


	
ウィジェット・タグを備えたテンプレートによってレンダリングされるアセットを検索します。「検索」フィールドで、目的の検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

「検索」タブが開き、検索結果が表示されます。


	
検索結果のリストで、該当するアセットを右クリックして、コンテキスト・メニューから「プレビュー」を選択します。

アセットのプレビューが開き、図24-10に示すように、ウィジェットが表示されます(この例では「コメント」ウィジェット)。


図24-10 デプロイされた「コメント」ウィジェットを表示したアセットのプレビュー

[image: 図24-10の説明が続きます]





	
このテンプレートをWebサイトにパブリッシュする場合は、手順6を参照してください。


	
「コメント」ウィジェット・タグのデフォルト設定を再構成する場合は、第25.3項「「コメント」ウィジェットのデフォルト設定の再構成」を参照してください。


	
別のタイプのウィジェット・タグを再構成してデプロイする場合は、次のいずれかの章を参照してください。

第26章「「レビュー」ウィジェットでの作業」

第27章「「評価」ウィジェットでの作業」

第28章「「ログイン・バー」ウィジェットでの作業」

第29章「投票での作業」


	
セキュリティ、言語およびモデレートの設定などコミュニティ・ウィジェット設定を再構成する場合には、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。








	
テンプレートをパブリッシュします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』のパブリッシュに関する章を参照してください。


	
Webサイトにアクセスして、Webページにウィジェットを表示します。

Webページは、図24-11のように表示されます。


図24-11 「コメント」ウィジェットを表示したWebページ

[image: 図24-11の説明が続きます]











24.3 次の手順

次の章では、ビジターのコメント、レビュー、評価のモデレートおよび投票結果の表示の詳細と手順を説明します。また、「コメント」、「レビュー」、「投票」および「ログイン・バー」の各ウィジェットの構成とデプロイについても説明します。コミュニティ・ウィジェットをWebサイト上で表示する際の言語など、グローバルなコミュニティ・ウィジェットの設定を構成する方法も説明します。








25 「コメント」ウィジェットでの作業

この章では、クイック・リファレンスとして、ビジターがサイトに投稿したコメントのモデレート、「コメント」ウィジェットに対するビジターの権限および外観の設定の構成、および「コメント」ウィジェット(およびすべての関連ウィジェット)の動的設定(デフォルト)またはカスタム設定のいずれかによるWebページへのデプロイについて説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
概要


	
コメントのモデレート


	
「コメント」ウィジェットのデフォルト設定の再構成


	
「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ






25.1 概要


図25-1 「コメント」メニュー

[image: 図25-1の説明が続きます]





「コメント」メニュー(図25-1を参照)では、「コメント」ウィジェットおよびすべての関連ウィジェット(「コメント・サマリー」、「トピックへのリンク」、「最近コメントされた」および「最もコメントが多い」)に関わる作業をします。「コメント」メニューには、ビジターがWebサイトのページに投稿するコメントのモデレート、「コメント」ウィジェットに対するビジターの権限と外観の設定の構成、および「コメント」ウィジェットとすべての関連ウィジェットの(デフォルト設定またはカスタム設定による)Webページへのデプロイなどのオプションが用意されています。

この項の手順はクイック・リファレンスとして記載されており、Communityインタフェースへログイン済のユーザーを対象としています。ログインの手順が必要な場合には、第24.1項「ログイン」を参照してください。





25.2 コメントのモデレート

この項は、Moderatorロールを割り当てられたユーザーを対象にしています。次の方法で、サイト・ビジターがWebサイトに投稿したコメントをモデレートできます。

	
すべてのコメントのモデレート


	
トピック別コメントのモデレート


	
ユーザー別コメントのモデレート






25.2.1 すべてのコメントのモデレート

「すべてのコメント」画面(図25-2を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。Webサイトのページに投稿されたすべてのコメントをモデレートするには、「すべてのコメント」画面を使用します。コメントのリストは、投稿された順に表示されます(新しいものから古いものの順)。このリストのコメントは、投稿したビジター別または投稿した日付別にソートできます。


図25-2 「すべてのコメント」画面

[image: 図25-2の説明が続きます]






表25-1 すべてのコメントのモデレート

	アクション	手順
	
ビジターのコメントの承認

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、承認するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認されたコメントがWebサイトに表示されます。





	
ビジターのコメントの削除

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、削除するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

該当するコメントが、Communityインタフェースおよび投稿されていたWebページから削除されます。





	
コメントを不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、不適切または不正確な内容を含むコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

コメントのステータスが「不適切」に変わり、そのコメントはWebページに表示されません。コメントを不適切としてマーク付けすることにより、Webサイトに表示される前にそのコメントの変更が必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: コメントを不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
コメントの変更

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、変更するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「編集」をクリックします。

「コメントの編集」画面が表示されます。


	
「コメント」フィールドで、内容に対して必要な変更を加えます。


	
「保存」をクリックします。

変更されたコメントが、Communityインタフェースおよび投稿されたWebページに表示されます。




注意: 手動モデレートが有効な場合(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」)、変更したコメントを手動で承認してWebページに表示します。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、ホワイトリストに追加する認証済ビジターが投稿したコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4章「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
「ビジターのブラックリスト」へのビジターの追加

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、ブラックリストに追加するビジターが投稿したコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのブラックリスト」画面が開きます。該当するビジターが認証されると、そのビジターのユーザー名がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。ビジターが匿名の場合、ビジターのIPアドレスがブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のコンテンツを含むコメントの検索

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
「検索」フィールドに、検索する条件を入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

指定した検索条件が含まれたコメントのみが、「すべてのコメント」画面に表示されます。





	
フラグ付きコメントの特定

	
Webサイト上でビジターがフラグを付けたコメントは、「すべてのコメント」画面の投稿リストで「承認済」ステータスの横に「フラグ付き」と表示されます。


	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、目的のトピックに投稿されたコメントへ移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。




Webページが開き、トピック、デプロイされた「コメント」ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿したコメントが表示されます。


	
特定のビジターが投稿したすべてのコメントの表示

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、目的の認証済ビジターが投稿したコメントへ移動します。


	
ビジターの名前をクリックします。

「ユーザー・コメント」画面が開き、選択したビジターが投稿したコメントのみが表示されます。




注意: ユーザー別のコメント・モデレートの詳細は、第25.2.3項「ユーザー別コメントのモデレート」を参照してください。


	
特定のトピックに投稿されたすべてのコメントの表示

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、目的のトピックに投稿されたコメントへ移動します。


	
トピックの名前をクリックします。

「すべてのコメント」画面が開き、選択したトピックに対して投稿されたコメントのみが表示されます。




注意: トピック別のコメント・モデレートの詳細は、第25.2.2項「トピック別コメントのモデレート」を参照してください。


	
コメントへの返信の投稿

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択します。


	
コメントのリストで、返信を投稿するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「管理者として返信」をクリックします。

「管理者として返信」画面が開きます。


	
「返信」フィールドに返信の内容を入力します。


	
「保存」をクリックします。

返信は、返信が投稿されたコメントが表示されているWebページの「すべてのコメント」リストに表示されます。




注意: 管理者が返信を投稿できるのは、承認済のステータスを持つコメントのみです。











25.2.2 トピック別コメントのモデレート

「トピック別コメント」画面(図25-3を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。「トピック別コメント」画面を使用して、Webサイトのページに投稿されたすべてのコメントを、コメントが投稿されたトピック(Webページ)のタイトル別にソートできます。この画面からトピックのタイトルを選択すると、「すべてのコメント」画面が開き、そのトピックに対して投稿されたコメントのみが表示されます。


図25-3 「トピック別コメント」画面

[image: 図25-3の説明が続きます]






表25-2 トピック別コメントのモデレート

	アクション	手順
	
リソース・タイプ(トピック・タイプ)別のトピックのフィルタ

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「フィルタ」パネルで、目的のリソース・タイプ(複数可)のチェック・ボックスを選択(複数可)します。

選択したリソース・タイプ(複数可)の「コメント」ウィジェットを含むWebページ(トピック)のみが、「トピック別コメント」画面のリストに表示されます。


	
コメントを表示するトピックの名前を選択します。

「すべてのコメント」画面が開き、選択したトピックに対して投稿されたコメントのみが表示されます。




注意: 「フィルタ」パネルで選択できるリソース・タイプ(トピック・タイプ)は、現在のカテゴリ・ファイルにより動的に変更されます(第25.3.1項「「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成」)。「その他」は、どのリソース・タイプにも属していない「コメント」ウィジェット(およびトピック)を指します。


	
ビジターのコメントの承認

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、コメントをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、承認するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認されたコメントがWebサイトに表示されます。





	
ビジターのコメントの削除

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、コメントをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、削除するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

該当するコメントが、Communityインタフェースおよび投稿されていたWebページから削除されます。





	
コメントを不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、コメントをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、不適切または不正確な内容を含むコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

コメントのステータスを「不適切」に変更します。コメントを不適切としてマーク付けすることにより、Webサイトに表示される前にそのコメントの変更が必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: コメントを不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
コメントの変更

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、コメントをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、変更するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「編集」をクリックします。

「コメントの編集」画面が表示されます。


	
「コメント」フィールドで、内容に対して必要な変更を加えます。


	
「保存」をクリックします。

変更されたコメントが、Communityインタフェースおよび投稿されたWebページに表示されます。




注意: 手動モデレートが有効な場合(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」)、変更したコメントを手動で承認してWebページに表示します。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、コメントをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、ホワイトリストに追加する認証済ビジターが投稿したコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4章「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
「ビジターのブラックリスト」へのビジターの追加

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、コメントをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、ブラックリストに追加するビジターが投稿したコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのブラックリスト」画面が開きます。該当するビジターが認証されると、そのビジターのユーザー名がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。ビジターが匿名の場合、ビジターのIPアドレスがブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
コメントへの返信の投稿

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、返信するコメントが投稿されたトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、返信を投稿するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「管理者として返信」をクリックします。

「管理者として返信」画面が開きます。


	
「返信」フィールドに返信の内容を入力します。


	
「保存」をクリックします。

返信は、返信が投稿されたコメントが表示されているWebページの「すべてのコメント」リストに表示されます。




注意: 管理者が返信を投稿できるのは、承認済のステータスを持つコメントのみです。


	
トピックの検索

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「検索」フィールドで、目的のトピックを特定する検索条件を入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

指定した検索条件が含まれたコメントのみが、「トピック別コメント」画面に表示されます。





	
特定のトピック(Webページ)にデプロイされたコメント・ウィジェットの有効化/無効化

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
トピックのリストで、コメント・ウィジェットを有効化または無効化するトピックをポイントします。

注意: 次の項目のいずれかに該当する場合は、トピックの「コメント」ウィジェットを有効化できません。「コメントの外観」画面の「コメントの自動無効化」セクションの設定により「コメント」ウィジェットが自動的に閉じられていたか、または(「コメントのデプロイメント」画面から設定された)「投稿のステータス」が「クローズ」の状態で「コメント」ウィジェットがデプロイされていた。


	
コメント・ウィジェットを有効または無効にします。選択したトピックに対してビジターがコメントを投稿できるようにするには、コンテキスト・メニューで「投稿の許可」を選択します。選択したトピックにデプロイされたコメント・ウィジェットを無効にするには、コンテキスト・メニューで「投稿のクローズ」を選択します。

「投稿の許可」を選択すると、ビジターは選択したトピックに対してコメントを投稿できます。「投稿のクローズ」を選択すると、ビジターは選択したトピックに対してコメントを投稿できません。




注意: 「投稿フィルタ」を使用して、トピックにデプロイされたコメント・ウィジェットのステータスごとに、「トピック別コメント」リストに表示されたトピックをフィルタできます。たとえば、「投稿フィルタ」セクションで「許可」を選択すると、ビジターにコメントの投稿を許可したトピックのみがリストに表示されます(その逆の操作も可能です)。


	
フラグ付きコメントの特定

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、コメントを表示するトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、フラグ付きコメントを特定します。

Webサイトでフラグを付けられたコメントは、コメントのリストで「承認済」ステータスの横に「フラグ付き」と表示されます。





	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、目的のトピックに移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。

Webページが開き、トピック、デプロイされた「コメント」ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿したコメントが表示されます。





	
特定のビジターが投稿したすべてのコメントの表示

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択します。


	
「トピック別コメント」画面で、該当するビジターがコメントを投稿したトピックに移動して、その名前をクリックします。


	
選択したトピックの「すべてのコメント」画面で、該当するビジターが投稿したコメントに移動し、ビジターの名前(ビジターが投稿したコメントの右側にある)をクリックします。

「ユーザー・コメント」画面が開き、選択したビジターが投稿したすべてのコメントが表示されます。




注意: ユーザー別コメントのモデレートの詳細は、第25.2.3項「ユーザー別コメントのモデレート」を参照してください。











25.2.3 ユーザー別コメントのモデレート

「ユーザー別コメント」画面(図25-4を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。「ユーザー別コメント」画面を使用して、Webサイトに投稿されたすべてのコメントを、コメントを投稿したビジターの名前別にソートします。この画面からビジターの名前を選択すると、「ユーザー・コメント」画面が開き、ビジターのユーザー名、プロフィール写真および電子メールのアドレス(ある場合)とともにビジターが投稿したコメントが表示されます。


図25-4 「ユーザー別コメント」画面

[image: 図25-4の説明が続きます]






表25-3 ユーザー別コメントのモデレート

	アクション	手順
	
ビジターのコメントの承認

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、承認するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認されたコメントがWebサイトに表示されます。





	
ビジターのコメントの削除

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、削除するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

該当するコメントが、Communityインタフェースおよび投稿されていたWebページから削除されます。





	
コメントを不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、不適切または不正確な内容を含むコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

コメントのステータスを「不適切」に変更します。コメントを不適切としてマーク付けすることにより、Webサイトに表示される前にそのコメントの変更が必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: コメントを不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
コメントの変更

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、変更するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「編集」を選択します。

「コメントの編集」画面が表示されます。


	
「コメント」フィールドで、内容に対して必要な変更を加えます。


	
「保存」をクリックします。

変更されたコメントが、Communityインタフェースおよび投稿されたWebページに表示されます。




注意: 手動モデレートが有効な場合(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」)、変更したコメントを手動で承認してWebページに表示します。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
ホワイトリストに追加する認証済ビジターが分かっている場合には、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、ビジターの名前をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




該当するビジターをホワイトリストに追加する前にそのビジターが投稿したコメントを表示するには、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントを表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、リストに表示された任意のコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4章「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
認証済ビジターの「ビジターのブラックリスト」への追加

	
ブラックリストに追加するビジターが分かっている場合には、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、ビジターの名前をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのブラックリスト」画面が開き、該当するビジターの名前がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




該当するビジターをブラックリストに追加する前にそのビジターが投稿したコメントを表示するには、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントを表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、リストに表示された任意のコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。




「ビジターのブラックリスト」画面が開き、該当するビジターの名前がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。

注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のビジターの検索

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「検索」フィールドに、検索するビジターの名前を入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。




指定された検索条件に一致するビジターの名前のみが、「ユーザー別コメント」画面に表示されます。


	
フラグ付きコメントの特定

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントを表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、フラグ付きコメントを特定します。




Webサイトでフラグを付けられたコメントは、コメントのリストで「承認済」ステータスの横に「フラグ付き」と表示されます。


	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、該当するトピックにコメントを投稿したビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、目的のコメントに移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。




Webページが開き、トピック、デプロイされた「コメント」ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿したコメントが表示されます。


	
コメントへの返信の投稿

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、コメントへの返信を投稿するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、返信を投稿するコメントをポイントします。


	
表示されたメニューで、「管理者として返信」をクリックします。

「管理者として返信」画面が開きます。


	
「返信」フィールドに返信の内容を入力します。


	
「保存」をクリックします。




返信は、「すべてのコメント」画面(メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「すべてのコメント」の順に選択)および返信が投稿されたコメントが表示されているWebページに表示されます。


	
特定のトピックに投稿されたすべてのコメントの表示

	
	
メニュー・バーで、「コメント」→「モデレート」→「ユーザー別コメント」の順に選択します。


	
「ユーザー別コメント」画面で、該当するトピックにコメントを投稿したビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー・コメント」画面で、ビジターが該当するトピックに投稿したコメントに移動し、トピック名(ビジターのコメントの下)をクリックします。

選択したトピックに対する「すべてのコメント」画面が開き、そのトピックに投稿されたすべてのコメントが表示されます。




注意: トピック別コメントのモデレートの詳細は、第25.2.2項「トピック別コメントのモデレート」を参照してください。













25.3 「コメント」ウィジェットのデフォルト設定の再構成

ウィジェットの保存済外観と権限の設定は、デフォルトで設定されています。Designerロールを割り当てられたユーザーは、メニュー・バーで「コメント」→「構成」→「外観」の順に選択して、「コメント」ウィジェットのデフォルトの外観を変更できます。Moderatorロールを割り当てられたユーザーは、メニュー・バーで「コメント」→「構成」→「権限」の順に選択して、デフォルトのコメント権限を再構成できます。権限と外観の設定を保存すると、Communityインタフェース内およびデフォルト設定のタグがデプロイされているページ上の、「コメント」ウィジェットのデフォルト・タグが動的に更新されます。

「コメント」ウィジェットのデフォルト設定は、次の方法で再構成できます。

	
「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成


	
「コメント」ウィジェットの権限設定の再構成






25.3.1 「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成

「コメントの外観」画面(図25-5を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「コメント」→「構成」→「外観」の順に選択します。デザイナはこの画面を使用して、「コメント」ウィジェットの色スキーマ、ソート順、その他の表示プロパティを再構成できます。


図25-5 「コメントの外観」画面

[image: 図25-5の説明が続きます]






表25-4 「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成

	セクション	フィールド	説明
	
一般

	
コメントの表示

	
「表示する」または「表示しない」のいずれかを選択して、承認済コメントをサイト・ビジターに表示するかどうかを指定します。


	
一般

	
コメント・タイプ

	
デプロイメントが「フラット」コメント構造か、コメントに対して返信できる「スレッド化」コメント構造のどちらをサポートするかを選択します。


	
一般

	
ページ区切り

	
特定のページで一度に表示される承認済コメントの数を選択します。


	
一般

	
表示順序

	
承認済コメントが特定のページに表示される順序を指定するには、次のいずれかを選択します。

	
最も古いものが一番上: 最も古いコメントをコメント・リストの一番上に表示します。


	
最も新しいものが一番上: 投稿された最新のコメントをコメント・リストの一番上に表示します。


	
最も評価の高いものが一番上: サイト・ビジターが頻繁に高評価するコメントをコメント・リストの一番上に表示します。


	
最も評価の低いものが一番上: サイト・ビジターの評価が最も低い(または評価されない)コメントをコメント・リストの一番上に表示します。





	
一般

	
コメント送信ボックス

	
特定のページでコメントのフィールドを、コメント・リストの「一番上」または「一番下」のどちらに表示するかを指定します。


	
一般

	
コメント・ランキング

	
ビジターが個々のコメントを「役に立つ」または「役に立たない」と評価できるようにするかどうかを指定します。次のいずれかを選択します。

	
すべてのビジターで有効: すべてのビジター(認証済および匿名)がWebページに投稿されたコメントを評価できます。


	
登録済ビジターで有効: 認証済ビジターのみがWebページに投稿されたコメントを評価できます。


	
無効: 個々のコメントを評価できません。





	
一般

	
スキン

	
「デフォルト」を選択して「コメント」ウィジェットのデフォルトの色スキーマを使用するか、「カスタム」を選択して独自のCSSファイルをアップロードします。


	
一般

	
カスタムCSSのアップロード

	
「カスタム」オプションを「スキン」フィールドで選択した場合、「参照」ボタンを使用して、「コメント」ウィジェットの外観を制御するカスケード・スタイル・シート(CSS)を選択します。


	
一般

	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「コメント」ウィジェット・タグ内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを指定します。

注意: 「いいえ」を選択した場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「コメント」ウィジェットと同じページにデプロイできます(手順は、第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照)。


	
コメントの自動無効化

	
許可されている最大コメント数

	
ドロップダウン・メニューを使用して、特定のWebページに投稿できる最大コメント数を選択します。最大コメント数に達すると、ビジターはその特定のWebページにコメントを投稿できなくなります。

注意: 特定のWebページに投稿できる最大コメント数を入力することも可能です(たとえば、投稿可能な最大コメント数を50に指定するには、このフィールドに50と入力します)。


	
コメントの自動無効化

	
コメントの受入れ期間

	
ドロップダウン・メニューを使用して、特定のWebページにコメントを投稿できる最大の日数を選択します。指定した日数に達すると、ビジターはその特定のWebページにコメントを投稿できなくなります。

注意: 特定のWebページにコメントを投稿できる最大日数を入力することも可能です(たとえば、コメントを投稿できる最大日数を30に指定するには、このフィールドに30と入力します)。


	
コメント本文

	
最大長

	
「450文字」または「900文字」のいずれかを選択し、コメント・フィールドのサイズを設定します。


	
コメント本文

	
タイプ

	
コメント・フィールドに入力できるテキストのタイプを指定します。次のいずれかを選択します。

	
プレーン・テキスト: ビジターがコメント・フィールドに入力できるのはテキストのみです。


	
ブロックされたJSを含むHTML: ビジターがコメント・フィールドに入力できるのは、テキストと基本のHTMLタグです。


	
ブロックされたJSを含むHTMLとメディア: ビジターがコメント・フィールドに入力できるのは、テキスト、基本のHTMLタグ、ビデオなどです。





	
ヘルプおよび免責条項

	
ヘルプ・テキストの表示

	
「表示する」または「表示しない」のいずれかを選択して、「コメント」ウィジェットでヘルプ・テキストをビジターに表示するかどうかを指定します。


	
ヘルプおよび免責条項

	
ヘルプ・テキスト

	
「表示する」を「ヘルプ・テキストの表示」フィールドで選択した場合には、ビジターに表示するヘルプ・テキストを入力します。「コメント」ウィジェットがデプロイされている場合、ヘルプ・テキストはコメント送信ボックスの上に表示されます。

注意: このフィールドでは、プレーン・テキストと基本のHTMLタグがサポートされています。HTMLタグを使用して、ヘルプ・テキストの外観を制御できます。


	
ヘルプおよび免責条項

	
免責条項のテキストの表示

	
「表示する」または「表示しない」のいずれかを選択して、「コメント」ウィジェットで免責条項をビジターに表示するかどうかを指定します。


	
ヘルプおよび免責条項

	
免責条項のテキスト

	
「表示する」を「免責条項のテキストの表示」フィールドで選択した場合、ビジターに表示する免責条項のテキストを入力します。「コメント」ウィジェットがデプロイされている場合、免責条項はコメント送信ボックスの下に表示されます。

注意: このフィールドでは、プレーン・テキストと基本のHTMLタグがサポートされています。HTMLタグを使用して、免責条項の外観を制御できます。


	
トピックのカテゴリ

	
カテゴリのアップロード

	
「参照」ボタンを使用して、必要なカテゴリ・ファイルをアップロードします。このファイルは、次の場所で使用できるリソース・タイプを動的に変更します。

	
「コメント」ウィジェット・タグのカスタム・デプロイメント画面にある「リソース・タイプ」フィールド(第25.4.3.1項「カスタムの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」)。


	
「最近コメントされた」ウィジェット・タグのデプロイメント画面(第25.4.3.4項「カスタムの「最近コメントされた」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」)および「最もコメントが多い」ウィジェット・タグのデプロイ画面(第25.4.3.5項「カスタムの「最もコメントが多い」ウィジェット・タグのデプロイ画面」)にある「リソース・タイプ」フィールド。


	
「トピック別コメント」画面の「フィルタ」パネル(第25.2.2項「トピック別コメントのモデレート」)。




注意: カテゴリ・ファイルは.txt形式、ファイルのリストに表示するリソース・タイプはkey=value構造にする必要があります。また、key=valueペアのkeyには英数字の文字列のみが許可されており、ファイルにリストされた各リソース・タイプはその独自の行に存在する必要があり、アップロードするファイルのサイズは最大100KBにします。











25.3.2 「コメント」ウィジェットの権限設定の再構成

「コメンタの権限」画面(図25-6を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「コメント」→「構成」→「権限」の順に選択します。モデレータはこの画面を使用して、コメントのフィールドを表示/非表示にしたり、コメントするビジターの権限を設定できます。


図25-6 「コメンタの権限」画面

[image: 図25-6の説明が続きます]






表25-5 サイト・ビジターに対するコメント権限の再構成

	セクション	フィールド
	
コメント有効

	
	
「はい」を選択すると、コメント・フィールドを表示するようにウィジェットが構成されます。


	
「いいえ」を選択すると、コメント・フィールドは非表示になりますが、以前にウィジェットを有効にした場合は、承認済のコメントのみが表示されます。





	
コメントできるユーザー

	
次のオプションは、ウィジェットがコメント・フィールドを表示するように構成されている場合にのみ使用可能です。

	
「匿名ユーザーがコメント可能」は、すべてのサイト・ビジターにコメントの権限を付与します。

次のオプションは、匿名ビジターがコメントできる場合にのみ使用可能です。

「ユーザーは名前を入力する必要がある」では、匿名ビジターがコメントを投稿する際に名前を指定する必要があります。

「ユーザーは電子メール・アドレスを入力する必要がある」では、匿名ビジターがコメントを投稿する際に電子メール・アドレスを指定する必要があります。

「ユーザーは検証コードを入力する必要がある」では、匿名ビジターがコメントをWebページに投稿できるようになる前に、CAPTCHAイメージの文字および数(またはどちらか一方)を入力する必要があります。

注意: デフォルトでは、「ユーザーは検証コードを入力する必要がある」オプションはグレー表示されています(使用不可)。このオプションの有効化の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


	
「認証ユーザーのみ」は、認証済サイト・ビジターにのみコメント権限を付与します。

「ユーザーは自分のコメントの変更および削除が可能」では、認証済ビジターが投稿した自分のコメントを変更および削除できます。
















25.4 「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ

この項は、Designerロールを割り当てられたユーザーを対象にしています。「コメント」ウィジェット・タグおよびその関連ウィジェット・タグすべてをデフォルト設定またはカスタム設定でデプロイするには、メニュー・バーで「コメント」→「デプロイ」→デプロイするウィジェット・タグの名前の順に選択します。表25-6に、コメント機能関連のウィジェット・タグと各タグがサポートするデプロイメントのタイプを示します。


表25-6 「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ

	ウィジェット・タグ	デフォルト設定でのデプロイ	カスタム設定でのデプロイ
	
コメント

	
はい

	
はい


	
コメント・サマリー

	
いいえ

	
はい


	
トピックへのリンク

	
いいえ

	
いいえ


	
最近コメントされた

	
はい

	
はい


	
最もコメントが多い

	
はい

	
はい








この項の内容は、次のとおりです。

	
第25.4.1項「デフォルトの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ」


	
第25.4.2項「カスタムの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ」


	
第25.4.3項「カスタム・ウィジェット・タグのデプロイメント画面」






25.4.1 デフォルトの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ

デフォルト設定(「コメント」、「最近コメントされた」および「最もコメントが多い」)を使用して、何種類かのコメント・ウィジェットをデプロイできます。「コメント」ウィジェットのデフォルト設定とは、「権限」画面(「コメント」→「構成」→「権限」を選択)および「外観」画面(「コメント」→「構成」→「外観」を選択)で構成された、保存済の設定のことです。その他すべてのコメント関連ウィジェットのデフォルト設定はあらかじめ構成されており、Communityインタフェースで再構成することはできません。各種のコメント・ウィジェットには独自のデプロイメント画面があり、ウィジェット・タグが表示されます。デフォルト設定は、ウィジェット・タグのプロパティ値として使用されます。


デフォルトのコメント・ウィジェット・タグをデプロイするには

	
メニュー・バーで、「コメント」、「デプロイ」およびデプロイするウィジェット・タグの名前を選択します。

	
コメント: 「コメント」ウィジェット・タグをデプロイします。コメントが有効になっている場合(「コメンタの権限」画面で)、「コメント」ウィジェットにはコメント・フィールドが表示されます。コメントの表示が有効になっている場合(「コメントの外観」画面で)、サイト・ビジターのコメントのリストがWebページに表示されます。



	
注意:

次のデプロイメントのいずれかのシナリオが当てはまる場合、リソースIDを指定して「コメント」ウィジェットをカスタマイズする必要があります。

	
「トピックへのリンク」ウィジェットから「コメント」ウィジェットにリンクを設定する。


	
「コメント・サマリー」ウィジェットを、「コメント」ウィジェットがデプロイされているページとは異なるWebページにデプロイする。


	
複数の「コメント」ウィジェットを同じWebページにデプロイする。




詳細は、表25-7の「リソースID」フィールドの説明を参照してください。








	
最近コメントされた: 「最近コメントされた」ウィジェット・タグをデプロイします。デプロイすると、このウィジェットにはサイト・ビジターが最近コメントを投稿したWebページ(トピック)上位10件が一覧表示されます。



	
注意:

デフォルトでは、「最近コメントされた」ウィジェットには、リソース・タイプ「その他」の関連付けられた「コメント」ウィジェットを備えたトピックのリストが表示されます。すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最近コメントされた」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








	
最もコメントが多い: 「最もコメントが多い」ウィジェット・タグをデプロイします。デプロイすると、このウィジェットにはビジターが頻繁にコメントを投稿するWebページ(トピック)上位10件が一覧表示されます。



	
注意:

デフォルトでは、「最もコメントが多い」ウィジェットには、リソース・タイプ「その他」の関連付けられた「コメント」ウィジェットを備えたトピックのリストが表示されます。すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最もコメントが多い」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








各ウィジェット・タグのデプロイ画面は、「コメントのデプロイメント」画面(図25-7を参照)のように表示されます。


図25-7 「コメントのデプロイメント」画面: サイト設定とカスタム設定

[image: 図25-7の説明が続きます]








	
「タグ形式」フィールドで、「サイトの設定」が選択されていることを確認します。


	
次のようにしてウィジェット・タグをデプロイします。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のテンプレートに挿入し、テンプレートが割り当てられているアセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。詳細な手順は、第24.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法」の手順3から7を参照してください。









25.4.1.1 デフォルトの「コメント」ウィジェットの非表示

様々なWebページに表示された「コメント」ウィジェットを非表示にするには、テンプレートのソース・コードにアクセスせずに、Communityアプリケーションでのロールに応じて「コメント」ウィジェットの「権限」画面と「外観」画面を使用します。

	
モデレータは、次のようにしてコメント・フィールドを非表示にします。

	
メニュー・バーで、「コメント」→「構成」→「権限」の順に選択します。


	
「コメント有効」フィールドで、「いいえ」を選択します。


	
「保存」をクリックします。

これでコメント・フィールドはサイト・ビジターからは非表示になります。





	
デザイナは、次のようにしてコメントのリストを非表示にします。

	
メニュー・バーで、「コメント」→「構成」→「外観」の順に選択します。


	
「コメントの表示」フィールドで、「表示しない」を選択します。


	
「保存」をクリックします。

これでコメントのリストはサイト・ビジターからは非表示になります。













25.4.2 カスタムの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイ

コメント機能(「トピックへのリンク」以外)に関連した任意のウィジェット・タグをカスタマイズするには、ウィジェットの「デプロイメント」画面でタグ・ジェネレータを使用してプロパティを設定します。カスタム値はCommunityインタフェースで保存できないため(ウィジェット・タグの特定のインスタンスでのみ保存されます)、ウィジェット・タグはカスタマイズするたびに再デプロイする必要があります。


カスタムのコメント・ウィジェットを構成してデプロイするには

	
メニュー・バーで、「コメント」→「デプロイ」→カスタマイズおよびデプロイするウィジェット・タグの名前を選択します。

	
コメント: 「コメント」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、(1) 「コメント」ウィジェット・タグを一意のIDとリソース・タイプで構成して、コメント数、最近投稿されたコメントの日付など、そのコンテンツについて他のコメント関連のウィジェットが参照できるようにします。(2) 「コメント」ウィジェット・タグがデプロイされるWebページ(トピック・タイトルおよびURL)を指定します。(3) 該当するタグの「権限」画面(「コメント」→「構成」→「権限」を選択)および「外観」画面(「コメント」→「構成」→「外観」を選択)でデフォルトとして設定された特定のプロパティを再構成します。


	
コメント・サマリー: 「コメント・サマリー」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「コメント・サマリーのデプロイメント」画面で「コメント」ウィジェットのリソースIDを指定します。デプロイすると、「コメント・サマリー」ウィジェットには、指定した「コメント」ウィジェットが最も新しく投稿されたコメントの日付でデプロイされているWebページに投稿された、コメント数について短く要約された情報が表示されます。


	
トピックへのリンク: 「トピックへのリンク」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「コメント」ウィジェットのリソースID、およびオプションでこのウィジェットにリンクを設定するWebページのリソースURLを指定します。デプロイすると、「トピックへのリンク」ウィジェットには、「コメント」ウィジェットが目的のWebページ(「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのWebページのURLを指定した場合)へのリンク付きでデプロイされるWebページ(トピック)に投稿されたコメント数など、指定した「コメント」ウィジェットについて要約された情報が表示されます。




	
注意:

「トピックへのリンク」ウィジェットを構成して複数の「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェット(またはいずれかのウィジェット)の要約された情報とリンクを表示するには、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。










	
最近コメントされた: 「最近コメントされた」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「最近コメントされた」ウィジェットに、サイト・ビジターが最近コメントを投稿した該当するタイプ(「その他」タイプのトピックではなく)のトピックのリストが表示されるようにします。たとえば、「記事」というタイプのトピックがWebページに投稿されているとします。各記事には、「記事」リソース・タイプの独自の「コメント」ウィジェットが表示されます。「最近コメントされた」ウィジェットに、サイト・ビジターが最近コメントを投稿した「記事」タイプのトピックのリストを表示する場合、リソース・タイプ別に「コメント」ウィジェットを参照するように構成する必要があります。



	
注意:

すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最近コメントされた」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








	
最もコメントが多い: 「最もコメントが多い」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「最もコメントが多い」ウィジェットに、該当するタイプ(「その他」タイプのトピックではなく)の最も人気の高いトピックのリストが表示されるようにします。たとえば、「記事」というタイプのトピックがWebページに投稿されているとします。各記事には、「記事」リソース・タイプの独自の「コメント」ウィジェットが表示されます。「最もコメントが多い」ウィジェットに「記事」タイプの中で最も人気の高いトピックのリストを表示する場合、リソースタイプ別に「コメント」ウィジェットを参照するように構成する必要があります。



	
注意:

すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最もコメントが多い」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。











	
「タグ形式」フィールドで、「カスタム設定」を選択します。該当するウィジェット・タグをカスタマイズするには、タグのカスタム・デプロイメント画面で使用できるフィールドに対する値を設定します。

フィールドの定義は、次の項を参照してください。

	
第25.4.3.1項「カスタムの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第25.4.3.2項「カスタムの「コメント・サマリー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第25.4.3.3項「「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第25.4.3.4項「カスタムの「最近コメントされた」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第25.4.3.5項「カスタムの「最もコメントが多い」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」





	
次の手順でカスタム・タグをデプロイします。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のテンプレートに挿入し、テンプレートが割り当てられているアセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。手順は、第24.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法」の手順3から7を参照してください。











25.4.3 カスタム・ウィジェット・タグのデプロイメント画面

特定のウィジェットのカスタム・デプロイメント画面にアクセスすると、使用可能なフィールドを使用して、そのウィジェット・タグのカスタム(一時的な)値を設定できます。これらの値は、タグのカスタマイズ済インスタンスをコピーするテンプレート以外には保存されません。この項では、フィールドの定義を説明します。



25.4.3.1 カスタムの「コメント」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図25-8に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「コメント」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図25-8 カスタムの「コメントのデプロイメント」画面

[image: 図25-8の説明が続きます]








	
注意:

「デフォルト」フィールド値は、ウィジェットの「権限」画面または「外観」画面で指定された設定を参照します。カスタムのタグに対するデフォルト設定を選択し、そのタグをデプロイする場合、その値がCommunityインタフェースで変更されて保存されると、デフォルト設定は動的に更新されます。










表25-7 「コメント」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
コメント・タイプ

	
デプロイメントが「フラット」コメント構造か、コメントに対して返信できる「スレッド化」コメント構造のどちらをサポートするかを選択します。


	
リソースID

	
「コメント」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソースID(一意のID)を入力します。このリソースIDを他のコメント・ウィジェット・タグ(「コメント・サマリー」ウィジェット・タグなど)で使用して、「コメント」ウィジェットのこのインスタンスを参照できます。このフィールドには、最大50文字の英数字を入力できます。

このフィールドが必須なのは、次の場合です。

	
この「コメント」ウィジェットのコンテンツ(Webページに投稿されたコメント数など)を参照するために、他のコメント・ウィジェット・タグを構成する場合。


	
複数の「コメント」ウィジェットを同じWebページにデプロイする場合。





	
リソース・タイプ

	
「コメント」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「コメント」ウィジェット・タグのリソース・タイプにより、それがデプロイされているWebページがカテゴリ化されます。リソース・タイプを指定しない場合には、「コメント」ウィジェットのこのインスタンスがデプロイされたトピック(Webページ)は、デフォルトの「その他」リソース・タイプに関連付けられます。

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第25.3.1項「「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
コメント送信ボックス

	
特定のページでコメントのフィールドを、コメント・リストの「一番上」または「一番下」のどちらに表示するかを指定します。


	
表示順序

	
承認済コメントが特定のページに表示される順序を指定するには、次のいずれかを選択します。

	
最も評価の高いものが一番上: サイト・ビジターが頻繁に高評価するコメントをコメント・リストの一番上に表示します。


	
最も古いものが一番上: 最も古いコメントをコメント・リストの一番上に表示します。


	
最も新しいものが一番上: 投稿された最新のコメントをコメント・リストの一番上に表示します。


	
最も評価の低いものが一番上: サイト・ビジターの評価が最も低い(または評価されない)コメントをコメント・リストの一番上に表示します。





	
コメント・ランキング

	
ビジターが個々のコメントを「役に立つ」または「役に立たない」と評価できるようにするかどうかを指定します。次のいずれかを選択します。

	
すべてのビジターで有効: すべてのビジター(認証済および匿名)がWebページに投稿されたコメントを評価できます。


	
登録済ビジターで有効: 認証済ビジターのみがWebページに投稿されたコメントを評価できます。


	
無効: 個々のコメントを評価できません。





	
リソース・タイトル

	
「コメント」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのタイトルを入力します。


	
リソースURL

	
「コメント」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのURLを入力します。


	
投稿のステータス

	
「オープン」または「閉じる」を選択して、ビジターが「コメント」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされているページにコメントを投稿できるかどうかを指定します。

注意: 「投稿のステータス」が「閉じる」の状態でWebページ(トピック)上に「コメント」ウィジェットをデプロイした場合、「トピック別コメント」画面からそのWebページ(トピック)のコメント機能を有効にすることはできません。


	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「コメント」ウィジェット・タグのこのインスタンス内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを指定します。

注意: 「いいえ」を選択した場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「コメント」ウィジェットと同じページにデプロイできます(手順は、第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照)。











25.4.3.2 カスタムの「コメント・サマリー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図25-9に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「コメント・サマリー」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図25-9 「コメント・サマリーのデプロイメント」画面

[image: 図25-9の説明が続きます]






表25-8 「コメント・サマリー」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「コメント」ウィジェット・タグのリソースID(一意のID)を指定します。「コメント・サマリー」ウィジェットがデプロイされると、指定した「コメント」ウィジェットがデプロイされたWebページに投稿されたコメント数について要約された情報が表示されます。


	
最終コメント日を表示

	
「はい」を選択してコメントが特定のページに投稿された最新の日付を表示するか、「いいえ」を選択してそのページに投稿されたコメント数のみを表示します。

デフォルト値: いいえ











25.4.3.3 「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図25-10に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「トピックへのリンク」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図25-10 「トピックへのリンクのデプロイメント」画面

[image: 図25-10の説明が続きます]






表25-9 「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
このフィールドは必須です。「コメント」ウィジェット・タグのリソースID(一意のID)を指定します。「トピックへのリンク」ウィジェットがデプロイされると、指定した「コメント」ウィジェットがデプロイされたWebページに投稿されたコメント数について要約された情報が表示されます。


	
リソースURL

	
ビジターが「コメント」ウィジェットの要約された情報をクリックしたときに、「トピックへのリンク」ウィジェットでビジターを特定のWebページにリダイレクトする場合には、該当するWebページのリソースURLを指定します。

注意: リソースURLを指定しないと、ビジターが指定した「コメント」ウィジェットの要約された情報をクリックしたときに、「トピックへのリンク」ウィジェットにより、ビジターは「コメント」ウィジェットがデプロイされたページ(「リソースID」フィールドで指定した)にリダイレクトされます。同じリソースIDを持つ複数の「コメント」ウィジェットが1つのページ上にデプロイされている場合には、「トピックへのリンク」ウィジェットはビジターをそのページの最新のアクティブ・ウィジェットにリダイレクトします。











25.4.3.4 カスタムの「最近コメントされた」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図25-11に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「最近コメントされた」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図25-11 「最近コメントされたデプロイメント」画面

[image: 図25-11の説明が続きます]






表25-10 「最近コメントされた」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソース・タイプ

	
リソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「最近コメントされた」ウィジェットをデプロイすると、そこには、指定したリソース・タイプに割り当てられた「コメント」ウィジェットをデプロイした、特定のタイプ(たとえば「記事」)の中で最近コメントされたトピックのリストが表示されます。デプロイされた「コメント」ウィジェットがリソース・タイプを割り当てられていない場合、「その他」を選択します。

デフォルト値: その他

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第25.3.1項「「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
トピック数

	
リストに表示するWebページ(トピック)の数を指定します(たとえば、5と入力すると、ビジターが最近コメントを投稿した5つのトピックがリストに表示されます)。

デフォルト値: 10


	
次以降を含む

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。リストが表示されるWebページをフィルタ処理する日付を選択します。「最近コメントされた」ウィジェットがデプロイされると、指定した日付以降にコメントが投稿されたWebページのみがリストに表示されます。これにより、古い日付のページとコメントが表示されないようにできます。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。











25.4.3.5 カスタムの「最もコメントが多い」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図25-12の画面を使用して、Webページにデプロイできる「最もコメントが多い」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図25-12 「最もコメントが多いデプロイメント」画面

[image: 図25-12の説明が続きます]






表25-11 「最もコメントが多い」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソース・タイプ

	
リソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「最もコメントが多い」ウィジェットがデプロイすると、そこには、指定したリソース・タイプに割り当てられた「コメント」ウィジェットをデプロイした、特定のタイプ(たとえば「記事」)の中で最も人気の高いトピックのリストが表示されます。デプロイされた「コメント」ウィジェットがリソース・タイプを割り当てられていない場合、「その他」を選択します。

デフォルト値: その他

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第25.3.1項「「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
トピック数

	
リストに表示するWebページ(トピック)の数を指定します(たとえば、5と入力すると、ビジターが頻繁にコメントを投稿した5つのトピックがリストに表示されます)。

デフォルト値: 10


	
次以降を含む

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。リストが表示されるWebページをフィルタ処理する日付を選択します。「最もコメントが多い」ウィジェットがデプロイされると、指定した日付以降にコメントが投稿されたWebページのみが表示されます。これにより、古い日付のページとコメントが表示されないようにできます。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。


















26 「レビュー」ウィジェットでの作業

この章では、クイック・リファレンスとして、ビジターがサイトに投稿したレビューのモデレート、「レビュー」ウィジェットに対するビジターの権限および外観の設定の構成、および「レビュー」ウィジェット(およびすべての関連ウィジェット)の動的設定(デフォルト)またはカスタム設定のいずれかによるWebページへのデプロイについて説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第26.1項「概要」


	
第26.2項「レビューのモデレート」


	
第26.3項「「レビュー」ウィジェットのデフォルト設定の再構成」


	
第26.4項「「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ」






26.1 概要


図26-1 「レビュー」メニュー

[image: 図26-1の説明が続きます]





「レビュー」メニュー(図26-1を参照)では、「レビュー」ウィジェットおよびすべての関連ウィジェット(「レビュー・サマリー」、「トピックへのリンク」、「平均評価のレビュー」、「上位ランクのレビュー」、「最近レビューされた」および「最もレビューされている」)に関わる作業をします。「レビュー」メニューには、ビジターがWebサイトのページに投稿するレビューのモデレート、「レビュー」ウィジェットに対するビジターの権限と外観の設定の構成、「レビュー」ウィジェットとすべての関連ウィジェットの(デフォルト設定またはカスタム設定による)Webページへのデプロイなどのオプションが用意されています。

この項の手順はクイック・リファレンスとして記載されており、Communityインタフェースへログイン済のユーザーを対象としています。ログインの手順が必要な場合には、第24.1項「ログイン」を参照してください。





26.2 レビューのモデレート

この項は、Moderatorロールを割り当てられたユーザーを対象にしています。モデレータは次の方法でWebサイトに投稿されたレビューにアクセスしてモデレートできます。

	
すべてのレビューのモデレート


	
トピック別レビューのモデレート


	
ユーザー別レビューのモデレート






26.2.1 すべてのレビューのモデレート

「すべてのレビュー」画面(図26-2を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」を選択します。「すべてのレビュー」画面を使用して、Webサイトのページに投稿されたすべてのレビューをモデレートします。レビューのリストは、投稿された順に表示されます(新しいものから古いものの順)。このリストのレビューは、投稿したビジター別または投稿した日付別にソートできます。


図26-2 「すべてのレビュー」画面

[image: 図26-2の説明が続きます]






表26-1 すべてのレビューのモデレート

	アクション	手順
	
ビジターのレビューの承認

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
承認するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認されたレビューがWebサイトに表示されます。





	
ビジターのレビューの削除

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
削除するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

該当するレビューが、Communityインタフェースおよび投稿されていたWebページから削除されます。





	
レビューを不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
不適切または不正確な内容を含むレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

レビューのステータスが「不適切」に変わり、そのレビューはWebページに表示されません。レビューを不適切としてマーク付けすることにより、Webサイトに表示される前にそのレビューの変更が必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: レビューを不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
レビューの変更

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
変更するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「編集」を選択します。

「レビューの編集」画面が表示されます。




	
「レビュー」フィールドで、内容に対して対して必要な変更を加えます。


	
「保存」をクリックします。

変更されたレビューが、Communityインタフェースおよび投稿されたWebページに表示されます。




注意: 手動モデレートが有効な場合(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」)、変更したレビューを手動で承認してWebページに表示します。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
ホワイトリストに追加する認証済のビジターによって投稿されたレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4章「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
「ビジターのブラックリスト」へのビジターの追加

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
ブラックリストに追加するビジターによって投稿されたレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのブラックリスト」画面が開きます。該当するビジターが認証されると、そのビジターのユーザー名がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。ビジターが匿名の場合、ビジターのIPアドレスがブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のコンテンツを含むレビューの検索

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
「検索」フィールドに、検索する条件を入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

指定した検索条件が含まれたレビューのみが、「すべてのレビュー」画面に表示されます。





	
フラグ付きレビューの特定

	
Webサイトでフラグを付けられたレビューは、「すべてのレビュー」画面で「承認済」ステータスの横に「フラグ付き」と表示されます。


	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
レビューのリストで、目的のトピックに対して投稿されたレビューに移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。

Webページが開き、トピック、デプロイされた「レビュー」ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿したレビューが表示されます。





	
特定のビジターが投稿したすべてのレビューの表示

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
レビューのリストで、目的の認証済ビジターが投稿したレビューに移動します。


	
ビジターの名前をクリックします。

「ユーザーのレビュー」画面が開き、選択したビジターが投稿したレビューのみが表示されます。




注意: ユーザー別レビューのモデレートの詳細は、第26.2.3項「ユーザー別レビューのモデレート」を参照してください。


	
特定のトピックに投稿されたすべてのレビューの表示

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「すべてのレビュー」の順に選択します。


	
レビューのリストで、目的のトピックに対して投稿されたレビューに移動します。


	
トピックの名前をクリックします。

「すべてのレビュー」画面が開き、選択したトピックに対して投稿されたレビューのみが表示されます。




注意: トピック別レビューのモデレートの詳細は、第26.2.2項「トピック別レビューのモデレート」を参照してください。











26.2.2 トピック別レビューのモデレート

「トピック別レビュー」画面にアクセスするには、メニューバーから「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。「トピック別レビュー」画面を使用して、Webサイトのページに投稿されたすべてのレビューを、レビューが投稿されたトピック(Webページ)のタイトル別にソートできます。各トピックに対する平均評価が、対応するトピックの右にある「平均評価」列に表示されます。この画面からトピックのタイトルを選択すると、「すべてのレビュー」画面が開き、そのトピックに対して投稿されたレビューのみが表示されます(図26-3を参照)。


図26-3 「トピック別レビュー」画面

[image: 図26-3の説明が続きます]






表26-2 トピック別レビューのモデレート

	アクション	手順
	
トピックのカテゴリでの絞り込み

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「フィルタ」パネルで、目的のリソース・タイプ(複数可)のチェック・ボックスを選択(複数可)します。

選択したリソース・タイプ(複数可)の「レビュー」ウィジェットを含むWebページ(トピック)のみが、「トピック別レビュー」画面のリストに表示されます。


	
レビューを表示するトピックの名前を選択します。

「すべてのレビュー」画面が開き、選択したトピックに対して投稿されたレビューのみが表示されます。




注意: 「フィルタ」パネルで選択できるリソース・タイプ(トピック・タイプ)は、現在のカテゴリ・ファイルにより動的に変更されます(第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」)。「その他」は、どのリソース・タイプにも属していない「レビュー」ウィジェット(およびトピック)を指します。


	
ビジターのレビューの承認

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、レビューをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのレビュー」画面で、承認するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認されたレビューがWebサイトに表示されます。





	
ビジターのレビューの削除

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、レビューをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのレビュー」画面で、削除するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

該当するレビューが、Communityインタフェースおよび投稿されていたWebページから削除されます。





	
レビューを不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、レビューをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのレビュー」画面で、不適切または不正確な内容を含むレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

レビューのステータスが「不適切」に変わり、そのレビューはWebページに表示されません。レビューを不適切としてマーク付けすることにより、Webサイトに表示される前にそのレビューの変更が必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: レビューを不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
レビューの変更

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、レビューをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのレビュー」画面で、変更するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「編集」を選択します。

「レビューの編集」画面が表示されます。




	
「レビュー」フィールドで、内容に対して対して必要な変更を加えます。


	
「保存」をクリックします。

変更されたレビューが、Communityインタフェースおよび投稿されたWebページに表示されます。




注意: 手動モデレートが有効な場合(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」)、変更したレビューを手動で承認してWebページに表示します。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、レビューをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのレビュー」画面で、ホワイトリストに追加する認証済のビジターが投稿したレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
「ビジターのブラックリスト」へのビジターの追加

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、レビューをモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべてのレビュー」画面で、ブラックリストに追加するビジターが投稿したレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのブラックリスト」画面が開きます。該当するビジターが認証されると、そのビジターのユーザー名がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。ビジターが匿名の場合、ビジターのIPアドレスがブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のトピックの検索

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「検索」フィールドに、検索するトピックのタイトルを入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

要求された検索条件が含まれたトピックのみが、「トピック別レビュー」画面に表示されます。





	
特定のトピック(Webページ)にデプロイされたレビュー・ウィジェットの有効化/無効化

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
トピックのリストで、レビュー・ウィジェットを有効化または無効化するトピックをポイントします。

注意: 次の項目のいずれかに該当する場合は、トピックの「レビュー」ウィジェットを有効化できません。「レビューの外観」画面の「レビューの自動無効化」セクションの設定により「レビュー」ウィジェットが自動的に閉じられていたか、または、(「レビューのデプロイメント」画面から設定された)「投稿のステータス」が「クローズ」の状態で「レビュー」ウィジェットがデプロイされていた。


	
レビュー・ウィジェットを有効または無効にします。選択したトピックに対してビジターがレビューを投稿できるようにするには、コンテキスト・メニューで「投稿の許可」を選択します。選択したトピックにデプロイされたレビュー・ウィジェットを無効にするには、コンテキスト・メニューで「投稿のクローズ」を選択します。

「投稿の許可」を選択すると、ビジターは選択したトピックに対してレビューを投稿できます。「投稿のクローズ」を選択すると、ビジターは選択したトピックに対してレビューを投稿できません。




注意: 「投稿フィルタ」を使用して、トピックにデプロイされたレビュー・ウィジェットのステータスごとに「トピック別レビュー」リストに表示されたトピックをフィルタできます。たとえば、「投稿フィルタ」セクションで「許可」を選択すると、ビジターにレビューの投稿を許可したトピックのみがリストに表示されます(その逆の操作も可能です)。


	
フラグ付きレビューの特定

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、レビューを表示するトピックを選択します。


	
レビューのリストで、フラグ付きレビューを特定します。

Webサイトでフラグを付けられたレビューは、レビューのリストで「承認済」ステータスの横に「フラグ付き」と表示されます。





	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、目的のトピックに移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。

Webページが開き、トピック、デプロイされた「レビュー」ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿したレビューが表示されます。





	
特定のビジターが投稿したすべてのレビューの表示

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「トピック別レビュー」の順に選択します。


	
「トピック別レビュー」画面で、該当するビジターがレビューを投稿したトピックに移動して、その名前をクリックします。


	
選択したトピックの「すべてのレビュー」画面で、該当するビジターが投稿したレビューに移動し、ビジターの名前(ビジターのレビューの右側にある)をクリックします。

「ユーザーのレビュー」画面が開き、選択したビジターが投稿したすべてのレビューが表示されます。




注意: ユーザー別レビューのモデレートの詳細は、第26.2.3項「ユーザー別レビューのモデレート」を参照してください。











26.2.3 ユーザー別レビューのモデレート

「ユーザー別レビュー」画面を使用して、投稿されたすべてのレビューを、投稿したビジターの名前別にソートします。この画面でビジターの名前を選択すると、「ユーザーのレビュー」画面が開き、選択したビジターのユーザー名、プロフィール写真および電子メールのアドレス(ある場合)とともにビジターが投稿したレビューが表示されます(図26-4を参照)。


図26-4 「ユーザー別レビュー」画面

[image: 図26-4の説明が続きます]






表26-3 ユーザー別のレビューのモデレート

	アクション	手順
	
ビジターのレビューの承認

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、レビューをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、承認するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認されたレビューがWebサイトに表示されます。





	
ビジターのレビューの削除

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、レビューをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、削除するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

該当するレビューが、Communityインタフェースおよび投稿されていたWebページから削除されます。





	
レビューを不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、レビューをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、不適切または不正確な内容を含むレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

レビューのステータスを「不適切」に変更します。レビューを不適切としてマーク付けすることにより、Webサイトに表示される前にそのレビューの変更が必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: レビューを不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
レビューの変更

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、レビューをモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、変更するレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「編集」を選択します。

「レビューの編集」画面が表示されます。


	
「レビュー」フィールドで、内容に対して対して必要な変更を加えます。


	
「保存」をクリックします。

変更されたレビューが、Communityインタフェースおよび投稿されたWebページに表示されます。




注意: 手動モデレートが有効な場合(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」)、レビューを手動で承認してWebページに表示します。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
ホワイトリストに追加する認証済ビジターが分かっている場合には、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、ビジターの名前をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




該当するビジターをホワイトリストに追加する前にそのビジターが投稿したレビューを表示するには、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、レビューを表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、リストに表示された任意のレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」を選択します。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
認証済ビジターの「ビジターのブラックリスト」への追加

	
ブラックリストに追加するビジターが分かっている場合には、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、ビジターの名前をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのブラックリスト」画面が開き、該当するビジターの名前がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




該当するビジターをブラックリストに追加する前にそのビジターが投稿したレビューを表示するには、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、レビューを表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、リストに表示された任意のレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」を選択します。

「ビジターのブラックリスト」画面が開き、該当するビジターの名前がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のビジターの検索

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「検索」フィールドに、検索するビジターの名前を入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

指定された検索条件に一致するビジターの名前のみが、「ユーザー別レビュー」画面に表示されます。





	
フラグ付きレビューの特定

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、レビューを表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、フラグ付きレビューを特定します。

Webサイトでフラグを付けられたレビューは、レビューのリストで「承認済」ステータスの横に「フラグ付き」と表示されます。





	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、該当するトピックにレビューを投稿したビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、目的のレビューに移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。

Webページが開き、トピック、デプロイされた「レビュー」ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿したレビューが表示されます。





	
特定のトピックに投稿されたすべてのレビューの表示

	
	
メニュー・バーで、「レビュー」→「モデレート」→「ユーザー別レビュー」の順に選択します。


	
「ユーザー別レビュー」画面で、該当するトピックにレビューを投稿したビジターの名前を選択します。


	
「ユーザーのレビュー」画面で、目的のトピックに対して投稿されたレビューに移動し、トピック名(ビジターのレビューの下)をクリックします。

選択したトピックに対する「すべてのレビュー」画面が開き、そのトピックに投稿されたすべてのレビューが表示されます。




注意: トピック別レビューのモデレートの詳細は、第26.2.2項「トピック別レビューのモデレート」を参照してください。













26.3 「レビュー」ウィジェットのデフォルト設定の再構成

ウィジェットの保存済外観と権限の設定は、デフォルトで設定されています。Designerロールを割り当てられたユーザーは、メニュー・バーで「レビュー」→「構成」→「外観」の順に選択して、「レビュー」ウィジェットのデフォルトの外観を変更できます。Moderatorロールを割り当てられたユーザーは、メニュー・バーで「レビュー」→「構成」→「権限」の順に選択して、デフォルトのレビュー権限を再構成できます。権限や外観の設定が保存されると、Communityインタフェース内およびデフォルト設定のタグがデプロイされているページにある「レビュー」ウィジェットのデフォルト・タグが動的に更新されます。

「レビュー」ウィジェットのデフォルト設定は、次の方法で再構成できます。

	
第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」


	
第26.3.2項「「レビュー」ウィジェットの権限設定の再構成」






26.3.1 「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成

「レビューの外観」画面(図26-5を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「レビュー」→「構成」→「外観」の順に選択します。この画面を使用して、「レビュー」ウィジェットの色スキーマ、ソート順、その他の表示プロパティを再構成できます。


図26-5 「レビューの外観」画面

[image: 図26-5の説明が続きます]






表26-4 「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成

	セクション	フィールド	説明
	
一般

	
レビューの表示

	
「表示する」または「表示しない」のいずれかを選択して、承認済レビューをサイト・ビジターに表示するかどうかを指定します。


	
一般

	
レビュー・タイプ

	
各デプロイメントがサポートするレビューのタイプを選択します。次のいずれかを選択します。

	
フル・レビュー: タイトル・フィールドと評価機能を備えたレビュー・フィールドをサポートします。これにより、ビジターはレビューの書込み、投稿するレビューへのタイトル入力、レビューによる評価の送信が可能になります。


	
要約レビュー: ビジターがレビューを書き込み、そのレビューで評価を送信できる評価機能を備えた、レビュー・フィールドをサポートします。





	
一般

	
ページ区切り

	
特定のページで一度に表示される承認済レビューの数を指定します。


	
一般

	
表示順序

	
承認済レビューが特定のページに表示される順序を指定するには、次のいずれかを選択します。

	
最も新しいものが一番上: 投稿された最新のレビューをレビュー・リストの一番上に表示します。


	
最も古いものが一番上: 最も古いレビューをレビュー・リストの一番上に表示します。


	
最も評価の低いものが一番上: サイト・ビジターの評価が最も低い(または評価されない)レビューをレビュー・リストの一番上に表示します。


	
最も評価の高いものが一番上: サイト・ビジターが頻繁に高評価するレビューをレビュー・リストの一番上に表示します。





	
一般

	
レビュー送信ボックス

	
特定のページでレビュー・フィールドを、レビュー・リストの「一番上」または「一番下」のどちらに表示するかを指定します。


	
一般

	
レビュー・ランキング

	
サイト・ビジターが個々のレビューを「役に立つ」または「役に立たない」と評価できるようにするかどうかを指定します。次のいずれかを選択します。

	
すべてのビジターで有効: すべてのビジター(認証済および匿名)がWebページに投稿されたレビューを評価できます。


	
登録済ビジターで有効: 認証済ビジターのみがWebページに投稿されたレビューを評価できます。


	
無効: 個々のレビューを評価できません。





	
一般

	
スキン

	
「デフォルト」を選択して「レビュー」ウィジェットのデフォルトの色スキーマを使用するか、「カスタム」を選択して独自のCSSファイルをアップロードします。


	
一般

	
カスタムCSSのアップロード

	
「カスタム」オプションを「スキン」フィールドで選択した場合、「参照」ボタンを使用して、「レビュー」ウィジェットの外観を制御するカスケード・スタイル・シート(CSS)を選択します。


	
一般

	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「レビュー」ウィジェット・タグ内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを指定します。

注意: 「いいえ」をした場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「レビュー」ウィジェットと同じページにデプロイできます(手順は、第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」参照)。


	
レビューの自動無効化

	
許可されている最大レビュー数

	
ドロップダウン・メニューを使用して、特定のWebページに投稿できる最大レビュー数を選択します。最大レビュー数に達すると、サイト・ビジターはその特定のWebページにレビューを投稿できなくなります。

注意: 特定のWebページに投稿できる最大レビュー数を入力することも可能です(たとえば、最大レビュー数を50に指定するには、このフィールドに50と入力します)。


	
レビューの自動無効化

	
レビューの受入れ期間

	
ドロップダウン・メニューを使用して、特定のWebページにレビューを投稿できる日数を選択します。指定した日数に達すると、サイト・ビジターはその特定のWebページにレビューを投稿できなくなります。

注意: 特定のWebページにレビューを投稿できる最大日数を入力することも可能です(たとえば、レビューを投稿できる最大日数を30に指定するには、このフィールドに30と入力します)。


	
レビュー本文

	
最大長

	
「450文字」または「900文字」のいずれかを選択し、レビュー・フィールドのサイズを設定します。


	
レビュー本文

	
タイプ

	
レビュー・フィールドに入力できるテキストのタイプを選択します。次のいずれかを選択します。

	
プレーン・テキスト: ビジターがレビュー・フィールドに入力できるのはテキストのみです。


	
ブロックされたJSを含むHTML: ビジターがレビュー・フィールドに入力できるのは、テキストと基本のHTMLタグです。


	
ブロックされたJSを含むHTMLとメディア: ビジターがレビュー・フィールドに入力できるのは、テキスト、基本のHTMLタグ、ビデオなどです。





	
ヘルプおよび免責条項

	
ヘルプ・テキストの表示

	
「表示する」または「表示しない」のいずれかを選択して、ヘルプ・テキストをビジターに表示するかどうかを指定します。


	
ヘルプおよび免責条項

	
ヘルプ・テキスト

	
「表示する」を「ヘルプ・テキストの表示」フィールドで選択した場合には、ビジターに表示するヘルプ・テキストを入力します。「レビュー」ウィジェットがデプロイされている場合、ヘルプ・テキストはレビュー送信ボックスの上に表示されます。

注意: このフィールドでは、プレーン・テキストと基本のHTMLタグがサポートされています。HTMLタグを使用して、ヘルプ・テキストの外観を制御できます。


	
ヘルプおよび免責条項

	
免責条項のテキストの表示

	
「表示する」または「表示しない」のいずれかを選択して、免責条項をビジターに表示するかどうかを指定します。


	
ヘルプおよび免責条項

	
免責条項のテキスト

	
「表示する」を「免責条項のテキストの表示」フィールドで選択した場合は、ビジターに表示する免責条項のテキストを入力します。「レビュー」ウィジェットがデプロイされている場合、免責条項はレビュー送信ボックスの下に表示されます。

注意: このフィールドでは、プレーン・テキストと基本のHTMLタグがサポートされています。HTMLタグを使用して、免責条項の外観を制御できます。


	
トピックのカテゴリ

	
カテゴリのアップロード

	
「参照」ボタンを使用して、必要なカテゴリ・ファイルをアップロードします。このファイルは、次の場所で使用できるリソース・タイプを動的に変更します。

	
「レビュー」ウィジェット・タグのカスタム・デプロイメント画面にある「リソース・タイプ」フィールド(第26.4.3.1項「カスタムの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面)。


	
「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面(第26.4.3.5項「カスタムの「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」)、「最近レビューされた」ウィジェット・タグのデプロイメント画面(第26.4.3.6項「カスタムの「最近レビューされた」ウィジェット・タグのデプロイ画面」)、および「最もレビューされている」ウィジェット・タグのデプロイメント画面(第26.4.3.7項「カスタムの「最もレビューされている」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」)にある「リソース・タイプ」フィールド。


	
「トピック別レビュー」画面の「フィルタ」パネル(第26.2.2章「トピック別レビューのモデレート」)。




注意: カテゴリ・ファイルは.txt形式、ファイルのリストに表示するリソース・タイプはkey=value構造にする必要があります。また、key=valueペアのkeyには英数字の文字列のみが許可されており、ファイルにリストされた各リソース・タイプはその独自の行に存在する必要があり、アップロードするファイルのサイズは最大100MBにします。











26.3.2 「レビュー」ウィジェットの権限設定の再構成


「レビューアの権限」画面(図26-6を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「レビュー」→「構成」→「権限」の順に選択します。この画面を使用して、レビュー・フィールドを表示/非表示にしたり、レビューするビジターの権限を設定します。


図26-6 「レビューアの権限」画面

[image: 図26-6の説明が続きます]






表26-5 サイト・ビジターに対するレビュー権限の再構成

	セクション	フィールド
	
レビューが有効です

	
	
「はい」を選択すると、レビュー・フィールドを表示するようにウィジェットが構成されます。


	
「いいえ」を選択すると、レビュー・フィールドは非表示になりますが、以前にウィジェットを有効にした場合は、承認済のレビューのみが表示されます。





	
レビューできるユーザー

	
次のオプションは、ウィジェットがレビュー・フィールドを表示するように構成されている場合にのみ使用可能です。

	
「匿名ユーザーがレビュー可能」は、すべてのサイト・ビジターにレビューの権限を付与します。

次のオプションは、匿名ビジターがレビューできる場合にのみ使用可能です。

「ユーザーは名前を入力する必要がある」では、匿名ビジターがレビューを投稿する際に名前を指定する必要があります。

「ユーザーは電子メール・アドレスを入力する必要がある」では、匿名ビジターがレビューを投稿する際に電子メール・アドレスを指定する必要があります。

「ユーザーは検証コードを入力する必要がある」では、匿名ビジターがレビューを投稿できるようになる前に、CAPTCHAイメージの文字および数(またはどちらか一方)を入力する必要があります。

注意: デフォルトでは、「ユーザーは検証コードを入力する必要がある」オプションはグレー表示されています(使用不可)。このオプションの有効化の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。

「1トピックにつき1レビューにユーザーを制限する」では、特定のWebページ(トピック)に対して1件のレビューの投稿のみをビジターに許可します。


	
「認証されたユーザーのみがレビュー可能」は、認証済ビジターに対してのみレビュー権限を付与します。

「ユーザーは自分のレビューの編集および削除が可能」では、認証済ビジターが投稿した自分のレビューを変更および削除できます。

「1トピックにつき1レビューにユーザーを制限する」では、特定のWebページ(トピック)に対して1件のレビューの投稿のみを認証済ビジターに許可します。
















26.4 「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ

この項は、Designerロールを割り当てられたユーザーを対象にしています。デザイナが「レビュー」ウィジェット・タグおよびその関連ウィジェット・タグすべてをデフォルト設定またはカスタム設定でデプロイするには、メニュー・バーで「レビュー」→「デプロイ」→デプロイするウィジェット・タグの名前の順に選択します。表26-6に、レビュー・ウィジェット・タグの一覧を、各タグがサポートするデプロイメントのタイプとともに示します。


表26-6 「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ

	ウィジェット・タグ	デフォルト設定でのデプロイ	カスタム設定の構成とデプロイ
	
レビュー

	
はい

	
はい


	
レビュー・サマリー

	
いいえ

	
はい


	
トピックへのリンク

	
いいえ

	
はい


	
平均評価

	
いいえ

	
はい


	
上位ランクのレビュー

	
はい

	
はい


	
最近レビューされた

	
はい

	
はい


	
最もレビューされている

	
はい

	
はい








この項の内容は、次のとおりです。

	
第26.4.1項「デフォルトの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ」


	
第26.4.2項「カスタムの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ」


	
第26.4.3項「カスタムのウィジェット・タグのデプロイメント画面」






26.4.1 デフォルトの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ

デフォルト設定(「レビュー」、「上位ランクのレビュー」「最近レビューされた」および「最もレビューされている」)を使用して、何種類かのレビュー・ウィジェットをデプロイできます。「レビュー」ウィジェットのデフォルト設定とは、「権限」画面(「レビュー」→「構成」→「権限」を選択)および「外観」画面(「レビュー」→「構成」→「外観」を選択)で構成された、保存済の設定のことです。その他すべてのレビュー関連ウィジェットのデフォルト設定はあらかじめ構成されており、Communityインタフェースで再構成することはできません。各レビュー・ウィジェットには独自のデプロイメント画面があり、ウィジェット・タグが表示されます。デフォルト設定は、ウィジェット・タグのプロパティ値として使用されます。


デフォルトのレビュー・ウィジェット・タグをデプロイするには

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「デプロイ」→デプロイするウィジェット・タグの名前を選択します。

	
レビュー: 「レビュー」ウィジェット・タグをデプロイします。レビューが有効になっている場合(「レビューアの権限」画面で)、「レビュー」ウィジェットにはレビュー・フィールドが表示されます。レビューの表示が有効になっている場合(「レビューの外観」画面で)、サイト・ビジターのレビューのリストがWebページに表示されます。



	
注意:

次のデプロイメントのいずれかのシナリオが当てはまる場合、リソースIDを指定して「レビュー」ウィジェットをカスタマイズする必要があります。

	
「トピックへのリンク」ウィジェットから「レビュー」ウィジェットにリンクを設定する。


	
「レビュー・サマリー」ウィジェットを、目的の「レビュー」ウィジェットがデプロイされているページとは異なるWebページにデプロイする。


	
「平均評価のレビュー」ウィジェットに、「レビュー」ウィジェット・タグがデプロイされているWebページの平均評価を表示する。


	
複数の「レビュー」ウィジェット・タグを同じページにデプロイする。




詳細は、表26-7の「リソースID」フィールドの説明を参照してください。








	
上位ランクのトピック: 「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグをデプロイします。デプロイすると、このウィジェットにはWebサイトの最上位の評価のWebページ(トピック)のリストが示され、そのページにリンクできるようになります。



	
注意:

デフォルトでは、「上位ランクのレビュー」ウィジェットには、リソース・タイプ「その他」の関連付けられた「レビュー」ウィジェットを備えたトピックのリストが表示されます。すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「上位ランクのレビュー」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








	
最近レビューされた: 「最近レビューされた」ウィジェット・タグをデプロイします。デプロイすると、このウィジェットにはサイト・ビジターが最近レビューを投稿したWebページ(トピック)上位10件が一覧表示されます。



	
注意:

デフォルトでは、「最近レビューされた」ウィジェットには、リソース・タイプ「その他」の関連付けられた「レビュー」ウィジェットを備えたトピックのリストが表示されます。すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最近レビューされた」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








	
最もレビューされている: 「最もレビューされている」ウィジェット・タグをデプロイします。デプロイすると、このウィジェットにはサイト・ビジターが頻繁にレビューを投稿するWebページ(トピック)上位10件が一覧表示されます。



	
注意:

デフォルトでは、「最もレビューされている」ウィジェットには、リソース・タイプ「その他」の関連付けられた「レビュー」ウィジェットを備えたトピックのリストが表示されます。すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最もレビューされている」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。










各ウィジェット・タグのデプロイ画面は、「レビューのデプロイメント」画面(図26-7を参照)のように表示されます。





図26-7 「レビューのデプロイメント」画面: サイト設定とカスタム設定

[image: 図26-7の説明が続きます]





	
「タグ形式」フィールドで、「サイトの設定」が選択されていることを確認します。


	
次のようにしてウィジェット・タグをデプロイします。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のテンプレートに挿入し、テンプレートが割り当てられているアセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。詳しい手順は、第24.3項「次の手順」の3から7を参照してください。









26.4.1.1 デフォルトの「レビュー」ウィジェットの非表示

様々なWebページに表示されたデフォルトの「レビュー」ウィジェットを非表示にするには、テンプレートのソース・コードにアクセスせずに、Communityアプリケーションでのロールに応じて「レビュー」ウィジェットの「権限」画面と「外観」画面を使用します。

	
モデレータは、次のようにしてレビュー・フィールドを非表示にします。

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「構成」→「権限」の順に選択します。


	
「レビューが有効です」フィールドで、「いいえ」を選択します。


	
「保存」をクリックします。

これでレビュー・フィールドはサイト・ビジターからは非表示になります。





	
デザイナは、次のようにしてレビューのリストを非表示にします。

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「構成」→「外観」の順に選択します。


	
「レビューの表示」フィールドで、「表示しない」を選択します。


	
「保存」をクリックします。

これでレビューのリストはサイト・ビジターからは非表示になります。













26.4.2 カスタムの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ

レビュー機能(「トピックへのリンク」以外)に関連した任意のウィジェット・タグをカスタマイズするには、ウィジェットの「デプロイメント」画面でタグ・ジェネレータを使用してプロパティを設定します。カスタム値はCommunityインタフェースで保存できないため(ウィジェット・タグの特定のインスタンスでのみ保存されます)、ウィジェット・タグはカスタマイズするたびに再デプロイする必要があります。

カスタムのレビュー・ウィジェット・タグを構成してデプロイするには 

	
メニュー・バーで、「レビュー」→「デプロイ」→カスタマイズおよびデプロイするウィジェット・タグの名前を選択します。

	
レビュー: 「レビュー」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、(1) 「レビュー」ウィジェット・タグを一意のIDとリソース・タイプで構成して、レビュー数、平均評価など、そのコンテンツについて他のレビュー関連のウィジェットが参照できるようにします。(2) 「レビュー」ウィジェット・タグがデプロイされているWebページ(トピック・タイトルおよびURL)を指定します。(3) 該当するタグの「権限」画面(「レビュー」→「構成」→「権限」を選択)および「外観」画面(「レビュー」→「構成」→「外観」を選択)でデフォルトとして設定された特定のプロパティを再構成します。


	
レビュー・サマリー: 「レビュー・サマリー」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「レビュー・サマリーのデプロイメント」画面で「レビュー」ウィジェットのリソースIDを指定します。デプロイすると、「レビュー・サマリー」ウィジェットには、指定した「レビュー」ウィジェットが最も新しく投稿されたレビューの日付でデプロイされているWebページに投稿された、レビュー数について短く要約された情報が表示されます。


	
トピックへのリンク: 「トピックへのリンク」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「レビュー」ウィジェットのリソースID、およびオプションでこのウィジェットにリンクを設定するWebページのリソースURLを指定します。デプロイすると、「トピックへのリンク」ウィジェットには、「レビュー」ウィジェットが目的のWebページ(「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのWebページのURLを指定した場合)へのリンク付きでデプロイされるWebページ(トピック)に投稿されたレビュー数など、指定した「レビュー」ウィジェットについて要約された情報が表示されます。




	
注意:

このウィジェットを構成して、複数の「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェット(またはどちらか一方)の要約された情報とリンクを表示させることができます。手順は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。










	
平均評価: 「平均評価」ウィジェット・タグをカスタマイズしてデプロイします。つまり、「平均評価のレビュー」ウィジェットに特定のトピック(Webページ)の平均評価が表示されるようにするには、目的のトピック(Webページ)上にデプロイされる「レビュー」ウィジェットをそのリソースID別に参照するように、「平均評価のレビュー」ウィジェットを構成する必要があります。


	
上位ランクのトピック: 「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「上位ランクのレビュー」ウィジェットに、該当するタイプ(「その他」タイプのトピックではなく)の最も評価の高いトピックが表示されるようにします。たとえば、「記事」というタイプのトピックがWebページに投稿されているとします。各記事には「記事」リソース・タイプの独自の「レビュー」ウィジェットが表示されます。「上位ランクのレビュー」ウィジェットに「記事」タイプの中で最も評価の高いトピックのリストを表示する場合、リソース・タイプ別に「レビュー」ウィジェットを参照するように構成する必要があります。



	
注意:

すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「上位ランクのレビュー」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








	
最近レビューされた: 「最近レビューされた」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「最近レビューされた」ウィジェットに、該当するタイプ(「その他」タイプのトピックではなく)の最近レビューされたトピックが表示されるようにします。たとえば、「記事」というタイプのトピックがWebページに投稿されているとします。各記事には「記事」リソース・タイプの独自の「レビュー」ウィジェットが表示されます。「最近レビューされた」ウィジェットに「記事」タイプの最近レビューされたトピックのリストを表示する場合、リソース・タイプ別に「レビュー」ウィジェットを参照するように構成する必要があります。



	
注意:

すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最近レビューされた」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








	
最もレビューされている: 「最もレビューされている」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり「最もレビューされている」ウィジェットに、該当するタイプ(「その他」タイプのトピックではなく)の最も人気の高いトピックが表示されるようにします。たとえば、「記事」というタイプのトピックがWebページに投稿されているとします。各記事には「記事」リソース・タイプの独自の「レビュー」ウィジェットが表示されます。「最もレビューされている」ウィジェットに「記事」タイプの中で最も人気の高いトピックのリストを表示する場合、リソース・タイプ別に「レビュー」ウィジェットを参照するように構成する必要があります。



	
注意:

すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最もレビューされている」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。











	
「タグ形式」フィールドで、「カスタム設定」を選択します。該当するウィジェット・タグをカスタマイズするには、タグのカスタム・デプロイメント画面で使用できるフィールドに対する値を設定します。

フィールドの定義は、次の項を参照してください。

	
第26.4.3.1項「カスタムの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第26.4.3.2項「カスタムの「レビュー・サマリー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第26.4.3.3項「カスタムの「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」 


	
第26.4.3.4項「カスタムの「平均評価のレビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第26.4.3.5項「カスタムの「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第26.4.3.6項「カスタムの「最近レビューされた」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第26.4.3.7項「カスタムの「最もレビューされている」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」





	
次の手順でカスタム・タグをデプロイします。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のテンプレートに挿入し、テンプレートが割り当てられているアセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。手順の詳細は、第24.3項「次の手順」の手順3から7を参照してください。











26.4.3 カスタム・ウィジェット・タグのデプロイメント画面

特定のウィジェットのカスタム・デプロイメント画面にアクセスすると、使用可能なフィールドを使用して、そのウィジェット・タグのカスタム(一時的な)値を設定できます。これらの値は、タグのカスタマイズ済インスタンスをコピーするテンプレート以外には保存されません。この項では、フィールドの定義を説明します。



26.4.3.1 カスタムの「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図26-8に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「レビュー」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図26-8 「レビューのデプロイメント」画面

[image: 図26-8の説明が続きます]








	
注意:

「デフォルト」フィールド値は、ウィジェットの「権限」画面または「外観」画面で指定された設定を参照します。カスタムのタグに対するデフォルト設定を選択し、そのタグをデプロイする場合、その値がCommunityインタフェースで変更されて保存されると、デフォルト設定は動的に更新されます。










表26-7 「レビュー」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
レビュー・タイプ

	
各デプロイメントがサポートするレビュー構造のタイプを選択します。次のいずれかを選択します。

	
要約レビュー: ビジターがレビューを書き込み、レビューで評価を送信できる評価機能を備えた、レビュー・フィールドをサポートします。


	
フル・レビュー: タイトル・フィールドと評価機能を備えたレビュー・フィールドをサポートします。これにより、ビジターはレビューの書込み、投稿するレビューへのタイトル入力、レビューによる評価の送信が可能になります。





	
評価

	
「レビュー」ウィジェットで、ビジターがトピックを好きか嫌いか指定できる二者択一評価(サムズ・アップ/ダウン)、またはビジターが星の数を選択することでトピックを評価できる複合評価(星)のどちらをサポートするか決定します。


	
リソースID

	
「レビュー」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソースID(一意のID)を入力します。このリソースIDを他のレビュー・ウィジェット・タグ(「レビュー・サマリー」ウィジェット・タグなど)で使用して、「レビュー」ウィジェットのこのインスタンスを参照できます。このフィールドには、最大50文字の英数字を入力できます。

注意:

	
この「レビュー」ウィジェットのコンテンツ(Webページに投稿されたレビュー数など)を参照するために、他のレビュー・ウィジェット・タグを構成する場合にのみ、このフィールドは必須になります。


	
「トピックへのリンク」ウィジェットを「レビュー」ウィジェットのこのインスタンスへリンクさせる場合には、この「レビュー」ウィジェットがデプロイされているWebページのURLをメモしておく必要があります。





	
リソース・タイプ

	
「レビュー」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「レビュー」ウィジェット・タグのリソース・タイプにより、それがデプロイされているWebページがカテゴリ化されます。リソース・タイプを指定しない場合には、「レビュー」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされたトピック(Webページ)は、デフォルトの「その他」リソース・タイプに関連付けられます。

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
レビュー送信ボックス

	
特定のページでレビュー・フィールドを、レビュー・リストの「一番上」または「一番下」のどちらに表示するかを指定します。


	
表示順序

	
承認済レビューが特定のページに表示される順序を指定するには、次のいずれかを選択します。

	
最も評価の高いものが一番上: サイト・ビジターが最も高く評価するレビューをレビュー・リストの一番上に表示します。


	
最も古いものが一番上: 最も古いレビューをレビュー・リストの一番上に表示します。


	
最も新しいものが一番上: 投稿された最新のレビューをレビュー・リストの一番上に表示します。


	
最も評価の低いものが一番上: サイト・ビジターの評価が最も低い(または評価されない)レビューをレビュー・リストの一番上に表示します。





	
レビュー・ランキング

	
ビジターが個々のレビューを「役に立つ」または「役に立たない」と評価できるようにするかどうかを指定します。次のいずれかを選択します。

	
すべてのビジターで有効: すべてのビジター(認証済および匿名)がWebページに投稿されたレビューを評価できます。


	
登録済ビジターで有効: 認証済ビジターのみがWebページに投稿されたレビューを評価できます。


	
無効: 個々のレビューを評価できません。





	
リソース・タイトル

	
ウィジェット・タグをデプロイするWebページ(トピック)のタイトルを入力します。


	
リソースURL

	
ウィジェット・タグをデプロイするWebページのURLを入力します。


	
投稿のステータス

	
「オープン」または「閉じる」を選択して、サイト・ビジターがこのウィジェット・タグがデプロイされているページにレビューを投稿できるかどうかを指定します。

注意: 「投稿のステータス」が「閉じる」の状態でWebページ(トピック)上に「レビュー」ウィジェットをデプロイした場合、「トピック別レビュー」画面からそのWebページ(トピック)のレビュー機能を有効にできません。


	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「レビュー」ウィジェット・タグ内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを指定します。

注意: 「いいえ」をした場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「レビュー」ウィジェットと同じページにデプロイできます(手順は、第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」参照)。











26.4.3.2 カスタムの「レビュー・サマリー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図26-9に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「レビュー・サマリー」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図26-9 「レビュー・サマリーのデプロイメント」画面

[image: 図26-9の説明が続きます]






表26-8 「レビュー・サマリー」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「レビュー」ウィジェット・タグのリソースID(一意のID)を指定します。「レビュー・サマリー」ウィジェットがデプロイされると、指定した「レビュー」ウィジェットがデプロイされたWebページに投稿されたレビュー数について要約された情報が表示されます。


	
最終レビュー日を表示

	
「はい」を選択してレビューがWebページに投稿された最新の日付を表示するか、「いいえ」を選択してそのページに投稿されたレビュー数のみを表示します。

デフォルト値: いいえ











26.4.3.3 カスタムの「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図26-10に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「トピックへのリンク」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図26-10 「トピックへのリンクのデプロイメント」画面

[image: 図26-10の説明が続きます]






表26-9 「トピックへのリンク」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
このフィールドは必須です。「レビュー」ウィジェット・タグのリソースID(一意のID)を指定します。「トピックへのリンク」ウィジェットがデプロイされると、指定した「レビュー」ウィジェットがデプロイされたWebページに投稿されたレビュー数について要約された情報が表示されます。


	
リソースURL

	
ビジターが「レビュー」ウィジェットの要約された情報をクリックしたときに、「トピックへのリンク」ウィジェットでビジターを特定のWebページにリダイレクトする場合には、該当するWebページのリソースURLを指定します。

注意: リソースURLを指定しないと、ビジターが指定した「レビュー」ウィジェットの要約された情報をクリックしたときに、「トピックへのリンク」ウィジェットにより、ビジターは「レビュー」ウィジェットがデプロイされたページ(「リソースID」フィールドで指定した)にリダイレクトされます。同じリソースIDを持つ複数の「レビュー」ウィジェットがページ上にデプロイされている場合には、「トピックへのリンク」ウィジェットはビジターをそのページの最新のアクティブ・ウィジェットにリダイレクトします。











26.4.3.4 カスタムの「平均評価のレビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図26-11に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「平均評価のレビュー」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図26-11 「平均評価のレビュー」画面

[image: 図26-11の説明が続きます]






表26-10 「平均評価」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「レビュー」ウィジェット・タグのリソースID(一意のID)を指定します。「レビューの平均評価のデプロイメント」ウィジェットのこのインスタンスをデプロイすると、指定した「レビュー」ウィジェットがデプロイされているWebページの平均評価が表示されます。











26.4.3.5 カスタムの「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図26-12に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図26-12 「上位ランクのレビュー」画面

[image: 図26-12の説明が続きます]






表26-11 「上位ランクのレビュー」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソース・タイプ

	
リソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「上位ランクのレビュー」ウィジェットをデプロイすると、そこには、指定したリソース・タイプに割り当てられた「レビュー」ウィジェットをデプロイした、特定のタイプ(たとえば「記事」)の中で最も評価の高いトピックのリストが示されます。デプロイされた「レビュー」ウィジェットがリソース・タイプを割り当てられていない場合、「その他」を選択します。

デフォルト値: その他

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
評価

	
評価ウィジェットのタイプを「星」または「サムズ・アップ/ダウン」から選択します。指定したタイプの評価ウィジェットがデプロイされたWebページのみが、リストに表示されます。

デフォルト値: 星


	
トピック数

	
リストに表示するWebページ(トピック)の数を指定します(たとえば、5と入力すると、評価が高い順に5件のトピックが表示されます)。

デフォルト値: 10


	
次以降を含む

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。リストが表示されるWebページをフィルタ処理する日付を選択します。「上位ランクのレビュー」ウィジェットがデプロイされると、指定した日付以降にレビューが投稿されたWebページのみが表示されます。これにより、古い日付のページとレビューが表示されないようにできます。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。











26.4.3.6 カスタムの「最近レビューされた」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図26-13に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「最近レビューされた」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図26-13 「最近レビューされたデプロイメント」画面

[image: 図26-13の説明が続きます]






表26-12 「最近レビューされた」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソース・タイプ

	
リソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「最近レビューされた」ウィジェットをデプロイすると、そこには、指定したリソース・タイプに割り当てられた「レビュー」ウィジェットをデプロイした、特定のタイプ(たとえば「記事」タイプ)の中で最近レビューされたトピックのリストが表示されます。デプロイされた「レビュー」ウィジェットがリソース・タイプを割り当てられていない場合、「その他」を選択します。

デフォルト値: その他

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
トピック数

	
リストに表示するWebページ(トピック)の数を指定します(たとえば、5と入力すると、レビューされた日時の新しい順に5件のトピックが表示されます)。

デフォルト値: 10


	
次以降を含む

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。リストが表示されるWebページをフィルタ処理する日付を選択します。「最近レビューされた」ウィジェットがデプロイされると、指定した日付以降にレビューが投稿されたWebページのみがリストに表示されます。これにより、古い日付のページとレビューが表示されないようにできます。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。











26.4.3.7 カスタムの「最もレビューされている」ウィジェット・タグのデプロイ画面

図26-14に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「最もレビューされている」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図26-14 「最もレビューされているデプロイメント」画面

[image: 図26-14の説明が続きます]






表26-13 「最もレビューされている」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソース・タイプ

	
リソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「最もレビューされている」ウィジェットをデプロイすると、そこには、指定したリソース・タイプに割り当てられた「レビュー」ウィジェットをデプロイした、特定のタイプ(たとえば「記事」タイプ)の中で最もレビューされているトピックのリストが表示されます。デプロイされた「レビュー」ウィジェットがリソース・タイプを割り当てられていない場合、「その他」を選択します。

デフォルト値: その他

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
トピック数

	
このリストに表示するWebページ(トピック)の数を指定します(たとえば、5と入力すると、サイト・ビジターが頻繁にレビューした順に5件のトピックが表示されます)。

デフォルト値: 10


	
次以降を含む

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。リストが表示されるWebページをフィルタ処理する日付を選択します。「最もレビューされている」ウィジェットがデプロイされると、指定した日付以降にレビューが投稿されたWebページのみがリストに表示されます。これにより、古い日付のページとレビューが表示されないようにできます。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。


















27 「評価」ウィジェットでの作業

この章では、クイック・リファレンスとして、サイトへのビジターが投稿した評価のモデレート、評価に関するビジターの権限と評価ウィジェットの外観の構成、およびデフォルトまたはカスタムの設定を使用したWebページへの評価ウィジェットのデプロイについて説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第27.1項「概要」


	
第27.2項「評価のモデレート」


	
第27.3項「評価ウィジェットのデフォルト設定の再構成」


	
第27.4項「評価ウィジェットのデプロイ」






27.1 概要


図27-1 「評価」メニュー

[image: 図27-1の説明が続きます]





「評価」メニュー(図27-1を参照)では、評価機能に関連するすべてのウィジェット(「星評価」、「サムズ・アップ/ダウン評価」、「Like評価」、「お薦め評価」、「平均評価」、「最近評価された」および「最も評価が高い」)に関わる作業をします。「評価」メニューには、ビジターがWebページに投稿した評価のモデレート、評価ウィジェットのビジター権限と外観設定の構成、および評価ウィジェットのWebページへのデプロイ(デフォルトまたはカスタムの設定を使用)のためのオプションがあります。

この項の手順はクイック・リファレンスとして記載されており、Communityインタフェースへログイン済のユーザーを対象としています。ログインの手順が必要な場合には、第24.1項「ログイン」を参照してください。





27.2 評価のモデレート

この項は、モデレータを対象にしています。サイト・ビジターがWebサイトのコンテンツに対して与えた評価にアクセスしてモデレートするには、次の方法があります。

	
すべての評価のモデレート


	
トピック別の評価のモデレート


	
ユーザー別の評価のモデレート






27.2.1 すべての評価のモデレート

「すべての評価」画面(図27-2を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「評価」→「モデレート」→「すべての評価」を選択します。「すべての評価」画面は、ビジターがWebサイトのコンテンツに与えた評価をすべて表示してモデレートするのに使用します。サイト・ビジターがWebサイトのコンテンツに対して与えることができる評価のタイプは、デプロイされた評価ウィジェットのタイプ(「星評価」、「サムズ・アップ/ダウン評価」、「Like評価」および「お薦め評価」)によって決まります。評価のリストは、投稿された順に表示されます(新しいものから古いものの順)。このリストの評価は、投稿したビジター別または投稿した日付別にソートできます。


図27-2 「すべての評価」画面

[image: 図27-2の説明が続きます]






表27-1 すべての評価のモデレート

	アクション	手順
	
ビジターの評価の承認

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
承認する評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認された評価は、そのWebページに対してウィジェットによって表示される投票総数に加算されます。また、Webサイト上にデプロイされた「平均評価」ウィジェットをビジターがポイントしたときに「詳細」ポップアップ・ボックスに表示される投票総数にも加算されます。





	
ビジターの評価の削除

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
削除する評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

この評価はCommunityインタフェースから削除され、その投票の対象であったWebページ上でウィジェットに表示される総投票数からも除外されます。





	
評価を不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
不適切または不正確である評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

評価のステータスが「不適切」に変更され、その評価が投稿されたWebページ上にウィジェットによって表示される投票総数にはこの評価は含まれなくなります。評価を不適切としてマーク付けすることにより、Webページの投票総数に含める前にその評価のレビューが必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: 評価を不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
ホワイトリストに追加するビジターによって投稿された評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」を選択します。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4章「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
「ビジターのブラックリスト」へのビジターの追加

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
ブラックリストに追加するビジターによって投稿された評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」を選択します。

「ビジターのブラックリスト」画面が開きます。該当するビジターが認証されると、そのビジターのユーザー名がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。ビジターが匿名の場合、ビジターのIPアドレスがブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のビジターが投稿した評価の検索

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
「検索」フィールドに、検索するビジターの名前またはIPアドレスを入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

ビジターによって投稿された評価のうち、指定した検索条件に一致するものすべてが「すべての評価」画面に表示されます。





	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
評価のリストで、目的のトピックに対して投稿された評価に移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。

Webページが開き、トピック、デプロイされた評価ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿した評価が表示されます。





	
特定のビジターが投稿したすべての評価の表示

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
評価のリストで、目的の認証済ビジターが投稿した評価に移動します。


	
ビジターの名前をクリックします。

「ユーザー評価」画面が開き、選択したビジターが投稿した評価のみが表示されます。




注意: ユーザー別の評価のモデレートの詳細は、第27.2.3項「ユーザー別の評価のモデレート」を参照してください。


	
特定のトピックに投稿されたすべての評価の表示

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「すべての評価」の順に選択します。


	
評価のリストで、目的のトピックに対して投稿された評価に移動します。


	
トピックの名前をクリックします。

「すべての評価」画面が開き、選択したトピックに対して投稿された評価のみが表示されます。




注意: トピック別の評価のモデレートの詳細は、第27.2.2項「トピック別の評価のモデレート」を参照してください。











27.2.2 トピック別の評価のモデレート

「トピック別評価」画面(図27-3を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。「トピック別評価」画面を使用して、Webサイトのページに与えられたすべての評価を、評価の投稿先であるトピック(ページ)のタイトル別にソートできます。各トピックに与えられた平均評価が、対応するトピックの右側にある「評価」列に表示されます。この画面でトピックのタイトルを選択すると、「すべての評価」画面が開き、そのトピックに対して投稿された評価のみが表示されます。


図27-3 「トピック別評価」画面

[image: 図27-3の説明が続きます]






表27-2 トピック別の評価のモデレート

	アクション	手順
	
トピックのカテゴリでの絞り込み

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「フィルタ」パネルで、目的のリソース・タイプ(複数可)のチェック・ボックスを選択(複数可)します。

選択したリソース・タイプ(複数可)の評価ウィジェットを含むWebページ(トピック)のみが、「トピック別評価」画面に表示されます。


	
評価を表示するトピックを選択します。

「すべての評価」画面が開き、選択したトピックに対して投稿された評価のみが表示されます。




注意: 「フィルタ」パネルで選択できるリソース・タイプは、現在のカテゴリ・ファイルによって動的に変更されます(第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」)。「その他」は、どのリソース・タイプにも属していない評価ウィジェット(およびトピック)を指します。


	
ビジターの評価の承認

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「トピック別評価」画面で、評価をモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべての評価」画面で、承認する評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認された評価は、そのWebページに対してウィジェットによって表示される投票総数に加算されます。また、Webサイト上にデプロイされた「平均評価」ウィジェットをビジターがポイントしたときに「詳細」ポップアップ・ボックスに表示される投票総数にも加算されます。





	
ビジターの評価の削除

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「トピック別評価」画面で、評価をモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべての評価」画面で、削除する評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

この評価はCommunityインタフェースから削除され、その投票の対象であったWebページ上でウィジェットに表示される総投票数からも除外されます。





	
評価を不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「トピック別評価」画面で、評価をモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべての評価」画面で、不適切または不正確である評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」を選択します。

評価のステータスが「不適切」に変更され、その評価が投稿されたWebページ上にウィジェットによって表示される投票総数にはこの評価は含まれなくなります。評価を不適切としてマーク付けすることにより、Webページの投票総数に含める前にその評価のレビューが必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: 評価を不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「トピック別評価」画面で、評価をモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべての評価」画面で、ホワイトリストに追加するビジターが投稿した評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」を選択します。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
「ビジターのブラックリスト」へのビジターの追加

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「トピック別評価」画面で、評価をモデレートするトピックを選択します。


	
選択したトピックの「すべての評価」画面で、ブラックリストに追加するビジターが投稿した評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」を選択します。

「ビジターのブラックリスト」画面が開きます。該当するビジターが認証されると、そのビジターのユーザー名がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。ビジターが匿名の場合、ビジターのIPアドレスがブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のトピックの検索

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「検索」フィールドに、検索するトピックのタイトルを入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

検索対象として指定したトピックのみが、「トピック別評価」画面に表示されます。





	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「トピック別評価」画面で、目的のトピックに移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。

Webページが開き、トピック、デプロイされた評価ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿した評価が表示されます。





	
特定のビジターが投稿したすべての評価の表示

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「トピック別評価」の順に選択します。


	
「トピック別評価」画面で、該当するビジターが評価を投稿したトピックに移動して、その名前をクリックします。


	
選択したトピックの「すべての評価」画面で、該当するビジターが投稿した評価に移動し、ビジターの名前(ビジターが投稿した評価の右側にある)をクリックします。

「ユーザー評価」画面が開き、選択したビジターが投稿したすべての評価が表示されます。




注意: ユーザー別の評価のモデレートの詳細は、第27.2.3項「ユーザー別の評価のモデレート」を参照してください。











27.2.3 ユーザー別の評価のモデレート

「ユーザー別評価」画面(図27-4を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」の順に選択します。「ユーザー別評価」画面を使用して、Webサイトに投稿されたすべての評価を、投稿したビジターの名前別にソートします。この画面でビジターの名前を選択すると、「ユーザー評価」画面が開き、そのビジターがWebサイトに投稿した評価の一覧が、ビジターのユーザー名、プロフィール写真および電子メール・アドレス(ある場合)とともに表示されます。


図27-4 「ユーザー別評価」画面

[image: 図27-4の説明が続きます]






表27-3 ユーザー別の評価のモデレート

	アクション	手順
	
ビジターの評価の承認

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、評価をモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー評価」画面で、承認する評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「承認」を選択します。

承認された評価は、そのWebページに対してウィジェットによって表示される投票総数に加算されます。また、Webサイト上にデプロイされた「平均評価」ウィジェットをビジターがポイントしたときに「詳細」ポップアップ・ボックスに表示される投票総数にも加算されます。





	
ビジターの評価の削除

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、評価をモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー評価」画面で、削除する評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「削除」を選択します。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

この評価はCommunityインタフェースから削除され、その投票の対象であったWebページ上でウィジェットに表示される総投票数からも除外されます。





	
評価を不適切としてマーク付け

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、評価をモデレートするビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー評価」画面で、不適切または不正確である評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「不適切とマーク」をクリックします。

評価のステータスが「不適切」に変更され、その評価が投稿されたWebページ上にウィジェットによって表示される投票総数にはこの評価は含まれなくなります。評価を不適切としてマーク付けすることにより、Webページの投票総数に含める前にその評価のレビューが必要であることが他のモデレータに示されます。




注意: 評価を不適切としてマーク付けすることは、手動で行うことも、自動モデレートで行うこともできます。自動モデレートの構成の詳細は、第30章「コミュニティ・ウィジェット設定の構成」を参照してください。


	
認証済ビジターの「ビジターのホワイトリスト」への追加

	
ホワイトリストに追加する認証済ビジターが分かっている場合には、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、ビジターの名前をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのホワイトリスト」が開き、そのビジターの名前が、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




該当するビジターをホワイトリストに追加する前にそのビジターが投稿した評価を表示するには、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、評価を表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー評価」画面で、リストに表示された任意の評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ホワイトリスト作成者」を選択します。

「ビジターのホワイトリスト」画面が開き、ホワイトリスト登録済ビジターのリストに該当するビジターの名前が表示されます。




注意: 「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4章「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
認証済ビジターの「ビジターのブラックリスト」への追加

	
ブラックリストに追加するビジターが分かっている場合には、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、ビジターの名前をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」をクリックします。

「ビジターのブラックリスト」が開き、そのビジターの名前が、ブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




該当するビジターをブラックリストに追加する前にそのビジターが投稿した評価を表示するには、次の手順を実行します。

	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、評価を表示するビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー評価」画面で、リストに表示された任意の評価をポイントします。


	
表示されたメニューで、「ブラックリスト作成者」を選択します。

「ビジターのブラックリスト」画面が開き、該当するビジターの名前がブラックリスト登録済ビジターのリストに表示されます。




注意: 「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
特定のビジターの検索

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「検索」フィールドに、検索するビジターの名前を入力します。


	
虫めがねアイコンをクリックします。

指定した検索条件に一致するビジターの名前のみが、「ユーザー別評価」画面に表示されます。





	
Webサイト上のトピックの表示

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、該当するトピックに評価を投稿したビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー評価」画面で、目的の評価に移動します。


	
「トピック・ページの表示」アイコンをクリックします。

Webページが開き、トピック、デプロイされた評価ウィジェット、およびそのページにビジターが投稿した評価が表示されます。





	
特定のトピックに投稿されたすべての評価の表示

	
	
メニュー・バーで、「評価」→「モデレート」→「ユーザー別評価」を選択します。


	
「ユーザー別評価」画面で、該当するトピックに評価を投稿したビジターの名前を選択します。


	
「ユーザー評価」画面で、ビジターが該当するトピックに投稿した評価に移動し、トピック名(ビジターの評価の下)をクリックします。

選択したトピックに対する「すべての評価」画面が開き、そのトピックに投稿されたすべての評価が表示されます。




注意: トピック別の評価のモデレートの詳細は、第27.2.2項「トピック別の評価のモデレート」を参照してください。













27.3 「評価」ウィジェットのデフォルト設定の再構成

ウィジェットの保存済外観と権限の設定は、デフォルトで設定されています。デザイナは、メニュー・バーで「評価」→「構成」→「外観」の順に選択して、評価ウィジェット(「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」および「お薦め」)のデフォルトの外観設定を変更できます。モデレータは、メニュー・バーで「評価」→「構成」→「権限」の順に選択して、デフォルトの評価の権限を再構成できます。権限や設定が保存されると、Communityインタフェース内およびデフォルト設定のタグがデプロイされているページ上の、デフォルトの評価ウィジェット・タグが動的に更新されます。

評価ウィジェット(「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」および「お薦め」)のデフォルト設定は、次の方法で再構成できます。

	
第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」


	
第27.3.2項「「評価」ウィジェットの権限設定の再構成」






27.3.1 「評価」ウィジェットの外観設定の再構成

「評価の外観」画面(図27-5を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「評価」→「構成」→「外観」の順に選択します。この画面では、デザイナが「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」および「お薦め」の各「評価」ウィジェットの表示プロパティ(たとえば、デプロイする評価ウィジェット・タグのタイプごとに「ログイン・バー」ウィジェットを表示するかどうか)を再構成できます。


図27-5 「評価の外観」画面

[image: 図27-5の説明が続きます]






表27-4 「評価」ウィジェットの外観設定の再構成

	セクション	フィールド	説明
	
一般

	
ログイン・バーが必要

	
「ログイン・バー」ウィジェット・タグを各タイプの評価ウィジェット・タグ(「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」および「お薦め」)に埋め込んで一緒にデプロイするかどうかを指定するには、「はい」または「いいえ」を選択します。

注意: 「いいえ」を選択した場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを評価ウィジェットと同じページにデプロイできます(手順は第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照)。


	
トピックのカテゴリ

	
カテゴリのアップロード

	
「参照」ボタンを使用して、必要なカテゴリ・ファイルをアップロードします。このファイルは、次の場所で使用できるリソース・タイプを動的に変更します。

	
「星評価」、「サムズ・アップ/ダウン評価」、「Like評価」および「お薦め評価」の各ウィジェット・タグのカスタム・デプロイメント画面にある「リソース・タイプ」フィールド。


	
「最近評価された」ウィジェット・タグのデプロイメント画面(第27.4.3.6項「カスタムの「最近評価された」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」)および「最も評価が高い」ウィジェット・タグのデプロイメント画面(第27.4.3.7項「カスタムの「最も評価が高い」ウィジェット・タグのデプロイ画面」)にある「リソース・タイプ」フィールド。


	
「トピック別評価」画面の「フィルタ」パネル(第27.2.2項「トピック別の評価のモデレート」)。




注意: カテゴリ・ファイルは.txt形式、ファイルのリストに表示するリソース・タイプはkey=value構造にする必要があります。また、key=valueペアのkeyには英数字の文字列のみが許可されており、ファイルにリストされた各リソース・タイプはその独自の行に存在する必要があり、アップロードするファイルのサイズは最大100KBにします。











27.3.2 「評価」ウィジェットの権限設定の再構成

「評価者の権限」画面(図27-6を参照)にアクセスするには、メニュー・バーから「評価」→「構成」→「権限」の順に選択します。モデレータはこの画面を使用して、Webサイトのコンテンツを評価するためのビジターの権限を設定できます。


図27-6 「評価者の権限」画面

[image: 図27-6の説明が続きます]






表27-5 サイト・ビジターの評価権限の再構成

	セクション	フィールド
	
評価できるユーザー

	
	
「匿名ユーザーが評価可能」は、すべてのサイト・ビジターに評価の権限を付与します。


	
「認証されたユーザーのみが評価可能」は、認証済のサイト・ビジターにのみ評価権限を付与します。
















27.4 評価ウィジェットのデプロイ

この項は、デザイナを対象にしています。評価機能に関連するウィジェット・タグをデフォルト設定またはカスタム設定でデプロイするには、メニュー・バーで「評価」→「デプロイ」→デプロイするウィジェット・タグの名前の順に選択します。表27-6に、評価ウィジェット・タグの一覧を、各タグがサポートするデプロイメントのタイプとともに示します。


表27-6 評価ウィジェット・タグのデプロイ

	ウィジェット・タグ	デフォルト設定でのデプロイ	カスタム設定の構成とデプロイ
	
星評価

	
はい

	
はい


	
サムズ・アップ/ダウン評価

	
はい

	
はい


	
Like評価

	
はい

	
はい


	
お薦め評価

	
はい

	
はい


	
平均評価

	
いいえ

	
はい


	
最近評価された

	
はい

	
はい


	
最も評価が高い

	
はい

	
はい








この項の内容は、次のとおりです。

	
第27.4.1項「デフォルトの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ」


	
第27.4.2項「カスタムの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ」


	
第27.4.3項「カスタムの「評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」






27.4.1 デフォルトの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ

デフォルト設定(「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」、「お薦め」、「最近評価された」および「最も評価が高い」)を使用して、何種類かの評価ウィジェットをデプロイできます。「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」および「お薦め」の評価ウィジェットのデフォルト設定とは、「評価」メニューの「権限」画面(「評価」→「構成」→「権限」を選択)および「外観」画面(「評価」→「構成」→「外観」を選択)で構成された、保存済の設定のことです。その他すべての評価ウィジェットのデフォルト設定はあらかじめ構成されており、Communityインタフェースで再構成することはできません。各評価ウィジェットには独自のデプロイメント画面があり、ウィジェット・タグが表示されます。デフォルト設定は、ウィジェット・タグのプロパティ値として使用されます。




	
注意:

「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」または「お薦め」の評価ウィジェット・タグを同じページに2回以上デプロイする場合や、タイプが異なる複数の評価ウィジェットを同じページにデプロイする場合は、そのページにデプロイする評価ウィジェットのそれぞれに対してリソースIDを指定する必要があります。詳細は、第27.4.2項「カスタムの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照してください。










デフォルトの評価ウィジェット・タグをデプロイするには

	
メニュー・バーで「評価」→「デプロイ」→デプロイするウィジェット・タグの名前を選択します。

	
星評価: 「星評価」ウィジェット・タグをデプロイします。このタグをデプロイすると、星5個の評価フィールドが表示され、ビジターはこれを使用してWebページのコンテンツを評価できます(星1個はWebページに与えられる最も低い評価を表し、星5個は最高の評価を表します)。



	
注意:

「星評価」ウィジェットがデプロイされているWebページの平均評価を「平均評価」ウィジェットに表示する場合は、リソースIDを指定して「星評価」ウィジェットをカスタマイズする必要があります。詳細は、表27-7の「リソースID」フィールドの説明を参照してください。








	
サムズ・アップ/ダウン評価: 「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグをデプロイします。このタグをデプロイすると、親指を上に向けたオプション(サムズ・アップ)と下に向けたオプション(サムズ・ダウン)の付いた評価フィールドが表示されます。ビジターは、これらのオプションの1つをクリックすると、そのトピックが役に立ったかどうかを示すことができます。


	
Like評価: 「Like評価」ウィジェット・タグをデプロイします。このタグをデプロイすると、「Like」オプションが表示されます。ビジターはこのオプションをクリックして、特定のトピックを気に入ったかどうかを示すことができます。


	
お薦め評価: 「お薦め評価」ウィジェット・タグをデプロイします。このタグをデプロイすると、「友人へメール送信」オプションが表示されます。ビジターはこのオプションをクリックして、このウィジェットがデプロイされているページのURLを、自分の1つ以上の連絡先にメールで送信できます。


	
最近評価された: 「最近評価された」ウィジェット・タグをデプロイします。このタグをデプロイすると、サイト・ビジターが最近評価したWebページ(トピック)上位10件が一覧表示されます。



	
注意:

デフォルトでは、「最近評価された」ウィジェットには、リソース・タイプ「その他」の関連付けられた評価ウィジェットを備えたトピックのリストが表示されます。すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最近評価された」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








	
最も評価が高い: 「最も評価が高い」ウィジェット・タグをデプロイします。このタグをデプロイすると、サイト・ビジターが頻繁に評価したWebページ(トピック)上位10件が一覧表示されます。




	
注意:

デフォルトでは、「最も評価が高い」ウィジェットには、リソース・タイプ「その他」の関連付けられた評価ウィジェットを備えたトピックのリストが表示されます。すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最も評価が高い」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。












各ウィジェット・タグのデプロイ画面は、「星評価のデプロイメント」画面(図27-7を参照)のように表示されます。





図27-7 「星評価のデプロイメント」画面: サイト設定とカスタム設定

[image: 図27-7の説明が続きます]





	
「タグ形式」フィールドで、「サイトの設定」が選択されていることを確認します。


	
次のようにしてウィジェット・タグをデプロイします。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のテンプレートに挿入し、テンプレートが割り当てられているアセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。詳しい手順は、第24.3項「次の手順」の手順3から7を参照してください。











27.4.2 カスタムの「評価」ウィジェット・タグのデプロイ

評価機能に関連した任意のウィジェット・タグをカスタマイズするには、ウィジェットの「デプロイメント」画面でタグ・ジェネレータを使用してプロパティを設定します。カスタム値はCommunityインタフェースで保存できないため(ウィジェット・タグの特定のインスタンスでのみ保存されます)、ウィジェット・タグはカスタマイズするたびに再デプロイする必要があります。


カスタムの評価ウィジェット・タグを構成してデプロイするには

	
メニュー・バーで、「評価」→「デプロイ」→カスタマイズおよびデプロイするウィジェット・タグの名前を選択します。

	
星評価: 「星評価」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、(1) 「星評価」ウィジェット・タグを一意のIDとリソース・タイプで構成して、評価数や平均評価など、そのコンテンツについて他の評価関連のウィジェットが参照できるようにします。(2) 「星評価」ウィジェット・タグがデプロイされるWebページ(トピック・タイトルおよびURL)を指定します。(3) 「ログイン・バー」ウィジェットを「星評価」ウィジェットとともに表示するかどうかを指定します。


	
サムズ・アップ/ダウン評価: 「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、(1) 「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグを一意の識別子とリソース・タイプで構成して、複数の「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグを同じページ上にデプロイできるようにし、最も新しい評価の投稿日など、そのコンテンツを他の評価関連のウィジェットが参照できるようにします。(2) 「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグがデプロイされるWebページ(トピック・タイトルおよびURL)を指定します。(3) 「ログイン・バー」ウィジェットを「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェットとともに表示するかどうかを指定します。


	
Like評価: 「Like評価」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、(1) 「Like評価」ウィジェット・タグを一意の識別子とリソース・タイプで構成して、複数の「Like評価」ウィジェット・タグを同じページ上にデプロイできるようにし、最も新しい評価の投稿日など、そのコンテンツを他の評価関連のウィジェットが参照できるようにします。(2) 「Like評価」ウィジェット・タグがデプロイされるWebページ(トピック・タイトルおよびURL)を指定します。(3) 「ログイン・バー」ウィジェットを「Like評価」ウィジェットとともに表示するかどうかを指定します。


	
お薦め評価: 「お薦め評価」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、(1) 「お薦め評価」ウィジェット・タグを一意の識別子とリソース・タイプで構成して、複数の「お薦め評価」ウィジェットを同じページ上にデプロイできるようにし、最も新しい評価の投稿日など、そのコンテンツを他の評価関連のウィジェットが参照できるようにします。(2) 「お薦め評価」ウィジェット・タグがデプロイされるWebページ(トピック・タイトルおよびURL)を指定します。(3) 「ログイン・バー」ウィジェットを「お薦め評価」ウィジェットとともに表示するかどうかを指定します。


	
平均評価: 「平均評価」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「平均評価」ウィジェットに特定のトピック(Webページ)の平均評価が表示されるようにするには、目的のトピック(Webページ)にデプロイされる「星評価」ウィジェットまたは「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェットのリソースIDを指定するように構成する必要があります。


	
最近評価された: 「最近評価された」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「最近評価された」ウィジェットに、該当するタイプ(「その他」タイプのトピックではなく)の最近評価されたトピックが表示されるようにします。たとえば、「記事」というタイプのトピックがWebページに投稿されているとします。各記事には、「記事」リソース・タイプの独自の評価ウィジェット(「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」、「お薦め」のいずれかまたは複数)が表示されます。「最近評価された」ウィジェットに「記事」タイプの最近評価されたトピックのリストを表示する場合、リソースタイプ別に評価ウィジェットを参照するように構成する必要があります。




	
注意:

すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最近評価された」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。










	
最も評価が高い: 「最も評価が高い」ウィジェット・タグをカスタマイズおよびデプロイします。つまり、「最も評価が高い」ウィジェットに、該当するタイプ(「その他」タイプのトピックではなく)の最も人気の高いトピックが表示されるようにします。たとえば、「記事」というタイプのトピックがWebページに投稿されているとします。各記事には、「記事」リソース・タイプの独自の評価ウィジェット(「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」、「お薦め」のいずれかまたは複数)が表示されます。「最も評価が高い」ウィジェットに「記事」タイプの中で最も人気の高いトピックのリストを表示する場合、リソースタイプ別に評価ウィジェットを参照するように構成する必要があります。




	
注意:

すべてのリソース・タイプのトピックのリストを表示するように「最も評価が高い」ウィジェットを構成するには、"resource_type":"other"パラメータを削除してウィジェット・タグを変更する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。













	
「タグ形式」フィールドで、「カスタム設定」を選択します。該当するウィジェット・タグをカスタマイズするには、タグのカスタム・デプロイメント画面で使用できるフィールドに対する値を設定します。

フィールドの定義は、次の項を参照してください。

	
第27.4.3.1項「カスタムの「星評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第27.4.3.2項「カスタムの「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第27.4.3.3項「カスタムの「Like評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第27.4.3.4項「カスタムの「お薦め評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第27.4.3.5項「カスタムの「平均評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第27.4.3.6項「カスタムの「最近評価された」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」


	
第27.4.3.7項「カスタムの「最も評価が高い」ウィジェット・タグのデプロイメント画面」





	
次の手順でカスタム・タグをデプロイします。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のテンプレートに挿入し、テンプレートが割り当てられているアセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。詳細な手順は、第24.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法」の手順3から7を参照してください。











27.4.3 カスタムの「評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

特定のウィジェットのカスタム・デプロイメント画面にアクセスすると、使用可能なフィールドを使用して、そのウィジェット・タグのカスタム(一時的な)値を設定できます。これらの値は、タグのカスタマイズ済インスタンスをコピーするテンプレート以外には保存されません。この項では、フィールドの定義を説明します。



27.4.3.1 カスタムの「星評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図27-8に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「星評価」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図27-8 カスタムの「星評価のデプロイメント」画面

[image: 図27-8の説明が続きます]








	
注意:

「デフォルト」フィールド値は、ウィジェットの「外観」画面で指定された設定を参照します。カスタムのタグに対するデフォルト設定を選択し、そのタグをデプロイする場合、その値がCommunityインタフェースで変更されて保存されると、デフォルト設定は動的に更新されます。










表27-7 「星評価」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「星評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソースID(一意のID)を入力します。このリソースIDを他の評価ウィジェット・タグ(「平均評価」ウィジェット・タグなど)で使用して、「星評価」ウィジェットのこのインスタンスを参照できます。このフィールドには、最大50文字の英数字を入力できます。

注意: このフィールドが必須なのは、次の場合です。

	
この「星評価」ウィジェットのコンテンツ(Webページの平均評価など)を参照するために、他の評価関連ウィジェット・タグを構成する場合。


	
複数の「星評価」ウィジェットを同じWebページにデプロイする場合。


	
タイプが異なる複数の評価ウィジェットを同じページにデプロイする場合。たとえば、「Like評価」ウィジェットと「お薦め評価」ウィジェットを同じページにデプロイする場合は、両方の評価ウィジェットにリソースIDを指定する必要があります。





	
リソース・タイプ

	
「星評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「星評価」ウィジェット・タグのリソース・タイプにより、それがデプロイされているWebページがカテゴリ化されます。リソース・タイプを指定しない場合には、「星評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされたトピック(Webページ)は、デフォルトの「その他」リソース・タイプに関連付けられます。

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
リソース・タイトル

	
「星評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのタイトルを入力します。


	
リソースURL

	
「星評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのURLを入力します。


	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「星評価」ウィジェット・タグのこのインスタンス内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを特定します。

注意: 「いいえ」を選択した場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「星評価」ウィジェットと同じページにデプロイできます(手順は第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照)。











27.4.3.2 カスタムの「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図27-9に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図27-9 カスタムの「サムズ・アップ/ダウン評価のデプロイメント」画面

[image: 図27-9の説明が続きます]








	
注意:

「デフォルト」フィールド値は、ウィジェットの「外観」画面で指定された設定を参照します。カスタムのタグに対するデフォルト設定を選択し、そのタグをデプロイする場合、その値がCommunityインタフェースで変更されて保存されると、デフォルト設定は動的に更新されます。










表27-8 「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソースID(一意のID)を入力します。複数の「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグを同じページにデプロイする場合は、このリソースIDを使用して「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスを一意に識別します。このフィールドには、最大50文字の英数字を入力できます。

注意: このフィールドが必須となるのは、複数の「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグを同じページにデプロイする場合のみです。


	
リソース・タイプ

	
「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのリソース・タイプにより、それがデプロイされているWebページがカテゴリ化されます。リソース・タイプを指定しない場合には、「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされたトピック(Webページ)は、デフォルトの「その他」リソース・タイプに関連付けられます。

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
リソース・タイトル

	
「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのタイトルを入力します。


	
リソースURL

	
「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのURLを入力します。


	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェット・タグのこのインスタンス内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを特定します。

注意: 「いいえ」を選択した場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェットと同じページにデプロイできます(手順は第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照)。











27.4.3.3 カスタムの「Like評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図27-10に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「Like評価」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図27-10 カスタムの「Like評価のデプロイメント」画面

[image: 図27-10の説明が続きます]








	
注意:

「デフォルト」フィールド値は、ウィジェットの「外観」画面で指定された設定を参照します。カスタムのタグに対するデフォルト設定を選択し、そのタグをデプロイする場合、その値がCommunityインタフェースで変更されて保存されると、デフォルト設定は動的に更新されます。










表27-9 「Like評価」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「Like評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスのリソースID(一意のID)を入力します。複数の「Like評価」ウィジェット・タグを同じページにデプロイする場合は、このリソースIDを使用して「Like評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスを一意に識別します。このフィールドには、最大50文字の英数字を入力できます。

注意: このフィールドが必須となるのは、複数の「Like評価」ウィジェット・タグを同じページにデプロイする場合のみです。


	
リソース・タイプ

	
「Like評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「Like評価」ウィジェット・タグのリソース・タイプにより、それがデプロイされているWebページがカテゴリ化されます。リソース・タイプを指定しない場合には、「Like評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされたトピック(Webページ)は、デフォルトの「その他」リソース・タイプに関連付けられます。

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
リソース・タイトル

	
「Like評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのタイトルを入力します。


	
リソースURL

	
「Like評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのURLを入力します。


	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「Like評価」ウィジェット・タグのこのインスタンス内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを特定します。

注意: 「いいえ」を選択した場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「Like評価」ウィジェット・タグと同じページにデプロイできます(手順は第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照)。











27.4.3.4 カスタムの「お薦め評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図27-11に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「お薦め評価」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図27-11 カスタムの「お薦め評価のデプロイメント」画面

[image: 図27-11の説明が続きます]






表27-10 「お薦め評価」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「お薦め評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソースID(一意のID)を入力します。複数の「お薦め評価」ウィジェット・タグを同じページにデプロイする場合は、このリソースIDを使用して「お薦め評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスを一意に識別します。このフィールドには、最大50文字の英数字を入力できます。

注意: このフィールドが必須となるのは、複数の「お薦め評価」ウィジェット・タグを同じページにデプロイする場合のみです。


	
リソース・タイプ

	
「お薦め評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスに対するリソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「お薦め評価」ウィジェット・タグのリソース・タイプにより、それがデプロイされているWebページがカテゴリ化されます。リソース・タイプを指定しない場合には、「お薦め評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされたトピック(Webページ)は、デフォルトの「その他」リソース・タイプに関連付けられます。

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
リソース・タイトル

	
「お薦め評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのタイトルを入力します。


	
リソースURL

	
「お薦め評価」ウィジェット・タグのこのインスタンスがデプロイされるWebページのURLを入力します。


	
ログイン・バーが必要

	
「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「お薦め評価」ウィジェット・タグのこのインスタンス内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを特定します。

注意: 「いいえ」を選択した場合でも、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグを「お薦め評価」ウィジェットのこのインスタンスと同じページにデプロイできます(手順は第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照)。











27.4.3.5 カスタムの「平均評価」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図27-12に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「平均評価」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図27-12 「評価の平均評価のデプロイメント」画面

[image: 図27-12の説明が続きます]






表27-11 「平均評価」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソースID

	
「星評価」ウィジェットまたは「サムズ・アップ/ダウン評価」ウィジェットのリソースID (一意のID)を指定します。「平均評価」ウィジェットのこのインスタンスをデプロイすると、指定した評価ウィジェットがデプロイされているWebページの平均評価が表示されます。











27.4.3.6 カスタムの「最近評価された」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図27-13に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「最近評価された」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図27-13 「最近評価されたデプロイメント」画面

[image: 図27-13の説明が続きます]






表27-12 「最近評価された」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソース・タイプ

	
リソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「最近評価された」ウィジェットをデプロイすると、そこには、指定したリソース・タイプに割り当てられた評価ウィジェットをデプロイした、特定のタイプ(たとえば「記事」)の中で最近評価されたトピックのリストが表示されます。デプロイされた評価ウィジェットがリソース・タイプを割り当てられていない場合は、「その他」を選択します。

デフォルト値: その他

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
トピック数

	
このリストに表示するWebページ(トピック)の数を指定します(たとえば、5と入力すると、評価された日時の新しい順に5件のトピックが表示されます)。

デフォルト値: 10


	
次以降を含む

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。リストが表示されるWebページをフィルタ処理する日付を選択します。「最近評価された」ウィジェットがデプロイされると、指定した日付以降に評価が投稿されたWebページのみがリストに表示されます。これにより、古い日付のページと評価が表示されないようにできます。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。











27.4.3.7 カスタムの「最も評価が高い」ウィジェット・タグのデプロイメント画面

図27-14に示す画面を使用して、Webページにデプロイできる「最も評価が高い」ウィジェット・タグの特定のインスタンスに対するカスタム値を定義します。


図27-14 「最も評価が高いデプロイメント」画面

[image: 図27-14の説明が続きます]






表27-13 「最も評価が高い」ウィジェット・タグのカスタマイズとデプロイ

	フィールド	説明
	
リソース・タイプ

	
リソース・タイプ(トピックのタイプ)を選択します。「最も評価が高い」ウィジェットをデプロイすると、そこには、指定したリソース・タイプに割り当てられた評価ウィジェットをデプロイした、特定のタイプ(たとえば「記事」)の中で最も人気の高いトピックのリストが表示されます。デプロイされた評価ウィジェットがリソース・タイプを割り当てられていない場合は、「その他」を選択します。

デフォルト値: その他

注意: 現在のカテゴリ・ファイル(第27.3.1項「「評価」ウィジェットの外観設定の再構成」を参照)により、使用できるリソース・タイプが特定されます。


	
トピック数

	
このリストに表示するWebページ(トピック)の数を指定します(たとえば、5と入力すると、サイト・ビジターが評価した回数が多い順に5件のトピックが表示されます)。

デフォルト値: 10


	
次以降を含む

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。リストが表示されるWebページをフィルタ処理する日付を選択します。「最も評価が高い」ウィジェットがデプロイされると、指定した日付以降に評価が投稿されたWebページのみがリストに表示されます。これにより、古い日付のページと評価が表示されないようにできます。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。


















28 「ログイン・バー」ウィジェットでの作業

この章では、デザイナを対象としたクイック・リファレンスとして、「ログイン・バー」ウィジェットの設定の再構成および「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイについて説明します。「ログイン・バー」ウィジェットは、CommunityとGadgetsの両アプリケーションに共通です。Communityインタフェースの「ログイン・バー」ウィジェットに対する変更は、Gadgets Userインタフェースの「ログイン・バー」ウィジェットにも適用され、その逆も同様に適用されます。したがって、ビジターがWebサイトのコミュニティ・ウィジェットにログインすると、そのWebサイトでデプロイされているガジェットおよびダッシュボードのウィジェットにもログインされます。




	
注意:

Oracle WebCenter Sites: Gadgetsアプリケーションに関する作業の詳細は、第IV部「Gadgetsアプリケーションの使用」を参照してください。









この章は、次の項で構成されています。

	
第28.1項「概要」


	
第28.2項「「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルト設定の再構成」


	
第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」






28.1 概要


図28-1 「ログイン・バー」メニュー

[image: 図28-1の説明が続きます]





「ログイン・バー」メニュー(図28-1を参照)は、会社のWebサイトのページにデプロイされたコミュニティ・ウィジェット(およびガジェット)にログインするためにサイト・ビジターが使用する、ログイン・バーを再構成するために使用します。ログイン設定の構成には、ビジターがコミュニティ・ウィジェット(およびガジェット)にログインする際に使用できる資格証明(たとえばFacebookやTwitter)の決定が含まれます。これらの構成を保存すると、Webサイト上にデプロイされているすべてのログイン・バー・ウィジェット(スタンドアロンおよび埋込み)でその新しい設定が使用されます。

この項の手順はクイック・リファレンスとして記載されており、Communityインタフェースへログイン済のユーザーを対象としています。ログインの手順が必要な場合には、第24.1項「ログイン」を参照してください。





28.2 「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルト設定の再構成

「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルトの設定は、ウィジェットの保存済設定です。この設定では、Webサイトのビジターがコミュニティ・ウィジェット(およびガジェット)にログインする際にどの資格証明を使用するか、およびビジターが自分のコメントやレビューをFacebookやTwitterなどのソーシャル・ネットワークのニュース・フィードで共有するかどうかを指定します。




	
注意:

「ログイン・バー」ウィジェット・タグは、CommunityとGadgetsの両アプリケーションに共通です。この項で示す手順は、CommunityインタフェースおよびGadgets Userインタフェースでの「ログイン・バー」ウィジェット・タグの再構成に適用できます。Gadgetsアプリケーションの詳細は、第IV部「Gadgetsアプリケーションの使用」を参照してください。









デザイナが「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルト設定を再構成するには、メニュー・バーの「ログイン・バー」→「構成」を選択します。これにより、「ソーシャル・ログインと共有の設定」画面(図28-2を参照)が開きます。デフォルト設定が保存されると、Webサイト上にデプロイされているすべての「ログイン・バー」ウィジェット・タグ(スタンドアロンのインスタンスや、コミュニティおよびダッシュボードのウィジェット・タグ内に埋め込まれ一緒にデプロイされたインスタンスを含む)で、この新しい設定が使用されるようになります。


図28-2 「ソーシャル・ログインと共有の設定」画面

[image: 図28-2の説明が続きます]






表28-1 ログイン・バーの再構成

	オプション	説明
	
ソーシャル・ログインの無効化

	
このオプションを選択すると、デプロイ済のコミュニティ・ウィジェット(およびデプロイ済のガジェットやダッシュボード・ウィジェット)にサイト・ビジターがログインするときに使用できる資格証明は、そのビジターがWebサイトに登録した際に使用したもののみとなります。


	
有効なネイティブ・ソーシャル統合

	
開発者がCommunity-Gadgetsアプリケーションを、Facebook、TwitterまたはGoogleで登録した場合は、「有効なネイティブ・ソーシャル統合」を選択します。これにより、Facebook、TwitterおよびGoogleを、外部アイデンティティ・プロバイダとして使用できます。

次のオプションは、ネイティブ・ソーシャル統合に対して「ログイン・バー」ウィジェットが有効化されている場合にのみ使用可能です。

	
「Facebookログインの有効化」を選択すると、ビジターがWebサイト上のウィジェットやガジェットにFacebookの資格証明を使用してログインできるようになります。


	
「Twitterログインの有効化」を選択すると、ビジターがWebサイト上のウィジェットやガジェットにTwitterの資格証明を使用してログインできるようになります。


	
「Googleログインの有効化」を選択すると、ビジターがWebサイト上のウィジェットやガジェットにGoogleアカウントの資格証明を使用してログインできるようになります。




注意: Community-Gadgetsアプリケーションをこれらの外部アイデンティティ・プロバイダに登録する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


	
Janrainプラットフォームとの統合の有効化

	
Janrainとは、ソーシャル・ログインおよびソーシャル・ユーザー・プロファイルの管理のためのサードパーティのサービスです。開発者がCommunity-GadgetsアプリケーションをJanrainプラットフォームで登録した場合に、Janrainプラットフォームでサポートされているソーシャル・ネットワークに対する割当済の資格証明を使用して、ビジターがWebサイト上のウィジェットやガジェットにログインできるようにするには、「Janrainプラットフォームとの統合の有効化」ラジオ・ボタンを選択します。

注意: 開発者がCommunityおよびGadgetsのアプリケーションをJanrainプラットフォームで登録していない場合は、このオプションは使用できません。CommunityおよびGadgetsのアプリケーションをJanrainプラットフォームで登録する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


	
Oracle Social Access Managementとの統合の有効化

	
開発者がCommunityおよびGadgetsのアプリケーションをOracle Access Management (OAM)で登録している場合は、「Oracle Social Access Managementとの統合の有効化」を選択します。これにより、OAMでサポートされている任意のソーシャル・ネットワークの資格証明を使用して、デプロイ済のウィジェットやガジェットにビジターがログインできるようになります。Webサイトにログインすると、ビジターはそのWebサイト上にデプロイされているすべてのウィジェットおよびガジェットに自動的にログインされます。

注意: 開発者がCommunityおよびGadgetsのアプリケーションをOracle Access Management (OAM)で登録していない場合は、このオプションは使用できません。

CommunityおよびGadgetsのアプリケーションをOracle Mobile and Social Access Managerで登録する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


	
ソーシャル共有の無効化

	
このオプションを選択すると、サイト・ビジターはコメントやレビューをソーシャル・ネットワーク(たとえばFacebook、Twitter、Google+)で共有できなくなります。


	
Facebook、TwitterおよびGoogle+に対するコメントおよびレビューのソーシャル共有

	
このオプションを選択すると、ビジターがWebサイトのコンテンツに関して投稿したコメントやレビューを、Facebook、TwitterおよびGoogle+のニュース・フィードで共有できるようになります。


	
専用Janrainウィジェットを経由したコメントおよびレビューのソーシャル共有

	
このオプションを選択すると、ビジターが投稿したコメントやレビューを、Janrainプラットフォームでサポートされているソーシャル・ネットワークで共有できるようになります。

注意: 開発者がCommunityアプリケーションをJanrainプラットフォームで登録していない場合は、これらのオプションは使用できません。CommunityアプリケーションをJanrainプラットフォームで登録する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。











28.3 「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ

デザイナは、メニュー・バーで「ログイン・バー」→「デプロイ」を選択して、「ログイン・バー」ウィジェット・タグをデフォルト設定またはカスタム設定でデプロイできます。「ログイン・バー」ウィジェット・タグは、スタンドアロンのウィジェットとしてWebページ上にデプロイすることも、別のコミュニティ・ウィジェットのタグに埋め込むこともできます。この項では、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグをデプロイする方法を説明します。


スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグをデプロイするには

	
メニュー・バーで、「ログイン・バー」→「デプロイ」を選択します。

「ログイン・バーのデプロイメント」画面が開きます(図28-3を参照)。


図28-3 「ログイン・バーのデプロイメント」画面

[image: 図28-3の説明が続きます]





	
「ログイン・バー」ウィジェット・タグのこのインスタンスをカスタマイズする場合は、「表示タイプ」フィールドで、「短い」と「完全」のどちらのバージョンの「ログイン・バー」ウィジェットをWebサイト上にデプロイするかを選択します。次のオプションのいずれかを選択します。

	
短い: ビジターがWebサイトにログインすると、「ログイン・バー」ウィジェットにビジターのユーザー名が表示され、さらにリンクも表示されます。このリンクから、ビジターは自分のプロファイルを編集することや、Webサイトからログアウトできます。このバージョンの「ログイン・バー」ウィジェットには、Webサイトのフォント・スタイルが自動的に適用されます。


	
完全: ビジターがWebサイトにログインすると、「ログイン・バー」ウィジェットにビジターのユーザー名とプロファイル画像が表示され、さらにリンクも表示されます。このリンクから、ビジターは自分のプロファイルを編集することや、Webサイトからログアウトできます。このバージョンの「ログイン・バー」ウィジェットは、デフォルトのフォント・スタイル(「ログイン・バー」ウィジェット・タグで指定されます)でWebサイトに表示されます。「完全」バージョンの「ログイン・バー」ウィジェットには、Webサイトのフォント・スタイルが自動的に適用されることはありません。





	
次のようにしてウィジェット・タグをデプロイします。

	
「タグ」フィールドで、ウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のテンプレートに挿入し、テンプレートが割り当てられているアセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。詳細な手順は、第24.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法」の手順3から7を参照してください。














29 投票での作業

この章では、デザイナを対象としたクイック・リファレンスとして、投票とそれに対応する投票結果の作成および管理について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第29.1項「概要」


	
第29.2項「「すべての投票」画面での作業」


	
第29.3項「新規投票の作成」






29.1 概要


図29-1「投票」メニュー

[image: 図29-1の説明が続きます]





投票は、特定のトピックに関するWebサイトのビジターの調査に使用できます。「投票」ウィジェットおよび関連する「結果」ウィジェットを作成するには、「投票」メニュー(図29-1を参照)を使用します。「投票」メニューには、既存の投票のモデレートと再構成、およびWebページにデプロイできる新しい投票ウィジェットの作成を行うオプションが用意されています。

この項の手順はクイック・リファレンスとして記載されており、Communityインタフェースへログイン済のユーザーを対象としています。ログインの手順が必要な場合には、第24.1項「ログイン」を参照してください。





29.2 「すべての投票」画面での作業

「すべての投票」画面(図29-2を参照)にアクセスするには、メニュー・バーで「投票」→「すべての投票」を選択します。「すべての投票」画面では、既存の投票とそれらの結果を表示するのみでなく、画面に表示されている各投票に関連付けられたクイック・アクション・メニューを使用して、投票ウィジェットの再構成、プレビューおよびデプロイを行います。


図29-2「すべての投票」画面

[image: 図29-2の説明が続きます]






表29-1「すべての投票」画面での作業

	アクション	手順
	
デプロイされた投票の結果を表示する

	
	
結果を表示する投票に移動します。


	
投票のクイック・アクション・メニューで、「結果」をクリックします。

ポップアップ・ウィンドウが開き、投票の結果が表示されます。





	
投票ウィジェット・タグをデプロイする

	
	
デプロイする投票に移動します。


	
投票のクイック・アクション・メニューで、「デプロイ」をクリックします。

「投票名投票のデプロイ」画面が開きます。この画面では、次のタグをデプロイできます。

投票タグ: 特定の投票に対して構成されたすべてのオプションを含む、メインの投票ウィジェット・タグ。Webページでこのタグをデプロイすると、投票に参加できるビジターに対して投票が表示されます。「結果の表示」フィールドを「はい」に設定した場合(第29.3項「新規投票の作成」)、ビジターが自分の投票結果を送信した後、ウィジェットに、そのビジターに対する投票結果の要約が表示されます。

結果タグ: メインの投票結果の要約のみを表示する、投票サマリー・ウィジェット・タグ。このウィジェット・タグをデプロイすると、表示される結果が、投票が行われるたびに動的に変化します。


	
「投票タグ」または「結果タグ」フィールドで、コードをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
ウィジェット・タグを目的のアセットのテンプレートに挿入し、アセットをプレビューし、Webサイトにテンプレートをパブリッシュします。詳細な手順は、第24.2項「コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイする方法」の手順3から7を参照してください。





	
投票を削除する

	
	
削除する投票に移動します。


	
投票のクイック・アクション・メニューで、「削除」をクリックします。


	
確認ボックスで、「OK」をクリックします。

投票がCommunityインタフェースから削除されます。




注意: 削除した投票がページに現在デプロイされている場合、投票ウィジェットには、現在投票が利用できないことを示すメッセージが表示されます。ページから投票ウィジェットを削除するには、そのWebページのコンテンツをレンダリングするために使用されるテンプレートから、投票のウィジェット・タグを削除する必要があります。


	
投票をプレビューする

	
	
プレビューする投票に移動します。


	
投票のクイック・アクション・メニューで、「プレビュー」をクリックします。




ポップアップ・ウィンドウが開き、投票のプレビューが表示されます。


	
既存の投票を変更する

	
	
変更する投票に移動します。


	
投票のクイック・アクション・メニューで、「編集」をクリックします。

「投票の編集」画面が表示されます。


	
必要な変更を行います。フィールドの定義は、表29-2を参照してください。


	
「保存」をクリックします。

変更された投票が、「すべての投票」画面およびデプロイされるWebページに表示されます。














29.3 新規投票の作成

デザイナが新しい投票を作成するには、メニュー・バーで「投票」→「新規投票の作成」の順に選択します。これにより、「新規投票の作成」画面(図29-3を参照)が開きます。投票を保存すると、「すべての投票」画面に表示されます(「投票」→「すべての投票」の順に選択)。


図29-3「新規投票の作成」画面

[image: 図29-3の説明が続きます]






表29-2 投票の作成

	セクション	フィールド	説明
	
質問/回答

	
投票のタイトル

	
投票のタイトルを入力します。


	
質問/回答

	
投票の質問

	
サイト・ビジターに尋ねる質問を入力します。


	
質問/回答

	
回答 n

	
ビジターが選ぶ回答の選択肢を入力します。

	
選択肢を追加するには、「+ 回答の追加」をクリックします。


	
回答を削除するには、削除するアイコンの隣にある「X」アイコンをクリックします。


	
回答の選択肢が投票の結果サマリーに表示される際のその選択肢の色を変更するには、目的の回答の隣にある「16進 #」フィールドに目的の色の16進数を入力します。





	
結果の構成

	
結果の表示

	
「はい」を選択すると、ユーザーがメインの投票に回答を送信した後、投票の結果の要約が表示されます。「いいえ」を選択すると、メインの投票とその回答の選択肢のみが表示されます。


	
結果の構成

	
グラフ・タイプ

	
「結果の表示」フィールドで「はい」を選択した場合は、投票の結果サマリーを表示するグラフ表現のタイプを選択します。次のいずれかを選択します。

	
円グラフ: 円グラフ形式で投票の結果を表示します。


	
棒グラフ: 棒グラフ形式で投票の結果を表示します。


	
フラットな結果: グラフを使用せずにフラットなテキストとして、投票の結果をリスト表示します。各回答に対する投票したビジターのパーセンテージが、対応する回答の隣に表示されます。





	
結果の構成

	
結果ビュー

	
投票の結果をポップアップ・ウィンドウ(「ポップアップ」)または投票ウィジェット「サイト内」のどちらに表示するかを指定します。

注意: このフィールドは、「結果の表示」フィールドで「はい」を選択した場合にのみ使用可能になります。


	
結果の構成

	
結果ポップアップの幅(ピクセル)

	
結果のポップアップ・ウィンドウの幅を指定します。300ピクセル以上の幅を指定する必要があります。

注意: このフィールドは、「結果の表示」フィールドで「はい」を選択し、かつ「結果ビュー」フィールドで「ポップアップ」を選択した場合にのみ使用可能になります。


	
結果の構成

	
礼状

	
「結果の表示」フィールドで「はい」を選択した場合は、サイト・ビジターが投票に参加したときにサイト・ビジターに対して表示される礼状を入力します。


	
結果の構成

	
免責条項を含む

	
「はい」または「いいえ」を選択して、ビジターに対して免責条項を表示するかどうかを指定します。

注意: このフィールドは、「結果の表示」フィールドで「はい」を選択した場合にのみ使用可能になります。


	
結果の構成

	
免責条項

	
「免責条項を含む」フィールドで「はい」を選択した場合は、ビジターに表示する免責条項のテキストを入力します。投票ウィジェットがデプロイされている場合、投票の質問と回答の下に免責条項が表示されます。

注意: このフィールドでは、プレーン・テキストと基本のHTMLタグがサポートされています。HTMLタグを使用して、免責条項の外観を制御できます。


	
共通

	
投票のステータス

	
このフィールドでは、手動で投票の開閉を行うことができます。次のいずれかを選択します。

	
オープン: ビジターは投票に参加できます。


	
クローズ: ビジターは投票を送信できません。





	
共通

	
投票の終了日

	
このフィールドをクリックして、日付ピッカーをレンダリングします。投票を終了する(投票を送信できなくなる)日付を指定します。投票の終了日を指定しない場合は、このフィールドを空白にします。

注意: 日付ピッカーを使用しない場合は、dd-mm-yyyyの形式(たとえば、02-04-2011)で日付を入力できます。


	
共通

	
テーマ

	
投票ウィジェットをWebページに表示する際の外観を指定します。次のいずれかを選択できます。

	
基本: ウィジェットの最上部に投票のタイトルを表示します。タイトルの下に質問が表示され、質問の下に選択可能な回答が表示されます。


	
詳細: ウィジェットの最上部にある2色グレーのタイトル・バーに投票のタイトルを表示します。タイトルの下に質問が青い背景で表示され、質問の下に選択可能な回答が表示されます。


	
設計なし: フレームや境界線を使用せずに投票の質問およびその選択可能な回答のみを表示します。


	
設計を開く: オープン・ソース・スタイル設計で投票の質問およびその選択可能な回答を表示します。

















30 コミュニティ・ウィジェット設定の構成

この章では、クイック・リファレンスとして、特定のサイトの(設定の適用対象となる)すべてのコミュニティ・ウィジェットに適用される設定の再構成について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
概要


	
「設定」メニューでの作業






30.1 概要


図30-1「設定」メニュー

[image: 図30-1の説明が続きます]





サイト全体およびすべてのウィジェット・タグに対するモデレートおよびセキュリティの設定を構成するには、「設定」メニュー(図30-1を参照)を使用します。一般的なコミュニティ・ウィジェット設定の構成には、モデレート・プロセスを補助するための自動モデレート・フィルタ(制限付きワード、ビジターのブラックリストおよびビジターのホワイトリスト)の適用および未認可のデプロイメントからのウィジェット・タグの保護が含まれます。これらの設定を保存すると、Communityインタフェースおよびタグがデプロイされるページにあるすべてのウィジェット・タグが動的に更新されます。

この項の手順はクイック・リファレンスとして記載されており、Communityインタフェースへログイン済のユーザーを対象としています。ログインの手順が必要な場合には、第24.1項「ログイン」を参照してください。





30.2 「設定」メニューでの作業

この項は、すべてのCommunityアプリケーション・ユーザーを対象にしています。(設定の適用対象となる)コミュニティ・ウィジェットに対する一般的な設定は、次の方法で再構成できます。

	
「認可済ドメイン」画面での作業


	
「制限付きワード」画面での作業


	
「ビジターのブラックリスト」画面での作業


	
「ビジターのホワイトリスト」画面での作業


	
「モデレート」画面での作業


	
「言語」画面での作業






30.2.1 「認可済ドメイン」画面での作業

デザイナが「認可済ドメイン」画面(図30-2を参照)にアクセスするには、「設定」→「認可済ドメイン」の順に選択します。「認可済ドメイン」画面は、すべてのデプロイされたタグを未認可の使用から保護するために使用されます。ドメインを認可すると、コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイできるドメインを指定できます。これにより、指定されたドメインのみにタグの使用が制限されます。


図30-2 「認可済ドメイン」画面

[image: 図30-2の説明が続きます]






表30-1 ドメインの認可

	フィールド	説明
	
ドメインURL

	
コミュニティ・ウィジェットを表示するサイトのドメイン名を入力します。

次に例を示します。


www.mycompany.com or www.mysite.mycompany.com


複数のサイトのドメイン名を指定するには、各ドメイン名をコンマで区切ります。次に例を示します。


www.mycompany.com, www.mycompany2.com, www.mycompany3.com, *.mycompany.com


指定されたドメインおよびサブドメインでのみウィジェットをレンダリングできます。ビジターが会社のサイトのソースコードを表示し、ウィジェット・タグをビジター自身のサイトにコピーしてデプロイしようとすると、そのデプロイメントは失敗します。

注意: このフィールドはオプションです。ウィジェット・タグをデプロイできるドメインを指定しない場合は、このフィールドを空白にします。











30.2.2 「制限付きワード」画面での作業

モデレータが「制限付きワード」画面(図30-3を参照)にアクセスするには、「設定」→「制限付きワード」の順に選択します。「制限付きワード」画面は、ワード・フィルタ・ファイルをアップロードするために使用されます。これにより、このファイル内に記載されているワードを含むコメントおよびレビューの公開が防止されます。コメントおよびレビューは「不適切」とマーク付けされ、Communityインタフェースでモデレータによる承認を待ちます。


図30-3 「制限付きワード」画面

[image: 図30-3の説明が続きます]








	
注意:

Communityアプリケーションは、アップロードされたワード・フィルタ・ファイルに指定されているワードを対象に部分一致を検索するデフォルトのワード・フィルタを提供します。ワード・フィルタでこれらのワードを検索できるようにするには、制限付きワードに対する自動モデレートを有効にする必要があります(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」)。










表30-2 制限付きワードのフィルタの構成

	フィールド	説明
	
フィルタのアップロード

	
「参照」をクリックして、フィルタ・ファイルをアップロードします。アップロードするファイルのサイズは最大100KBにして、ファイルは.txt形式で保存し、ファイルに含まれる各ワードはその独自の行に存在する必要があります。

注意: フィルタ・ファイルをアップロードしてCommunityインタフェースに保存すると、ファイル名がword_filter.txtに変更されます。











30.2.3 「ビジターのブラックリスト」画面での作業

モデレータが「ビジターのブラックリスト」画面(図30-4を参照)にアクセスするには、「設定」→「ビジターのブラックリスト」の順に選択します。「ビジターのブラックリスト」は、モデレート・プロセスを通さずに、特定のビジターのコメント、レビューおよび評価がWebサイトに表示されないようにするために使用されます。モデレータは、ブラックリスト登録済ビジターが投稿したすべてのコメント、レビューおよび評価を手動でモデレートする必要があります。




	
注意:

ブラックリスト登録済ビジターが投稿したコメント、レビューおよび評価を不適切として自動的にマーク付けするには、ビジターのブラックリストに対する自動モデレートを有効にする必要があります(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照)。










図30-4 「ビジターのブラックリスト」画面

[image: 図30-4の説明が続きます]








	
注意:

匿名ビジターをブラックリストに記載する場合、それらのビジターのIPアドレスが必要になります。ビジターのIPアドレスは、Communityインタフェースに表示されているそのビジターのコメント、レビューおよび評価の隣にそれぞれ配置されます。

ビジターのIPアドレスを取得するには:

	
「すべてのコメント」、「すべてのレビュー」または「すべての評価」画面のいずれかにアクセスします。


	
ブラックリストに追加する匿名ビジターが投稿したコメント、レビューまたは評価に移動します。ビジターのIPアドレスは、「作成者」列の下のそのビジターのコメントまたはレビューの隣に表示されます。













表30-3 ビジターのブラックリストの構成

	アクション	手順
	
「ビジターのブラックリスト」への認証済ビジターの追加

	
	
「ビジターの追加」リンクをクリックします。 「ブラックリストへのビジターの追加」画面が開きます。


	
「選択可能」リスト・ボックスで、ブラックリストに記載するビジターの名前を選択して、「選択済」リスト・ボックスに移動します。(特定のビジターを検索するには、「フィルタ・リスト」フィールドにそのビジターの名前を入力します。結果は、「選択可能」リスト・ボックスに表示されます。)


	
(オプション) 「理由」フィールドに、ビジターをブラックリストに記載した理由を入力します。


	
「保存」をクリックします。

これでビジターの名前が、「ビジターのブラックリスト」画面に表示されます。





	
「ビジターのブラックリスト」への匿名ビジターの追加

	
	
「IPアドレスの追加」リンクをクリックします。

「IPアドレスの追加」画面が開きます。


	
次のフィールドに入力します。

IP: ビジターのIPアドレスを入力します。

理由 (オプション): ビジターをブラックリストに記載した理由を入力します。


	
「保存」をクリックします。

これでビジターのIPアドレスが、「ビジターのブラックリスト」画面に表示されます。





	
「ビジターのブラックリスト」からのビジターの削除

	
	
ブラックリストから削除するビジターのチェック・ボックスを選択します。


	
「削除」リンクをクリックします。 ビジターの名前が、「ビジターのブラックリスト」画面から削除されます。














30.2.4 「ビジターのホワイトリスト」画面での作業

モデレータが「ビジターのホワイトリスト」画面(図30-5を参照)にアクセスするには、「設定」→「ビジターのホワイトリスト」の順に選択します。「ビジターのホワイトリスト」画面は、認証済ビジターが承認を必要とせずにコメントおよびレビューを投稿できるようにするために使用されます。つまり、いったんビジターがホワイトリストに追加されると、(手動モデレートが有効な場合でも)そのビジターの投稿はすべて自動的に承認され、Webサイトに表示されます。




	
注意:

ホワイトリスト登録済ビジターが投稿したコメントおよびレビューをすべて自動的に承認するには、「モデレート設定」画面で「ビジター・ホワイトリストについては手動承認前に事前公開する」チェック・ボックスを有効にする必要があります(第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照)。










図30-5 「ビジターのホワイトリスト」画面

[image: 図30-5の説明が続きます]








	
注意:

ビジターのホワイトリストに追加できるのは認証済ビジターのみです。










表30-4 ビジターのホワイトリストの構成

	アクション	手順
	
「ビジターのホワイトリスト」への認証済ビジターの追加

	
	
「ビジターの追加」リンクをクリックします。

「ホワイトリストへのビジターの追加」画面が開きます。


	
「選択可能」リスト・ボックスで、ホワイトリストに追加するビジターの名前を選択して、「選択済」リスト・ボックスに移動します。(特定のビジターを検索するには、「フィルタ・リスト」フィールドにそのビジターの名前を入力します。結果は、「選択可能」リスト・ボックスに表示されます。)


	
「保存」をクリックします。

これでビジターの名前が、「ビジターのホワイトリスト」画面に表示されます。





	
「ビジターのホワイトリスト」からのビジターの削除

	
	
ホワイトリストから削除するビジターのチェック・ボックスを選択します。


	
「削除」リンクをクリックします。

ビジターの名前が、「ビジターのホワイトリスト」画面から削除されます。














30.2.5 「モデレート」画面での作業

モデレータが「モデレート設定」画面(図30-6を参照)にアクセスするには、「設定」→「モデレート」の順に選択します。「モデレート設定」画面は、次のオプションを指定するために使用されます。

	
手動モデレートまたは自動モデレートを有効にします。コメント、レビューおよび評価について、モデレート・プロセスを通すか、または自動的に承認してWebサイトに表示されるようにします。


	
モデレート・プロセスを補助するために自動モデレート・フィルタを適用します。自動モデレートのフィルタは、制限付きワード、ビジターのブラックリストおよびビジターのホワイトリストです。

詳細は、第30.2.2項「「制限付きワード」画面での作業」 第30.2.3項「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」および第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。


	
サイト・ビジターがトピックに与えた評価によってレビューおよび評価を自動モデレートすることを選択します。


	
Webサイトのページに投稿されたコメントおよびレビューにフラグを付けることをビジターに許可することにより、そのビジターがモデレート・プロセスを補助できるかどうかを指定します。または、コメントおよびレビューにフラグを付けることができるビジター(認証済または全員)を指定します。





図30-6 「モデレート設定」画面

[image: 図30-6の説明が続きます]






表30-5 ウィジェットに対するモデレート設定の構成

	フィールド	説明
	
手動モデレート

	
コメントおよびレビューを自動的に承認するか、または承認前に手動でモデレートするかを制御できます。手動モデレートを有効にした場合、投稿されたすべてのコメントおよびレビューは、モデレータが手動で承認するまで、「保留中」のステータスでCommunityインタフェースに表示されます。

「ビジターのホワイトリスト」フィルタを有効にすることもできます。このフィルタが適用されると、ホワイトリスト登録済ビジターが投稿したすべてのコメント、レビューおよび評価が承認されます。


	
自動モデレート

	
「制限付きワード」フィルタまたは「ビジターのブラックリスト」フィルタを適用できます。これらのフィルタが適用されると、禁止ワード(制限付きワード) およびブラックリスト登録済ビジター(ビジターのブラックリスト)が投稿したすべてのコメント、レビュー、評価を含むすべてのコメントおよびレビューが、「不適切」としてマーク付けされます。

レビューを投稿したサイト・ビジターがトピックに与えた評価によって、そのレビューを自動的にモデレートすることもできます。この機能を有効にすると、投稿されたレビューの星評価が2つ以下の場合、自動的に「不適切」としてマーク付けされます。


	
ビジターごとのフラグ付け

	
承認されたコメントおよびレビューに対するサイト・ビジターのフラグ付け機能を制御できます。











30.2.6 「言語」画面での作業

デザイナが「言語」画面(図30-7を参照)にアクセスするには、「設定」→「言語」の順に選択します。「言語」画面では、デプロイされたコミュニティ・ウィジェットを表示する際の言語を指定できます。


図30-7 「言語」画面

[image: 図30-7の説明が続きます]






表30-6 デプロイされたウィジェットの言語

	フィールド	説明
	
言語

	
下矢印をクリックして、「言語」ドロップダウン・メニューを表示します。デプロイされたすべてのコミュニティ・ウィジェットを表示する際の言語を選択します。

利用可能なオプションは次のとおりです。

	
英語


	
ポルトガル語(ブラジル)


	
簡体字中国語


	
繁体字中国語


	
フランス語


	
ドイツ語


	
イタリア語


	
日本語


	
韓国語


	
スペイン語




注意: 必要な言語が表示されていない場合には、WebCenter Sitesの管理者または開発者に問い合せてください。このリストに言語オプションを追加する手順の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。
















31 デプロイされたコミュニティ・ウィジェット・タグのテスト

この章では、デプロイされたコミュニティ・ウィジェット機能の検証手順を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第31.1項「コミュニティ・ウィジェットがデプロイされた状態のサンプル・サイト」


	
第31.2項「認証済ビジターとしての「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェットでの作業」


	
第31.3項「匿名ビジターとしての「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェットでの作業」


	
第31.4項「コメントとレビューのソート」


	
第31.5項「不適切な投稿へのフラグ付け」


	
第31.6項「投稿済コメントへの返信」


	
第31.7項「「星評価」ウィジェットの評価詳細の表示」


	
第31.8項「ビジターのコメントとレビューのランキング」


	
第31.9項「Facebook、TwitterおよびGoogle+でのコメントとレビューの共有」


	
第31.10項「パーマリンクの作成と共有」


	
第31.11項「「評価」ウィジェットでの作業」


	
第31.12項「「投票」ウィジェットでの作業」






31.1 コミュニティ・ウィジェットがデプロイされた状態のサンプル・サイト

図31-1は、「コメント」ウィジェット・タグがデプロイされたWebページの例です。この例では、「コメント」ウィジェットに「コメントの投稿」リンクが表示されています。ビジターがこのリンクをクリックすると、「コメント」フィールドや「ログイン」および「登録」のリンクが表示されます。

匿名ビジターもWebサイトにコメントを投稿できるようにモデレータがビジター権限を構成した場合は、「コメントの投稿」リンクをクリックするとコメント・フィールドが表示されます。認証済ビジターのみがコメントを投稿できるようにウィジェットのビジター権限が構成されている場合は、ビジターがログインしてからでなければコメント・フィールドは表示されません。


図31-1 ウィジェットがデプロイされた状態のサンプルWebページ

[image: 図31-1の説明が続きます]








31.2 認証済ビジターとしての「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェットでの作業

この項では、コミュニティ・ウィジェット・タグがデプロイされているWebサイトにログインして、認証済ビジターとしてウィジェットでの作業を行う方法を説明します。




	
注意:

認証済ビジターがコミュニティ・ウィジェットに対して保有する権限は、Communityインタフェースでそのウィジェット・タグに対して設定された構成によって決まります。したがって、この項の説明の中には、場合によっては当てはまらないものもあります。









この項の内容は、次のとおりです。

	
第31.2.1項「認証済ビジターとしてのサイトへのログイン」


	
第31.2.2項「認証済ビジターとしてのコメントの投稿」


	
第31.2.3項「認証済ビジターとしてのレビューの投稿」


	
第31.2.4項「認証済ビジターとしてのコメントの作業」


	
第31.2.5項「認証済ビジターとしてのレビューの作業」






31.2.1 認証済ビジターとしてのサイトへのログイン

ログインすると、Communityインタフェースでコミュニティ・ウィジェット・タグに対して構成された認証済ビジターの権限と設定が有効になります。


サイトにログインするには

	
コミュニティ・ウィジェット・タグがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
Webサイトにログインします。

	
ログイン・バーがスタンドアロンのウィジェットの場合は、「ログイン・バー」ウィジェットに移動して「ログイン」リンクをクリックします。


	
ログイン・バーが「コメント」ウィジェットまたは「レビュー」ウィジェットのタグに埋め込まれている場合は、「コメント」ウィジェットまたは「レビュー」ウィジェットに移動して、「コメントの投稿」または「レビューの投稿」をクリックします。次に「ログイン」をクリックします。

割り当てられた資格証明を使用してログインします。ログイン資格証明は大/小文字が区別されます。


図31-2 コミュニティ・ウィジェットのログイン・ウィンドウ

[image: 図31-2の説明が続きます]








	
注意:

サードパーティのWebサイトの資格証明を使用してビジターがログインできるように「ログイン・バー」ウィジェットが構成されている場合は、ビジターはFacebookなどのソーシャル・ネットワークの資格証明を使用してこのWebサイトにログインできます。













	
「ログイン」をクリックします。

図31-3に示すように、「コメント」フィールドまたは「レビュー」フィールドが表示されます。


図31-3 「コメント」フィールドと「レビュー」フィールド

[image: 図31-3の説明が続きます]





	
これでログイン済の状態になったので、コミュニティ・ウィジェットが、認証済ビジターに対して適切な権限とモデレート設定で構成されていることを検証できます。








31.2.2 認証済ビジターとしてのコメントの投稿

認証済ビジターに対して構成されたコメント権限とモデレート設定が正常にデプロイされているかどうかを判断するには、そのサイトにログインしてコメントを投稿します。


認証済ビジターとしてコメントを投稿するには

	
「コメント」ウィジェットがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
割り当てられている資格証明を使用してWebサイトにログインします。

図31-4に示すように、「コメント」フィールドが表示されます。


図31-4 「コメント」フィールド

[image: 図31-4の説明が続きます]





	
「コメント」フィールドにコメントを入力します。


	
(オプション)「プレビュー」をクリックし、コメントをWebサイトに投稿する前にプレビューします。


図31-5 コメントのプレビュー

[image: 図31-5の説明が続きます]





	
「送信」をクリックします。

	
ページ区切りが有効化されており、ソート順が「最も古いものが一番上」(「コメントの外観」画面で指定されます)の場合、投稿したコメントは最初のページの最後のコメントとして表示されます。これにより、投稿した直後にコメントを確認できます。ページの表示をリフレッシュすると、該当する順序でコメントが配置されます。詳細は、第25.3.1項「「コメント」ウィジェットの外観設定の再構成」を参照してください。


	
認証済ビジターのコメントが自動的に承認されてWebサイト上に表示されるか、すべてのコメントが手動での承認後にWebサイト上に表示されるかは、サイトのモデレート設定(「設定」→「モデレート」を選択)によって決まります。モデレート設定の構成方法の詳細は、第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照してください。


	
コメントを投稿したビジターがブラックリストに登録済の場合、そのコメントは手動での承認を受けてからでなければWebサイトの他のビジターには表示されません。そのコメントは、Communityインタフェースで「不適切」のステータスでマークされます。「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3章「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
コメントを投稿したビジターがホワイトリストに登録済の場合、そのコメントは自動的に承認されてWebサイトに表示されます。「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。











31.2.3 認証済ビジターとしてのレビューの投稿

認証済ビジターに対して構成されたレビュー権限とモデレート設定が正常にデプロイされているかどうかを判断するには、そのサイトにログインしてレビューを投稿します。


認証済ビジターとしてレビューを投稿するには

	
「レビュー」ウィジェットがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
割り当てられている資格証明を使用してWebサイトにログインします。

図31-6に示すように、「レビュー」フィールドが表示されます。


図31-6 「レビュー」フィールド

[image: 図31-6の説明が続きます]





	
フィールドに入力します。どのフィールドが表示されるかは、「レビュー」ウィジェット・タグのデプロイ前に行われた構成によって決まります。

	
「評価」フィールド: トピックの評価に応じた数の星をクリックします。


	
「タイトル」フィールド: レビューのタイトルを入力します。このタイトルは、レビュー内容の上に表示されます。


	
「レビュー」フィールド: レビューの内容をこのフィールドに入力します。





	
(オプション)「プレビュー」をクリックし、レビューをWebサイトに投稿する前にプレビューします。


図31-7 レビューのプレビュー

[image: 図31-7の説明が続きます]





	
「送信」をクリックします。

	
ページ区切りが有効化されており、ソート順が「最も古いものが一番上」(「レビューの外観」画面で指定されます)の場合、投稿したレビューは最初のページの最後のレビューとして表示されます。これにより、投稿した直後にレビューを確認できます。ページの表示をリフレッシュすると、該当する順序でレビューが配置されます。詳細は、第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」を参照してください。


	
認証済ビジターのレビューが自動的にWebサイト上に表示されるか、すべてのレビューが手動での承認後にWebサイト上に表示されるかは、サイトのモデレート設定によって決まります。モデレート設定の構成方法の詳細は、第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照してください。


	
評価が星2個以下のレビューはすべて「不適切」とマークするようにモデレート設定で指定されている場合に、レビューの投稿時に星2個以下の低い評価が付けられると、そのレビューはCommunityインタフェースで「不適切」のステータスでマークされ、手動での承認を受けてからでなければWebサイト上には表示されません。


	
レビューを投稿したビジターがブラックリストに登録済の場合、そのレビューは手動での承認を受けてからでなければWebサイト上には表示されません。そのレビューは、Communityインタフェースで「不適切」のステータスでマークされます。「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3章「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。


	
レビューを投稿したビジターがホワイトリストに登録済の場合、そのレビューは自動的に承認されてWebサイト上に表示されます。「ビジターのホワイトリスト」の詳細は、第30.2.4項「「ビジターのホワイトリスト」画面での作業」を参照してください。











31.2.4 認証済ビジターとしてのコメントの作業

Webサイト上に表示されるコメントに対して認証済ビジターが実行できるアクションは、「コメント」ウィジェット・タグに対して構成されたビジター権限、外観設定およびモデレート設定によって決まります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第31.2.4.1項「Webサイト上のコメントの変更」


	
第31.2.4.2項「Webサイトからのコメントの削除」






31.2.4.1 Webサイト上のコメントの変更

認証済ビジターが投稿したコメントを自分で変更できるように「コメント」ウィジェットが構成されている場合、認証済ビジターは自分のコメントを直接Webサイト上で変更できます。


コメントをWebサイト上で変更するには

	
コメントを投稿したWebページにアクセスし、割り当てられた資格証明を使用してログインします。


	
変更するコメントにマウス・カーソルを合せます。表示されたメニューで、「編集」をクリックします(図31-8を参照)。


図31-8 投稿したコメントの下に表示される「編集」リンク

[image: 図31-8の説明が続きます]





	
「編集」ボックスでコメントを変更します。


図31-9 「編集」ダイアログ・ボックスに表示される「コメント」フィールド

[image: 図31-9の説明が続きます]





	
(オプション) 「プレビュー」をクリックして、変更後のコメントがWebサイト上でどのように表示されるかをプレビューします。


	
「送信」をクリックします。

変更後のコメントが自動的に承認されてWebサイト上に表示されるか、手動での承認後に表示されるかは、サイトのモデレート設定によって決まります。モデレート設定の構成方法の詳細は、第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照してください。








31.2.4.2 Webサイトからのコメントの削除

認証済ビジターが投稿したコメントを自分で削除できるように「コメント」ウィジェット・タグが構成されている場合、認証済ビジターは自分のコメントを直接Webサイトから削除できます。


コメントをWebサイトから削除するには

	
コメントを投稿したWebページにアクセスし、割り当てられた資格証明を使用してログインします。


	
削除するコメントにマウス・カーソルを合せます。表示されたメニューで、「削除」をクリックします(図31-10を参照)。


図31-10 投稿したコメントの下に表示される「削除」リンク

[image: 図31-10の説明が続きます]





	
「はい」をクリックするとコメントが削除されます。


図31-11 コメントの削除: 確認ボックス

[image: 図31-11の説明が続きます]





このコメントは、WebサイトとCommunityインタフェースの両方から削除されます。










31.2.5 認証済ビジターとしてのレビューの作業

Webサイト上に表示されるレビューに対して認証済ビジターが実行できるアクションは、「レビュー」ウィジェット・タグに対して構成されたビジター権限、外観設定およびモデレート設定によって決まります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第31.2.5.1項「Webサイト上のレビューの変更」


	
第31.2.5.2項「Webサイト上からのレビューの削除」






31.2.5.1 Webサイト上のレビューの変更

認証済ビジターが投稿したレビューを自分で変更できるようにレビュー・ウィジェット・タグが構成されている場合、認証済ビジターは自分のレビューを直接Webサイト上で変更できます。


レビューをWebサイト上で変更するには

	
レビューを投稿したWebページにアクセスし、割り当てられた資格証明を使用してログインします。


	
変更するレビューにマウス・カーソルを合せます。表示されたメニューで、「編集」をクリックします(図31-12を参照)。


図31-12 投稿したレビューの下に表示される「編集」リンク

[image: 図31-12の説明が続きます]





	
目的のフィールドの内容を変更します。


図31-13 「編集」ダイアログ・ボックスに表示される「タイトル」フィールドと「レビュー」フィールド

[image: 図31-13の説明が続きます]





	
(オプション)「プレビュー」をクリックして、変更後のレビューがWebサイト上でどのように表示されるかをプレビューします。


	
「送信」をクリックします。

変更後のレビューが自動的に承認されてWebサイト上に表示されるか、手動での承認後にWebサイト上に表示されるかは、サイトのモデレート設定によって決まります。モデレート設定の構成方法の詳細は、第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照してください。








31.2.5.2 Webサイトからのレビューの削除

認証済ビジターが自分のレビューを削除できるように「レビュー」ウィジェット・タグが構成されている場合、認証済ビジターは自分のレビューを直接Webサイトから削除できます。


レビューをWebサイトから削除するには

	
削除するレビューを投稿したWebページにアクセスし、割り当てられた資格証明を使用してログインします。


	
削除するレビューにマウス・カーソルを合せます。表示されたメニューで、「削除」をクリックします(図31-14を参照)。


図31-14 投稿したレビューの下に表示される「削除」リンク

[image: 図31-14の説明が続きます]





	
「はい」をクリックするとレビューが削除されます。


図31-15 レビューの削除: 確認ボックス

[image: 図31-15の説明が続きます]





このレビューは、WebサイトとCommunityインタフェースの両方から削除されます。












31.3 匿名ビジターとしての「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェットでの作業

この項では、匿名ビジターとしてコミュニティ・ウィジェットの作業を行う方法を説明します。匿名ビジターとして実行できるアクションは、Communityインタフェースでコミュニティ・ウィジェット・タグに対して行われた構成によって決まります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第31.3.1項「匿名ビジターとしてのコメントの投稿」


	
第31.3.2項「匿名ビジターとしてのレビューの投稿」






31.3.1 匿名ビジターとしてのコメントの投稿

匿名ビジターのコメント権限(「コメンタの権限」画面で構成されます)が正常に構成およびデプロイされていることを確認するには、匿名ビジターとしてWebサイトにコメントを投稿します。


匿名ビジターとしてコメントを投稿するには

	
「コメント」ウィジェット・タグがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
「コメント」セクションに移動して、「コメントの投稿」リンクをクリックします。

匿名ビジターによるコメント投稿が可能である場合は、「コメントの投稿」フィールドが表示されます(図31-16を参照)。


図31-16 「コメントの投稿」フィールド

[image: 図31-16の説明が続きます]





	
必須フィールドに入力します。どのフィールドが表示されるかは、Communityインタフェースで「コメント」ウィジェット・タグに対して行われた構成によって決まります。

	
「名前」フィールドと「電子メール」フィールド: 名前または電子メール・アドレスが必須の場合は、その情報を所定のフィールドに入力します。


	
「コメント」フィールド: コメントの内容を入力します。





	
「送信」をクリックします。

	
ページ区切りが有効化されており、ソート順が「最も古いものが一番上」(「コメントの外観」画面で指定されます)の場合、投稿したコメントは最初のページの最後のコメントとして表示されます。これにより、投稿した直後にコメントを確認できます。ページの表示をリフレッシュすると、該当する順序でコメントが配置されます。詳細は、第25.3.1項「「コメントの外観」画面」を参照してください。


	
すべてのコメントが自動的に承認されてWebサイト上に表示されるか、匿名ビジターが投稿したコメントが手動での承認後にWebサイト上に表示されるかは、サイトのモデレート設定によって決まります。モデレート設定の構成方法の詳細は、第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照してください。


	
コメントを投稿した匿名ビジターのIPアドレスがブラックリストに登録済の場合、そのコメントは手動で承認されてからでなければWebサイト上には表示されません。そのコメントは、Communityインタフェースで「不適切」のステータスでマークされます。「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3章「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。











31.3.2 匿名ビジターとしてのレビューの投稿

匿名ビジターのレビュー権限が正常に構成およびデプロイされていることを確認するには、匿名ビジターとしてWebサイトにレビューを投稿します。


匿名ビジターとしてレビューを投稿するには

	
「レビュー」ウィジェット・タグがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
ページの「レビュー」セクションに移動して、「レビューの投稿」リンクをクリックします。


図31-17 「レビューの投稿」フィールド

[image: 図31-17の説明が続きます]





	
「レビューの投稿」フィールドの必須フィールドに入力します。どのフィールドが表示されるかは、Communityインタフェースで「レビュー」ウィジェット・タグに対して行われた構成によって決まります。

	
「名前」フィールドと「電子メール」フィールド: 名前や電子メール・アドレスが必須の場合は、その情報を所定のフィールドに入力します。


	
「評価」フィールド: レビューするトピックの評価に応じた数の星をクリックします。


	
「タイトル」フィールド: レビューの内容を要約したタイトルを入力します。


	
「レビュー」フィールド: レビューの内容を入力します。





	
「送信」をクリックします。

	
ページ区切りが有効化されており、ソート順が「最も古いものが一番上」(「レビューの外観」画面で指定されます)の場合、投稿したレビューは最初のページの最後のレビューとして表示されます。これにより、投稿した直後にレビューを確認できます。ページの表示をリフレッシュすると、該当する順序でレビューが配置されます。詳細は、第26.3.1項「「レビュー」ウィジェットの外観設定の再構成」を参照してください。


	
すべてのレビューが自動的に承認されてWebサイト上に表示されるか、匿名ビジターが投稿したレビューが手動での承認後にWebサイト上に表示されるかは、サイトのモデレート設定によって決まります。モデレート設定の構成方法の詳細は、第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照してください。


	
評価が星2個以下のレビューはすべて「不適切」とマークするようにモデレート設定で指定されている場合に、レビューの投稿時に星2個以下の低い評価が付けられると、そのレビューはCommunityインタフェースで「不適切」のステータスでマークされ、手動での承認を受けてからでなければWebサイト上には表示されません。


	
レビューを投稿した匿名ビジターのIPアドレスがブラックリストに登録済の場合、そのレビューは手動で承認されてからでなければWebサイト上には表示されません。そのレビューは、Communityインタフェースで「不適切」のステータスでマークされます。「ビジターのブラックリスト」の詳細は、第30.2.3章「「ビジターのブラックリスト」画面での作業」を参照してください。













31.4 コメントとレビューのソート

Webページ上でコメント(またはレビュー)を参照するときに、コメント(またはレビュー)を表示する順序を選択できます。


コメント(またはレビュー)をソートするには

	
「コメント」(または「レビュー」)ウィジェット・タグがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
「コメント」(または「レビュー」)ウィジェットに移動します。「ソート基準」ドロップダウン・メニューをクリックし、次のオプションのいずれかを選択します。

	
最も新しいものが一番上: 投稿された最新のコメントまたはレビューをリストの一番上に表示します。


	
最も古いものが一番上: 最も古いコメントまたはレビューをリストの一番上に表示します。


	
最も評価の高いものが一番上: サイト・ビジターが頻繁に高評価するコメントまたはレビューをリストの一番上に表示します。


	
最も評価の低いものが一番上: サイト・ビジターによる評価が最も低いコメントまたはレビューをリストの一番上に表示します。

コメント(またはレビュー)が指定した順序で表示されます。











31.5 不適切な投稿へのフラグ付け

コメントまたはレビューに不適切または不正確な内容が含まれている場合、ビジターはその特定の投稿にフラグを付けることによってモデレートのプロセスを支援できます。コメントやレビューへのフラグ付けができるビジターの種類(認証済および匿名)は、Communityインタフェースで構成されるフラグ付け権限によって決まります。


Webサイト上でコメントまたはレビューにフラグを付けるには

	
フラグを付けるコメント(またはレビュー)が表示されているWebページにアクセスします。


	
認証済ビジターの場合は、割り当てられている資格証明を使用してログインします。匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。


	
不適切または不正確な内容が含まれているコメント(またはレビュー)にマウス・カーソルを合せて、「フラグ」をクリックします(図31-18を参照)。


図31-18 投稿したコメントまたはレビューの下に表示される「フラグ」リンク

[image: 図31-18の説明が続きます]





	
「コンテンツのフラグ付け」ボックスで、「フラグ」をクリックします。


図31-19 「コンテンツのフラグ付け」ダイアログ・ボックス

[image: 図31-19の説明が続きます]





これで、コメント(レビュー)に正常にフラグが付きました。モデレータがCommunityインタフェースにアクセスすると、承認済の投稿のステータスの横に「フラグ付き」と表示されるので、モデレータはその投稿に対して適切な対応(削除または編集)を行います。








31.6 投稿済コメントへの返信

スレッド形式のコメント構造をサポートするようにコメント・ウィジェット・タグが構成されている場合、ビジターはWebサイトに表示されているコメントへの返信を投稿できます。コメントへの返信ができるビジターの種類(認証済および匿名)は、Communityインタフェースで構成されるビジターの権限によって決まります。


コメントに返信するには

	
返信を投稿するコメントが掲載されているWebページにアクセスします。


	
認証済ビジターの場合は、割り当てられている資格証明を使用してログインします。匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。


	
返信を投稿するコメントにマウス・カーソルを合せます。表示されたメニューで、「返信」をクリックします(図31-20を参照)。


図31-20 投稿したコメントの下に表示される「返信」リンク

[image: 図31-20の説明が続きます]





	
「返信の投稿」セクション(図31-21を参照)で、コメントへの返信を入力します。匿名ビジターとして返信を投稿する場合は、Communityインタフェースで「コメント」ウィジェット・タグに対して行われた構成に応じて、名前、電子メール・アドレスまたは検証コードの入力が必要になることがあります。


図31-21 「返信の投稿」ダイアログ・ボックス

[image: 図31-21の説明が続きます]





	
(オプション)「プレビュー」をクリックして、返信がWebサイト上でどのように表示されるかをプレビューします。


	
「送信」をクリックします。

図31-22に示すように、返信がコメントの下に投稿されます。


図31-22 コメントの下に表示される返信

[image: 図31-22の説明が続きます]





投稿は、返信先のコメントの下に表示されます。これがモデレート・ディスカッションの場合、返信は承認後にWebサイト上に表示されます。








31.7 「星評価」ウィジェットの評価詳細の表示

「星評価」ウィジェットがWebページ上に(スタンドアロン・ウィジェットとして、または「レビュー」ウィジェットとともに)デプロイされている場合、「詳細」ポップアップを表示して、評価を送信した各ビジターがそのWebページに対して与えた星の総数を確認できます。


「星評価」ウィジェットの評価詳細を表示するには

	
「星評価」ウィジェットが(スタンドアロンとして、または「レビュー」ウィジェットとともに)デプロイされているWebページにアクセスします。


	
「星評価」ウィジェットに移動して、星(そのWebページに与えられた平均評価を表します)をポイントします。

「詳細」ポップアップ・ボックスが表示されます(図31-23を参照)。


図31-23 「星評価」の「詳細」ポップアップ・ボックス

[image: 図31-23の説明が続きます]











31.8 ビジターのコメントとレビューのランキング

ビジターによる個別ランキングをサポートするように「コメント」ウィジェットおよび「レビュー」ウィジェットが構成されている場合、ビジターは個々のコメントやレビューが有益かどうかを示すことによって、そのコメントまたはレビューの内容にランクを付けることができます。




	
注意:

ビジターによる個々のコメントやレビューのランク付けができるように設定する方法の詳細は、表25-4の「コメント・ランキング」フィールドの説明および表26-4の「レビュー・ランキング」フィールドの説明を参照してください。










個々のコメントまたはレビューを評価するには

	
ランクを付けるコメントまたはレビューが投稿されているWebページにアクセスします。


	
認証済ビジターの場合は、割り当てられている資格証明を使用してログインします。匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。


	
ランクを付けるコメントまたはレビューに移動します。「これは役に立ちましたか。」フィールド(図31-24を参照)で、「はい」または「いいえ」を選択します。


図31-24 「これは役に立ちましたか。」フィールド

[image: 図31-24の説明が続きます]











31.9 Facebook、TwitterおよびGoogle+でのコメントとレビューの共有

ビジターがFacebook、Twitter、Google+を介してコメントやレビューを共有できるように「ログイン・バー」ウィジェットが構成されており、ビジターがこれらのソーシャル・ネットワーク・プロバイダのいずれかのアカウントを保有している場合、そのビジターはコメントまたはレビューを投稿したWebページへのリンクをFacebook、TwitterまたはGoogle+で共有できます。


コメントまたはレビューをFacebook、TwitterまたはGoogle+を介して共有するには

	
共有するコメントまたはレビューが投稿されているWebページにアクセスします。


	
Facebook、TwitterまたはGoogle+を介して共有するコメントまたはレビューをポイントします。表示されたメニューで、「共有先」フィールドのアイコンの1つをクリックします。図31-25では、Facebook、TwitterまたはGoogle+のいずれかのアイコンをクリックできるようになっています。


図31-25 「共有先」フィールド

[image: 図31-25の説明が続きます]





	
ポップアップ・ウィンドウで、コメントまたはレビューの共有先として選択したソーシャル・ネットワーク・プロバイダの資格情報を入力します。

このWebページへのリンクが、Facebook、TwitterまたはGoogle+のニュース・フィードに投稿されます。このリンクをクリックすると、そのコメントまたはレビューが投稿されたWebページが開きます。








31.10 パーマリンクの作成と共有

パーマリンクとは、Webページ上の特定のコメントまたはレビューを参照するために使用されるURLです。このURLにアクセスすると、そのWebページの静的バージョンが開き、該当するコメントまたはレビューがページのメイン・フォーカスとして表示されます。ビジターが特定のコメントまたはレビューのリンクを表示してコピーするには、該当するコメントまたはレビューの下にある「パーマリンク」オプションをクリックします。


パーマリンク・オプションを使用するには

	
目的のコメントまたはレビューが投稿されているWebページにアクセスします。


	
目的のコメントまたはレビューをポイントします。


	
表示されたメニューで、「パーマリンク」をクリックします(図31-26を参照)。


図31-26 「パーマリンク」オプション

[image: 図31-26の説明が続きます]





アドレス・バーに、WebページのURLと、目的のコメントまたはレビューの付加されたIDが表示されます。


	
アドレス・バーに表示されているURLをコピーします。

このURLを共有するには、ニュース・フィードに投稿する、電子メールで連絡先に送信するなどの方法があります。








31.11 評価ウィジェットでの作業

Webサイト上のトピックを認証済ビジターが評価できるように評価機能関連のウィジェットが構成されている場合、認証済ビジターのみが、Webサイトのページ上にデプロイされている評価ウィジェットを使用できます。それ以外の場合は、すべてのビジター(認証済と匿名)が評価ウィジェットを使用できます。Webサイト上のコンテンツを評価するためのビジター権限が正常にデプロイされているかどうかを判断するには、この項で説明する手順に従ってください。


Webページの評価を送信するには

	
評価ウィジェットがデプロイされているWebページにアクセスします。表示される評価ウィジェットのタイプとして、「星評価」、「サムズ・アップ/ダウン評価」、「Like評価」および「お薦め評価」があります。

評価ウィジェットでビジターが評価を送信するためにWebサイトにログインする必要がある場合は、手順2を参照してください。すべてのビジターがアセットのコンテンツを評価できる場合は、手順3にスキップしてください。


	
ウィジェットをクリックして「ログイン」ポップアップ・ボックスを開き、評価ウィジェットにログインします。「ログイン」ポップアップ・ボックスで、割り当てられた資格証明を入力して、「ログイン」をクリックします。


	
トピックの評価を送信します。表示される評価フィールドのタイプは、Webページ上にデプロイされた評価ウィジェット・タグによって決まります。Webページ上に表示される可能性のある評価フィールドの一覧を次に示します。

	
星評価: (複合評価)このウィジェット(図31-27を参照)では、星を1個から5個までの範囲内で選択することによってトピックのコンテンツを評価できます。星1個はトピックに与えられる最も低い評価を表し、星5個は最高の評価を表します。




	
注意:

星2個以下の評価はすべて「不適切」とマークするようにモデレート設定で指定されている場合に、2個以下の低い評価を投稿すると、その評価はCommunityインタフェースで「不適切」のステータスでマークされ、手動での承認を受けてからでなければそのWebページに投稿された投票の総数には含まれません。手動モデレートを有効にする方法の詳細は、第30.2.5項「「モデレート」画面での作業」を参照してください。










図31-27 「星評価」のフィールド

[image: 図31-27の説明が続きます]





	
サムズ・アップ/ダウン評価: (二者択一評価)このウィジェット(図31-28を参照)には、親指を上げた状態(サムズ・アップ)と下げた状態(サムズ・ダウン)のアイコンが表示されます。トピックのコンテンツが有益かどうかを示すには、このアイコンの1つをクリックします。


図31-28 「サムズ・アップ/ダウン評価」のフィールド

[image: 図31-28の説明が続きます]





	
お薦め評価: (単一項目評価)このウィジェット(図31-29を参照)には、「友人へメール送信」リンクが表示されます。このリンクをクリックすると、このコンテンツが役立つ可能性のある連絡先にWebページのURLをメールで送信できます。


図31-29 「お薦め評価」のフィールド

[image: 図31-29の説明が続きます]





	
Like評価: (単一項目評価)このウィジェット(図31-30を参照)には、「Like」リンクが表示されます。特定のトピックのコンテンツが気に入ったことを示すには、このリンクをクリックします。


図31-30 「Like評価」のフィールド

[image: 図31-30の説明が続きます]














31.12 「投票」ウィジェットでの作業

「投票」ウィジェットは、特定のトピックについてサイト・ビジターを対象にアンケート調査を行うために使用します。ビジターはそれぞれ、1つの調査につき1票を投じることができます。


「投票」ウィジェットでの作業を行うには

	
投票タグがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
投票ウィジェットに移動して、質問の回答を選択します。(たとえば、図31-31にはWebページ上にデプロイされた好きなスポーツの投票が表示されています。)


図31-31 好きなスポーツの投票

[image: 図31-31の説明が続きます]





	
「投票」をクリックします。

	
「結果の表示」が無効化されている場合は(第29.3項「新規投票の作成」)、ビジターに対して投票結果の要約は表示されません。かわりに、質問とその回答の選択肢がサイト・ビジターに対して再表示されます。ただし、回答の選択肢はグレー表示されるので、ビジターが1人で2票以上投じることはできません。


	
「結果の表示」が有効化されており、かつ「結果ビュー」フィールドが「ポップアップ」に設定されている場合は(第29.3項「新規投票の作成」)、「投票結果の表示」ボタンが「投票」ウィジェット内に表示されます。「投票結果の表示」ボタンをクリックすると、投票結果の要約がポップアップ・ボックスに表示されます。


	
「結果の表示」が有効化されており、かつ「結果ビュー」フィールドが「サイト内」に設定されている場合は(第29.3項「新規投票の作成」)、投票結果の要約が「投票」ウィジェット内に表示されます。








投票結果ウィジェットでの作業を行うには

投票の結果タグがデプロイされているWebページにアクセスし、投票結果ウィジェットに移動します。図31-32は、投票結果の要約を円グラフとして表示するように構成された投票結果ウィジェットの例を示しています。


図31-32 投票結果ウィジェット

[image: 図31-32の説明が続きます]











第III部


ブログ・コンテンツの作成

この部では、ブログ・コンテンツの作成について説明します。

第III部は次の章で構成されています。

	
第32章「ブログ・コンテンツの作成」









32 ブログ・コンテンツの作成

この章では、ブログのアセットやカタログを作成する手順のほか、ブログ作成者のアセットを変更する手順が示されています。また、CommunityアプリケーションをCommunityのBlogsモジュールと統合した場合に、ブログのページに追加されたコメント・フィールドで作業する手順も示されています。

この章は、次の項で構成されています。

	
第32.1項「ブログ・アセットの作成」


	
第32.2項「ブログ・カテゴリの作成」


	
第32.3項「ブログ作成者のアセットの編集」


	
第32.4項「ブログ・アセットにおけるビジターのコメントのモデレート」






32.1 ブログ・コンテンツの作成

ブログ・アセットとは、Webサイトに表示されるコンテンツの単位です。WebCenter SitesのContributorインタフェースでブログ・アセットを作成できます。


ブログ・アセットを作成するには

	
割り当てられた資格証明でWebCenter Sitesにログインし、ブログのスタート・メニューのアイテムが有効になっているサイトを選択して、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規ブログ・アセット」を選択します。

タブが開き、図32-1に示す新規ブログ・アセット・フォームが表示されます。


図32-1 ブログ・アセット・コンテンツ・エントリ・フォーム

[image: 図32-1の説明が続きます]





	
フォームの「コンテンツ」セクションで、次のフィールドに入力します。

	
名前: ブログ・アセットの名前を入力します(最大64文字)。


	
タグ: ブログ・アセットに付加する単一の語句または短いフレーズを入力します。このフィールドに新しいタグを入力したり、既存のタグを適用できます。タグの詳細は、第6.6.2項「タグの使用」を参照してください。


	
テンプレート: このブログ・アセットのコンテンツをレンダリングするテンプレートを選択します。


	
ブログ・カテゴリ: ブログ・アセットのカテゴリを選択します。


	
概要: ブログ・アセットのサマリーを入力します。このサマリーは、Webサイトに表示されます。


	
作成者: 次のいずれかを実行します。

	
ブログ作成者のアセットが作成された場合、アセットの名前を入力します(アセットにアクセスするには、第32.3項「ブログ作成者のアセットの編集」の手順に従います)。ブログ作成者のアセットとともにブログ・アセットをパブリッシュすると、ブログ投稿の隣にフルネームとイメージ(両方ともブログ作成者のアセットに含まれます)が表示されます。


	
ブログ作成者のアセットが作成されなかった場合、ブログ投稿の投稿の隣に表示する名前を入力します。





	
ブログ本文: ブログのコンテンツを入力します。


	
ブログの日付と時間: ブログ・アセットが作成された日付と時間を入力します。この日付と時間は、Webサイトのビジターに向けてブログ・アセットの下に表示されます、


	
ブログ・タイトル: ブログのタイトルを入力します。このタイトルは、ビジターに向けてWebサイトに表示されます。





	
Webサイトでブログ・アセットを特定の期間のみ利用できるようにする場合は、フォームの「メタデータ」セクションに切り替えて、 「開始日」フィールドと「終了日」フィールドに入力します。開始日と終了日の詳細は、第7.3.4項「開始日と終了日の割当て」を参照してください。


	
「保存」アイコンをクリックします。

このアセットのコンテンツをWebサイトのビジターに表示するには、このアセットを承認してパブリッシュする必要があります。ブログ作成者のアセットが存在する場合、そのアセットがパブリッシュされていることも確認してください。承認とパブリッシュの詳細は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。








32.2 ブログ・カテゴリの作成

ブログ・アセットの作成時に、新しいブロクのコンテンツに関連するカテゴリを作成する必要がある場合があります。WebCenter SitesのContributorインタフェースで新しいブログ・カテゴリを作成できます。たとえば、サイトに、会社が市場に出す新製品に関するブログが含まれている場合、「新製品」カテゴリを作成できます。新製品に関するブログはすべてこのカテゴリに関連付けられます。


ブログ・カテゴリを作成するには

	
割り当てられた資格証明でWebCenter Sitesにログインし、ブログのスタート・メニューのアイテムが有効になっているサイトを選択して、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「コンテンツ」→「新規」→「新規ブログ・カテゴリ」を選択します。


	
「新規ブログ・カテゴリ」フォームで、次のフィールドを入力します。


図32-2 「新規ブログ・カテゴリ」フォーム

[image: 図32-2の説明が続きます]





	
名前: 新しいブログ・カテゴリの名前を入力します(たとえば、新製品)。


	
ブログ・カテゴリ定義: ドロップダウン・リストから定義を選択します。この例では「ブログ・カテゴリ」になっています(第三レベルで「ブログ・カテゴリ」に「新製品」カテゴリが配置されます)。デフォルト・オプションの詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』の「Communityブログのデータ・モデル」の章を参照してください。





	
フォームの「コンテンツ」セクション(図32-3を参照)で、次のフィールドに入力します。


図32-3 「新規ブログ・カテゴリ」フォーム: 「コンテンツ」セクション

[image: 図32-3の説明が続きます]





	
テンプレート: このカテゴリのコンテンツをレンダリングするテンプレートを選択します。


	
親ブログ・カテゴリ: カテゴリの親の名前を選択します(作成しているカテゴリの1つ上のレベル。この例の場合、このフィールドで選択した親は、このカテゴリに関連付けられるブログ・アセットの祖父母になります。)





	
フォームの「メタデータ」セクション(図32-4を参照)で、次のフィールドに入力します。


図32-4 「新規ブログ・カテゴリ」フォーム: 「メタデータ」セクション

[image: 図32-4の説明が続きます]





	
説明: カテゴリの簡単な説明を入力します。


	
開始日および終了日: カテゴリを特定の期間のみ利用できるようにする必要がある場合は、開始日と終了日を指定して期間を設定します。開始日と終了日の詳細は、第7.3.4項「開始日と終了日の割当て」を参照してください。





	
「保存」をクリックします。

このブログ・カテゴリをWebサイトのビジターに表示するには、このブログ・カテゴリを承認してWebサイトにパブリッシュする必要があります。詳細は、第14章「パブリッシュの承認」を参照してください。








32.3 ブログ作成者のアセットの編集

システムの管理者が、作成者のアセットを作成している場合があります。このアセットは、投稿したブログの隣にフルネームとイメージをレンダリングするために使用されます。この作成者のアセットはブログのプロファイルです。これには、フルネームとプロファイルのイメージが含まれます。WebCenter SitesのContributorインタフェースからこの作成者のアセットの情報を変更できます。加えた変更内容はすべて、ブログを含むWebページ上に自動的に生成されます。


ブログ作成者のアセットを編集するには

	
割り当てられた資格証明でWebCenter Sitesにログインし、ブログのスタート・メニューのアイテムが有効になっているサイトを選択して、WebCenter SitesのContributorインタフェースのアイコンを選択します。


	
作成者のアセットにアクセスします。

	
検索フィールドで、下矢印をクリックして「検索タイプ」ドロップダウン・リストを開きます。


	
「ブログ作成者の検索」をクリックします。


	
「検索」をクリックします。


	
作成者のアセットを選択します。




タブが開き、ブログ作成者のアセットに対する調査ビューが表示されます


	
ブログ作成者のアセットのツールバーで、「編集」アイコンをクリックします。


	
フィールドに必要な変更を加えて、「保存」アイコンをクリックします。

フルネームまたはプロファイルのイメージを変更した場合、その変更内容がブログ投稿の隣に自動的に生成されます。








32.4 ブログ・アセットにおけるビジターのコメントのモデレート

システムをCommunityアプリケーションと統合し、ブログのページにCommunityアプリケーションのコメント・タグを付けた場合、そのページにはコメント・フィールドが表示され、ビジターはそのフィールドでブログのコンテンツについてフィードバックを提供できます。コメントのリンクを含めることもできます。Communityアプリケーションが手動のコメント・モデレート用に構成されている場合、ブログのアセットに関するすべてのコメントはモデレータからの承認待ちになります。モデレータは、コメントを承認、削除、編集または不適切としてマーク付けできます。


ビジターがブログ・アセットに投稿したコメントをモデレートするには

	
WebCenter Sitesにモデレータとしてログインし、Communityアプリケーションが有効になっているサイトを選択して、Communityアイコンを選択します。


図32-5 WebCenter Sitesログイン・フォーム: 「サイト」の選択

[image: 図32-5の説明が続きます]





Communityインタフェースの「すべてのコメント」画面が開きます( 図32-6を参照):


図32-6 「すべてのコメント」画面

[image: 図32-6の説明が続きます]





	
特定のブログ・アセットについて投稿されたコメントをレビューする場合、「コメント」→「モデレート」→「トピック別コメント」の順に選択して、コメントをレビューするブログ・タイトルを選択します。

コメントを承認するには

	
承認するコメントにマウス・カーソルを合わせて、「承認」をクリックします。

これで、「すべてのコメント」リストに「承認済」のステータスでコメントが表示されます。このコメントは、それが投稿されたブログの下のWebサイトにも表示されます。




コメントを承認する前に変更するには

	
編集するコメントにマウス・カーソルを合わせて、「編集」をクリックします。


	
「コメント」フィールドで、コメントの内容を変更します。「保存」をクリックします。

これで、「すべてのコメント」リストに変更が加えられたコメントが表示されます。




コメントを削除するには

	
削除するコメントにマウス・カーソルを合わせて、「削除」をクリックします。


	
警告ボックスで、「OK」をクリックします。

コメントが「すべてのコメント」リストから削除され、システムからも削除されます。




コメントを不適切としてマーク付けするには

	
不適切な内容を含むコメントにマウス・カーソルを合わせて、「不適切とマーク」をクリックします。

コメントが「すべてのコメント」リストに 「不適切」のステータスで表示されます。




Communityインタフェースでのコメントの処理の詳細は、第25章「「コメント」ウィジェットでの作業」を参照してください。











第IV部


Gadgetsアプリケーションの使用

この部では、Oracle WebCenter Sites: Gadgetsについて説明します。これは、Webサイトのコンテンツを配信するガジェットに対応するように設計されたアプリケーションです。この部では、最初にGadgetアプリケーションの概要を説明し、次にWebサイトのページにガジェットをデプロイする手順を示します。




	
注意:

この部は、タグおよびテンプレートを使用する作業に慣れた上級コンテンツ・コントリビュータを対象にしています。









第IV部は次の章で構成されています。

	
第33章「Oracle WebCenter Sites: Gadgetsアプリケーションの概要」


	
第34章「スタート・ガイド」


	
第35章「ガジェットとダッシュボードの設定の再構成」


	
第36章「ガジェットとダッシュボードのデプロイ」


	
第37章「デプロイされたガジェットのテスト」









33 Oracle WebCenter Sites: Gadgetsアプリケーションの概要

この章では、Gadgetsアプリケーションの概要について説明します。また、Gadgets Userインタフェースのユーザーに付与される権限についても説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第33.1項「Gadgetsアプリケーションの概要」


	
第33.2項「Gadgets Userインタフェース」


	
第33.3項「Gadgets UserインタフェースにおけるDesignerロールの権限」






33.1 Gadgetsアプリケーションの概要

ガジェットとは、新しいフィードや記事などの動的なコンテンツをあるWebサイトから別のWebサイトに配信する機能のリモート部分です。Gadgetsアプリケーションは、Webエクスペリエンス管理(WEM)フレームワークで実行されるガジェット・コンテナ・アプリケーションです。Gadgetsアプリケーションを使用すると、個別のガジェット(図33-1)または1つ以上のガジェットを含むダッシュボード(図33-1から図33-5)をWebサイトにデプロイできます。

各ビジターには、ガジェットまたはダッシュボードの独自のインスタンスが提供されます。ビジターは、ガジェットの設定の編集(利用可能な場合)およびダッシュボードのカスタマイズを行うことができます。


図33-1 デプロイされたガジェット

[image: デプロイされたガジェットの例]






図33-2 デプロイされたダッシュボード

[image: デプロイされたダッシュボードの例]





ダッシュボードには、 3種類の折りたたみ可能なパネル(ガジェット選択パネル(図33-3)、ガジェット・レイアウト・パネル(図33-4)および色テーマ・パネル(図33-5))を含むカスタマイズ・ワークスペースがあります。


図33-3 ガジェット選択パネルを表示する展開されたダッシュボード

[image: ガジェット選択パネルを表示するダッシュボード]






図33-4 ガジェット・レイアウト・パネルを表示する展開されたダッシュボード

[image: ガジェット・レイアウト・パネルを表示するダッシュボード]






図33-5 色テーマ・パネルを表示する展開されたダッシュボード

[image: 色テーマ・パネルを表示するダッシュボード]








33.2 Gadgets Userインタフェース

Gadgetsアプリケーションは、Global Gadget CatalogインタフェースとGadgets Userインタフェースという2種類のインタフェースを提供します。Gadgets Userインタフェースが表示されるのは、Global Gadget Catalogインタフェースが有効になっているサイト以外のサイトにGadgetsアプリケーションが割り当てられた場合です。




	
注意:

Global Gadget Catalogインタフェースにアクセスできるのは、一般管理者のみです。Global Gadget Catalogインタフェースの詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。









サイト・ガジェット・カタログはローカルなものであり、Gadgets Userインタフェースが有効になっている各サイトに固有です。Userインタフェースには、サイト・ガジェット・カタログとともに、「権限」画面と「設定」画面、および単一のガジェットとダッシュボードのデプロイメント用の画面が備わっています。ダッシュボードおよび単一ガジェットのデプロイメント画面が、サイト・ガジェット・カタログに動的に関連付けられます。 管理者がサイト・ガジェット・カタログにガジェットを登録すると、そのガジェットを、個別のデプロイメントで利用したり、選択パネル上のサムネイル・イメージとしてダッシュボード上で利用できるようになります(図33-3を参照)。

図33-6は、Gadgetsアプリケーションのインタフェースに関連付けられた機能を示し、Gadgets Userインタフェースの機能に対する権限を持つロールを明らかにします。


図33-6 Gadgets Userインタフェースに対する権限

[image: Gadgetsアプリケーション・インタフェースの概要]








33.3 Gadgets UserインタフェースにおけるDesignerロールの権限

Designerロールを割り当てられたユーザーは、デフォルト・ダッシュボードの外観の管理、ダッシュボード・タグとWebページ上の単一ガジェット用のタグのデプロイ、および「ログイン・バー」ウィジェット・タグの構成とデプロイを行うことができます。またこれらのユーザーには、デプロイされたガジェットとダッシュボードを表示する際の言語の指定、ガジェットとダッシュボード・ウィジェット・タグをデプロイできるドメインの指定、およびGadgets Userインタフェース、ダッシュボード・ウィジェット・タグ、単一ガジェット・ウィジェット・タグの外観設定の構成を行う権限も与えられています。

表33-1は、Gadgets UserインタフェースでDesignerロールを割り当てられたユーザーに付与された権限の概要を示します。


表33-1 Gadgets Userインタフェースのロールと権限

	権限	情報の参照先
	
ガジェットのダッシュボードへのデフォルトでの追加

	
第35.1.1項「デフォルトのダッシュボードのガジェットの追加または削除」



	
ダッシュボードのデフォルトのレイアウトの変更

	
第35.1.2項「ダッシュボードのデフォルトのレイアウトの変更」



	
ダッシュボードのデフォルトの色テーマの変更

	
第35.1.3項「ダッシュボードのデフォルトの色テーマの変更」



	
「ログイン・バー」ウィジェット・タグの構成とデプロイ

	
第35.2項「「ログイン・バー」ウィジェットの再構成およびデプロイ」



	
ドメインの認可

	
第35.3項「ガジェットとダッシュボードに対するドメインの認可」



	
Gadgetsアプリケーションの外観設定の構成

	
第35.4項「ガジェットの外観設定の構成」



	
デプロイされたガジェットの言語の設定の構成

	
第35.3項「デプロイされたガジェットとダッシュボードの言語の設定」



	
ダッシュボードの「タグ」のデプロイ

	
第36.2項「ダッシュボードのデプロイ」



	
個別のガジェットの「タグ」のデプロイ

	
第36.3項「単一ガジェットのデプロイ」



	
デプロイされたダッシュボードのデフォルトの変更

	
第36.4項「デプロイされたダッシュボードの変更」















34 スタート・ガイド

この章では、Gadgetsアプリケーションのインタフェースにログインする手順を説明します。

この章には次の項が含まれます。

	
第34.1項「サイト・ガジェット・カタログへのログイン」


	
第34.2項「サンプル・ガジェット」


	
第34.3項「次の手順」






34.1 サイト・ガジェット・カタログへのログイン

Gadgetsアプリケーションは、WebCenter Sitesに関連付けられています。Global Gadget Catalogが有効になっているサイト以外のサイトで、Gadgetsアプリケーションが有効になっている場合、GadgetsアプリケーションにはそのGadgets Userインタフェースが表示されます。


サイト・ガジェット・カタログにログインするには

	
次のURLでWEMフレームワークにアクセスします。

http://<server>:<port>/<application context>/login

ここで<server>はWebCenter Sitesを実行しているサーバーのホスト名またはIPアドレス、<port>はWebCenter Sitesアプリケーションのポート番号、<application context>はサーバー上にデプロイされたWebアプリケーションの名前です。


	
WebCenter Sitesにログインして、Gadgetsアプリケーションにアクセスします。ログイン資格証明は大/小文字が区別されます。

この例では、Designerロールを割り当てられたユーザーとしてログインしています。


図34-1 WebCenter Sitesログイン・フォーム

[image: 図34-1の説明が続きます]





	
「ログイン」をクリックします。


	
初めてログインする場合、または以前にアクセスしたことのないサイトにログインする場合は、図34-2に示す画面が開きます。Gadgets Userインタフェースにアクセスするには、有効になっていた目的のサイトを選択し、「ガジェット」アイコンをクリックします。


図34-2 WebCenter Sitesログイン・フォーム: 「サイト」の選択

[image: 図34-2の説明が続きます]





Gadgets Userインタフェースが開いて、次の画面のいずれかが表示されます。

	
サイト・ガジェット・カタログにガジェットを登録しない場合、図34-3の画面が表示されます。


図34-3 移入されていないサイト・ガジェット・カタログ

[image: 図34-3の説明が続きます]





	
管理者が以前にサイト・ガジェット・カタログにガジェットを登録していたり、Global Gadget Catalogからサイト・ガジェット・カタログにガジェットを共有していた場合、サイト・ガジェット・カタログは図34-4に示す画面のようになります。


図34-4 移入されているサイト・ガジェット・カタログ

[image: 図34-4の説明が続きます]







Gadgets Userインタフェースに含まれるのは、サイト・ガジェット・カタログ、ダッシュボード、「権限」画面と「設定」画面、ダッシュボード・デプロイメント・タグ、「ログイン・バー」の構成画面とデプロイメント画面、およびログインしたサイトに対する単一のガジェット・デプロイメント・タグです。








34.2 サンプル・ガジェット

このガイドでは、WebCenter SitesシステムのFirstSite IIサンプル・サイトに、Gadgets Samples Moduleがインストールされていることを前提しています。次のサンプル・モジュールをインストールします。

	
FW_CSGadget(この記述はCS-Based Gadgetです)アセット・タイプをインストールします。これを元にサンプル・ガジェットとカスタム・ガジェットが作成されます。


	
FirstSite IIでFW_CSGadget(この記述はCS-Based Gadgetです)アセット・タイプを有効にします。


	
FirstSite IIでサンプル・ガジェットをインストールします(表34-1を参照)。


	
サンプル・ガジェットのコンテンツを提供するアセットをインストールします。


	
ガジェットをレンダリングするテンプレートを提供します。これらのテンプレート(表34-2)は、すべてのガジェット(サンプルおよびカスタム)に必要です。





表34-1 タイプFW_CSGadgetのサンプル・ガジェット

	タイプFW_CSGadgetのサンプル・ガジェット	説明
	
ListGadget

	
FirstSite IIサンプル・サイトの記事を一覧表示します。


	
RSSGadget

	
RSSフィードのエントリを一覧表示します。


	
SlideshowGadget

	
製品のイメージをスライドショー形式で一覧表示します。


	
ThumbListGadget

	
製品をサムネイル・イメージで一覧表示します。









表34-2 ガジェットのテンプレート

	テンプレート	説明
	
ListSiteGadgets

	
ガジェット・ディスクリプタXMLファイルのURLを一覧表示します。


	
GenerateGadgetXML

	
ガジェットのディスクリプタXMLのレンダリングの処理を開始します。








Gadgets Samples Moduleの詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sitesインストレーション・ガイド』を参照してください。





34.3 次の手順

これで、Gadgetsアプリケーションのインタフェースについて理解できたので、管理者がサイト・ガジェット・カタログにガジェットを登録してある場合は、ガジェットとダッシュボードに対する作業およびデプロイを開始できます。Gadget Userインタフェースでの作業の詳細は、第35章「ガジェットとダッシュボードの設定の再構成」を参照してください。ガジェットとダッシュボードのデプロイの詳細は、第36章「ガジェットとダッシュボードのデプロイ」を参照してください。








35 ガジェットとダッシュボードの設定の再構成

この章は、次の項で構成されています。

	
第35.1項「ダッシュボードのデフォルト値の構成」


	
第35.2項「「ログイン・バー」ウィジェットの再構成およびデプロイ」


	
第35.3項「ガジェットとダッシュボードに対するドメインの認可」


	
第35.4項「ガジェットの外観設定の構成」


	
第35.3項「デプロイされたガジェットとダッシュボードの言語の設定」






35.1 ダッシュボードのデフォルト値の構成

ダッシュボードとは、ガジェットのコンテナのことです。選択したガジェットを好みのレイアウトや色テーマで表示するように、ダッシュボードを構成できます。ダッシュボードに適用した構成は、デフォルト値とみなされます。デプロイされたダッシュボードにアクセスするサイト・ビジターは、ダッシュボードの独自のインスタンスが与えられ、その外観を個人用に変更できます。




	
注意:

ガジェットをサイト・ガジェット・カタログに登録したり、グローバル・カタログとサイト・ガジェット・カタログとの間で共有する場合は、ダッシュボードのガジェット選択パネルにサムネイルが配置されます。サイト・ガジェット・カタログにガジェットを登録しない場合、ダッシュボードは空になります。サイト・ガジェット・カタログにガジェットを登録する手順は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。










ダッシュボードにアクセスするには


	
デザイナの資格証明でWebCenter Sitesにログインします。


	
Gadgets Userインタフェースが有効になっている目的のサイトにアクセスし、「ガジェット」アイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「ダッシュボード 」→「プレビュー」を選択します。

ダッシュボードのプレビューが開きます(図35-1を参照)。


図35-1 ダッシュボードのプレビュー

[image: 図35-1の説明が続きます]





次の構成オプションを使用できます。

	
第35.1.1項「デフォルトのダッシュボードのガジェットの追加または削除」


	
第35.1.2項「ダッシュボードのデフォルトのレイアウトの変更」


	
第35.1.3項「ダッシュボードのデフォルトの色テーマの変更」









35.1.1 デフォルトのダッシュボードのガジェットの追加または削除

ガジェット選択パネルからダッシュボード・パネルにガジェットを追加して、フルサイズで表示できます(図35-2を参照)。ダッシュボード・パネルからガジェットを削除しても、そのサムネイルはガジェット選択パネルにそのまま残ります。ダッシュボードをデプロイすると、そのガジェットのセットは、変更するまでサイト・ビジター向けに固定されます。ビジターは、ダッシュボード・パネルにガジェットを追加してフルサイズで表示したり、ダッシュボード・パネルからガジェットを削除してサムネイルとして表示できます。


図35-2 ダッシュボードのガジェット選択パネル

[image: 図35-2の説明が続きます]





デフォルトのダッシュボードのガジェットを追加または削除するには

	
Gadgets Userインタフェースにアクセスし、「ダッシュボード 」→「プレビュー」を選択して、ダッシュボードにアクセスします(詳細な手順は、第35.1項「ダッシュボードのデフォルト値の構成」を参照)。


	
ガジェットをダッシュボード・パネルに追加します。

	
ダッシュボードの「コンテンツの追加」ボタンをクリックします。


	
ガジェット選択パネルで、ダッシュボード・パネルに追加するガジェットに移動します。

	
(オプション)ガジェットのコンテンツを追加する前にそのコンテンツがWebサイトのビジターにどのように表示されるかをプレビューする場合は、ガジェットのサムネイル・イメージをクリックします。


	
「追加」をクリックします。

ダッシュボード・パネルにガジェットが表示されます。





	
「終了」をクリックします。

ガジェット選択パネルが閉じます。


	
(オプション)ガジェットをダッシュボード・パネル上の別の位置に移動するには、そのタイトル・バーをクリックして、目的のスロットにガジェットをドラッグします。


	
「保存」をクリックします。

ダッシュボード・タグによって構成が選択されます。





	
ガジェットをダッシュボード・パネルから削除します。

	
ダッシュボード・パネルで、デフォルトとして削除するガジェットに移動し、(ガジェットのタイトル・バーに配置されている)Xをクリックして、ガジェットを削除します。

ガジェットはダッシュボード・パネルから削除されますが、そのサムネイルを使用して引き続きガジェット選択パネルからアクセス可能です。


	
「保存」をクリックして、ダッシュボード・ウィジェット・タグに構成を伝播します。











35.1.2 ダッシュボードのデフォルトのレイアウトの変更

ダッシュボードのレイアウト・パネル(図35-2を参照)では、ダッシュボード・パネルでガジェットを配置する際に必要なレイアウトを選択できます。


図35-3 ダッシュボードのレイアウト・パネル

[image: 図35-3の説明が続きます]





ダッシュボードのデフォルトのレイアウトを変更するには

	
Gadgets Userインタフェースにアクセスし、「ダッシュボード 」→「プレビュー」を選択して、ダッシュボードにアクセスします(詳細な手順は、第35.1項「ダッシュボードのデフォルト値の構成」を参照)。


	
ダッシュボードのデフォルトのレイアウトを変更します。

	
ダッシュボードの「レイアウトの変更」ボタンをクリックします。


	
レイアウト・パネルで、ダッシュボード・パネル用の目的のデフォルトのレイアウトを選択します。

選択したレイアウトがダッシュボード・パネルに適用されます。


	
「終了」をクリックします。

ガジェット選択パネルが閉じます。


	
「保存」をクリックして、ダッシュボード・ウィジェット・タグに構成を伝播します。











35.1.3 ダッシュボードのデフォルトの色テーマの変更

ダッシュボードのテーマ・パネル(図35-4を参照)では、ダッシュボードのテーマを変更できます。これにより、ダッシュボードの色スキームが変更されます。


図35-4 ダッシュボードのテーマ・パネル

[image: 図35-4の説明が続きます]





ダッシュボードのデフォルトの色テーマを変更するには

	
Gadgets Userインタフェースにアクセスし、「ダッシュボード 」→「プレビュー」を選択して、ダッシュボードにアクセスします(詳細な手順は、第35.1項「ダッシュボードのデフォルト値の構成」を参照)。


	
ダッシュボードの色テーマを変更します。

	
ダッシュボードの「テーマの変更」ボタンをクリックします。


	
テーマ・パネルで、ダッシュボード・パネル用の目的の色スキームを選択します。

選択した色がダッシュボード・パネルに適用されます。


	
「終了」をクリックします。

テーマ・パネルが閉じます。


	
「保存」をクリックして、ダッシュボード・ウィジェット・タグに構成を伝播します。













35.2 「ログイン・バー」ウィジェットの再構成およびデプロイ

この項では、「ログイン・バー」ウィジェットの再構成およびデプロイを行う手順について説明します。会社のサイトのページにデプロイされたガジェットとダッシュボードにログインするためにサイト・ビジターが使用するログイン・バーを再構成するには、「ログイン・バー」メニューを使用します。ログイン設定の構成には、Webサイトにデプロイされたガジェットとダッシュボードにビジターがログインする際に使用できる資格証明(Facebook、Twitter、Google+など)の決定が含まれます。これらの設定を保存すると、Webサイトにデプロイされているすべての「ログイン・バー」ウィジェットが動的に更新されます。




	
注意:

「ログイン・バー」ウィジェットは、GadgetsアプリケーションとCommunityアプリケーションに共通です。Gadgets Userインタフェースの「ログイン・バー」ウィジェットに対する変更は、Communityインタフェースの「ログイン・バー」ウィジェットにも適用され、その逆も同様に適用されます。

ログイン・バーの構成の詳細は、第28章「「ログイン・バー」ウィジェットでの作業」を参照してください。









この項の内容は、次のとおりです。

	
第35.2.1項「「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルト設定の再構成」


	
第35.2.2項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」






35.2.1 「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルト設定の再構成

「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルトの設定は、ウィジェットの保存済設定です。これらの設定では、Webサイトのページにデプロイされたガジェットとダッシュボードにビジターがログインする際に使用できる資格証明を決定します。

デフォルト設定が保存されると、Webサイトにデプロイされているすべての「ログイン・バー」ウィジェット・タグが動的に変更されます(スタンドアロンのインスタンス、およびコミュニティ・ウィジェット・タグとダッシュボード内に埋め込まれ一緒にデプロイされたインスタンスを含む)。


「ログイン・バー」ウィジェットを構成するには

	
デザイナの資格証明でWebCenter Sitesにログインします。


	
Gadgets Userインタフェースが有効になっている目的のサイトにアクセスし、「ガジェット」アイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「ログイン・バー」→「構成」の順に選択します。


図35-5 「ソーシャル・ログイン」画面

[image: 図35-5の説明が続きます]





	
「ログイン・バー」ウィジェットを再構成します。手順については、第28.2項「「ログイン・バー」ウィジェットのデフォルト設定の再構成」の表28-1を参照してください。








35.2.2 「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ

「ログイン・バー」ウィジェット・タグは、スタンドアロンのウィジェットとしてWebページ上にデプロイすることも、ダッシュボードまたはコミュニティ・ウィジェットのタグに埋め込むこともできます。この項では、スタンドアロンの「ログイン・バー」ウィジェット・タグをデプロイする方法を説明します。


「ログイン・バー」ウィジェット・タグをデプロイするには

	
デザイナの資格証明でWebCenter Sitesにログインします。


	
Gadgets Userインタフェースが有効になっている目的のサイトにアクセスし、「ガジェット」アイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「ログイン・バー」→「デプロイ」を選択します。

「ログイン・バーのデプロイメント」画面が開きます(図35-6を参照)。


図35-6 「ログイン・バーのデプロイメント」画面

[image: 図35-6の説明が続きます]





	
デフォルト設定またはカスタム設定で「ログイン・バー」ウィジェット・タグをデプロイします。手順については、第28.3項「「ログイン・バー」ウィジェット・タグのデプロイ」を参照してください。










35.3 ガジェットとダッシュボードに対するドメインの認可

ドメインを認可すると、ガジェット・ウィジェット・タグとダッシュボード・ウィジェット・タグをデプロイできるドメインを指定できます。これにより、認可したドメインのみにタグの使用が制限されます。


ドメインを認可するには

	
デザイナの資格証明でWebCenter Sitesにログインします。


	
Gadgets Userインタフェースが有効になっている目的のサイトにアクセスし、「ガジェット」アイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「設定 」→「認可済ドメイン」を選択します。

「認可済ドメイン」画面が開きます(図35-7を参照)。


図35-7 「認可済ドメイン」画面

[image: 図35-7の説明が続きます]





	
「ドメインURL」フィールドに、ガジェットとダッシュボードを表示するサイトのドメイン名を入力します。次に例を示します。


www.examplecompany.com or www.myexample.example.com


複数のサイトのドメイン名を指定するには、各ドメイン名をコンマで区切ります。次に例を示します。


www.examplecompany.com, www.examplecompany2.com, www.examplecompany3.com, *.examplecompany.com


指定されたドメインでのみガジェットとダッシュボードをレンダリングできます。ビジターが会社のサイトのソースコードを表示し、ガジェット(またはダッシュボード)をビジター自身のサイトにコピーしてデプロイしようとすると、そのデプロイメントは失敗します。




	
注意:

「ドメインURL」フィールドはオプションです。ガジェットとダッシュボードのタグをデプロイできるドメインを指定しない場合は、このフィールドを空白にします。










	
「保存」をクリックします。

指定されたドメインでのみガジェット・ウィジェット・タグとダッシュボード・ウィジェット・タグをデプロイできます。








35.4 ガジェットの外観設定の構成

ガジェットの外観設定を構成すると、Gadgets Userインタフェース、ダッシュボードおよび単一ガジェット・ウィジェット・タグの外観を制御できます。


ガジェットの外観設定を構成するには

	
デザイナの資格証明でWebCenter Sitesにログインします。


	
Gadgets Userインタフェースが有効になっている目的のサイトにアクセスし、「ガジェット」アイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「設定 」→「外観」を選択します。

「外観設定」画面が開きます(図35-8を参照)。


図35-8 「外観設定」画面

[image: 図35-8の説明が続きます]





	
次のフィールドに入力します。

	
ログイン・バーが必要: 「はい」または「いいえ」のいずれかを選択し、「ログイン・バー」ウィジェット・タグをダッシュボード・ウィジェット・タグ内に埋め込み、一緒にデプロイさせるかどうかを指定します。


	
スキン: Gadgets Userインタフェースのデフォルトの外観を使用するには、「デフォルト」を選択します。独自のCSSファイルをアップロードするには、「カスタム」を選択します。


	
カスタムCSSのアップロード: 「カスタム」オプションを「スキン」フィールドで選択した場合、「参照」 ボタンを使用してカスケード・スタイル・シートを選択します。カスケード・スタイル・シートは、Gadgets Userインタフェース(テキスト・フォントなど)、ダッシュボードおよび単一ガジェット・ウィジェット・タグ(ヘッダー、背景イメージなど)を制御します。


	
カテゴリのアップロード: 「参照」ボタンを使用して、必要なカテゴリ・ファイルをアップロードします。このファイルは、次の場所で使用できるカテゴリを動的に変更します。

	
Gadgets Userインタフェースの「カタログ」画面の「フィルタ」パネルおよびダッシュボードのガジェット選択パネル。


	
「新規ガジェットの登録」画面の「カテゴリ」フィールド。




	
注意:

カテゴリ・ファイルは.txt形式、ファイルのリストに表示するカテゴリはkey=value構造にする必要があります。また、key=valueペアのkeyには英数字の文字列のみが許可されており、ファイルにリストされた各カテゴリはその独自の行に存在する必要があり、ファイルのサイズは最大100KBにします。

デフォルトのカテゴリ(ニュース、 エンタテイメント、ユーティリティ、経済、その他)は、削除できません。これらのカテゴリは、アップロードするカテゴリ・ファイルに自動的に追加されます。
















	
「保存」をクリックします。








35.5 デプロイされたガジェットとダッシュボードの言語の設定

「言語」画面では、デプロイされたガジェットおよびダッシュボードを表示する際の言語を指定できます。


デプロイされたガジェットとダッシュボードの言語を設定します。

	
デザイナの資格証明でWebCenter Sitesにログインします。


	
Gadgets Userインタフェースが有効になっている目的のサイトにアクセスし、「ガジェット」アイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「設定 」→「言語」を選択します。

「言語」画面が開きます(図35-9を参照)。


図35-9 「言語」画面

[image: 図35-9の説明が続きます]





	
「言語」フィールドに、「言語」ドロップダウン・メニューを表示します。ダッシュボードおよび個別にデプロイされたガジェットを表示する際の言語を選択します。

利用可能なオプションは次のとおりです。

	
英語


	
ポルトガル語(ブラジル)


	
簡体字中国語


	
繁体字中国語


	
フランス語


	
ドイツ語


	
イタリア語


	
日本語


	
韓国語


	
スペイン語




	
注意:

必要な言語が表示されていない場合には、WebCenter Sitesの管理者または開発者に問い合せてください。






















36 ガジェットとダッシュボードのデプロイ


この章では、Webページ上に単一ガジェットとダッシュボードをデプロイする方法の詳細および手順について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第36.1項「ガジェットとダッシュボードのデプロイの概要」


	
第36.2項「ダッシュボードのデプロイ」


	
第36.3項「単一ガジェットのデプロイ」


	
第36.4項「デプロイされたダッシュボードの変更」






36.1 ガジェットとダッシュボードのデプロイの概要

ガジェットをデプロイするには、ダッシュボードのタグまたは単一ガジェットのタグをテンプレート・アセットに挿入し、そのテンプレートをパブリッシュします。ダッシュボードまたは個別のガジェット・インスタンスがデプロイされると、(管理者が)ガジェットのメタデータに加えた変更またはダッシュボードに加えた変更が、Webサイト上で動的に更新されます。したがって、他のWebページ上にガジェットまたはダッシュボードを表示しないかぎり、ガジェット・インスタンスまたはダッシュボードを再デプロイする必要はありません。

図36-1は、単一ガジェットとダッシュボードをデプロイする手順の概要を示しています。


図36-1 ガジェットとダッシュボードのデプロイの基本的な詳細

[image: 図36-1の説明が続きます]








36.2 ダッシュボードのデプロイ

ダッシュボードのデプロイメント・タグは、「ダッシュボードのデプロイメント」画面にあります。このタグは、ダッシュボードの現在のガジェット、レイアウト、色テーマ、外観設定、認可済ドメイン(存在する場合)および言語の設定を指定します。

ダッシュボード・タグがデプロイされると、ダッシュボードにアクセスするビジターに、ダッシュボードの独自のインスタンスが与えられます。その後、各ビジターは、Gadgetsアプリケーションのユーザーがダッシュボードを構成する場合と同じ方法で、独自のインスタンスを個人用に設定できます(第35.1項「ダッシュボードのデフォルト値の構成」を参照)。




	
注意:

次のことに留意してください。

	
ダッシュボード・タグをテンプレートにデプロイするには、WebCenter Sites管理インタフェース(「管理」)にアクセスします。管理インタフェースがGadgets Userインタフェースと同じサイトに割り当てられていることを確認してください。


	
Community-GadgetsがWebCenter Sitesと統合されていれば、ダッシュボードをWebCenter Sites Contributorインタフェースから直接デプロイすることもできます。詳細は、第12章「Contributorインタフェースでのウィジェットおよびガジェットの使用」を参照してください。













ダッシュボードをデプロイするには

	
WebCenter Sitesにデザイナの資格証明でログインし、Gadgets Userインタフェースが有効になっているサイトを選択して、Gadgetsアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「ダッシュボード 」→「デプロイ」を選択します。

「ダッシュボードのデプロイメント」画面が開きます(図36-2を参照)。


図36-2 「ダッシュボードのデプロイメント」画面

[image: 図36-2の説明が続きます]





	
「ダッシュボードのデプロイメント」画面で、次の手順を実行します。

	
次のフィールドの値を入力します。

	
デフォルトの高さ(px): Webサイトにダッシュボードを表示する際の高さ(ピクセル単位)を指定します。Webページ上でダッシュボードを適切にレンダリングするために指定できる最小高さは、500ピクセルです。


	
ユーザー・セッション・バー: ダッシュボードのこのインスタンスでサイト・ビジターに「ログイン」リンクを表示するかどうかを指定します。たとえば、専用のユーザー・セッション・バーがサイトにすでにある場合は、チェック・ボックスを選択することによってダッシュボードのユーザー・セッション・バーを非表示にできます。





	
「タグ」フィールドで、ダッシュボード・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。





	
次のようにして、WebCenter Sites管理インタフェースにアクセスし、目的のテンプレートにタグを挿入します。




	
注意:

ダッシュボードで適切にレンダリングを行うには、最低、980ピクセルのページ幅が必要です。このため、ダッシュボード・タグを挿入するテンプレートでは、サイトのヘッダーとフッターのみをコールするようにして、サイド・ナビゲーションはコールしないでください。









	
メニュー・バーで、画面の右端にある下向きの矢印アイコンをポイントし、アプリケーション・バーをレンダリングします。


	
アプリケーション・バーで、WebCenter Sites「管理」アイコンをクリックします。

WebCenter Sites管理インタフェースが開きます。


	
次に示すように、WebCenter Sites管理インタフェースで、ダッシュボードのタグを挿入するテンプレートを見つけます。

	
スタート・メニューのオプションで、「検索」をクリックします。


	
「検索」結果リストで、「テンプレートの検索」を選択します。


	
「テンプレートの検索」フォームで、「検索」をクリックします。


	
「テンプレートのリスト」画面で、ダッシュボードのタグを挿入するテンプレートを選択します。





	
テンプレートの「調査」フォームで、「編集」アイコンをクリックします。


	
テンプレートの「要素」画面で、ウィジェット・タグを「エレメント・ロジック」フィールドのダッシュボードを表示させる正確な場所に挿入([Ctrl]+[V])します。


図36-3 テンプレートの「エレメント・ロジック」フィールドに貼り付けられたダッシュボード・タグ

[image: 図36-3の説明が続きます]





	
アセットのツールバーで、「保存」アイコンをクリックします。





	
複数のガジェットまたはコミュニティ・ウィジェット・タグも含まれているテンプレートに、ダッシュボード・タグを挿入した場合、CSSタグをデプロイします。CSSタグはすべてのウィジェットCSSファイルをダッシュボードおよびガジェットCSSファイルと一緒に同時にロードするため、複数のウィジェットとガジェットをデプロイするページのロード時間が短縮されます。手順については、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。


	
ダッシュボードをプレビューしてWebサイトに適切にレンダリングされていることを確認するには、次の手順を実行します。

	
WebCenter Sites Contributorインタフェースに切り替えます。メニュー・バーで、下向き矢印をポイントしてアプリケーション・バーを開きます。アプリケーション・バーで、Contributorアイコンを選択します。


	
ダッシュボード・タグを備えたテンプレートによってレンダリングされるページ・アセットを検索します。「検索」フィールドで、目的の検索条件を指定して、虫めがねボタンをクリックします。

「検索」タブが開き、検索結果が表示されます。


	
検索結果のリストで、該当するページ・アセットを右クリックして、コンテキスト・メニューから「プレビュー」を選択します。

ページのプレビューが開き、デプロイされたダッシュボードが表示されます。





	
テンプレートをパブリッシュします。手順については、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites管理者ガイド』を参照してください。


	
Webサイトにアクセスして、ページにダッシュボードを表示します。

デプロイしたダッシュボードは、図36-4のダッシュボードのように表示されます。


図36-4 Webページに表示されるダッシュボード

[image: 図36-4の説明が続きます]





Webサイト上のダッシュボードをカスタマイズする手順は、第37.2項「ビジターとしてのダッシュボードの使用」を参照してください。








36.3 単一ガジェットのデプロイ

ガジェットのデプロイメント・タグは、それに関連付けられた「単一ガジェットのデプロイメント」画面にあります。このタグは、ガジェットのメタデータ、外観と言語設定、および認可済ドメイン(存在する場合)を指定します。ガジェット・タグをテンプレートに挿入し、そのテンプレートをWebサイトにパブリッシュすると、そのテンプレートによってレンダリングされたアセットに、デプロイされたガジェットのコンテンツが表示されます。




	
注意:

次のことに留意してください。

	
個別のガジェットをテンプレートにデプロイするには、WebCenter Sites管理インタフェース(「管理」)にアクセスします。WebCenter Sites管理インタフェースがGadgets Userインタフェースと同じサイトに割り当てられていることを確認してください。


	
Community-GadgetsがWebCenter Sitesと統合されていれば、ガジェットをWebCenter Sites Contributorインタフェースから直接デプロイすることもできます。詳細は、第12章「Contributorインタフェースでのウィジェットおよびガジェットの使用」を参照してください。













単一ガジェットをデプロイするには

	
WebCenter Sitesにデザイナの資格証明でログインし、Gadgets Userインタフェースが有効になっているサイトを選択して、Gadgetsアイコンを選択します。


	
「カタログ」画面で、デプロイするガジェットに移動して、ガジェットの下にある「デプロイ」リンクをクリックします。

「単一ガジェットのデプロイメント」画面が開きます(図36-5を参照)。


図36-5 「単一ガジェットのデプロイメント」画面

[image: 図36-5の説明が続きます]





	
「単一ガジェットのデプロイメント」画面で、次のフィールドを入力します。

	
リソースID: この特定のガジェット・インスタンスに対する一意のIDを指定します。ガジェットに割り当てるリソースIDは、Webサイト上のガジェットの一意のIDになります。同じサイト上に異なる設定を持つ同じガジェットをデプロイする場合は、そのガジェットに異なるリソースIDを割り当てます。


	
ガジェット・タイトル・バーの表示: このガジェットがタイトル・バーをそのコンテンツとともに表示するかどうかを指定します。


	
デフォルト・ガジェット・テーマの有効化: 可視境界線、タイトル・バーなどとともにWebサイト上にガジェットのコンテンツを表示する場合は、このチェック・ボックスを選択します。このチェック・チェックを選択しない場合、ガジェットのコンテンツのみが表示されます。





	
ガジェットのウィジェット・タグをコピー([Ctrl]+[C])します。


	
WebCenter Sites管理インタフェースにアクセスし、目的のテンプレートにタグを挿入します。Webサイトにガジェットがどのように表示されるかをプレビューし、テンプレートをパブリッシュし、Webサイトにアクセスして、ページにガジェットを表示します。手順の詳細は、第36.2項「ダッシュボードのデプロイ」の手順4から8を参照してください。


	
ダッシュボード、複数のガジェットまたはコミュニティ・ウィジェット・タグも含まれているテンプレートに、ガジェット・タグを挿入した場合、CSSタグをデプロイします。CSSタグはすべてのウィジェットCSSファイルをダッシュボードおよびガジェットCSSファイルと一緒に同時にロードするため、複数のウィジェットとガジェットをデプロイするページのロード時間が短縮されます。手順については、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照してください。








36.4 デプロイされたダッシュボードの変更

デプロイメントの後にダッシュボードの外観を変更した場合、新しいビジターおよびブラウザをリセットした匿名のビジターのダッシュボードに、変更内容が自動的に伝播されます。認証済ビジターは自分の個人設定を保存できるので、認証済ビジターのダッシュボードは変更内容の影響を受けません。


デプロイされたダッシュボードのデフォルトを変更するには

	
WebCenter Sitesにデザイナの資格証明でログインし、Gadgets Userインタフェースが有効になっているサイトを選択して、Gadgetsアイコンを選択します。


	
メニュー・バーで、「ダッシュボード 」→「プレビュー」を選択します。


	
ダッシュボードのデフォルトのガジェット、レイアウトおよび色テーマに必要な変更を加えます。ダッシュボードのデフォルトを変更する手順については、第35.1項「ダッシュボードのデフォルト値の構成」を参照してください。


	
ダッシュボードのツールバーで、「保存」をクリックします(図36-6を参照)。


図36-6 デプロイされたダッシュボードへの変更内容の保存

[image: 図36-6の説明が続きます]





加えた変更内容は、新しいビジターおよびブラウザをリセットした匿名のビジターのダッシュボードに自動的に伝播されます。











37 デプロイされたガジェットのテスト

この項では、デプロイされたダッシュボードおよび個別のガジェットを(認証済および匿名の)Webサイト・ビジターとして使用する方法の詳細および手順について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

	
第37.1項「Webサイト上にデプロイされたサンプル・ダッシュボード」


	
第37.2項「ビジターとしてのダッシュボードの使用」


	
第37.3項「Webサイト上にデプロイされたサンプル・ガジェット」


	
第37.4項「個別にデプロイされたガジェットの設定の変更」






37.1 Webサイト上にデプロイされたサンプル・ダッシュボード

ダッシュボードとは、特定のサイト・ガジェット・カタログで有効になっているガジェットに対するコンテナのことです。Gadgets Userインタフェースの同じインスタンス上にあるサイト・ガジェット・カタログとダッシュボードは動的な関係を共有します。つまり、サイト・ガジェット・カタログで有効になっているガジェットはすべて、ダッシュボードのガジェット選択パネルで自動的に利用可能になります。ダッシュボードをWebページにデプロイすると、ダッシュボード・パネルに対して構成されたガジェット、レイアウトおよびテーマが、デフォルトとしてビジターに表示されます(図37-1を参照)。

デプロイされたダッシュボードは個人用に設定できます。つまり、(認証済および匿名の)ビジターは、好みのガジェット、レイアウトおよび色テーマを表示するように自分のダッシュボードのインスタンスを変更できます。認証済ビジターが加えた変更内容は、自動的に保存されます。ゲストが加えた変更内容は、セッションの期間中のみ持続します。ダッシュボードの個人用設定の詳細は、第37.2項「ビジターとしてのダッシュボードの使用」を参照してください。


図37-1 Webページにデプロイされるサンプル・ダッシュボード

[image: 図37-1の説明が続きます]








37.2 ビジターとしてのダッシュボードの使用

すべてのビジターは、好みのガジェット、レイアウトおよび色テーマを表示するように、デフォルトのダッシュボード・パネルを個人用に設定できます。匿名ユーザーが加えた変更内容は、そのビジターのブラウザに保存されます。これらの変更内容は一時的なものであり、ビジターがブラウザをリセットすると、ダッシュボードはそのデフォルトの外観に戻ります。認証済ビジターは、ダッシュボードの独自のインスタンスを持っています。認証済ビジターがダッシュボード・パネルの外観を変更すると、変更内容はGadgetsアプリケーション・サーバーに保存されます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第37.2.1項「Webサイトへのログイン」


	
第37.2.2項「ダッシュボードの個人用設定」


	
第37.2.3項「ガジェットのビジターのプリファレンスの変更」






37.2.1 Webサイトへのログイン

Webサイトにログインすると、ダッシュボードの独自のカスタマイズ可能なインスタンスが表示されます。


Webサイトにログインするには

	
ダッシュボードがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
「ログイン」をクリックします。

「ログイン」フォーム(図37-2を参照)がダッシュボード・パネルの上に開きます。


図37-2 「ログイン」フォーム

[image: 図37-2の説明が続きます]





	
Webサイトに対する資格証明を使用して「ユーザー名」および「パスワード」フィールドに入力します。ログイン資格証明は大/小文字が区別されます。


	
「ログイン」をクリックします。

ダッシュボードの独自のインスタンスが表示されます(図37-3を参照)。


図37-3 ダッシュボードの個人用のインスタンス

[image: 図37-3の説明が続きます]











37.2.2 ダッシュボードの個人用設定

ダッシュボード・パネルを個人用に設定するためのオプションは、次のとおりです。

	
第37.2.2.1項「ガジェットのダッシュボード・パネルへの追加またはダッシュボード・パネルからの削除」


	
第37.2.2.2項「ダッシュボードのレイアウトの変更」


	
第37.2.2.3項「ダッシュボードの色テーマの変更」






37.2.2.1 ガジェットのダッシュボード・パネルへの追加またはダッシュボード・パネルからの削除

ガジェット選択パネルには、ビジターがダッシュボード・パネルに追加できるすべての利用可能なガジェットがサムネイルとして表示されます。ダッシュボード・パネルにガジェットを追加することで、これらのガジェットのコンテンツを表示するようにダッシュボードを構成します。ビジターがダッシュボード・パネルからガジェットを削除しても、そのガジェットは引き続きダッシュボードのガジェット選択パネルからサムネイルとして利用可能になります。


ガジェットをダッシュボード・パネルに追加するには

	
ダッシュボードがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。認証済ビジターの場合は、割り当てられた資格証明を使用してWebサイトにログインし、ダッシュボードの独自のインスタンスにアクセスします。


	
ダッシュボードのツールバーで、「コンテンツの追加」をクリックします。

ガジェット選択パネルがダッシュボード・パネルの上に開きます(図37-4を参照)。


図37-4 ダッシュボード: ガジェット選択パネル

[image: 図37-4の説明が続きます]





	
ガジェット選択パネルで、ダッシュボード・パネルに目的のガジェットを追加します。

	
コンテンツをダッシュボード・パネルに表示するガジェットに移動します。


	
ガジェットのコンテンツをダッシュボード・パネルに追加する前にプレビューする場合は、ガジェットのサムネイル・イメージをクリックします。


	
「追加」をクリックします。


	
「終了」をクリックします。

ガジェット選択パネルが閉じ、追加されたガジェットのコンテンツがダッシュボード・パネルに表示されます。





	
ダッシュボード・パネル上のガジェットの配置を変更する場合は、ガジェットのタイトル・バーをクリックして、ダッシュボード・パネル上の目的のスロットにドラッグします。





ガジェットをダッシュボード・パネルから削除するには

	
ダッシュボードがデプロイされているWebページにアクセスします。


	
匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。認証済ビジターの場合は、割り当てられた資格証明を使用してWebサイトにログインし、ダッシュボードの独自のインスタンスにアクセスします。


	
ダッシュボード・パネルで、ダッシュボード・パネルから削除するガジェットに移動し、(ガジェットのタイトル・バーに配置されている)Xアイコンをクリックします。

ガジェットはダッシュボード・パネルから削除されますが、ビジターは引き続きガジェット選択パネルからアクセス可能です。








37.2.2.2 ダッシュボードのデフォルトのレイアウトの変更

ビジターはレイアウト・パネルで、ダッシュボード・パネル上に表示されるガジェットの配置を変更できます。


ダッシュボードのレイアウトを変更するには

	
ダッシュボードがデプロイされていたWebページにアクセスします。


	
匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。認証済ビジターの場合は、割り当てられた資格証明を使用してWebサイトにログインし、ダッシュボードの独自のインスタンスにアクセスします。


	
「レイアウトの変更」をクリックします。

レイアウト・パネルがダッシュボード・パネルの上に開きます(図37-5を参照)。


図37-5 ダッシュボード: 「レイアウトの変更」パネル

[image: 図37-5の説明が続きます]





	
レイアウト・パネルで、ダッシュボード・パネルに適用するレイアウトを選択します。


	
「終了」をクリックします。

選択したレイアウトがダッシュボード・パネルに適用されます。








37.2.2.3 ダッシュボードの色テーマの変更

ビジターは、ダッシュボードのテーマ・パネルから利用できる色オプションを使用して、ダッシュボード・パネルの背景およびガジェットのタイトル・バーの色スキームを管理できます。


ダッシュボードの色テーマを変更するには

	
ダッシュボードがデプロイされていたWebページにアクセスします。


	
匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。認証済ビジターの場合は、割り当てられた資格証明を使用してWebサイトにログインし、ダッシュボードの独自のインスタンスにアクセスします。


	
「テーマの変更」をクリックします。

テーマ・パネルがダッシュボード・パネルの上に開きます(図37-6を参照)。


図37-6 ダッシュボード: テーマ・パネル

[image: 図37-6の説明が続きます]





	
テーマ・パネルで、ダッシュボード・パネルに適用する色を選択します。


	
「終了」をクリックします。

選択した色が、ダッシュボード・パネルの背景およびガジェットのタイトル・バーに適用されます。










37.2.3 ガジェットのビジターのプリファレンスの変更

特定のガジェットは、ガジェットの開発方法に応じて、ビジターのプリファレンスを編集するための「設定」オプションをビジターに提供にします。たとえば、天気ガジェットは、ビジターが指定した場所の天気予報がガジェットに表示されるように、ロケール・オプションをビジターに提供できます。


ガジェットのビジターのプリファレンスを変更するには

	
ダッシュボードがデプロイされていたWebページにアクセスします。


	
匿名ビジターの場合は、手順3にスキップします。認証済ビジターの場合は、割り当てられた資格証明を使用してWebサイトにログインし、ダッシュボードの独自のインスタンスにアクセスします。


	
ダッシュボード・パネルで、目的のガジェットに移動し、ガジェットのタイトル・バーで「設定」オプションをクリックします。たとえば、図37-7は、「最新ギア」サンプル・ガジェットの変更可能な設定を示しています。(ガジェットに「設定」オプションがない場合、そのガジェットのビジターのプリファレンスは変更できません。)


図37-7 「最新ギア」サンプル・ガジェットのビジターのプリファレンス

[image: 図37-7の説明が続きます]





	
ガジェットの目的のプリファレンスを選択します。たとえば、ビジターは「最新ギア」ガジェットで、そのリストにレンダリングされるアイテムの数を選択できます。


	
「保存」をクリックして、プリファレンスを保存します。










37.3 Webサイト上にデプロイされたサンプル・ガジェット

特定のサイト・カタログで有効になっているすべてのガジェットを、個別にWebページにデプロイして、ガジェットのコンテンツをビジターに表示きます。これは、サイト・ガジェット・カタログと「単一ガジェットのデプロイメント」画面が、Gadgets Userインタフェースの同じインスタンス上で動的な関係を共有するからです。ガジェットが表示されると、Gadgets Userインタフェースでガジェット用に構成された現在の設定とメタデータが表示されます。図37-8は、サンプルWebページ上で個別にデプロイされた2つのガジェットを示しています。


図37-8 Webページ上で個別にデプロイされたガジェット

[image: 図37-8の説明が続きます]








37.4 個別にデプロイされたガジェットの設定の変更

個別にデプロイされたガジェットは、(認証済および匿名の)すべてのビジターに表示されます。特定のガジェットでは、ビジターがガジェットの設定を変更できます。すべてのビジターは、(ガジェットの開発方法に応じて)特定のガジェットのビジターのプリファレンスを個人用に設定できます。たとえば、最新ギア・サンプル・ガジェットの「設定」リンクを使用して、ビジターはガジェットのコンテンツにリストされた製品のサムネイル・イメージの表示と非表示を切り替えることができます。またビジターは、ガジェットに一度に表示する製品の数量を指定することもできます。


図37-9 「設定」リンクが表示された「最新ギア」ガジェット

[image: 図37-9の説明が続きます]





設定を変更できるガジェットを使用する手順については、第37.2.3項「ガジェットのビジターのプリファレンスの変更」を参照してください。








用語集



匿名ビジター

Webサイトにログインするための資格情報を持っていないサイト・ビジター。これらのビジターは、ゲストとも呼ばれる。





認証済ビジター

Webサイトにログインするための資格情報を持っているサイト・ビジター。





自動モデレート・フィルタ

モデレート・プロセスを使用して管理者とモデレータを支援するために適用できる構成可能なフィルタ(「制限付きワード」、「ビジターのブラックリスト」および「ビジターのホワイトリスト」)。





CMサイト

Communityアプリケーションが有効になっているコンテンツ管理サイト。サイト・ビジターが送信したすべてのコメント、レビュー、評価および投票結果が、このサイトに収集される。





コミュニティ・ウィジェット

Communityアプリケーションによって提供される、追加されたサイト機能:

	
「コメント」、「コメント・サマリー」、「トピックへのリンク」、「最近コメントされた」および「最もコメントが多い」ウィジェット


	
「レビュー」、「レビュー・サマリー」、「トピックへのリンク」、「平均評価」、「上位ランクのトピック」、「最近レビューされた」および「最もレビューされている」ウィジェット。


	
「投票」および「結果」ウィジェット


	
「星評価」、「サムズ・アップ/ダウン評価」、「Like評価」、「お薦め評価」、「平均評価」、「最近評価された」および「最も評価が高い」ウィジェット


	
「ログイン・バー」ウィジェット








コミュニティ・ウィジェット・タグ

ウィジェットのプロパティ、ウィジェットを使用するビジターの権限およびビジターの入力を収集および保存するシステムを定義するコード。管理者およびデザイナは、Webページ上にウィジェット・タグをデプロイし、サイト・ビジターにウィジェットを表示する。





CSSタグ

デプロイされたときに、ページ上にデプロイされたウィジェットのすべてのCSSファイルを組み合せて1つのCSSにするタグ。つまり、各ウィジェットのCSSが同時にロードされる。これにより、ページのコンテンツをロードするためにシステムが行うリクエストの量が減る。このタグは、複数のウィジェット・タグをデプロイするページ上にのみデプロイする必要がある。





カスタム設定

ウィジェットのデプロイメント画面でタグ・ジェネレータを使用して構成されるウィジェット・タグの設定。カスタム設定は、タグの特定のインスタンスでのみ保存される一時的な値である(Communityインタフェースでは保存できない)。結果として、ウィジェット・タグの設定をカスタマイズするたびに、タグを必要なWebページに再デプロイする必要がある。





デフォルト設定

ウィジェットの保存された設定。「コメント」、「レビュー」および評価(「星」、「サムズ・アップ/ダウン」、「Like」、「お薦め」)に対するデフォルト設定は、該当するウィジェットに固有の「権限」および「外観」構成画面で再構成できる。これらの設定が保存されると、デフォルト・タグが、使用されるすべての場所で動的に更新される。その他すべてのウィジェット・タグのデフォルト設定はあらかじめ構成されており、再構成することはできない。





デプロイメント

コミュニティ・ウィジェット・タグを目的のテンプレート・アセットに挿入するプロセス。





デザイナ

コミュニティ・ウィジェットのデフォルトの外観を構成し、投票を作成し、特定のコミュニティ・ウィジェット・タグをカスタム値でカスタマイズできるCommunityインタフェース・ユーザー。これらのユーザーは、コミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイできるドメインを指定し、WebCenter Sites管理インタフェースを使用してコミュニティ・ウィジェット・タグをデプロイしてテンプレートをパブリッシュすることもできる。





一般設定

特定のサイトのすべてのコミュニティ・ウィジェットに対してCommunityインタフェースのユーザーが構成できる、モデレート、セキュリティおよび言語の設定。





手動モデレート

管理者およびモデレータがビジターのコメント、レビューおよび評価を手動で承認、変更または削除するプロセス。





モデレータ

コミュニティ・ウィジェットに対してビジターの権限を設定し、コミュニティ・ウィジェットに対してモデレート設定および自動モデレート・フィルタを構成できるCommunityインタフェース・ユーザー。これらのユーザーは、コミュニティ・ウィジェット・タグがデプロイされているWebページに投稿されたコメント、レビューおよび評価を手動でモデレートすることもできる。





SEO (検索エンジン最適化)

「コメント」および「レビュー」ウィジェットに基づきJavaScriptを最適化するプロセス。このプロセスにより、JavaScriptを無効にするように設定されたブラウザを使用してサイト・ビジターに「コメント」および「レビュー」ウィジェットを表示することが可能になり、検索エンジン(Googleなど)を使用してWebサイトに投稿されたコメントおよびレビューのコンテンツ内で検索条件を検索できるようになる。





サイト管理者

サイト全体およびそのアプリケーション(Communityアプリケーションを含む)に対する管理権限を持つサイト・ユーザー。これらのユーザーは、すべてのCommunityインタフェースの機能(コミュニティ・ウィジェットの外観の構成、コミュニティ・ウィジェットに対するビジターの権限の設定、一般的なコミュニティ・ウィジェット設定の管理、様々なWebページ上のコミュニティ・ウィジェット・タグのデプロイなど)に対する権限を保持する。





サイト・ビジター

Webサイトのビジター。





匿名ビジター

Webサイトに対するログインの資格情報を持っていないサイト・ビジター。これらのビジターは、ダッシュボードのインスタンスおよび個別にデプロイされたガジェットのインスタンスを表示して一時的に個人用に設定できる。





認証済ビジター

Webサイトに対するログインの資格情報を持っているサイト・ビジター。各認証済ビジターは、Webサイト上にダッシュボードの独自の変更可能なインスタンスを持っている。認証済ビジターが設定したプリファレンスは、自動的に保存される。





CMサイト

コンテンツ管理サイト。





Community-Gadgetsアプリケーション・サイト

Global Gadget Catalogインタフェースが有効になっているサイト。このサイトは、コミュニティ・ガジェット・インストール・プロセス時に指定される。詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sitesインストレーション・ガイド』を参照。





ダッシュボード

Gadgetsアプリケーションのコンテナ・インタフェース。これを使用して、サイト・ビジターに複数のガジェットを配信および表示する。 ダッシュボードには、選択したガジェットがフルサイズで表示されるダッシュボード・パネル、およびダッシュボード・パネルを個人用に設定するために使用されるダッシュボード・カスタマイズ・ワークスペースを開くツールバーが表示される。ワークスペースにはサムネイルとしてガジェットが表示され、ユーザーとビジターはそれらをダッシュボード・パネルで拡張および配置できる。またワークスペースには、ダッシュボードのレイアウトと色スキームを変更するためのオプションも提供される。ダッシュボードはGadgets Userインタフェースから利用できる。





ダッシュボード・カスタマイズ・ワークスペース

ダッシュボード上のツールバー・オプションのいずれかをクリックしたときにダッシュボード・パネル上に開くワークスペース。 選択したオプションによって、表示されるパネルが決まる。ガジェット選択パネル、レイアウト・パネルおよびテーマ・パネルも参照。





ダッシュボード・パネル

ユーザーおよびビジターがダッシュボード・カスタマイズ・ワークスペースから選択したガジェットを表示するスペース。ガジェットはフルサイズで表示される。ツールバー・オプションを通して、ガジェットを好みのレイアウトや色スキームで表示するようにダッシュボード・パネルを構成できる。





ダッシュボード・ウィジェット・タグ

デフォルト設定を使用してデプロイメント用に構成されたデプロイメント・タグ。一般管理者、サイト管理者およびデザイナはこのタグをWebページ上にデプロイして、サイト・ビジターにデフォルトのダッシュボードを表示し、ダッシュボードのインスタンス用の個人用設定ツールを提供する。





デプロイメント

単一ガジェット・ウィジェット・タグまたはダッシュボード・ウィジェット・タグをテンプレート・アセットに挿入し、次にテンプレートをWebサイトにパブリッシュするプロセス。





デザイナ

デフォルトのダッシュボードの外観を管理し、ダッシュボード・ウィジェット・タグと単一ガジェット・ウィジェット・タグをWebページ上にデプロイする権限を持つユーザー。





ガジェットの有効化

Global Gadget Catalogに登録されているガジェットをサイト・ガジェット・カタログで利用できるようにすること。





FW_CSGadget

Gadgetsアプリケーションのサンプル・ガジェット・アセットのアセット・タイプ。FW_CSGadgetアセット・タイプの記述は、CS-Based Gadgetである。ガジェットの作成の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebCenter Sites開発者ガイド』を参照。





ガジェット

ガジェット・ディスクリプタXMLファイルによって定義され、動的なコンテンツをあるWebサイトから別のWebサイトに配信する機能のリモート部分。





ガジェット・ディスクリプタURL

ガジェットのディスクリプタXMLファイルのURL。このファイルには、ガジェットのレンダリングを実行するコードが含まれる。





ガジェット選択パネル

ダッシュボード・カスタマイズ・ワークスペース上で利用可能な3つのオプションのうちの1つ。このオプションをクリックするとサムネイル・イメージとしてガジェットが表示される。ユーザーおよびWebサイトのビジターはそれらを選択して、ダッシュボード・パネルでフルサイズのガジェットとして表示できる。レイアウト・パネルおよびテーマ・パネルも参照。





Gadgets Userインタフェース

Global Gadget Catalogインタフェースが有効になっているサイト以外のサイトで実行されるGadgetsアプリケーション。このインタフェースはサイトの管理者およびデザイナに対し、サイト・ガジェット・カタログ、ダッシュボード、「権限」画面と「設定」画面、単一ガジェットのデプロイメント画面およびダッシュボードの「デプロイメント」画面を提供する。





一般管理者

Webエクスペリエンス管理(WEM)フレームワーク全体に対する管理権限を持つユーザー。これらのユーザーは、Gadgetsアプリケーションのインストール・プロセス時に、{cs_site}変数に指定されたサイトにGadgetsアプリケーションを割り当てることによって、Global Gadget Catalogインタフェースを有効化して管理できる。また、Global Gadget Catalogインタフェースが有効になっているサイト以外のサイトにGadgetsアプリケーションを割り当てることによって、Gadgets Userインタフェースを有効にすることもできる。





Global Gadget Catalog

このガジェット・カタログはGlobal Gadget Catalogインタフェースによって提供され、一般管理者によって管理される。これは、ガジェットの保存および様々なサイトへの配布を行うための中央リポジトリである。Global Gadget Catalogにガジェットを登録すると、これらのサイト上で実行されるGadgetsアプリケーションによって提供されるサイト・ガジェット・カタログを介してCMサイトで有効にできる。(サイト・ガジェット・カタログに直接ガジェットを登録することもできる。)





Global Gadget Catalogインタフェース

Gadgetsアプリケーションのインストール・プロセス時にCommunity-Gadgetsアプリケーション・サイトの変数で指定されたサイトで実行されるGadgetsアプリケーション。このインタフェースは、一般管理者にGlobal Gadget Catalogを提供する。





ガジェットの登録

Global Gadget CatalogインタフェースまたはGadgets Userインタフェースでガジェットのメタデータおよびガジェット・ディスクリプタURLを指定するプロセス。





ガジェット・レイアウト・パネル

ダッシュボード・カスタマイズ・ワークスペース上で利用可能な3つのオプションのうちの1つ。このオプションをクリックすると、ユーザーおよびWebサイトのビジターは、ダッシュボード・パネル上に表示されるガジェットの配置を変更してそれらの幅を調整できる。ガジェット選択パネルおよびテーマ・パネルも参照。





単一ガジェット・ウィジェット・タグ

単一ガジェットの設定を使用して構成されたデプロイメント・タグ。管理者およびデザイナは、「単一ガジェットのデプロイメント」画面で、デプロイするガジェットを「ガジェット」メニューから選択し、次に選択したガジェットのタグをWebページ上にデプロイして、そのガジェットの個別のインスタンスをビジターに表示する。





サイト管理者

割り当てられたコンテンツ管理サイトおよびそのアプリケーション(Gadgetsアプリケーションを含む)の管理者であるユーザー。これらのユーザーは、すべてのGadgets Userインタフェースの機能に対する権限を持っている。 ただしその主な目的は、サイト・ガジェット・カタログにあるCMサイトのガジェットを管理することである。





サイト・ガジェット・カタログ

このガジェット・カタログは、Gadgets Userインタフェースが有効になっているサイトに固有である。これは、サイトのガジェットを保存しそれらをダッシュボード上で単一ガジェットのデプロイメント用に利用できるようにすることを目的として、Gadgets Userインタフェースによって提供される。サイト・ガジェット・カタログ、そのダッシュボードおよびその「単一ガジェットのデプロイメント」画面が、動的に関連付けられる。サイト・ガジェット・カタログは、サイト管理者によって管理される。





サイト・ビジター

Webサイトのビジター。匿名ビジターおよび認証済ビジターも参照。





テーマ・パネル

ダッシュボード・カスタマイズ・ワークスペース上で利用可能な3つのオプションのうちの1つ。このオプションをクリックすると、ユーザーおよびWebサイトのビジターは、ダッシュボード・パネルの色スキームをカスタマイズできる。ガジェット選択パネルおよびガジェット・レイアウト・パネルも参照。
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videos located at: hitp:fwwiw videosofnevadaskiingvacations.com

Related Stories

ki Castle and Snowboard
Wizards Unite to Create Show
S and snawhoarders wilflack o new show
forthe latest gear and to watch their favortes
take runs under the most fierce conctons.

Alexandra Smith Extends World
Cup Lead

Alexania St is a sking teer ke no fher
Her compettion is oy herself.She has no equal
for the upcoming wirter event. There wil be iy
one record to best and thet is her own.

Related Links

+ Canadian Is First Woman to Ski Solo

Across Continent
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